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朝 協 映 島

建 築 界 の 展 笠

工準博士 片 岡 安

振 Ｍ ｾ水骨引の ノ た堂 ｹｩ 見は己に Ｍ ｾ阿 ｦ ＢＧｬ三を経て前途向遼述なるを 忠 はしめるこの 新年

を迎ふるに首り ｾｧ ｩｬ か芽比建築界の展望を試みる。

従来建築物の築造l立政治の動きと経術界の進展とにより必撚的に要求さ れてその

質 現を見るを常 とし fこ。然るに今弐の大聖戦に於ては先つ' 以て一切の彊諜物 はその
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1賓現ぞ日比lトーされ、建築材料の大部分は 軍需附係の方自. に流トIJ されるに至 h、一時は全国 に

-_ru，十高の建築技術者と ご百高を算する従事自は全く失業の欣態に 陥るのでは なし、か と見

られ? このであ る。然るに 他[的こ於て軍需工場の増設を始め、各柿の戦時17;:. 要件当E起り相首

多量の彊諜従業者を必要とするようにな 1) ，昨年に入 1) てより橡惣せる如 き多数の失業者

を見ｾＮ 1) しは何よ 1) も都合のよいことであっ 1=。恐ら〈本年に於ても昨年よりは更に好轄

するのではないかと 思 はれる。同より従来の千平l' 時代に於ける需要閥係とはその方向と質

とを具にする馬め各専門部門の間 l二大に緩怠: の皮ーを異にし適材必すe しも遁底を得ぎるもの

〉多きはゴ ｾＺＧ ， ｱＺ ［ 時下 の 情勢 としてまに巳むを得ないのである。

最近殊に大聖戦左側連してその急裂の lJEーを増しに大なる |問題はおー等の年来主唱せる都市

武装の強大化である。 111・年度に於て全閣に足り主主ヨたその演習を*&1こる似控室襲に劃する股

火管制及防火防毒等の訓練は; 長人に 向を教へ1こかを考へ fニならば、我闘の今後の大努力は

都市特に叢要なる生産絞同の中心をなす施設を包合する地医の武装を強化することである

ことは諭す' るま でもないのである。而してこの事? こる 言 ふに易く貰現に!刷 る困難なる 大 事

業であるに拘らする、大衆はもとよりま5政者に至るまで後り真剣味を持? こぎるや lこ見へるの

は如何にも不可思議のことである。重大 ｬ こして緊急Ｚｾ要する以上 そ の質現が困難なればと

て不聞に 附せんとす るは長に不都合である。恐らく十分に認識せき'る 1 . 0 であるかとも思{ ま

れ、如何にも嘆はし き事[である。

抑も我岡の者1¥市は その大部分は11危弱燃焼的の建築物にて織に され、 一朝主製に過」、時は

忽ち火焔の修羅場と化し瞬く ｉｾ ｉ｝ ( こ烏有に蹄するも のと見られる。この故 tこ共の火 災防備を

完成することは閑防強化の1 . 0 に絶割に必要である 。 営人が今日まで常に都市武装の，託要を

叫んf ごの も、 その黙から 見て危険極まりなきを j啓子るからである。我闘の重要都市には巳

に防火地医は制定され、防火林弘主の規則も護羽Hされて居るのみならす、必要に舷じて共地

医の鎖大整理も行はれて居るのであるが、その地医内の建築物の整s l ! . が断行 されない1 . 0 め

に、今＿ごにトー遠の如き危険 Ｔ 返りなき ｪｬＩ｜ｴｌｾ に置かれて居るのである。然し最近の我閑際情勢

を考ふれば、斯かる不徹底極まる消極無策の態度は組主Iに許されぬのでゐる D 或{ ま言」、空

襲に針しでは高射砲により、又味方の飛行機により 之を大部分防ぎ得るとのことなれども

如何せん極少数の敵飛行機の遁入によ 1) て も、焼夷開の数百は投下されるのであるから都

市の防火建築が州首充貰し 、少くとも防火地 匹の全部が完全に不燃質構造にならぎる限り

恐るべき結巣を招来するは火を附るよ りも明である。最近政府に於て;を: 速に大都市の重要

なる部分を不燃焼質化せんとの議起り 、一部建築技術家の考案を悲礎 として念速に手軽な

防火構迭を採附賞砲せんとするやに聞〈は近来の快事である。然しそれはそれとして貰施

するを妨げさ' るも告人はか〉る丸ll 息なる臨機の梁を以て決して満足? こることは出来ないの

である 。都市の武装を充質することは今後我岡氏に謀せられ fこる重大にして且つ緊念を要

する. 問題となって米? このであるから 、建築界のものは宵にあるとよそにあるとを問は十一致

圏結して防火建築の充賓lこ努力し 、以て問防力強化の大事業に貢献するの覚悟を要するの

である。建築界; ま平時にあ bても常にその:覚悟を必要とするが、今後間防力強化石? 第一義

とする時代に入りでは更に 一段の緊i炭l!;j去を )JII へねばならぬ。本年は正にその第一年に入つ

fこのである。



迎 新 年 有 所 戚

大 育長 審多目

事鑓の蛮生以来忠男なる皇軍の将兵と熱烈な銃後の岡氏による長期聖戦を統vt っ、今や

長期建設に ｩ 直進しつ〉ある。してこのｾＭｽｾ態がいつまで績〈かは後測され得ない ｫ されてゐ

る。この時局下に於て匙喋資材の統iltlJ 、使用の制限等は相首長期にも亙? こりま 1こ相憾に深

刻さをもカ11へられるであらうことは既に能〈知られてゐることで、時局下の建築界への影

響は頗ぶる大き 〈戦陣皆維と平和皆結とが波行j伏態であることは質に己むを得なし 、。して

業界にも波行: I U く態は有らうが技術者には殊に甚し，ぃ。この波行)j 犬態がし、つまでもサインカ

ーブであらうとは思へぬが、この波行がいつ減衰するかも強丈尽きれ得なし、o ip. :mのパラッ

グ建築は何れも本匙喋として綿引に備へるべく匙まねばなるまいし、従って平時的建築は

ここに叉も大きな影響を交りるは必然である o Ｑ ごから年新まると共にこの波行Ａｩｊｾ態に即般

すべ 〈 袋ノキ共 Ｑ ｩＺｦ策ｾＥ［Ｍ人は考へて行かねばなるまし、。然かも北文中文の秩序が整ふと共に

t停を j夫んでの建築事業の波行拡態も張想されるので建築界も径々多事である t 言はねばな

らない。

技*I 者界にも一方に大量の需用があり他方に閑散な方面も i民生 してゐるが、停ふるとこ

ろに依ると需要側には給興と年齢i : IこjnC限があり被腫者側又は肱需者側にも亦それに! 臨じ

得られな い不便があるとされる口この11日に底して大同区結有無花通すe るの方策が考臆され

なりればならぬではなからうか。このこ主は今次の時局下ばかりでなくＩ待旅に鑑みて作 ｾ ｬＯｬ Ｎ

とかし て置かねばならぬことであらう。

時局針策の閣の管結で、杢闘に亘って同時に然かも急速に蛇行ｾ要する時、臨時に大量

の技術者を採用しま? ここれを解雇するこ主は、頗ぶる困難な事情にある。かうる場合府牒

在勤の技術官を動員して成果を傘げる こ主が賢明な方法であるが、それには建築行政の機

構に一大進展を謀れ府腕夜勤の技術官を中央の統制下に置き同時に閣の官吏とし、常時

に は府燃の皆絡に賢から し め、ＭＮＡ＿，ｦｾ必要 ｩ こ臆じ で は閣の官吏とし て 其の府県系下に随行すべ

き管繕に従事せ しむるの方策が採らーるべきで、従来の椋な奮慣を打開して、速か lこ全府燃

費の技術官を聞に統一し然かも、不断其j荷鯨に在勤せしめ将来の時局にも臨時即肢の機構

t する ことが目下の急: 務である と忠ょ、。

官臨に於て もま に民間で も、建築家の言ふ ところ とは皆遣っ てゐるから嘗にならぬとい

ふ事を屡々耳にし、 時局下に於て建議又は意見を開陳 しで も亦同様な言を聞くのは遺憾至

極であ るo 共擦で来るところを考 ふるに、 排他的思想が素人をしてか〈も不安に陥 し入れ

?こか の様であ る。 建築の忌悌なき批判、 .t躍る とこ ろ無き所見は、建築の向上に貢献すると

3 1  
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ころ大なるものがあるこ主は言ふ迄もないが、自己の主張する以外の ものは綿てをf 排解す

るの排他的思想は避〈べきで、それが一般から建築家を疑はしめる導火線 となることに祭

付ねばならない。平時よ b も時局下に於て深〈この感を抱かせられた。今は律j I 五にあら搬

しをする時では無い。異に助け合ひ傘闘一致共存共栄に遁進して、建築家の民の力佐ば認

識させなければならなし、。時局下に建築家が一局主しで選任さろ ぺ き筋合に、 官余 り認めら

れてゐないのは振返って自らを見るべきであるまい1J >0

以上は時局下の新年を迎へて所l惑の一端を記 し希望を述べまに是正 を翼ふものである。



本 年 度 建 築 界 に 関 す る 諸 問 題

松 本 儀 入

( ー)

来年度の建築界に於ける諸問題は必然的に今次Z事もきに閥聯寸る i臨時鰹制の進行に並行し

て考へられな ければならな い。 言換へる と戦時措:1m下に於ける粧附現象が自 ｆ ｉ ｾ 経隣組織か

ら統制経前車射能へと移行 し更にその計霊的色彩を明献にして行〈に従って建築界も亦白然

そ の劃象と形ｾ 鑓 へて行かなりればならない。

即ち従来工業方商であれ或は商業方簡であれ又は住宅方聞にしても会li ! t の封象を求め得

? こ建築界は戟時資金調整法共他戦争目的遂行に附随して制定される谷間の法悦に1I，IJ約きれ

てそのをJ象が自然重工業並に戦争 そのものと直接関係するプ' 11凶に集中さ れる傾 向を辿って

来、而も戦争のもつ性質の結果ぞれがな速に行はれ且刻リj t に4:rU:l tfj のものとなって来ー!この

は見逃す事が出来な い。

( ニ)

事盤勃褒以来我間経桝界が只管職王手: 目的遂行への準仕に終始し? こと| 可;rlt こjl'i J じJ止ど 1) ぞ

建築界が辿って来? このは蛍然でゐる。

然るに悲に特に注意? : . - 要する賠は今次の戟今h' が単なる消耗戦争、でな〈等ろ生産戦争であ

ると云ょ 、 事ぜある。換言すれば始めから蹴壊的戦等、ｾ目的としにものでな〈建設的戦争を

目的とし＿こ ｴ いふ射である。即ち政治的には来ＵＮｩ新秩序の献立を、経術的には日 ｩａｨ 支給 ｾｩｦｦ

ブロックの結成を目的とし fこ戦争であると云ふ事である。きれば! 町東の攻略と武i英三鋭の

陥洛とによって - h邸階段に入つにと見るべ t 愈々今59cm指 l' の首初のそ して本然の目的に! ，; j

ってあらゆる建設的な政治的経情的活動力 Z集rt
1
されなければならない時期に這入つにの -e

ある。武漢陥洛と長期建設とが封臆的に而も一段と甫H 日lトばれi l ' t しに所以のものが即ち悲

にあるのである。斯〈て長期建設の1 . ( : 一一年を迎へる本年度の粧憐界がf丹波なる建設的百官邸j

に這入るであらう事は議想に難 〈なか らう。 他方消耗軍需品の補充生産は今次戦争の背後

開係並図際情勢の不安を考へる時相鐙らす・その活動を続げるの必要が痛感される。然し乍

らこうしに経桝活動はかつての自由経情時代への復蹄を意味するものでなく更に一層高皮

の市も計霊的な統制経械に進み行〈事は勿論である。右の如〈経術界カ: 計霊的な高度税制

の下iこ岡家目的への奉仕を第一義 として建設的困防的活動に入る以上来年度若〈はそれ以

後の建築界もか冶る経消活動の綿に滑って活避に進むぺ〈説約されて居る事が推論出来

1 5 1  
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ゃ う。然し乍らそれは主主して illioピ方 l荷村に交-IJ[;1il 商に於て i市も: 1: : イド斗':' 1}j:: こ多少遮れア矧

侍されるものであって内地方商に於て ( 主主主暫くは本年の如き欣態が筏くものと覚悟しなけ

ればならないで あら う。建築界の諸問題も乙 うしに見透しに関聯 しで始 めで考察きるぺき

ものである。

fお防空と建築の問題が現下の情勢に於てより以ヒの閥心: : t ' 要請さるぺきは云ふ迄もない

( 三)

之をナ要するに本年度の建楽界は戦争の ;隼畏に l' ドって束盟新快字の! 特立長期建設と云」、同

家目的への奉仕を楕紳 とし具謹拘に向草書工業重工業及び之が府属工業の活動特に新大陸

への進出開設活動 iご協力すると云」、形に於てその主? こる活劫ド見られるであらうし、技術

的にはｽ方毒或は生産 Ｗ ｅ Ｔ 言及第効力 ｊＩ 保韮省主に関する施設と云ふ鮎 ｩ こ 協 力すべき使 命ｾ有

つもの と云ふべきで ある o .)じもこ の開廷河建設内活劫 iこ先行し或は滑遣して銭茸、造柏、

l恒工業更に向金融、商業方商の活動が活設となって来る事は首然刀緒果であって、又今失

事饗の岡家目的から云つでもさうあらねばならないものである。

建築界の前迭も従って洋々 fこるものがあると云へるのでゐるが裁々はiたして挟手業寸臨す

べきでな く一 定Ｚ産業探買の熱意に燃へ非常な畳居と努力ｾ傾注しなければならないと信す

るものである。以上建築界の本年度を展望し諸問題考茶への端清を提供してこの項を務 1)

fこし、。
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火 災 質 験

最近火災に闘する貰ー裁が度々行はれてゐる、十一月十五日 の大阪牒前の賞験は閥問・では

最初のもので嘗局者の撤密な計輩、熱誠なる態度にはまことに心強いものを7感じ 1: 。 問よ

り塗家式の』部主や、ォ。司粗末乍ら古来耐火を考慮し fこ構造が、幾分で も効果のあるこ とは、

初めから自明のことであるが、之に科撃的なメス f! )}日へて数i量的に研究を施すことの必要

なことは言ふまでもない。そしてか〉る研究が建築家の手によって続々進められてゆくこ

とは喜ば しいことでゐる。 事貫こ の種の、建築術の華々しし 、殻速から Jf... 浅されてゐながら

も古くから経積上形式的に施行されてきにものが新しし 、科接的メス の解剖によってl再認識

させられるものは他にも色々あるであ らう。 そ して その成果が賓際建築技術上に寄wする

ところも犬、きいも のがある と思ょ、。

こ〉に考へさ せられることは今日の建築撃の素清しし 、進歩琵速に拘らす、ぞれが貰際建

築に肱用されるものは極めてノj 、純国を出です¥その蔭に紗しい群小住宅f6舗なとの一般建

築が一時的糊塗を主眼として組製濫造せられ、数的には之が都市の大部分を構成してゐる

今日の欣態である口この寒心すべき j伏態: t 救五、; 金は建築技術をして 、建築家の手によらな

いIJ 、建築に従事する大工徒弟 一般に普及すると共に 、一般市民に 制しても都市建築の重要

性を認識せしめることが根本であるが、同時に災害防 11-:上建築柿遣に枇てー‘ 史の制約を法

律を以て規定するこ とが必要 とされる 。事責建築技術家が智脳を動員して得fニ服用研究の

成果が、一片の研究報告に 11: まることなし - -r: 1も早〈ニ の釘策が彩しい建築群に封し

て賀行に修されることが必要、今日程この建築技術の普通貨行を、要求される時はないと

忠ふ。

従来この種問題の立法化に首つては技術家の立場は常に泊制的交動的位置 に置か れて、

ともすれば法律家や主主政者に抑へつけ られ、 i仕合一般から技術家の我間引71'(1呼ば、わりを? 交

げてゐなかっ? こであらうか。それは技術家が枇合行政の表面・に表れす' に、下抗みの位置を

甘受させられてゐることもー原因でゐるが、技術家自身ヵ: か、る場合の賀行に却する熱意

が研究にi討する程織烈でなかっにとも言へやう D 技術的研究の純粋七l : はどれ程強調されで

も足りること はな い‘ しかし一方に於てそ の成果を震 J ! . &者なり枇合人に認識せしめ 、 その

認識の上に立法化する推進力がより以上強力イじされねばならないと思 ふ。 j!i 3反抗合にを?の

る技術のもつ役割が絶謹の重要性をももっ、ある時、技術家の国結しに強力なる 賀行カヵ :

行政とに具現化されることが必要である。特に技術の立法化に賞つて は、ji阿部的復靴、滋

7 ， 
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Ｑ ＱＱｾ に陥ることはし抜本号泣か ［ｩ 的に Ｊ ｬｦＮ ｏ ＩＭｽＮ 心 、 出泌性 ｾ ｩ ［ｈ 興 されんニとを切望して ＱＱＺ まない コ

2 文 化 圏 策

H乍今文化闘策といよ、言葉が言はれてゐる 。凡そ唱え時理;[ JI ! に似つかわしくないことの様で

あるが‘ 今や事: 鑓は一段加に入って自らその日擦が判切り解りかけて来fこからで 、所謂革

新的な長期建設の fこめには物心共に今後に廃する心構へを必要とするところからきてゐ

る口そ して閤策と し寸、言葉の 中に は一見して岡家に特有の、且つ統制されfこるといよ、意味

が含まれてゐると忠ふ。

この意味にをける文化といふものは、問題を J 1. - 象化されたものに阻止ってみても 、長岡 l 二

{ま未Tごはっきり しにも のを持ち合せてゐな い。

今日の行間の文化は多 〈欧米の純によ れ 古 く は支部のそれを揖l f x . しにものである D 文

那のものは永 い11日に 完全に 日木化し消化し悲してゐるが、今円の欧米の ものは ま1: : 完全に

とは言ひ得ない。そして此等の外来文化輸入の午而には古来日本間有の文物が完全に保存

機承されてゐるものもある。こうゅう外から全面的に掠入れつ〉、且つ j l i l *のものをそ ω

ま、越してゐる日本の複雑な文化は外に例を見ない苦闘間有の特徴とも見られてゐる様で

あるが、活動的文化の範囲に於ては泣憾ながら未に現代日本といふもの〉判然としに形態

はな い と言は 5 るを得ぬ。そ して続出Ij とい よ、駄においては全〈文イじがj なものを見出すに苦

しむとさ へ 言へる。湖洲を初め各植民地に従 ｾ Ｈ ＱＳ 本 人 の建設し＿こー Ｎ［ｩｬ 立都￯ｉ￭文化なるもの力Ｚ

凡 そ貧弱な ｴｊ ｾＱ カ〉せ ぎ根性 の産物から ＭｴＩＷ も ｈ ｬ す ｜内地 の六大都 市 でさへ外 ｬ 剖の識Ｍｉｦからは

日本人の文化的能力を疑はれてきへゐ? こ。ところが今JRillI 新秩序の長問必設に直回 して、

文化闘策云々を語らねばならないことになると、如何にも泥 ｪＧＺｩＱＡｬ的ＡｾじをｾｩＡｬ主げられないのも

世然である。

H. 象化されに文化は元来一つの形式であるが、単なる形式ではすまされぬ。その根底に

，U111がなげればならぬ。 1111題を建築に限ってみても、 1' j 1 . なる形式は日本古来HI 々の週柴形

式を もつであ らう。しかし之が模倣踏製では近代の日本文化の再建設を容る〉 にめまりに

思想的距離がゐり過ぎるo 勢ひ科撃が] 合; 型的な近代の傾向の中に日本的新文化の，巴想一一

むしろ直視的に感受 される努囲気一ー を盛つに形式が出現されねはならない。固より革新

rl j建一設 といっても、機悼の護明の様に新形式が突然するわけのものでなく、徐々に綜合的

なものがこの思想の反映として形式化される のが文化形態の普通である。

と乙ろ が又一方から考へれば形式が一旦構成さ れ〉ば それは既に 思想以上のものを持っ

てゐる、思想、を越えに形式の力が生れ出て〈るo 畢生の集圏運動や青年圏の儀式にしても

一つ の形式，である 、そしてそれは単なる形式ではなくその底に思想の礎がなげれば無意味

である o 問よりド イツの単なる模倣では1: めである口しかしその形式が一旦確立 され 〉ば

そこに思想以上の強力なも のが表れて〈る 、ぞれが教化乃至文化的運動に寄奥する力は大



きい9 文化闘策といふ言葉の意味にはそうゅう思想的なものを抜け出? こ、形式を了主としに

積極的なものを多分に含んでゐると思はれる。

こうゅう意味にお・げる形式を作ること、構成能力が今日最も要求されてゐ石のではある

まいか。皐にそれは専門家計りでなく、話政者もすべての枇合人もがその意味で華街家で

あり計章者であることを理想とする。建築に積極的な意味を附興すれば、それは文化の指

導者、護揚者、教化者であるとも言へる。それは思想、から tHて思想、を飛び越え fン・つの形

式であることによって愈々その強力な表示をもち得るであらう。しかし 一歩誤れば形式主

義に縛落寸る、同時に思想、に拘泥して理論や主義の虜・になってゐては、一層今日の新建設

は不可能である。

日本特有の、統制されにる、そして思想を超越しに形式。どんな 1昔、味の文化問策とし て

新しい形態の建設が今や痛切に要求きれてゐる。

5 無 用 空 間

世の ＱＱｾ のこと何でも一路は無用と有用に ｬ 長州出来る口そして叫捕を押せば凡そガ等の ｫ 一

右には無用が: 充満してゐるともいへる。床の間も総I f t l] も要らぬ 、食事はビタミンで足りる

衣服も袋署ーだけ考へればよい、公園ち「荷揚も記念碑も要らぬ。 これでは凡て の生活に l味が

な〈、 t止の中は乾燥してしまう。

何時の時代にも] 韮簡の必要は常然である。事物の. flli 論的考読がどれ程準められでも ，足り

るといふことはない。 しかし今日の事柄は」且完封倒 dl. ｾこ溺れ る ことの危険ｬＧ住らねばな ら

ぬ。特に ｬ ｝ｬ論の必 要 性は充分に一般から感得されてゐ る 今日、ｊＺ ｬｮ 痛 の 行過ぎに反ｾｾ ｽ ｊＱＱ へ

その判断を辺1緒以上のものに持換する必要はないにらう力、。

理窟を＿抜きにしてといよ、言葉がある ｯ 美、崇高、 ｧｾ 院、Ｇ￘＼ｩ快、人間味などはその封書足主

なる。 Ｑｮｾ 用も亦 ［ 型施を＿抜きにして最も必然の有意義の ｊ 十 ＱＱ こるものがある 。

天井の肖さはさき気量を容る〉程度で充分、 b5i さは椅T- - k ' Ｓ￬ｦｾ ぺる ｴＺ げで足りる。これでは

建築とし、ふにあまりに窮屈に、そこに無用杢聞が要る。

無用空間は個々の: 11去を規定し、建築に性質と味- k ' つける。それはゆとり、脱犬、美、端

麗、部達、風格、親しみ等である、同時にそれのみでもな L 、。これを浬窟づけることは出

来ぬ、又必要もない、i I 住建築的空間の表現である。

ナチスの建築統制はすは‘ らしい容量の無用室聞を出現せしめつ、める D それにナチス の

精紳を吹込み時代の新しい意義t : ' T<<fと立表示せしめてゐる。そのオリンピック競技場、ナチ

ス蕪犬舎式典芸言、国立新美術館などは様式上の判断は別として素晴しいといふ一言に藍 t

る無用空間の利用ではなからうか。天井は理性を越えて高〈室は無眼に大きい、主菩は天空

に筆へ‘ 延々と列桂は積しその無用空聞をして新興ドイツ精神1 ) 表象として、歴倒的な

大撃を以て中外に叫ばしめてゐる。ぞれは理窟を越えた無用も有用も超越し7こ人に迫る強

9  



カなる ー形式である 、 容量の美といふには、あまりに表現に満もてゐるものではなから

うか。

こう雪つ? こ形式は吾闘にもにくさん あっ七、 或は五重容となり棲門となり、城廓となっ

て現れてゐる。 しかし現代の 日本はあまりに理窟が多 し 有用で充満してゐないであらう

か。蹟場も 公園も記念碑も 一々 理窟がなげればおさまらない現献は無用の効用を忘れてゐ

ないであらう か口公閣の にめの公園、建築のにめの建築に理痛を抜きにして意義あらしめ

にいと思五、。 ( 13，11 ， 27_f高)

i  1 0  

イ ヅ 古 諺

- ・・d・.

..<) 

国 遁 卒 恩

世は非常時、建築界も亦未曾有の難局に直面してゐるロこの時に首

り嘗て自分が在留首時心惹かる〉ま、に書き止めて置いにドイツ古

諺の中に ヒシヒシと胸を打つ三つの何が見出される。

その 1，

“ Di e Archi tektur ist der Spi egei  der Zeit.' 1  

( 建築は時代の鋭である〉

鍛鋼の統制、工場建築の全盛、防空建築規則の質地等々何れも皆こ

れである口

その2，

“Manche Stadt dem Feuer 

und ni cht dem Schwer l  erl egen! " 

( 倒に敗れき' る都市も火には敗る〉

無敵陸海空軍の活躍により岡)Jti. i ¥紘に輝〈春、危険なる銃後の木造

都市を顧みて この句特に 強〈 響〈。

その3，

Wo  ein WiUe  ist ， 

da ist auch ein We gl" 

( 意志ある所必予選あり〉

木造都市の; 訪火改修は正にこれ7ご。右頑担| 号の秋ではない。先づ猷

行せよ。道は自ら 開げて来る。



期 待

新 名 手電 犬

×  

本 年 への期待は徐 りにも 大き し そ の 目 標 は 極 め て 遥である。東IRl 建設の巨歩) J : j Eに 踏

み出きれんとする年であるからである。

2年間の暗い戦奮を破って 、亜細IB l i のJ $ . . 明が今光射そうとしてゐる。

この年より 将来へ繋がる期待の大 さは、日本間民が今 まで感じ?こ何れの場合よ 1) も大き

〈且噴い。

自由主義河期 の 思 想的混迷の ｲＮ Ｑｾ に 、 進むべき目標を見失ひかりでゐ＿こ岡氏は、今東亜建

設の; 峰火の下に新しい希望に燃え、探る勇策と盛りあがるブ] とに満 ち溢れてゐる。

我々は ここに時代の重監がE 大な推進力を以て 、蕪雑な地商を I民監して行〈力を感じ、

前時代の残宰がめりめりと押しj貴されで行〈音を開 t 。

やがて担 ん? こる大地の上に は新し い 時代の建築が、永遠の企潤の下に宏大無比の規模を

以って始められゃうとしてゐる。

我々は建築家として、叉同時に闘民として‘ 否建楽家であるよりも前に闘民として、 T  

の大建築の計霊に会じ、その建設に協力しなければならね。

X  

思へば昨年秋頃ま での| 協は、資金の調絵、物資の統jjjl J、輸入の ili lJ fJ ミ等に依って引き起き

れに業界の頚勢に、非常に悲瓶拘に ftJ i いてゐ ?こ建築界であっ -rこ。殊に木村に封して極めて

股格な使用許 可制が出 るといよ、噂が流布 せられ?こ7，8月頃の建築界( 立、 一時絶望的にさへ

感じられに程である。

ｦ ご が 、 木材許可制 ｪＩ［ｾＮ￭ Ｎよる噂 にはＮ り 、 一 時峻肢をナ組め Ｑ こ米松の販売に ま ｊ ， する取締も、 ＱＱ

月には或程度の 綾荊 Ｑｾ 見るに及んで、建築界には漸〈生 気力［ｩｉｬＡＡ［ってうド ＺＱ こ。

一咋年の秋、餓鋼工作物築造許可規則の設布が、晴天の濡患の犠に建築wを時間 してか

ら ｬ 年 有訟の試練は 、建 築界 に 岡策の 向』、所 を紋 へ、 ｬ 瓦々に Ｖ ＱＱ 日人 の利 ｾｴ Ｚ 仏国えて、大き

な国策に! 碩:臨する -r: げのj良と自yt とを奥へfこロ

統統規則カが; / : 1. 出1る宵毎:バぷlにこ入、 或は建議に或はｼ阿陳［司凍刷司束恥刺ｾＧ計 ＧＱ情ｼ

所に慰々として順 Ｑ恵 ｅ して行〈し、 ミ吾守もつと積包桜 ｩ 的にそれに協 Ｗ力｝しつつ、寧ろより高度 の統 ｩ ｾＱＱ

に依って我商産業の水準を高め、その後に来る べき大いなるものに期待をかけやうい、ふ

所まで漕ぎつけにのであ る。

建築界ばかりでは なし 、。技術界一般、否問民全般が 、今日 では既にこうし に|今卜先に まで

既に到達 してゐるのピ。
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自然科墜並 に ｦｦｩｴ 合利率附方 ｩ 商に亙るあらゆる近代皮術 ￎ［ｾ 門ｾ椋合して、産業 ｡ 旋律Ｚｪｊ附 ｴ 出 ｾｩｊ ;  

結成せられにの も、こうした潔園東に於てで あれ政治均及び経済泊部門との協働拘機関

として、企霊院に強力な技術部門が生れゃ うとし てゐるのも 、こう した霊祭の反映である

×  

この様にして 、代用品の研究にしても 、時局総了ま・でといふ念場凌ぎの一時的立場を粂

てて 、図家百年の計聾 として、 資源の燐充、ぞの自給自足といよ、泣い所に目標が置かれる

様 になっ?こ。

物資節約 を目的 とす る建築楠造の合理化の研究、各陣材料の言r - 挙手強度の戸長崎討等・にして

も、 単 に事鐙念切 り抜げる とし、ふ 目先の目的よりも 、 もっと高 〈遥かなる盟? 位、の下に行は

れつつある D

材料 の 質 の 向上と、 それを 組 立てる ＱｾｾＮＺ ｩＡ￬ 法の 改 良とが 、 この機＿＿ に 今までの Ｑ 悶々 別 々の

研究方法より 陣 じて 、質源愛護と いふ l つの官棋に向って協働する結果は 、やみ: て完全に

して経済的な理想的建築物を生み出すことになるであらう。

物資統 ili lj 法7 ) 鼓動力首初、建築界米合' 1 すの非常時が日昌へられ? こ際、村出? 藤吾氏が i 1f 訟

は設計事務の多忙 なる倍以こ、 mもすれば怠 b勝になり易かつに建築 D 諸問題を 、今こそ腺

据 へて 研究する機 ｾＱ が奥 へ られにと汚へるべきである」とい ふ 意味のこ と を 、 何 ｪ 怠かで述

べて ゐられTここと を記 意するが、こ の言葉は、事箆 J ) 試練をより南iい理惣への一段階と 三Jl;

へ る上述 ｊＩ 如き立 場 に於て、 大に味ふべきものがゐる と ｎｾＮ ｬ 、 。

X  

肢末の陥容 と引演いて武漢三鎮の掌握に依る「戦争より建設へ」の陣換は、事費の見通

しに古討する不安をーj倍しfこ。

建設の大事業は既に 開始せられ?こ。

軍需 工 業 、 軍事施設以外の平和 ｪｾ ｊ 建京事業に到しでも、多数の技術者が満洲へ 、 北支へ

と閥策の第一線 に向っ て どんどん進出して行〈。建築児の現枇に於てすら、内地ではその

罵に非常に 手不足を 感じ る様 になっ ?こ程 に。

ｩ 蔚洲 全 土 に 於げる本年 の建楽 党 総 額 Ｗ ｴ Ｗｑ ｾ 圏 、 ｪ 前世 ｩＧＩ ｊＩ 建設 だ け に でちまだ ま ｴｾ 多数の建築

皮術者を必要 とする。

昨年 の Ｗ 、 Ｘ 月頃に は建築技術者の剰員 氾 ｩ 監乃理［担 ｬ に 寒 心し て、そのｾ置 に 腐 心し たも

のが 、同じ立場に於て 、今では建築技府者の大陸主動を 引止める役割を演じなければなら

ないと いふ妙なデ レム マに苦し む といふ有様である。

己の傾向は本年l主主主ん強 くなるであら う。 既 に各製伎の技術部門では 3月の新卒業生全

部の就職先がi}( )!: して 、前 申込みが殺到 して ゐる 欣態でゐる 。

これが弓Iｾ 、 て内地 の 手不足 の原 因となってゐる。

fごが、内地: : e後廻しにして 、先づ大陸建設の第一線 l二、惜みな く優秀な ヱキスパ 戸 トを

I  1 2  



法 ろう ではな いか。

多 〈のエキ スパ { トが兵隊と して践場に出動いその血に依って舵保しに大陸でゐる 。

その建設の震に内地に於げる物的資材は極度の統制 と節約 とが行はれて ゐるのである。人

的資材も亦同様であるべき fごと思ふ。

事ろ優秀ならｾるものを「大陸向 」と して 送り出してゐ Ｑ Ｚ 今 日 までのやり方は 、 国策の

名に於て速にこれを棄てなければならぬ。

×  

大陸建設の大事業は既にスタートを切っ 1:
0

rごから と言って 、内地建築界の!t! t態が乏!:t こ

活況を呈することは議想せられなし、。

織の増産計霊は着々貰施せられ、軍需の痛に平和産業へ向くべき織を泊費する量は 、み

年度に於ては著しく少〈なると噂せられてゐる。

とは言へ、それが建説鵠ミ界へ活 i ' 入れる株になるまでにはもま fごまにIMlがあ b そ うでゐ

h、その上最近内地建築界のPi t- の花形であっ?こ工場建築ふ本年は重工業開係まで漸〈

その飽和黙に達しゃうとしてゐる。内地建築界の景気快夜の材料は 、本年に: 九つでもま 1::

殆ん ど見官らないD

t:_' が、それにも 闘ち今、建築界には既に昨年の陰惨な安策はな し 一脈の者，望がひしひ

しと感じられる。

それは畢覚す・るに、東亜建設への期待でゐり、 趨望であら うと思ふ。

この期待は 1年ゃ 2 年では報はれそうもなし、口否或は我々の時代はそれへの努力 と奉仕

とに経るかも知れない。現に内地建築界の質杭はも何と言つでもま fごま fご臥荷量; 胞のそれ

である。

r:: が、そ うし? こ現献を以てしで も、皇紀2599年の年頭に於て、我々の内部に脈打ちつつ

あるものは、やはり大い なる期待でゐ b、束5i 建設への透かなる調室である。
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建 築 界 の 春

藤

を

原

待

義

ノ勺

J  

災前向の年の後をうけ＿こ昭和 ＱＴ 年の初頭に立って展望するに、建築界には依然好時のｾＡｓは

認められす 、 受［ｬＧｩｾ｛の年を続け て 行〈のではなし、か 主 想像される ｯ 1こt ひ事費が急: 速に終結

するとしても、建築界の恭は容易に回り来るとは考へられぬ。況や時局はより一層の切迫

ｾ以 て長期の道桂を辿る可能性が 多し、。 い はゆる好む 主主子ま さＧるとに拘ら今 、 隠沼、以て年

五? 迎へ るの他はない白

不運の時には不認は箪る。こんな年に限って又昨年のやうな大水等、大風筈: があるかも

知lれぬ。大地震がないとは保障されぬ。場合によっては敵飛行機の燥惨をむかへねばなら

ぬ。建築界はに V ならぬ危地に燥され、死地に陥り 、未曾有の破壊を毅! ) 、 J 也獄倫巻を展

開することも後期する ?ごりの覚悟は要 'i 司る。

併し高ーかかる事態が生子るとしても、これによって従氷の建築界に於りるもろもろの

た小問題が棋こそぎ解消して、民に新しい時代の日本建築が ilM:5Fする希望がないとも限ら

ぬ。戦闘の暗黒時代を粧て華々しい桃山美術桃山建築を生じ、絶望的な窮境に落ちて新 L

いf;;1皐閣ドイツは興つに。 l時代の市らす依壌は 、必? 新しい時代の生命を創造する。こ の

意味で建築界の困窮破壊は必しも悲しt J に首らないロか〉る時期には、建築の積出的設展

はなくとも 、退いて考へ、来るべ寺時代に廃する心構へは必要であらう D

きてひるがへって我が建築界の現放を見るに、建築家? こるものの反省すべき問題や解決

すべき宿題が山積停滞してゐる。「日本化建築」問題もその一つである口自分は曾てこれ

に就て本協台関係誌上に意見を開陳しにこ とが ゐるが、現下に於ては更にこの問題に闘騨

して、一層考へる ところ あるべきを捕感するものでゐる。

「世界中の建築は東京で見物i士l来る 」といふ事を聞いにこ とがゐる。近代日本建築の辿 b

絞っ? こ傾向を道政してゐる。良い動床の厨際建築、即ち世t J 平建築として完成されるものな

ら結構? ごが、単にアメリカの建築、イギリスの建築、 ドイツ、 フランスの建築 そのまま に

倣ったのでは怠床はない。ルネサンス にしても、イ ギリスにはイギリスのルネサンスがあ

り、 ドイツにはドイツのルネサンメがある。ゴシックに しても皆然 90 iltW. 共通のも のに

も、各閣それぞれの個性が表現されてゐる。日本にはそれがない。無いと云はぬまでも 稀

薄である。個性のないのが個性 と云ふのでは遺憾ピ。

最近 しきりに紹介され る支那各地の都市に於て注目されるのは、新しい大建築に支那佃

有の式 に成 るも のの多 いことでゐる口上海のやうな 医際都市に於てさへ、市政府をはじめ

とし、立i反な支那建築が林立してゐる。日本の建築科書裂が支那に劣ると考へる者はなくて

も、問己の建築を持つ賠に於ては彼にー歩も数歩もゆづること を認め F るを得な い。
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ι の ことは、 明治以後の 日本が模倣追従の時代を過ごして来にものでゐる限 りは是非も

ない次第と 去はねばならぬが、黙 らば 日本の建築界は 、こ れから自 己の仮性ある建築の創

造に向って 出設 してよ いであらう 。否既に出張してゐると 去へ るかも会1 I れぬ。在年来唱導

されF 叉賀行もされて3tH二日本趣味東洋趣味を基調 とする建築の傾向がそれである。併し

それ等の建築は 、概しでよ芝薄低調で 、本物といふ感に到達するまで』こはf品; ほ相官の距離が

ある。 これは一つには枇合の建築に到する認識の不足から 、我国建築家の枇命的地位や紫

質が一般に容易に高 め難し、? こめかも知れぬ口

叉建築程貧富に支配され易いも のはな し 我閣の富の賀力が アメリカ 、イギリスはもと

より 、支那にも及ばぬのかも 9:11れぬ。さう 王へば日本に於て 、建築家が良心的に全力を傾

倒 して造る ことの許される建築が果していくら あるであら うかo !l;、い工費を以て、その数

倍もの工賀 Ｇ 念、要する建築の外形のみを得んとする見かげ問しの建築は、現枇合の底 ￬ｾｈ

まで浸み込んでゐる 訂jゆる枇合相を反映するものでゐるが、こ んなお へは 、建築の大ノj 、を‘

問は今 、早〈棄て去らねば正しい建築は L、つまでも現はれない。

脅しい建築でも 、必要伺首に正直仁主主られに b のは 、>1せかりの大建築より建築とし て

の慣値あるこ とは云ふまでもな L、。この意味に於て良さ建築は必しも i富の大ノj、に閲らや 、

而して真のイ! 日性ある建築は此庭を母胎 として 設生する。位台の正しい認識を佐登しつつ、

建築家は佃性ゐる日本建築の創道を 目標 に、来るべき建築界の春を::'1もつことを主主む。
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昭 和 14 年 度 建 築 界 の 展 望

国 毛主

1. 主主築界の烏1敢

2，戦時経済主建築工業

渡 部

3，工事・交関係の諮問題

4，工事従業員と技術者

3， 結 語

圭

ミ1: (.

c 1  

ＱＮ本年度建築界の鳥敵 一一『建築界の諸現象は常に経倒現象ｾ￬Ｎ阜ふて鐙化する』乙との

原則から、昭和 14年度の建築界も否問戦時経消の移行につれて鐙化するであらう。現在否，

閣に於げる戦時総1)' 1の焦黙は産業機構丙・編成の問題に集中されてゐる。こ の問題は満洲事。

援後に起つに間程iであり、 且 つ己に賀行に移きれつ〉ゐつにものであるが、去る 6 月23 日

の物動計霊は向乙れに拍車をかげんとして ゐるも のである。即ちその結果としで

[ 重工業の飛躍的ー設m 4，代用品工業の勃興

2， 1盤工業の不服 5. 大陸への進出

3， ｾ啄失業問題の護生

宅事・々が進展しっちあるが 、 吏らにその ＱｾＱ 力は今後に於ても一騎増進するであらう。

向以上の事責を明瞭にする一二の表を次に示き う。

第 1 : 表は重工業 と平和産 業に注入せられ? こる抑込資本の比較である。

治 l J ': 資本の重工撲への注入〈千個〕

③ ③ a; ー ③‘

窓工業 平手11度当主 合 言l メ

間 利 7年 18，995  257，562 276， 557 6，89  

8 1ド 13U，638  413. 358 う Ｔｾ Ｂ 046 24，02 

9  3，c  182，408  631. 187  813，5ヲ3 22，4，2  

10-; ド 2U7，S12 466，113  673，925 30，84  

11-
1
1'- 283.447  647，667 931，1]4 30，44 

12 :，王上:Jt-，q ＴＲｾ ，＠ 453 531. 534 9S5，9Si 44.40 

Ａｾｩｊ＠ 下期 452，323  524，636 976，959 46，30 

133
，三上Wl う64.524 287.， 650 847.174  6o.  64 

第 2去 及 第 3表は妙働部商の堕工業 に啓行する j伏況を示すものである。

耳n 決 ヰ1縫以降労働人員指紋の勅き

線指数 機械望書 i注目日記長 相 ｾｱ 御蝶

J2年 6 月 100.0 100，0  100，0  1( 0，0  

ｉ ［ ｾ＠ 9  }J 102，7  106，7  106，7  98.6 

f;;) 12 月 104，8  112，7  111，7  96，1  

131f. 3 月 106‘ 3  121，6  116，5  93.2  

同 6 月 110，う 135，5  122，3  94，2  

同 i  )j 110，5  138，4  123，8  93.1 

( 備考〉日 銀勢働統計により算1 : 1'，
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ｾＳ ｊＮ ζ＠ Ｑ Ｑ 奴訓労 働 者 Ａ ｜Ｇｴｩ 成 犬Ｈ 毎月 の 主昔前Ｉｾ !J.1!J 日人 口敏{ t ' Ｉｪｾ す Ｉ

民 管 工 業

，，F  ー ，/、ー・F
『、、

織 縫 工 業

機 械2器具28幾人6  官 情工38場人7  

ＱＲｾＱ ｩＮ＠ 1  I1 C+ )  
92人9  

c  + )  4， くー〉

2 月 (  +  ) 12， 373 C+ ) う， 404 ( 十 J 334 

3 月 (  -1- ) 13，057 ( + )  9，964 ( + )  817 

4  )J (  +  ) 36，083 f 十 ) 13，264 〈十) 6，254 

5  !l CT)  L  026 (. -/- )  4，396  ( + )  3. 534 

6  I1 ( ー) 3，204 ( + )  5，025 c  + )  3. 118 

7  IJ  CT )  L  137 ( + )  3，887 ( + )  1，967 

8  JI (  -， 4，820 ( +  ) 12， 084 ( + )  7. 085 

9  JJ ( + )  2，213 ( +  ) 17， 780 ( +  )25. 823  

10)1  「ー) 3，897 ( +  )  16，258 

1111  ( ー) 2，260 ( 十 ) 11. 698 

12 )1 ( - )30，454 ( + )  8，428 

1.) '. ド 1 11  ; ー} 790 ( - 1- )  6. 917 

2  11 〔ー) 2，962 ( + ) 12，674 

3  Ij ( 十) 1. 759 ( +  ) 18，048 

4  11 「ト )21，452 ( +  ) 26，246 

う11 (  -)  6目 408 ( 十 ) 10，562

() H  { ー) 9，315 ( + ) 10，553 

7  H  (  - )  9.  396  ( + )  9，461 

8  11 ( ・) 7. 359 ( +  ) 10，589 

以上の表のみを見ても如何に念角度ーに重工業部門が立 ｴ Ａｬｾしつ〉ゐるかが明かでゐる。 ｛ ， ｪｊ

時に本年度tこありでは物動計副知影響を受けて吏らにその11¥I)立を鼠加せられるであらうこ

とは想像に難くない。代用品工業の進出は鍛資材その他の不足を柿ふ? こめに勃興する のは

常然であり 、大陸への進出は後遺の重要産業開設の計笠資本を見ても想像 し得られる。

前年度にありでは、 tJlt号、吉lb' H生前の影響力: 顕著で、その見通しが一時的、短期的事位

の 建前じめれ従って中途ｾｾ端な職年Ｚ工作時代であっ＿こ。 そ の 指 導原型として も 、 こＧ＾ lこ

多分な自 由主義的、営平 IJ 高能的な「 イデオロギー」が残干fーしてゐ? このであつに。依って主主

築界にありて も、許可せらるる望みのあるや うなも のが数多 し 咋 時 局 的 匙喋 で f、断念し

切れないものが多かつに。今日にありでは全然望みがない e : . i S へられるものでも 、首時に

ゐりでは経分の望みを略してをつにものであっ? こD 然るに去る 6 Jニl以後は池田経桝主 なら

物動計 霊が護 表せられて からは、漸ゃ く 厳密なＨ未 ｴｾ 多少の白山主義的喫味がないでもな

いが〉鞍時経済の相貌が明白となって、全謹主義統制経済時代 ｬ こ踏み込ん ｔ ごのでめっ Ｑｾι

従つで昭和 14年度の建築工業界は昨年の朕態が更らに強加せちれ 、所謂戦時経済下の建築

に穆行するものであると言へる。向こ〉に注意しなりればな らぬのは、板垣陸相の述べ τ

ゐる如〈、近代ift.¥:はjlI:! j T的戦争に )111ふるに建設肢が必要でめり 、然 も日支.'h呪にゐりでは

乙の 附方 ｬ 百 主も「長期 」の Ｍ ［ＮＨｔｾ 冠せ ら るべきも の である今 ＱＱ 、 ｬ､ ｔ 京、此 ｩｊ ミ の 陥］ＡＪ ｻｦ 牌杉 是
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k して、J:iJ i調 長期建設戦の幕が切って務されfこのである。従って軍需資料の燐ブピ強化と大

路資源開設工作の二大図的の貰徹に r，' i ) って進まなげればな らぬのにから、此雨方l商に闘官ー

する建築工業のみが繁忙を極なるであらう 。地域的には之等の生産に便利な ところに工努

力: 建設せられるであらう。これまでのやうに東京、大阪等の都市にのみ集中せられること

が な い 九 州 地 方、東北地方、蓋商、北海道並に鮮硝方商等は責務、的関係から、更ちに多

〈の工場が建設せられるであらう。然して所詐F' H I1建築 と栴せられるものは特殊なものの

Y.I支那等の占領地域以外には見られないであらう。概制的lこはいl地の工事は昨タトは 、北、

年度よりも減少するかも知れなし、。然し、鮮 ￬ｾ 出ミ ｊｩ ｾ に 己 主 ＺＱ 轡 等にあっては更らに飛躍するであ

らう。中北支 l二於ても相嘗な軍事的工事があるであららし、又ビ・ルデインク等の平手" 建築

も多少は見られるであらうが、多〈を期待するこ主力 ;:H来ない。建築界も戦争の推移によ

りて鑓

げは明言 し得ると思 i 、。

1. 時局建築が著し〈増加するが 、非時局建築がイ二振 となる 。

2. 建築せ らるべき地域 lこ幸子しき鑓化が起る。

3. 建築関係者の持、失業問題が琵生する o

4. 建築材料として新な多〈の材料即ち代用品が侵入して来る。従って之に封する新な州

法が生れる。

等のことに要約される。

2. 鞍時経; 賓と建築工業一一 去る 11月まではがf - 僚が著しく低漆ぞ続け 、配首は線、動員法第

その_ J て、生産合前tの増資起債の111
1力は 一昨年 lこ比 して昨年は漸11僚によりて制限せられ、

ゃ く鈍化して来? こから、本年度の建築工業は悲観すべきものがあらうと、 一部の人の言」、

ところであるが、戦時下 iこ於る 吾々の建築工業は未Tご悲視すべき ltk態でな いと 主主・者は視察

するのである。 その理r.l l 1: して は戦時下に於る軍需品の必要なる原料の「佐保と、その製品ー

は米?ご満足すべきZ初夏ーに達してをらぬ。今日武漢三鋲の陥落と ).5'( 束の奪取 tこより支那事主主

はー臨時を越しにと見る分もあるが、米? ご問民政府が抗戦を止め? こ諜 でもなく、封ゾ 闘係

は少しも改善 されてをらぬし、肱洲各問1:¥1のM勢も - .r"JI こfr.i 持してを? らぬので あるから、

吾 閣にありては緩 んＧｯＺ Ｑ ｾ 需 資 材の確保 ｴ 製 造 工場 の 完備に ｚ 副主し な げれ ばなら ぬ ので ある 。

従って此方i白i の見喋 工事が益々旺盛と な らねばならぬ諜でるる。今--- j ylJ として昭和 10年及

11 年の賓績による最も重要なる軍需資材の需給AA態を表示すれば次のilll りである 。

白給率y.

64. 4 多

65. 6 多

38・7 "，

8. 5 多

28. 9 ?  

輸 入

1. 094・9

53・3

61 . 7  

97・8

4. 624・0

生 産

2. 007・6

78. 0 

39・1

8. 9 

1. 8iO・0

需 要

3. 101 ・5

118. 9  

100・8

104・4

6. 642・0

よ 政Ｈ 二 ｨ ｾ Ｑ｜Ｉ

( 防I )  

鉛〈伝J )  

(' 同 〉

〈噸 〉

第 4表

銑

銅

亙

鉛

錫
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E  

‘Y  ケ 'L. ( 噸〕 2，578・0
。

ム578・0 0，. 

ア y チ モュ ー( 問〉 3，717・0 113・0 3. 604・0 Ｓ ・ ｏｾ

ｊｊｾ＠ 銀( 同〉 527. 3 14. 8  512. う z.S φ  

.，. ".. ミ孟ユ ーム〈閃〉 17. 241・0 7. 0:1:1・0 10. 24，1・11 40. 6 多

稀 1 t ( 吉良図〉 851・2
。

85i・2 0 '" 

，、.  
11- 7' ( 千桶〉 1，102・0 774・0 328・0 70・2 .. 

R節 ( 同〉 126. 2 13. 8 112. 4 i O. 9 "， 

米 材( 育高岡〕 121・2 113・9 49. 8  90・3"

京消( 育成長jCガ ロン1 ヲ87.4 24. 9 38) .7 b・4 .. 

都 号ま : 也( 同) 332. 6  16・7 230・5 5・0 "

生
=ョ巴.

ム〈千f頓〉 61 ・7
。

61.i  Oc. 

E鍾 〈 同 〉 1，769・0 5・19 1.270・0 29.0  -< 

以上の表を見て も否閣の重要な原料が如何に賞拐なものであるかが解る。従って以上を

原料・ とし ての生産工業も貧弱 にして駕くべきものがある。況 して戦時に於ては之等の原料

ヵ ［ ＳＭＵ 倍す る 量ｾ使用せねばならぬものが多い。例 へ ば特種鋼に要するわ了［有金属原料 、 経

合金となるべき担金属原料 、 綿花に し ても 、 パルプにしても 、 オ吋イ 、 重 油、 ｊｾ｛ 護 ｊ 由、 生ゴ

ム、臨等何れも需要を充すに足る生産がな い 。故に如何なる方法ｾ誹じても之が燐充を期

さねばならぬもののみでゐる。

然らば本年度に於る建築物の内容如 JI 可? と言八ば之れぞ大別 して次の 5f常に分つことカ:

出来る 。即 ち

1. 軍工事

2. 軍需工業に j認する建築

A . 車工業に J%するもの

B，化製工業に j渇するもの

3，資源開係のもの

C. 鉱業開殻に闘する建築

0 ， A.  B 工業の原料を製造する工業の建築

4 大陸開殻 に必要な現地の建築

5目代用品工業に略する工場建築

等々であ らう 。

政府は重要産業確立を目標とする 5 ヶ年計輩なるものを立案しつ〉あつ ?こが、昨年l式戦

争の推移 にII[ i員臨 しに修正 案の 4 ヶ年計ー霊が倒立せられ本年から賀行せられる事にな ってゐ

る。 此全趨的なプラン に椛つで、個々の繍充が進められるのである ο 共内容は鍛工業、液惜

燃料. 石炭、採 金、甑金廊下兵器工業 ( 兵2号、航空機、軍用自動車) 製作工業 ( 一般自動車、}j: i

輔、→投機| 戒、逃慌〉電 力、化製工業( ソ ーダ、染料 、パルプ) の各産業である 。これが

本年に始り昭和 16年度 までに、大韓 に於て昭和 11年度の生産に時 2 俗する目標で計霊 せ ら

れてゐる が 、ぞ の 中に は数倍す るものもめる。この資金は 111告々 100(. 志閑 t 桝 せられてゐる
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例へば餓鋼は 11年度に鋼材年産 473高噸でゐつ? こが、 16年には 1，000高噸 lこ、工作ニ機械は 11

年度の年藍額が3，200高圏であっ? このを 16年度' には 14，000高閣としようとするものでゐる o

fJ i' し今後、この プ ランもその後のi伏勢によりて謎更せきずるを得ない J 工場にあり、然も更 ら

に増額 しなげればならぬことは必須の勢ひである。

同時に 満洲闘にありても、先引こ計霊せられ、既に第一年度を経過しに重要i w . . 北開殻;¥'1

哉は、やはり支那事費の勤護に伴ひ、日制雨闘が直1商せる緊急: 時局に制限して、反ら tこヲlE

E型的な大披張がカ11へられに。 その 中44f に注閉すべきは重工業の部 門 で あ れ 之 主 建 設 資j む

として始めは 121;意図であつにものが、今回の修正案では貰に之{ t ' 3 倍する 38憶闘とな っ7こ

のである。その他 の部分も多少づ〉地力11 して組側は601; を; 闘となっ 1: 。北中交にありではよ

? ご樋つに開設フ・ランはないが、石本、 )11本附中佐の立一任を持つ; 詑rlfJ によれば、北支に於て

は、同期間に 15億隠l見首の資金堂注入する議定でゐると。然してその託金のや分は交泊、

通信機闘の繍充に、その他は資源開設に絞り向げられる のでめる。

以上を見ても重要産業に投下せられる所要資金の舗は如何に英大なものであるかがW(

る。故に日浦 ｪｾ ｬ ｩｪ 聞に於る向ふ Ｔ ヶ年 ｉｌ｜ｊ に費さるる資金は年に ＴＰ 憶に ｊ てるのであるから 、 Ｑ Ｑ [: 

喝の産業に属する建築のみでも 4 1 ; むう千高閣を下 らな いで あらうことは筆者の: H - 算からだ1

ｦ 殺し得られる。その外軍工事、通伝・と運輸に閲する工事、大陸開設に ｉｾ 討する工事、 ｬ｜Ｚ ｮｊ， ｲ ，Ｇ，

産業 に闘する工事等のあ るは勿論であり、教育方聞やそ の他止なを得ざる :' 同11建築も多 It'

はある Tごらう。 Tごから、本年に於ても 11'(; :年に劣らぬ工事故を砲コ: せねばならねであ ら う。

内地に於ては幾分工事景がj成す' るかも j: 1Iれぬが外地別lち! ('. '( 湖、北支にあり では! 必))1¥す るで

あらう。その｟ｉＭＮに多少とも ｱ Ｎ Ｑ 支にも韮Ｈキの子にかけねばならぬのが ｉｉ｜ｾ 七る で あらう カ ‘ ｉｾ 、

本年度は我闘建築界の負婚すべき工Ｚｾ事量は ｈ 同三に比して増すとも ､ よくなることはないでゐ

らう口

3. 工事費の諸関係一一 日j的支を合し ての建築工事量は昨年に比 して減少せぬとの前提と

生活費の上昇しつ〉あることか ら、建築材料の値 1.. ｾ、持鋭の封 ｊ 騰は Ｚ ｦＮ･れ得なし、でゐらう

内地に於る工事量は幾分減少するとすれ ば 、内地にありては、 持 ［ ｾｈ t. 、材料も、 その1IU. I'.

りがないであらうし、 ｝ＳＰｲＺｦ に方き では ［［ｗＺＡＧＺ ｉ ・イ ンツレの 肋・ ｬ 卜Ｎ のにめに Ｔ 初偵の ｾｲｬｬｩｬｩｬｈ こち ｦ めるであ

らうから 、 暫〈横誌の ｍ 犬態ｻｴ＾紙りるであらうとの制話ｾｻｴＧなす向もあるが、 ｬ 狩辿の ｩ 鴎ＧＩ - Ｎｾｦ Ｚ＠

生活費の上昇は今のところ止め得られまし、。又闘ブロック内への材料輸IUも相官; 多量 (: .r.

るであらうし 、輸送機関の不脳j骨‘ l怠召による熟練工の減少と不熟練工a の:多量似・人等は IU!

i主なく建築費の上昇を刺載するであらう 9 これ等の事貨は昨年の賀際を見ても明瞭なこ と

であらうと思ふ。叉工事の間接費となる生産手段である工事破滅器具等は容易に得られら

いことから著し〈上昇してをる。その中めるものは昨年の始めと比較して 3 倍以上に上. .)

てゐ るものもある。叉監 Ｇ官費 即ち技術粁 の賞 ｊ 炊 も己に昂騰し てゐ るから ｉｦ ｜ ｊｪ￯ Ｚ ＡＱ主ち出 Ｑ Ｍ Ｉｾ Ａ ｉ ｉＨ 以

十 Ｎの ［ｾ［騰を見るでゐらうとは想像に刻 ｩ く ないところである。
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4. 工事従業員と技術 者一 一) 拘述のやう lこ:'1'- .(;11他柴h' ら11切る建築，、のふ激 I.J.作1t ｾ＠ . l". j ，の

地域的の鐙化は建築技術者の失業主移動 t 佐多からしむるであら号。内地に於る技術者 1:::

軍部友i備支関係の官閥、合祉への瞳{ 践によって場 L. ( 忽殺の 人今 !J )7: 鵡支へ移行 L 仁川、 ?

後もこのＡｴ￭Ｈ態を鞭げるであらう。Ｇ子手日産業千 ［ｾ￱ けーに従属してそっ「こ技術脅 ｬＮＺＡＺｗｏｦｦｩ のヨ菱自営見

るであら う が 、 若手技術者は 直 ちに枠臓 し 得る。老年じ日 ｪ へるもの 、 病疾のものは犬苛 ｾｬｬＺ

むなきに五るであらう。 ｉｲ ，Ｇｾ ｝Ｚに ありでは陪召 、 入皆、繁忙な軍需工業への ＪｾＨｩｪｾｴ によ Ｑ Ｉ て続

々不足を来すであら う 。ｻたってその移動苦手は次第に ｩｾｴ しくなるであらう。ぐ ｬ 三和建築に Ｑ Ｎ｜ 討

する職工Vの 中に は失業苦も :'t するでめらう口 l的t Tの賃銀目il t， ｒｽ ｉ｜ｬ Ｇ ｪｊ 同夜の ｊｦｴｩｴｲｾ 等 ｬｩ 1ヘf !，- -Iト日」

かも知れぬが製鋼目脅の3買収賃銀は増加するであらうの

5. 結 語一一一要するに昭和 14 11:' 伎の感熱刷工 Î' JJ也1ｾ＠ iちり Cl .i. .J: 'H:iJi : !j; 減少するかち ). :IIJ しな

いが、 日渦支を合すれば昨年より榊)JII 'するとも i!ルかすることはあるま L 、。 f，' ，i 2 月になっ て

谷合枇の計輩資本の全貌が解るやうになり 、各咋、公脱に於る 一j象者Lヵ: II J j 艇となって31えれば

Ｑｭ 迅ない後位、を後表し得る。本年度の工事の特徴は 、 好 ｉｾｾ ｩ に於る工事のよ見肢が苦し〈大き

くなっ 7こことである。従って大財閥を背景とし? こ事務所で多〈の技術者ーをもL擁してゐると

ころや 、 ゾミ ｴｩｊｦ ［ 負業者ーは ｊｴＨ まれる ｊＭ＼ｦＮ であらう。作穂の法 ｷ や材料統Ｚｬ ｪｬ ｬ のｉｉＧ ， ｾＺしい ｈ 今であるから

業界にありでは引命工Z抑; 次第に増) J11寸る航勢にある。

外地に行くことを恐れない建築者は繁忙の年度- でゐり 、; 念医を主としてをつにちのは UI

ｭＺ な年度でゐ ｢ 、柿 ｩｬｩｲｈ Ｇ 算を得ｾｾｾと寸る技術手千には繁忙な年 ｪ 立であんう。屯にＱＭＱＮ ｊ 建築』山こ

のりても大蛇半期であるから素晴しく投民する業者ーもＯＱ Ｇ ，るであらうし 、 ｎｾ［ 地方町や ｴｕ ｬｊ ｲｉｦ ，

の付ｾ［Ｇ問ーには判首の進歩設展を遂げるでゐらう。何れじしでも先見の「り Ｑ ｩ わる蹴倒的なす Ｑ ・ Ｎ ｾｉ ｾ

ｾｾにとりでは絶灯 ー のチャンスとなる年 ＱＱｴ であらう。 Ｈ Ｑ Ｓ ＮＱ ＲＮ Ｑ ＲＩ

附記 一一既に決定しに修正 Ｔ ヶ年百 ＱＢＺ Ｑ 正が、児らに蛾大ｾ飴 Ｑ 品 Ｑ ｪ［Ｎ < ぜられる運命 じみるニ

とは本文に於てえ! i べ 1こと ころであるが、 12月18 日大 限iョ: 日の記事ー に よれば 、 合;封lV"eに於 r

II 、今日漸〈 その成宗主7得? こと {専へられ7こ。その l人j 存 は 悩J必にぜられてみるが . 修疋 4 .;， 

年［ｾ ＭｴＭ ｪｊ｟ ｴ よりも児に膨大なるもので 、 ｉ り ｪ 年比ーより Ｕ ヶ年に し て先 Ｑ えするものであるらし ｬ '  C' 

その資金は日本興業銀行の資; j . ，: 金を 1 !.立 5，000 前倒に増資し 、f貨手去の強行5. : ' 15 Ｑ ｾ＠ ¥)) ｾＲｴ 在

5， 000 寓固までとし 、Ilfj 議令の |お賢ぞ得て直ちに賀行に移るものと 吉 lリj せられてゐるから

資金調整の方面も訴さになる詩である。

向 、本文を説まれに方は前 月枕に記述 せ右『昭和 13年度建築外の |司IIIi ' i . i j と開泌するもの

で 、 本文の蒸礎となるものであるから 、 ［ｬＨ［［ ｾ Ｑ ミｈ￭Ｇ誠めらん 二 とを＿希」、心
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来 年 度 建 築 界 に 封 ず る 要 望

士

口 村 辰 夫

昭 和 13年度には H寺局封滋の方策として描々の材料に封する使用H rIJ 限並に使用禁止が行u

n 1こが、共にも拘らすも建築事業界の‘ 一政には大しに苦痛が無かつに; 様でゐる。 恐 ら t 箪

需工＿ｾの勃興 にイ去って其 窮地から股し得＿このであら う りれど 、 然し斯う云つ ＿二 一 時 の現象

に封して常に消極的な受身の態度しかとれない我が建築界でゐつ てはし 、けなし、と私は思ム

私は近き終楽に於て必す・や我閣の建築界がj祈[ る態度から更に積観的行動に移るべき時機

が然ることを期待し併せて共を確信する。

私は拠る べき新年度に於てこ そ我i羽建築界の悲々しし、大陸躍進を切望して J L まはし、o 'JllS 

となれば北文、中支に於げる戦後経情文化工作 の府出 ｪ は漁 ｾ c始ま らむとし、之に釘庖す る

震には是非とも武力戦と同様に、 ｈｾ ｦＱ こねば ならぬ と云ふ使命が我々に賦 興されてゐるから

である。

此;苦味に於て我園建築界が一意協力、報岡の五ril 去の下に大陸に i1l J Hすべきことは最早言‘

を倹? こない必須の要件となっに。

岡内に於ける仕事の争奪や設計 の競争 ｴ など ｩ 誌 ｬｪ ｊＮ 隊 ＱＱ 誕の増進 に制し て仰の ｪＺｾ｝出 Ｍ｣ もの ｩ ＩＴＴ

ないのである。 此際設計者も; 背負業者も材中吟ミ者も )1そ全建築児は一致閣出して正ji )i iなる

大陸経' 替の認識の下に凡ゆる困4 iiH." 打開し、共同 の利続、共同の損害の下に大陸進出 を敢

行し封定、きI外的活動に* 1 - 11し、我闘技術の百支持と. i i ibんで外資の総得に也T也せねばならぬ

のでめる。

私は約半年上海に滞在し箪の要 務に従事して米7こ。上海己な ら宇中xの復興は 日と j1J t:

躍進的となっ? こ。渡航者は便舶毎に尚土i であり 、建築業者の来週寸るお色彩しい般に 上っ

てゐる 。然し極めて遺憾なことは此等のr . ll にはほに同胞の興へる仕事会目標とし 、然ち目

前の利錠のみに汲々にる 者の多いことである。彼等は僅かに在来家屋の間口部や1111仕切'J Uコ

改造に専念し、或は ａ束 ｅ 京に於ける復 興建築の外矧的寸再再現 Ｓをｾｾ事芦としてゐるに［過品ぎない。然然 Ｇ ち

ｊｖｪＧ 同る反陥簡Ｍに於 て重要な る建築物の設計監督はエ巧りみ ｔなよる文那人当却詑｜ｾ干者 ｾＭｊＺ の Ｉｩ 逃ＮｩＡ些Ａ主 ｩｊ 山 ｪ凡 ｩ によつで巳に Ｑ雄藍 ｦ得与

されT仁こ例きへ あるのでで. 夜め} る。若しυj斯D折Jる欣態に於て i叫i後毛灸iのf彼反L興b問q

もI- : t海厄伝; に於ては職1捷走園 日本の業者は彼等から締I:Uしを 11企五、株な 71犬態に立主るかも女11れない

ことｾ恐れる。自分が控ｾ大いにして敢へて我 閑建築界の会商的進 出を 要望 す る 所以、 も貰

に此底にゐるのであ忍。

私は来るべき年に於てこそ 皇閑の技術的殻揚の矯に又聞広の精進を悶る とl二、 そして貴

い幾多同胞の血潮に報ゆるが需に我闘建築W. t ; 協力蹴起して大陸に進出せんことを提言す

るのである。此こそ 1939年の建築界に於ける最も重要且緊切 な課題でゐ ると思ふ。 ( 終)
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聖 戦 第 年 の 建 築 て 建 築 家

はl 日 正 域ト

建築の苦| 忘れま建築家のそれに他ならな L、。そしてそれは我| 決| の乙れまでの建築と建築泌

が常に直商して来? こも のである。なるほど建築が文化の花形となって人々のi1なに脚光を浴

び?こi華やかさを見せ? これ何等の不安もなげに 一見蚊かな精利! と高度の技術とによって数

々の建築が皆まれに1 ; しにことはあるが、こ の幾半かを建築と :!I，:に Jy ん-r.: 者は忘 れ る己と

の 出来ない 宿命的な↑ ＱￂＱ みに附き纏はれてゐ＿こ。建築その他の文化 Ｇ Ｑ ＿Ｑ ｕ ｾｩ に掲げ られ に 諭 ［￬ｬｴ や

反省や騒がしい論争など の 中にその賀設を求 めることが ＱｬＧ， Ｇ＾ ｉ ｾ やう。しかし ｍ Ｚ ち 多 ＼ ( よ表現

し難い感・防として人々の胸裡に浅されてゐ 7こで めらう。

筆戦下の建築は、他の諸文化と共に版めて大 事いＢえ械を交 ｾＱ る 乙 ととな ＱＩ 、［品去 の音山 ｊ

l主未fご解消しないま〉に、新しい負推{ t >) H¥へて建築家の IIl ，nj ij にーよち去がつに。待て建築家

は建築的苦悶に到して無知であることも、 ｲｵｾｾ 閉ぢる己と も可能であっ ｦ こが、今日に めつ

ては「見 ＧＭ ｾＭる」週封ｾ ｾ 誌である己とは許きれない 。

新しい年ーを迎えるに、 人l主税々な希望をも っ 1こ。，米るべき年の土佐築W{ こ到する ー悩11以や i象

;r[l jや抱負な r を披i置する のが恒例となって ゐ? こ。背 しま ぬ主t築家の くh( 主l信一興的! f l ; 恕や ili

歩的随想めき、苦し め る建 築家のそれが反 行 や自明や ｬ Ａｪｾ慨に色どられＱＺ希望にな ｬ ｬￍ ｊ 忠弘で

あ っ ｦ こことは 首然でＨＢ｢る。 しかし解決ｾ 突すぷ無数の課目ーが降りか、 ＱＩ つ〉ゐる今 日、 従

米の態度そもって展望ゃ ｊｾ 良 ￬ ｏｬ ｪ ! t ' 試みること は!I'，-s! U ，よし、。訴な汲iWj-，¥.:>放出は放可I-1Hf; 1) で、i ) ;) 

無意味である。 漁悲Ａは砂くとも 、 苦悶の画数としての ｦｽＨ 以 Ｑ Ｇ ＱＧＧ［ Ｑ［ 玲 笠へ ｾｩ 率化すべきであれ

それはその積極 ・ｼ 生を増大して信念 へ 純化しなり ｋｌ ばならない。政に王って ｾＷＱ ， ｾＮＱ は苦悶であ

ることを 11てめ、信念を強化する要素と なる。従っ て| 問題は「建築 界はど うな るか」でなく

「建築J f - はとうあるべきか」といふこと、換言 すれば「建築家はと うすべき力、」といふ ι

とでゐる。

建築家はどうすべきか 一一 己れの解答は求め られに点、。創出品三年む 迎 ; えて f/.J 本に 11) 1谷;

は ｾｩｊ へ られてゐな し、 。 ＭＭＱＧ ＱＱ［ の Ｍ ｈＭｉｉｒ の 二 ｬ は既に Ｑｾｗｴｩ 内 であると いふ かも会 ｉｉ ｮｩｩｾ 、 。しカ、 しこ

の問題は仰い の池築 家にではな く、すべての建築家の共同の問 題でゐり 、従って 建 築n舵

の問 題であり 、 それ放にす べ てによって解決され、寸へてによ って信念化され、す べてに

よって貰践されるものが求められるのである。 要 するに建築の問家的指導原理を確立・す ろ

己とである。そしてこの事が建築にとってのみなら令同家にとっても免: 務であり、本年の

第一'の5別苗であると守ってよし 、。

遺 憾ながら 、 そのにめに未Tごf1， くの準備工作営実しはしない /; ' 0 1$J 1J へは 闘家が投楊しつ
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、ある最hi のJ 1U. 念 !f ｲ 見さ♂ろ」人々、 Ｑ ・ ｾＺｉＮｾｊ を Ｎ ＨｾＨｾｾへ ｪ 坊主し ， 待さる人々な党出さげるニ ｴ f， 

そのーつである η 建築Ａこ開隠すろ Ｎ ｴ くずのｾｦ，［、共同ＨｊＩ書家識で続ー寸志こ＾ ［ t，ぞの - ........ で

ふる円

又この問題は建築山時門fごり? 解決し得るも のでなし 、。現代暁築[ 土 jj ' i に文化の 山刊l門 T

も、謀術でも、技術でも 、工壊でも、月号業でもなし 、口否むしろそれらすべてでめる。同家

骨 ＧＺｩ ｬ ￬Ｑ ｊ のたきい ｾ ｜Ｇ ［Ｚ鵠的 ＱＧ［Ｇ 網の 一 利 ｬ として、ｻ也のｾ＼の部Ａ日と交錯しつ〉多 ｴＫ な結びつきをし

てゐる。従って建築は最早建築ではなし割安の動きにつれて動き、民族主共に ｾＺｦｩｫ し 、

忠悦! ノ、! 創与する主ころの力であり精神であるハきればこそ闘家の聖業主? 遂行する賞践的

がi ;1 ) へ、連築の参加が可能 t な ，) 得る のであるつ建築を工製な ，) Ｎ ｾ解すわけ事 ｈ 桁でな〈な

り、技術 1i. 1) }. 解すれば民候精神 と遊離 lノ、産業な 'l . l . : 解すれば平和茂業主して 向ら沈倫

するこ主 になる。

我闘を極軌 t して動き Ilti め? 二回: 界史料l検の場面には、 今ＮＪｭｉ新秩序地 ｴｩｾ の旗印が高〈摘

げられてゐる。それと共に建築の鮮本は一隅の間 (;:7，1箆へ燃j くされつ〉ある o ｾＱ に必裂と

する建物を造営することのみが建築家の任務ではなし、o iiff遮の如き「ブ1 1 : 精神としての建

築」を東互Eの地上に植えつけなければならない。

今までに獲得し、蓄積し? こ建築家の質践力は、
その ま〉でこの大家業の遂行に耐え得る

t: らうか。叉、 その膨大ではあるが、あまり tこ爪立し、分散し? こ製自惜E績は 、 この事業に

とって意味のない反古と化しはしない力、。 乙れらを強力化し 、貴* な資材? こらしめな〈て

l主、恐業の建築的部阿佐完うし得ないが、 手の? こめにも建築の指導原理の闘家的確立が喚

! 楽事である事はいふま .c b  1μ 、こと でめる。 ( 昭和十三年十二月)
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昭 和 十 四 年 度 建 築 界 の 諸 問 題

)ぇ ト )1民 長li

l土 し
tJ， 

き

ｪ此 ｌ氏 ｴ ｾ淡英三 ｪ釘 Ｎ ［ｾ戸 ， ￬泣 ｻ主 ｩ に ｬ町眺 ｦ世針 ｊｫＨ 束の，定 ｊどヒ Ｏ全 Ｑ全＿矢でり Ｑ政文幻￝ＮＺＡｬ Ｑ川附 ｈ附任を

つf仁こので Jあヲろ口長期戦は軍の続撤.1.j[!到b品であ りh、長期述設はは. 附義に於{ け? ろ 、手.; " ，々 技術者の主慰霊11

局を Ｗ 意味寸るこ ｨ になる ＰＴ ， 身校術脅は、 ｪｬｴ の重大時局に ｬｾ 伺 Ｑ ，て、 J 致協力、 'l ゆる今:

十11玉三能を傾注し て、岡家百年の六計完成に、協力せねばならぬこいま: j - l す迄もなし、 o 5Zi!I 

υ 之 、 純動員法の、をそ前Ｈ，Ｇｾ瑳動を後期して、経 ｩｩ 可』早も呉市の緊張守以って之に陥み、我カＺ

Jι 見なる さ註軍 約 :1の議開に! 位{ へんど してい る。今 日間家が明 i地内的遂行のにめに、 隠| 家総

動員法を夜勤して、成加の ＱＱＱＱ ｊ 肌乃至統制 ｾｪｦ 泊せるニとＡ之 、 ｈ キ尚 ｬ 二・ μ 然のこと ｃ あ ＱＩ 、 岩

々岡民の義務であるのみならや、 ij ・い支任と 憾利と でもある。過般開、動員法の 一部議到に

依って、物資の統制 を受け? こ| 際、 一f斤I

二とは事事:f賃聖であつ 7七こ。然 し今 臼に於て tはま己に之等の試枇練. にち充分に耐え得る自信が出来 Iに: 。

今後の建設に向つて( は立ム、』誕l立i に物質のf統売f市巾制1;1同|リlは -1段支と強{ 化じされれ，る でゐらうし ‘ 又従来の自山主

義経消機構は 、 Ｇｉｾ［ 分藍むべくもなく、統制経情へと 、 一大将換をなし、吏に之を強｛じする

必要さえ l叫ばれて い る。之等岡家縛動員法の全商的護動、乃至更に将来の強[ むなどを考へ

て 見 る し 本 年 の 我 が 彊 針5界も民に多事なる時局で める o l[ との重大l時局の新春に際し 、編

輯の命に依る主題ともか ＺＱ はなれ Ｗ こ 海果な夢想ｾ述べることを幾重にも御寛恕頗い度し、。

( 1)  時局と技術者の地位問題

昭和十二、 三 、年中に後令され1二、資金統制法) 1 ; 至餓鋼統制等に依り、各官臆方面{ e 始

め、全国的 に不念の工事は何れも繰延又は無期延期されて、正々技術者は相首の剰飴人員

を生じ ‘ 一時は甚Tご心細し、現象含見 出され、或者は時職し fこり、方向控換を志した者さへ

あると体へ られてゐる。然し此の一時的現象も、時局の伎に乗っ 1: 生産方ji n の設備事業の

活j費な方向へ 吸牧 され7こ1) 0 ー商、満洲、 北支、中文方師の新大・j 也へ進出して、ィ、康を? 得

んとしつつある。; と等の異動は所謂需要供給の絞消法J l I Jに依って 、若々 技術おーカし ー・の商品

イじさ れ?こ取放を 、受くる き告は J! .: むを得ないとしても、現イEの枇併は倣 1) ¥- : も対+ 皮術者を

縫 子抜 硯 されては L 、ないにらうか。世々はー・介の向 11ゅうt 働者ではな L 、。分仁! 広じに修養を'

摘 み 身分 不 相臆 な 起の義務と Ｑ､ 壬ｬＧ ｬ え婚して 、 技術報凶に ｾｍ ん ーでゐる。 仔々は決して無 毒事

な構利 や 自由 主?主張 するものではな L 、.) J り以上の義務引ilHすし . 扶J ' f・とl ' .d f を蚤んじて、

然る 後五首 な 構利主、 半等を主張するものでめる。高々技術者 tJ ; 刷の景色に潤ひ、タのイミ;

?  Ｎ ｾ＠
円 _ .



J11に 可'. ＼も験場ーを業予るのでは民主Ａ リ な皮術省まＺ公も 心 車 ｉｉｉ し 、 ｩ 浪りでめるの今 ｦｬｸ に之等の ｉｾ 目白に

糾 ｴ ， 、 て 、 Ｚ 最も綿ての保件 ｾ保殺されてゐる。 ｔ 守公署方商に於てすら 、 ｬ 寛の経常費の支耕に

なる蛍々技術者の地 ｻな なれ員数 ｾ Ｕ 袴へ見て Ｎ 一般 刷Ｚ令に於りる境 ｪｾｾ 考へ合すとき Ｎ思 ひ

ｾ ｉ Ｂ Ｚ に過 るものがある。 ｩｐ［ ， 々の同僚は如何に数多く 、所 古田臨時と去よ 、有 ｾｩｦ￭ くもない名目 のも

とに l買愈IJ な努力をなしつつあるを考へる時ゆくとも、 ilt附? の代表機附 1こる官公器に於ては

1) とも 、卒 先 して之等技術宥の息れきする因習を打似し . 安 じ て 共 の]1決務に精匙せしu ' べし

う子力 す べ きで ある。現了 ｦＺ の賀川［では如何に Ｍｒｚｉ の枇令 ＨｉＧｊ にも、組 ｾｲｽ ｪ 与￭ＭＱ Ｇｊ にも 、 重大なる部 ＱＢＱ

ｾ司る 、建 築技術 ］ 仔なりと ‘ 消してゐても、毘に心許ないことである口又之令・は現在 ｩｬｴｬＺ 令

機 柿 の 紙 陥 t 云 へ ばJ とえ包としても ・一つ(: J : '; 守々技補者が偽りにも J!! りJ 先住民討心なJr で は な か

ら う1J ' o 宜 し く耐 仁科の蒙ｾ砕き 、 iがE日百l(. ノ冷守姐建: 築j波支術1有者可可[の上地也削!他古立: のR昨作f保寺米ととし、 |向五向礼j上-'上1

」ふ、べき でゐる 己 一沼-々 下紋の波体術T手者者6-'は立只一若窓: 専』心C心、H時寺局をを?t認:芯E出1識龍 して、 一致! 覇結技術報闘 に専 念

すべきは 、 勿論なるも 、J 二l菅技術者ー各位の木問題に就て 、買>i 誇なる御努力に依り 、 上下 一

致協力して、最土台の認識を吏めしめにいものである。

( 2)  代用品と其の慮用問題

建 築 材 料 の 使HJflilJ 映で、放も大なる打殺を7受け 1このは .r l司す迄もなく餓鋼H，1J自己であつに ♂

無統制時代に、せめて現今の半分でも、別株な司 ＱＺ ｾＱ 象ｬｕ ｪ して いにな らば 、 ま ｦ ごま ｴＺＢ 若手々の

技術も進歩してゐ? このt:: とも思われる。最近の鋼| 寸利用慣値はまさに千金の有期さがあ ると

制 限を受け＿二、建築物を設 ｾ ｩ する場合にせめて「此の部分だけ」でも、鋼の使用を許され

にな らばと 、 想像する時の有難さを、再認識しにいものである。本年も此の統制下で新し

い方商へと、研究を 進 む る よ れ 他 に逮 は な い 。 然 し ー 商 異 常 な る 事 徒 の 研 究 に 依 る 利 製

の逃歩は一刻とし て、休止 することな し 己 に 餓 坊 の 代JH品 主 し て の 、竹 筋 や .* 反とて「ヴ 7・

Ｒ レ カナイズドファイパ【」等が己に宜ー用に供される迄 の ｊ 戎に進みつつゐる口又 ＱｲｲｾＩＩ ［￭Ｚｩ ｩ 泥縄 ｩ

i主や煉瓦港、 耐 火 材料 、 不燃 木 材、 代用 石 綿、等々 、代用材・を? 以つての試験問が己に賀行

期 に入つ fこの である。新しい ものに就いては 、相蛍の不安と 、 危険が伴ふことはあるとし

ても 、今の時 局 は 臆病な遮渓遼巡は許きれなし、。宜しく建築家は勇敢な心掛えと細心の注

; 芯とを' 以って 、 此等の代用品をより以上』こ有 効 に 使mし、此 の!Yif f闘を切抜けにいもので〈わ

る。又近〈苦 々技術者に依って 、開 設 す べ き 東 亜 の 新 実 j也は内 j他 と 異 1) ，圭? とにも地震とか

暴風は稀なｲＺ Ｑ ｾ である口現 ｴｬＺｻｾ 々の考へてゐる建築物から最大限度の鋼を取去つになれば 、

少〈とも 地出 と か 、 風 力 え の 批J花減殺は必うどどある口此の鋼の使用されない 、背の時代に

Ｉ｟ Ｇ￭Ｎ 返っ ｴ］ｦｾ Ｑ ｬ ｴ ニで ｩｍｾ 聡 ｬｴｦＩ の建築を以って 、 よ り 新しし 、 松式の出現えと努力しにいものでゐるョ

束Ａｲ ｦｦ の新天地は附家百年の大計に依るは勿論なるも 、 現在のが ｦ 天ｩＱｬＡＮは先づ Ｈｩｾｲ よ りも 、 最少

限度の制と 、tt 営供給せねばならぬを以て 、 さしめに 1) 之笥; の建築物も 仮 設的のちので、

我 山 を せ ね ば な らぬ乙とになる 。 此 の 仮 設 的 の 建 築 物 に 現 時 の 構 造 方 面 を 、研究膝用し て .
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A守政本建築の| 努までに 、之等ーを撤去して. 共の経過を調五判断するのも ，/}F 一策かと巧へ( 、

れる。之と同時に様式も 、思い切って. ゐの重厚な支那式の標準を出来るにけ日木化し仁、

組快なものとして 、戦 帆 lこ怯? こ良民連を少しでも i羽な策分に時換せしめると共に、者々内

地民族永位の地 としても 、建築文化を最高度に蛮帰せしめ、気分の上からも、純然? こる内

地 の 延 長Tごと云」、様な 、気持にならしめるのも 、是正々建築技術者に謀せられ7こ責任ではな

h、らうかD

Ｈ ｾ Ｉ＠ 技術の準歩 と法規上の問題

j々わ( 1正E 十 二f年半のu闘1抱司』点l友主大: 誕5l

於ては、 まさに1札i包u界早に i冠話にるものと云へる D 敢 j近E 内J肱除胤|附守ゴ-の 「ソ イリツピン _I .J招百i料れ的リ勾: も』長t正-

建々築技術者者. の 一プ大〈ぐιi快l

や木木 Ｚ 造姐建［築挑足泊 ｉ 物に叉となき教計訓ｉｪ陪をを ＿Ｙ 興 ｴ時 Ｔ へ＿七このはＩｾ問＿河削 ｾＹ 如知 ＺＱ川 ＱＱ ゆの事でゐつ Ｑにこ ｄ 之等の ｩ災 ｬλ よ符に ｦ依 ｴ火《る Ｗ古苦 Ｔ主 ｡ し

い経E験金をを? 得て、浦和の建築物. r . a . 法令( 以下法令と 111持す) も改正されつつ現行法が! ! i IJ ，主されて

ゐる。此の ｊ ＺＧｪＺ ぃ私 ｾｽｉｉ に依って、災待合未然にド ［Ｉｪ Ｎ ｬ ｬＺＭＮす べく 、 ｬ［ ｦｔ［ｩ ｬｾ 令の ＡＡ￬ｉ ｊ ｪＮ ｴＺは良に結ＱＭ Ｑ Ｑ ｜ Ｂ な著 γ で

ある D 然 し 災者の直後に於ける 、一陣の; 恐怖心 l立、場合に依ると、安全第一三i : 誌とな 1) ，W 

ilJ jt 乃至程的の11¥]{国や技術方商のJ . 1主t};- 向上は従と な h fHj な' t f . がある。叉 J r{おj'i の方的[ から巧へ

でも 3引壬上の問題など、仰!将! な事ー|有力ζ{y . 立すろのかと b 、:本じじれる c 伴! とし乍ら呪了1: の 椋

な物資を Ｗ 制度 ｬ こ［ｪＢｊＺｈｾさ，Ｇ ＱＱ こ場。合、出に之を主主的 ＭＧ Ｚ Ｎ￸ｬＯＧ｜｝ｻ 也よ ｩＩ して、己主主 Ａｴ する ｊ ＧｬｉＡ ＮｉｉｉＺ 主、 一 ・ｬｉ Ｇｮ

阻キの終を u れないと云ひ得るも、 41々の技術ち亦日 一日として、改良進歩してゐるし、

材料の手| 接的術究も、充分{言頓し得巴るものがある o J 見在11 . ' f 局( ま、最少の物質を7以 っ て 、 北

大の ｪ 攻県￡ＢＡ担げるべく、切に要求されてゐる。事鎚の ｊｾ 丸、代 ｭ として 、 ＱＱｄ ｽｬＮ 方 ｩ 市のみなら

す、一般H事ブf 師のU8進もうが官に素晴しい琵民を遂げて ゐる o 長々ち 11 ｌ の ｬ 中 ｾｉｊ i' .， Ｎ Ｎ［ フの ｾａ

験朋として、前 ＭＱｾ ｬｉ ｩ に絡るとも Ｎ 比較的信組 ｬＧ の少 い Ｑｴ こち Ｎ J  l: 他特定の建築物に思い切っ 1:

構 造制限 会 緩 和 1./ Ｑ こ、 ＱＡＡｾ ｍ Ｚｩｩｊ ｴｬ 疑 土 ｴｩｴ や竹筋、 Ｚ ｊｾ 他 代 ｭ 材中ｼの ｷｭ に Ａｩ ｘＺる不明 ｋｉ［￯ｬｩ Ｑ ｊＮ ｉ ， ｮｾ えの

一考察が質現すると寸れば 、 ほんの - ':; 11的Jlll 扱に依る従来の木治建築に比して、治に憐れ

にものが出現寸るのではなからうか。如何に時局カ ;ifld息しても 11('; 戸(0: Ｑ Ｎｬｾ＠ ｾ ｉＧｉｊ 閤 ｩ が取 ｪｧ の小 ｬ かぬ

↑ 与を崎し Tこのでは窓l床はないとしても 、今迄の建築技術千れま{ 徐りにも安全第一' 主義では fj.

か つ fこかを、今一度再認識する必要がないにらうか。今世史に現行法規に依って 、J!l U宮山首長

上遣や煉瓦遣の建物を設;¥-1ーする場合、誰しも共の部材の剛大を要する llf に一勝するであら

う。 二、三十年も以前の幼稚な混凝土工法や、或る詰味で j切る村i造物主? 版ブ] 排斥し? 二時代

なれば、兎も角、現代の混凝土工法の護連は、賞に: 勇利f らし い域に迄進んでゐえら。又一方

煉瓦の製品は極端な用 i-sの ilt lJfU主から逐年共の賀の低下ぜる 4J ，. は否めな いにも、不拘、之 等

の煉五を以 っ て、 低良な混凝土色殆ど同ーの制限を受けなければならない事l二大なる矛盾
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同 るn d/- <  主も、E現見r在Fの7無 州! 恢川R肘uH混庁混t凝ごゴl に於 C引』はま許存制州! 雌広5張即勅提肘肋ブ力1皮皮削.ψ切bのフ fz;;ぷ; {依机制玄拘抗机!伐叱え主幻‘-( 凶 R削仰叫H十Iト' 川 - iでc:日7七:

7なよいらし〈し、 基 礎構 造 上 の 注 ;意意や1極盛少量の鰐線にて 、補 強 寸 る事lにこ f依衣つてで 止、 より以ト

の強 度 増加 も 得 られるを? 以つ τ 、相 嘗 信 頼 出 来 る 無 筋i毘揮土議 (7i 管王印式零男rで 片2 る>. -1号。~

られる。又現行の銭筋混離土佐に於 げる 、 主筋陶 ｩ 商積 ｩ 七 ｬＯ Ｂ ｯｾ ＺＱ，， ＱＰ ＨＱ或は更に日 ＲＰ に低下 す

るとしても 、施 工 上 の 問 題 で 解 決 は 得 ら れ ろ 左 思 れ る 。 例 へi持軍なる施工 J'. の取締f を115寸

ると し ても Ｎ 之等の建築物ｾ＿弘ー非一般枇手 ｮ こ賞現 しに い ものであるつ事培勃設 以来 ｬｉｆｴｆ 官版

の 技術 官 各位が買ー 撃 Ｑｾ 研究 で 之等の方商の事に拭し、て ｬ 買に御明 ｬＮｗＨ Ｇ ￓ Ｇￍる御言葉をＢ， Ｇ 耳Ｚこする Ｚ ｝ｩＢ Ｎ

を多と するも、如何に せん 、法 規の改廃なき自主り之の運用も許さ ｩｌ Ａｾｾ Ｇ ， ｾＺ ＤＧＱ 予 ｩ の ｲｬ ｬ であ ， ｟Ｎ 。

ス、 き程必要がないのかも如iれ な い が 現 行諸 法 令 rl :t にある . )ミ12i ・i.t 1:. .米 突 法 の ihリUT泌 :こ

統 ー されにいものである白米炎法と尺貫 法 の 俊 劣 は 己 に 久:J5J: 論議されに事であり。共の - -11:，¥'

的 使 不 便 は別 と し ても 、 Z長々技術者の 殆 どは米突法の; J il J.';.t に央説な さ司r ! : 忠れる 。 現 行 法

令 中此雨者 混 ｽ刊を 共僚に飴議なくせるに ｦｩ Ｎｴｾ、ては 、 相常の ｊￆｲｬｬｩｨ る事ど思・伴 ￭ｾ されるも、挫

築 物諸法令は 否々建築技術者にとって 、術 後 不可 分の金干 Ｋｊｾ 僚である。此の法令ぞ Ｇｴ￯ｬ なぷ

立法開係者の事務_ j 二の都合や事勿れ主義守; で瓢JI: する こ幻立が々伎俳' 111- の711わりを表明す る

か 、 内部 的不統 ーをｾｾ暴露守るに等しい様な気持がする。 ｗｉｊ へ ｊｌ ー の 統 ＮＱ こ依 って 一般 ￱ｩｬＺ 千＿に

{ 可等の利害関係カ ，1*ない 一小事としても vとして、守; i 3t i Jl 二| 肘すべき 11日題でなし、。此等の110也

は至急: 首局者各伎の熱意に依 !J 時 局 の 治il 臨し? こ諸法令の己主J F. のj車ならん寺i を切に p'Pf!;;fiひ [

て 、 第ｾ欄〈次第である タミ言多謝 13， 11. 30
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長期建設大陸進出と建築並び に教 育

一 大 |控 建 築 技 術 員 養 成 所 設 置ーを? 望む一

鈴 木 d忠 五; 耳目

は し が き

漢口陥落を制機として長期建設のス口ーガンがより強制されにしに。戦ひは之から、Ｚｗ ｾ

戦の目的達成の震には五首な 政策定; 然必ーまねばならぬ道である。長期建設は以| 家会能力を

傾りての大事業で あるが、
一方之 は岡家Tごりょに如何に従事しでも充分に その結巣は棋げ

られなし、。凶民各自の Ｑ｛Ｚ 故業機 ｗ［ｊ ｩＺＧ総 ｭ Ｂｊ ｊｾＱ しての針ブ ｊ が ｦｴｴｩｩ 主されねば到底 ｩ 主し得られぬも の

である口 長期 建設事設は非常 lこが1大、 政治工作、治安工作、文化工作、 経iN工作J 1，: 他寓般

に渡る筈、之等の方策JJ I].迎、案、1!{' 行地設案はそれぞれの部門にて企劃され賀行されるので

ゐるが、此底に再三Jラすべきは、長制定LT訟に努力寸ろ人を如何に大量に且つ優秀なるものに

主成 するやを考ふべきものと，巴I J 、。長期建設と教育誠に逼迫しに iヨ下の!jJ く勢に於て 、教下i

J等考へ又貰絡する f徐俗さへないと思」、有少くなりれど、 よ〈巧 へて見る ＱＱ 寺 ￮ＮＧ Ｑ｝ｾ ，ｾ はと主反別

に速いものと考へ? こ数7ぎがj誌も泣いものであることカ汀' 併され得ると! 言する。然るに現今

長期建設の必要念総Ｏｬ ｱＮ するものは多し、。亦之がＡｾ髄築ケ掲げるものも少くないが、
一歩i単

目的、 内容 J!! に地，; 交を口ぬいで之に従事する人 ｉＺＺｊ の養成 氏ｩｊも教育・ の 必・ ｾｾ 、ｊｊＮＡＺに教育 Ｍ 方針、

するものは絶無とｉｪｾしでも過言でなし、。長期建設は先つ ｲ 人から、教育から ＱＱ Ｇ ， 殺すべきもの

であると信すもる ｱ 既製品的に現在誌成ﾧれである人 ｼ出を 大陸に ｩｬｬ つに庇で長期支ｾ設の問的

は逮せられゃうか、否時には反封の事象全生ぜしめるやも H ｾｾｬｦｦｩ いではないかと地ふ口

か〉る践を，i日J 、l山虫剤建設を先うぜし む‘ る人 Il{J の設成 に、然かも急; 治 してゐる事態に民i J

して此底に新に毅［育施設をなし、此 ｉＱＴ にか冶る ｉｾ (-1'.) と精;111) 1とを骨量得せしめる判明)1数背反に

関ブ ｊ 、更にＺｷに技術ｻ･興ふべき ｾｦ ，写Ｇ￩ ＨＧｉｊ はさて世きはりねばならな ｌ 、。か〉る ｉ ｾ ｊ 的で教育

されたる i出土を多数送り、之が巡行の) J j ( m"Jr)J 1こらしむべきと析すトる。か〉る教育協設は 'm

Ｈｵｊ 。 之は各種職業により，ＩＧｻな る ｄ 之を建築 と云ょ、分野より ｬ 眺めて Ｃｾ ｩ ｈ し Ｍｯ ｾ るこ ｴＧＮ (立、HH

ＨＮＱＱＱＴ 年初頭の話題 、 且つ昭和 ＱＴ Ａｾ Ｚ Ｎ の 建築界の闘心事として首然なも の 、 ｪｍ Ｚ 後 の業 ｗＮ ｾし ｦ

; 百・然負ふべきも のと j言じ.
t;{!t説かも h lill ないが菩かして} 迄ひにいと思ふい

長期建設大陸選出

長胡建設は内地の事も含まれ て居る筈な れど、 多 ｾ ，立大、陸に於け る強談二l..件 全き しービん

る。大陸進出之は人と物の進出色' 示すもので人即ち技術、物即も資本と物資 とうf 進出せし

めt 、大陸の開設に従事せしめる 、建設を・iJi j ιE とする ，¥' (大限: i . full' ，もj{jtfJit は 1，ｆ［ｪ Ｍ ー 日 ｈｾ に

なｾ ｗｊ い。要は物 の ｊＧｾブゴ の ｉｾ Ｎｪｪ ｬ白｛ かむ ＱＺ Ｑ Ｑ れない 。
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聖戦の目的達成の下に長期建設が主張される故、聖戦の目的成就まで績〈建設工作であ

る ｣ 大陸準出は更に長〈綾〈ものとＺｲｾへられる。建設工作は人力に資本力によらねばなら

ない。更 に 建設後 の大 陸が聖戦の目的の一 つで ある大和民族の琵展ｾ阻害しではならなし、

理でゐる故、長期建設は同時に大和民族の大陸進出となれ日本経済の大陸進出となり、

大陸の 日本化まで進まねば最絡目的は遣しにわけではない。之が震には人ｾ物を付 金らねば

ならない。選る工作、選る準備の数育 Ｎ ｾ先つＧ施設しなりれば駄目である口一人でも多く進

出出来る機構智光づ建設しなげればならぬと同時 tこ、内地にでも大l速の建設に必要なる分

野の人口の養成にち子力すべきである。かくせねば務のみの長明建設となり 、大路進出で終

り賞際の進出は出来まいと忠ふ。

長期建設否大建造出と建築

然らば建築の大陸進出とは何ｾ意味し、史 ｩ こ長期建設には何を＿なし、何に参加すべきで

あるかを考へる時、三位戦の目的順J.rl!.( を踊にすべき により、 建築はやJ はきてをき大陸に於( r t

るめ らゆる方簡に於げ. : : : ， ｪ ｊ が他 の民 ｾｬ￘ ､ Ｚ， ｩｪ たがね ばならなし、 。 他 の Ｈ ＱＧＩ K1 の問より i変位に逃尽

きせねば大陸進出の意義は完うされない。否長期建設も建築 Ｎ ｪｦｾ も之が成就せる姿ではな ｌ 、o

之がf誌には 人の進出 、技術家の進出、更に教育の匙出をしなけれはならなし、。以上を兵鑓

Ｈｉｾ に云 へば大陸の日 本人による夢兆は、最も優位であり質力がな付れはならなし、。請負界

11 :主計界共に優位且つ数に質に優位でめること、更に職工方面亦同様でなりればj廷に大陸 lこ

於て、 建築はj逃隼創l出抗し てその悶的5脅? 迷ぜりと断じられれ，なし、、O 更に歩刻邦1I 人i経怪4信部怯日4告，; の挫捺差滋土7有草

寸せf るものをを:，:J持持唱寺r1仁こねばなるまいと思 iふ、。

手え育こそ前者の優位 ＵＷ 持制させ 、推進させ るか ｾ K1.1こる文持者ーであるからである。人を、

! 交術を更に物資を進出させるには 、進出の出氷る制: 合機構- a ? 現出させねば駄同 .( ' ある。

日本文化の大陸進出が必要

“ 本文化、日本の生活様式の扶航、 R! に感化が大切でみ るc 苓び尋びJt 管に信じ迎 f干す

るま でに、日本文化を生前を気j武をさへ扶柿させねば長期建設は成就されない。か〈し ーど

こそ人の: &' ; 1- 1' ，も物の進出も 1+' ，来 る。此彪に異設をなすものがある。日本人は穴陸にi 1 主I - l l す

と、郷 に入つては郷に従ふと 云ふ背の諺 lこも ある泊り 、支那に行りば支那式によく J品化 5

11 、感情の衝突のな さ様t試練はれのなさ棋にすべきでめる、と。鶴築に於ても大陸の )I ' ht

ｋ 陪の材料で 、 大陸の梢 ｩ 逃 技術で之に幾分改良をｾＺｩＱｬｬへ ＱＺ 程度にしてやって行かうではない

y 、と云 2、意見を護表してゐろ人々が少〈ない。筆者から云へば乙れなれば長期建設等三旬

、な〈てもよ し、。従来ならいさ示会11ら・宇大陸の大停に及ぶ 占織を¥也ふ l時、 乙んな青白いイ〉

テ リ屋の泣言等間L、て属られまい。第一皇軍の努力威力を思ふ時、同氏の内 lこか、る : 蛍見

守持つ 人々のある? ごけでも銃後人として相府 まなし、。大陸逃出は決して支那に御故嫌取 1，

に行〈のではない 、大1・日民族の大理想、達成の鴬にやるのでなくてはならない答である。文

邦人と して大陸に入るのではない 、大和1民族として大陸に入る のでなくては史搬の; 色. 託ーが
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なくなる。ヵ. ，: > る意味から日本文化( .i) 扶般を計ーる、否日本瓜の感化、日本文化による支芳¥;

文化の改鐙 まで進まねばならなし、口感化され l二行 t ので はない、感化すベ 〈行く。 大随を

日本化してこそ、大陸の文化は向上し、生活は意義付り られ向上し人類幸耐の鶏の本聖職

の意義がゐると固く信今る。

か亘る; 意味から建築も出来るにげ臼本風を JJII 味しにものを設計する。建設する、調度品

も ｉ Ｚ ｉ ｾ ｉ 来るピけ日本 風の も のを好ましめる様に指導し感 化 させる義務がある。之が需には低

l支の文化を向上せしむる私育を先づやらねばなるまい、建築教育、大陸に於りる建築教育・

は出来る だ り 日本人で経営させ にし、。教育の力の偉大を思」、時一層その感を深くする口次

に大量の邦人の建築技術者職工を進出せしめる。之が需に業界人の後援は勿論政府と辿紫

ｾ ｊｬ ｪＨ｟るべきと ｦ 言守る。一言 にして 云へば 日 本人の息、のか〉らぬ匙喋物は少し、 、ｾＱＧ Ｑ 米 れば Ｑ ｾｲ ｩ

いとなれば先つJ それカ ; - -0寺的にせよその気風生活は大陸に無窮 に続くものである口之を日

本の歴史に鑑みれば、飛鳥の時代を逆に大陸に現出せしめ、その建築の賓が大附の建築最

高のものとまで行かしめ得るなれば、建築の大陸進出は大成功 と考へて充分ではなからう

か。かくして こそ、日 本依存の気風を大陸に扶植出来る。かくしてこそ 5000薦人はおろか

| 憶も更に 2 憶も進出は可能であら う。

建築は建築業界に出来る だり多 〈の人を進出il .H被る棋な方法政策を宜ME しな Wれば闘策

に背馳する。請負者t: り、 少数Tごり のもののまI イ!糾l'なる; 様なものは一見外見は合理的に見

えても、 要は民族の大陸大量進出に ある故再考すべきでゐると信子る 。

建築技術者の大量準出の必要

多数の進出者を出さんには、建築業界では単に設計家、! 監督2誌のみに留 まってはならな

い。フオ{ アマンの進出、職工の進出をも企岡せねばならない。邦人のI[i哉工が行〈には日

本風の設計ー、施工方法 iこよらねばならな〈なる。かくすれば機険器具を始め、建築材料も

我が閣 に依存せしめる こと を得る故、初期の問的を建し得る。か くす る? こめには、新に職

工そフオ { プマン即ち 世話役| 酷工長を養成 しておかねばならな くな る。一方支那人職工の

内地留撃をなきしめ、支那建築界にも日本建築施工が新し〈優秀なるものと私育してやら

ねばならな い。文化の低い大陸、之を向上せしめ進展せしむる には、精布Ij 1物質方聞にも充

分なる準備をなさねばならない。建築方面亦同様低いもの ｩ 皆、一北刻故工ｾ現地にて教育し

て従事せしめ、 EI 本式の職工を多数養成すると共に、内地にでもか〉る職工を投目立して進

出せしむべきで ある。高続技術者なら 1 ;葛で充賞する とすれば、中監或はi蹴工長なれば3

蔦乃至 5 高となり、肱工になれば 100寓それ以上をも包容し得る放民族としての進出を建

築 にて賞現す るとすれば 、 なさねばなるま し 、。 ｬ ｬｾ 彪に賃金問題があれ職工の進 出に支 障

を列ぞすと云って居られるが、この支障ｾ超えてどうしても建設せねばならないのは常然の

事である。

大陸向の技術者は
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大陸進出する技術は室訟の人も必裂でめらうが、質際的のもの賀行) ) のみるも の、腕のも

の更に兵糧的に云へば、質際職工から叩き上げにもの、自分で他人のブJ を借 りすにも建築

の出来る技術を有するもの、語ｾ挨へれば開拓者的の人物が要求される。聞くにも人 がな

い、職人を教育しつ〉、辺事を進められる腕の人でなり れは先つ'大陸進出し て成功は出>Iミ

難いのではないか。殊に奥地に入るに随ひ更にその必要がある。

大 正期に建てられ＿こ東京 騨前の丸ビルの施 工、 之が現在の科率経畿に請負 ｾｾ�［ 進展し Ｑ 二

基範的施工でし? こが、他函米間人は職工の不足と目的とする技術のないのを見て、彼等; の

JI瓦つ? こ方法、所謂丸ピル大工、丸ピノレ左 a庄の養成、職工として働かせながらに素人を職人

に教育 しに彼等のやり方、之が米閑人のもつ強味ではなからうか。県して現代の日本技術

者に此の意気あ b や、ーにも二にも 政府を頼 り、他人に伏，μ し、lt' i柏i と泣言でやって} ，! l る

ではなからうか。ゃれ熟練工を養成して呉れと 72局に泣きつくでは、将来業以の買の技54

は望まれま い。 敬育のな い Ｚ ｾｩ 当 Ｕ は結局は衰亡する事業である ｯ .ri. r守ソ j の張L、!}f業 l立主主' 待! : t

Ｎ ｩｬｾＧ 展する ｯ 建築は何れであらう か 、 勿論公設の撃伎はあるが業界それ自身内に幾何の施設

ありや、内容ありや、反省する度 lこ楚管になりゃしないか。

教育的容を持つ ての大陸準山でな 〈ては、 如何なる工業否事業も大陸には芽生えな l ' 、

伸長しない大陸の地は、 ぞれ程までに未t: 教育され7こ内容も人| 制も技術 A ないのTごか ム

建築も大進出せんには、彼の大正期の A ピ2レ地工の首時{ t > 同制して 、米間人の取つにや l、

方、参考にせねばなるま い。先進闘たして彼に帽ぴる ではな いが、開拓者ーがj の領令は米間

人には一回置かねばなるま い。

併し、元策と若きが日本に ある。之でも米闘人以上の迅速さと雌質さで大陸経営に乗出す

には、先づ数育、開拓者的の 人物養成の毅育を高難を排して断行せねば駄目であろ c

開拓者的の人物とは

猫立性のゐる 入、!京始生活の出掠る人 、腕の人?ごりが農業の大陸連! 日は可能力、も女11ft i;  

ぃ。 併 し建築界では駄目である。棟梁の才、親方の才が要求される。この同梁l立、川j治以

前 の叡 育眼と才能では駄目で ある。短期間に仕事の要領を他 ｪ ‘ にｾＡｐｩ壌の者に、否時にはよｼ

馬にまで、厳へ得るもの、そして紫人の t，ＨￍＩ｜ こ始めから 、 場制 ｩ ユＺｾこ劣らぬ ｨ のを守主 主ち出主

しむる才金持? こねば駄目でゐる。

此虚に作業の正確なる ・行程更にその作業J l i : i J作の合理的な型まで知 らねば出来ゃ しなし c

ぞれには自らの罷験のみ で な し 反 省 後の作業研究がな 〈ては駄目でゐる。か〉る作業主!l

並びに行程の技術叡育は現在の工業製伎 には何庭 tこも見られな いo ｾｾ之が研究と指導 ｬ こ‘

一肌乗 b出さん の傾向すらなしこれで大陸に: 選出せん、技術戟では股北する に相還な l c

職工界ですら従来の徒弟制度でま あ現在やっ て行けるのだからと去って ‘ 現j伏附f

する。まして市諦1Tf 負界等耳も f借昔し はしなし、、。行 t 所ま で行けば打問寸寸‘イる' 、何も 心配しな t て

もよい 、 これでは話にならな ｌ 、 。 ＪＮｩ ｾ 修 ｊ ￯ＡＺ の話 ｲＺ が 、 ｊ， ＧＩｖ 也 の質 ｬＧ 百 一 斗 り ｪ 治文化は 聞東よ ＱＩ
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超えて、東北には徐 b 入らなかっ七、それでも片岡会の或特種の人には息子守東京に迭ト

新知識を吸収して家に蹄らしめに。之等新人が、頭で種々霊策し無知な農民は、遂に回; 切

を失ひ、最後には父祖停来の家までも乎灘さねばならなくなっ "f: 。

始ゆて眼力Z究めに、併しそれは飴 b にも遅かつに。此の哀れな人々こそ東北穆民として

海外殖民に入れよく刻苦且闘して、大成功をJ j X めにのが少< 1 . よい。東北移民は・剛健だ.

優 秀 Ｂｦｾ と云ふ裏に ゐる→ＧＴｩ話 ｲＺＢ 。一一之は 現代の職 工 業見にふ参考に ｩ なりゃしないかを

行 詰 らぬ前に備へ る 、 Ｙ ｊ，ｾ に大陸 Ｚ 生出を前にしての現在、新徒弟叡育更に、職工の短期養成

方法の研究、' & 商の長関心事と信今る。

開拓者、酷力も特制1力も旺盛にして、 感化力主? 多分に有する民の教育者的内容のゐる宜

際家主＿稿 すべきで ある。時には煉瓦ｾ積む、銀も握って指導する 、 又時には大陸 ｄ 悠長な

鋸引、彼の出鱈目の飽等、日本化す A 之さで はなから うか18率の畿がる方法を彼に典へる .

同時に日 本内容を 、文化を以て 、技術を以て 、更に生活を以て大陸 J ) 日本化に高金の努ブJ

をすること の出来る人を、此底では開拓者・的の建築技申f Lj者フオ ーアマンと部することにす

る。

慌拓者的人物を養まする

こ れは大問題で、産業教育は凡て此ｾに叡育方針を目的を置かねばならぬ のである。か

〉る問題を? 筏撃なー技術者'rこる亦ま士山li が、と筆者を自ら卑下しでも始らないから思ふま古

書 いて見＿こい、批判を支［げにい、更により立派な賀行力 のある援ｾ蛮表して｝質き＿こい ｯ 現

在の蕗寡聞なる 筆者の耳 lこか〉る論旨を聞かない。大陸主出7ご、 長期建設? ごと云ふr.: け、

只軍人関係者と蛍局者? ごり 、それも叡育 iこまでは今の迄及ぱなし、口先んすeべき数育が米7ご

腰を事げない有様、否腹・をゆるがす論説さへ見ない。日本も大分大陸化し? こかにも見られ

る。さて本論に入るが、之r.: りで，1; 日首の紙面を頂かねばならないから Jlt 庇ではTニヨその片

鱗?ごり の内容と、要旨にと Y めをき来月にでも要r . 1 l I 書かせで頂さ? こいと }J!，; 、。

先づ粧怖と私有とを者へる、始めから自治性の人物、金の伎ひ方ｾ教へな ｴ ては駄目、

それには現在の如き 数育内容i!iiJ 度で‘ は駄目 、先 づ l 年から 5 年まで月謝 が不箆、之が技術

者数育には解-tt ない黙である 。卒 業 して40園50図、日拾にして l 民150箆] 貨くなら 5 年 生iこ

なれば少 〈も II到位は働けそ うo それが l ヶ月 の内せめて20日働〈とすれば20図、月諸J共

他を引き去り割戻しに 10圏 位 入 る と な る し 生 徒 J ) 貰習 も研究も民創になる白技術の程度

同一撃年でも働さに より 割戻 しを鐙へる。同時に研究成績によっても鑓へるとなれば真剣

になると共に、職工を見る技術を見る I民識が早くから養成される。卒業主は直ちに役に立

つ、か〉ること の出来 る様な11)IJ 度と内容をも っ養成所にしなく ては駄目でゐる。之が詩に

は事業向 lこ養成機関、訟育機闘を鑓更しなくては駄目でゐる。即ち自 FJ I位か、融通性を持

? こねばなら ない。殊に建築関係では仕事の性質上特に融通性が要求される。

感科の叡長時数も、笠習日も、規定されに時間表を墨守しては駄目、内容と穆艮白暗号ナ定め
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事業 主並行する様にする o ＮｦＡＱｬも仕事によっては夜間に授業ｻｦｾすとか、戒は首分の間休 ｊｉ

して仕事即ち質習練習を75裂すと 云ふ棋な 工合. 所謂苦署長者、調撃者の歩む道を そのま冶胤

盤的に歩ましめる方法を? とるロ練習の機 舎を過ぎる位に、質際的に経怖 と 様 して私 へ でわ

く方法{ f とる。か t してこそ買ーのフオーアマン、監禁者は勿; 命現械工は養成される。

同 時 に 経済 11良は直ちに渦立性にさへ進展 させられる。之 が賀行には議成機闘と業界一関ー

でな 〈ては賀現きれない。業界主催の下に養成所 が設 立 されねば駄目、只i江iむlに: されても、

業 界人 の倒々 カが; 買民- に益成所の生徒をを? 熱愛して練事脅3材をを?γ ，常品'企位位l主i提似供、 して やるの心心、械へ力が; な< i  

は亦駄目 でゐる。

亦一台祉が自己の業務を遂行する補助機闘として設立し、自己の合枇の建築施工を、 11' ，

氷る ?ごり養成機関の生徒 lこ提供すれば、之も成立つ性質が多分にゐると筆者は信す る。

要 は 経 術 的 の 自 覚、真剣jの内に技術を叡へ練贈させる、練習材は過分に興へる 、£身Y腸 lはま

{ 休本みな〈し、 主鶏叢量狂;夜 t仁こ豆豆. つて寄級え7宵雪写喝する L.ごコbけ?の再準i主J端悩備1更 に技 i術4ねj ;省首生 i，仏泊l目ι.Ti態皮3をT毅数; へる。 主蛮変量装: は施工

夜は数有有. と 、設 計 共他 の準備にとえ」、風に、賞際的内容を数育的にそのま〉取扱ふま でに

して行く内に 、自然に備はる私育制niJ I1 と、経怖を通じての現自性、問拓1官悩性?立主l七
a

は、毘の工

をを? 接成するこ主になるとイ信言すす、る。

単に職工ではな い 指導的地位更に 、;59:iユ:i. 出米る技術を開拓者は持? こねば駄目、特に大陸

進 出には、 先 つr か〉る方法の外には大iii: に養成する方法はな L 、o -Wt に仕事に|間に合」、にげ

なら 、開拓者的数育{ f 受りに人の許で 、短 期liJ J Ｒ ヶ月ｽ ｾ 至 Ｖ ヶ月やれば 、 先づ建築閥係な

れば 7 分 乃 至 8 分 程 度には、 鰭ブJ さへあれば出来 そ うでゐる。吾、髄力さへあれば、指 導

さへ出来 れ ば 、始めから相首の仕事にはなり得る。此践ではか N る方面の養成を潟へてで

lま1j. ｾ、 。

大陸進出の篇に建議後術養成健闘の必要がある

支那大陸の建築{ f 日本化す、少〈も技術は日本化して能主与を場げ、近 代の二エじ業化

3覧迂務がゐる。之カが; 恐ら〈建築J界1平4の長j期切建設の大事業ではない カかもと信信- すすユる口 k 践の建築技術

を日本 化するに は 、 技術のある者が Ｉ ｜Ｎ ｾ ｬ￬ｴ に進出する他は、Ｚ［Ｎｴ［Ａｬ ｬｬ 人を敬 ＱＳ して日本的の技術

ｾ有 する ｬ 織工技術を大量 に 持＿こねばならない。それが震には大陸に 、内 ｪ 也 ｩ こ 、 建築技術 の

養 成 機 闘を吏 iこ充質せしめねばならない。

大 陸には何はきて 置 いても進出しなくてはならな し、。 政府のやり方は乎ぬるし、。無JJUも

ない。建築等まで現在手が届か 7μ 、ωにから。放に我々の力で、即ち亀裂合の進出、協合の

進 出、 業界の進出、接合TLの技術員養成所協曾立、土木建築業組合立の養成所 、北京に、

南 京 に、青島に、 蹟 束、上海に建設しな くては政府目嘗てでは嘗分出来 そう もゐる まい 、

設立後 の 経 費 は 見 透 しの付かな いものではな い。月謝相手にせす・ とも、建築 業界 さへ援助

なさる音訴 さへあれば出来 ると信す' る。業界と云ふのは請 負 業 界、設計界、 官服方聞は jJ

論 、各l防工界、 1! 1l ち大工、 左官、鍛工、 鉛 工、ベ イン トT 、銃二1: 、建-H- J ・、 共他建築 士-+:
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聞係のーやJ を指すのであるの

終 り に

建築業界人として、長期建設大陸進出には日本人の大陸準出 し 大 陸 の 日 本{じをして 、

邦 人の 進 出出 来るやうな機構に大陸ｾ改めねば駄目 で あると力説したのそれが需には開拓

者的の人物を迭らねばならない口更に日本化すべく彼等を教育せねばならなし 、。それが常

には建築技術普及の1誌に、 k 陸に技術者養成所をた貴に設り 、た陸の建築技術者を先づ日

本的に教育しな〈ては駄目である o 11i ( に先づ技術員の養成所をた需に作れ、そして日本依

存の人物 を彼地に作れ、教育せよと主張しに。

終 りに 之が矯 ｴ こは、政府 ｩ こ任かせては誼げなし 、 ｯｾ 築界全措と し て組合接合 協命、各々

進出 して各自の持つ財 ) J ? 、技術内容を以て進 出 して、養成所を日本化の震の普及所を設

置 すべ きでゐる主主張して、読者諸凡の御賛成と御援11)) により、之が宜現在? 計り fこし、と忠

」、次第で ゐる。

新年与1ノキ長身と省き説書J f l ! . れをさせまし? こ Jf i:' ｩｩｾｪ して鎗［を合く ｯ (. 昭 和 13，1  1，30 EI )  
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建 築 乞 統
止

即

国中
繭

川

建築関係の統制法規は、今春来津山; j j l ) j : E されたが、まだまだこれで稔るのでなし今後

一層加重さ れることは、必然の勢である。

よし勘定後は、事変前の欣態にはかへらないと云はれてゐるがJ も盟拘にどう鑓るかパ

云ふ ことは 、なかなか強測が困難である。然し形式的に云ふならば、事史、後には経済活動

が岡家的に統ihlJ される から 、議経前刀自 111主義拘な t! k態とは異って来る 、己 れが事縫前と

Ｚ事艶後の相異鮎 ＿ム と云ひ得ると忠ふ ｄ 宜［ｾｾｾ正統制と三心、のは 、 形式的Ｇｊ｟現象としてのあ ｴ 、

はれ で、本 質は 、 その統 ｩ Ｏｪ ｬｊ ｾ必要とする 、 祉合 、 経術 、 情勢なのにが ＱＲ として 、 ， ｢ らはれ

る限りでは 、却って 、さ かきまに . 統;/，IJ法規が. 枇合、経消防' }) {，I を、従へて了 λ、のである 。

ι のや うに事境浦と事礎後を全 t 仰の世見にして了」、位、強大な力を'1:与つ統;nlJ 法規なのに

から、吾んはこれにまJ して、最大紋の、 閥心ST掛はねばならぬ。それはE互に建築家の、議長l'

の?こ めと云ったノj 、さな意味からのみでな く大き し 国家的のな財とから云って . 建築家がこ め

方面に向って 、そ の有する知識を提供するのは、官[ 然なすべき義路であると、考へる C

Ｑ 者今 ｪ 主は、統 ｩＯ￬ｬｊ 法規の ｬ Ｏ￬ｬｊＮＺ， ｴ に、建築家の多 ［ Ｉｊ ｉｉ がない特に専門泊 ｊ Ｚｉｉ 識ｾ Ｎ 要する建築を業 ｪ

象とする に拘らす¥乙 の方面の専門知識をナ参的 しな かった 、 と云ふことは法の随行にも色

々の差 さはりが出米て う た る し、法悦 の ｩ Ｏｩ ｉｊ ど昔時 ・に、建 築 ｊｾ ｩＧ， ｬ 相場さし に 一 国でもある。乙

の蛸は賞事者も認めて居ｾＮ J武近は建染家が尚工省に入つ?ニカa ら、これらの鮒は順次改 良

されると忠ふが、現在の人民やゴJ では不充分であれ益々力を重均11する必要があると }&'，.l 、

官i/i 1 J 上で、建築家の設言槽合もっ と強力なもの にして‘ 建築家の専門知識を7 ・充分に活用し

ｦ 二 い。建築の専 ｬＧ 切羽 詰 ｾ�［ 不充分なにめ に、統制 の方 ｉ む をあやまっ七 、 と: z ，とふやうなことが

ないや うにしなりれば‘ ならぬ。

官の殻言樺 を＿強大な ら し めると同時 に、Ａ 此曾的にも、建築家の存在 ｾｩ 桁商に押 し出し て

枇舎に釘して建築家の干f 在を充分認識せしめ、枇命的な殻言描をも持? こなげればならねc

現在建築家国謹には、建築接合、日本建築協役、建築土台、その他地方的な建築家国盟

等があるが、どう も祉合的には弱ブJ であるやう t: 。そ の原因には色んあるが、曾員が雑多

であり、圏直の進むべき方向が明依でない乙と、Ｉｾ至は合員組織に Ｈｩ リか特織的な臭 ｬ 床があ

t . 主として上層建築家の祉交: t t : 凋のやうな風読を7 もってゐる乙とも 、ーの原因Tごと}J ; I . ..s、。

統 ｩｩｩｬ ｊ 法制し現 在は物資の需冶調。 ｩ ｩ ｬ ｊ ｾ 目的 として、 建築凡では主として使用の ｩＯｪ ｬ ｊ 保と 云

ふことを ｔ 焦黙にしてゐる ｄ 然し民の意味の統［Ｏ討を行ふためにはｾ Ｍ￭Ｔｉに使用 ｪ ｬ￯ ｬｊ， ｾ見と云つ＿こ消

極的な方来によとまることなく 、更 にも1I 極的に、 建築生産の合理化合通じての 、生産力の明

ったをも Iffiil らねば充分でない D

(  3 6  



現在の建築生産l立、主として手工業的な方法によって居り 、資本制の大工業生産の域に

達してゐない。建物は土地の支持力に支えられ、その上に成り立つもの- で、土地と不可分

の関係にあるのそのために 、建物の建つ各個の土地で、現場作業をし，なければならぬ、 と

ぷょ、建物本ＭＳ Ｑ ｾ の性質もさること乍ム成るべく現場での作業を へ にし て 、 工場で行 λ 、作業の

分野ぞ繍大す Ｓ こｾＨ立 、 建築生産の合理化の第一歩である ］
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産 業 戦 士 家 を

荒 木 正 己

ｩ 設近生産 力 の繍充カＺ 、 一 Ｎ ｦ 止と強化 ｬｴｃ ， ｾｬ るにつれ 、 ＺｭＺ工業 ｊ 也帯 、 ｾｭｩｬ ｬｬ ｊ 山 Ｑ［ ＧＱ［［ の ｊ 好調鈍 ｴｨ Ｈ

産業 地 方は俄然近来 に 広 い ＱＺＱニ宅英 ｪ ｾ に製はれつ〉あるので ｩｨ ￭ＮＱ 。 統計的 な数字 ｴ をＧ恥げる乙 と

は差控へなければならな いが、之等の地方には; 昔: 激な人口の増)JII を来しつ、めるのに、事

費以来急: に位宅生産は手控へとなり 、又一方諸材料の騰貴に従ひ建築費の昂騰を:>31 ( しに結

果、住宅の大量不足と家賃の暴騰と云ょ、深刻なる住宅事11，二重奏を現出しつ〉ある のである

「産業戦士に家を」興へ よと云ふ問題は 、現下の 開 策 1-. より見るも重大なる問題であって

「家賃の騰 貴は戦時下の l俊民生前にとって大きな問題で判に皇支援産業地区で、著しいことは

銃後産業護展の上から大い に考へねばならぬと思ふ( 中/ i j 持〉近々具骨霊的な JIpjlil j方針を， 1お (:

して協議11? を催し? こし 、と%へて ゐる」と 商工省の新倉尚務局長談 ( 昭和 13年 11 月24 日大毎

所赦) にもある jffi ｾ＠ ¥全〈何等かの方法で家賃統制を) 5/.0: しなげればならな L、'I'，!j: 勢 lこ:、n; l ]

ってゐるのである。r . ll 央牧l僚委員舎が総動員法第十九僚の鼓動を作って銃後間民生活の合

理化をはからねばならぬと答rjl してゐると; えふのも也・然の締結であらうと氾はれる口然し

家賃の暴騰に釘しては之等の方法で抑制することカ ql ¥来るとしても、問凶の根本( ま住宅の

大量不足 に あるとすれば 、 住宅イｾｴＺｾＺ台についても っ と根ＫＺ的な制 ｊ ｕ が行へ られねばならな い

のではなから う か。円下この方聞の針策としては ｪｾｾ｜ Ｎ カベこ ［ 包 ＺＱａｾ : : e 要する坑 山持働者全1: 宅の! d! ;

設には簿鋼板i : ' 用ひてもよろしいと去よ、知制J " . ( ' 1物集浩許可' i ; f l . nlJ の運用方主 | カ呪ミきれて ゐ

る位のもので、何等積極的な性宅供給助成策と五ふやうなも のはないゃ うである 。

烈し問題は続々深刻になり つうある。戦時 下のことである力 、ら少んのこ左は忍ぶべ きで

あらうが 、 銃後閣民の鵠位、特に産 業Ｉ￯Ｑ ｈｊｪｴ の第イ Ｚ［ｊｾ に Ｚ ，ＧＨ つ之等制 Ｚ Ｑ :のi; 努力1i 1) 作業能主!f に

直接影響するところの多い「産業 ｩ 慌 て ＱＺ のｻＺｉＺ宅｛ｉ ｾｈ 茜 ｟ｉＨま今後 ｬ 買剣に巧Ａ台Ｚさるべき問題であ ｴ｜

う主 恩 λ、。

ｬ り ＳＹ 年度の建築界に ｉ ｾ 討する諸 問 題の ー Ｎっと ｬ ノて此Ａ怠に建築家諸賢のが ・ Ｗ 訟を ｪｬＭＢＧＮ 惜し ， て位〈

のも Ｑｲｲ ｾ ｾｫ ではなからうと ｻ 宵やるのであるつ

現在問題にな 1) つ〉ある工場rl J1i l.l 1の持働者ー住宅 l主多く( !I.¥ーに鍬山にあっては始全 〈ト'お

;業の経営者ーによって経営せられる枇宅であって、相常大規模に、計設的に建設せられる場

合が多 い と云 ｩ 、 賠 に おいて建築技術の Ｑ ＭＭ か らもｾ ＼の興味ある問題を含んでゐるの でゐる

これから - I 11i1人の個人的な興味や思ひ っきが物: : e 云ふやうな個々の住宅はもはや建築家

の隠面目 な研究の釘象とはならないであらうし、叉この時局下にそんな容筑な人もあるま

いD 悶内に は巳に 「産業戦一1::¥こ家を」と切宜ーなる住宅難が叫ばれつ1k あ り、 やがて出征勇

ごとの蹄還 と共に住宅の需要は激増 し必や「勇士 に家を」と云ふ 叫ぴも起るでめらうし、今

1 3 8  



iえfi i I : ん深刻 な るw ヒ|問題の 投 tl てが f象匁1せられる 。克に jく際にわーいてはf章太なる往，; 支の J fJ レ

/1; 階 h l-P， き( 1../) .....あ り. 我 々 が 従 来 想11
設も及ばなかっ t: 大i財見f.;_ 計予的な集園 住宅建設の

ｦ 主縛 Ｚｔｾ ｬ Ｇ ＮｬＮ で之 ｬＺＱＴ ［ へ なけれはならない円も近きにあり橡想せられるのである。然し我々に

共の月 ｪ ｾＢＺ があるであらうか。

此際之さカ:の集圏全1: 宅が従来如何に娃試せら れてゐ fこか、一! 位:反併して見るのも骨l問、義で

[ 主的j 、ら うE 思 ょ、のである。

ート
ゐ

@  
'>!L 

ｾｾ＠

屯

Eも

主も

( グヤ門TrrzzZ

第 1園 は北九 州の

或崇 坑 の 努働ず住宅

の平商闘であって 、

q，'OK最 多 〈見受りる

4咲 く普 通 の 型 を 代 表

してゐるものと考へ

てよろしい 。

第 2 固は共の一群

のI3敵 lii 什でゐる。 6

Ｏ［ｾｾに Ｒ 患の二 ｉｩ ｮ とム

開策;長P. i i の狭い lて11日

たが建築白人 ｝ 地設のＨｲｾ

てであるつま さじ 1也

ｩ 徒少 ｉ ｕＮ ｈｊＺｾ とである。共の居住持も ｊ 包括商品で 一 校 のせんべ い ｩ ｩｎ圏に Ｑ 技場 と ｉ ， ［ｊ じ〈交代ＺＱ， Ｑ Ｑ が Ｎｲｲ Ｚ

川 せられてゐるのが多 いと［式ふ訴で あ る。 ｾｾｾＺ 所 ががい 、 とムーふよりＷｲ ｾ ＼合 ｜ｾｉ Ｎ 、ので予言 Ｚ ｲｾｩ は ｪ 卓 Ａ 台Ｚ

な く何頭 に進出し て外来者ーにはと佳〈足の踏み場もない感を興へる のであるが 、

; 品々に右派悶筑を似 し

11 ' ，し特異の何頭風景: を

現出し てゐ るのである

ぷ明から f苛.1- - で赤々 と

燃え制けるカ ンテ キの

焚火( ガラや石炭 < -9. 

ｾ燃やすＩの股火にず Ｑ Ｇ Ｎ

十して炊火wmiJ がなか

はか骨カi : J J i ' れるとは乙

の地 方 特 異の現 象で市[

内ぃ。 表通 1) は物二Iニ思

で袋の露路はi事ー衿 携に

2F， 2  幽

ｾ Ｑ｟＠ Ｍｴｾ ｛ 手 ＱＱ 以

.3 9  I  



なってゐて上から眺める と金〈空地は見ゐ fこらなし 、。いき' 空襲にでもなって火事でも起し

たら大慶だと思ょ、が、あまり人が多過ぎてボヤも起らないと云ふことである。

第 3 圃は通りの良中にがん張つ

てゐる共向井戸粂流し 、 ｾｲ ｴｩｊ ｬ 濯 ｨ ｌｩ

粂祉交場の li i!i lである。便所も共同

になってゐ τ4羽などなかな かのL4F

況でゐら うと殺i象せられる。

第 4 園は同じく北九州・|の或炭抗

に最近建設せられ?こ持働者tl: 宅の

平商潤で 、第 5 園は共の. 日限| 凶で

ある。このー圏' ' 1 f t の位宅で約4000

人の労働者を牧存すると :ii: ょ、こと

ｾ咽品目

:冶L ".  >!. o;:> 

第 3 悶

エと

ー為

3己

吐でと生JJ 一一

ｲ ムｾＭ］ｾ ， ＭＭ ー

・，、.

l 戸賞 リ建 築 面 積 約 9 坪 同敷地面積約 Ｑ Ｘ ｾ

同所要土地高積約 ｾ Ｖ｟Ｕ ｟ｩＡｦ ( 道路共同部分 ヲ合ム 〉

は一戸首り所要土地商碕( 共同部

分及道路ｾ合む〉は約げ， Ｕ 坪であ

っfこのが本例で・は約二倍の 36，5:1: 'ド

になってゐる o 然し一戸常り位ミ居

高積D狭いこと 、水道と便所が共

同であること、等は従来の慣習ケ

踏襲してゐる口

第 6 圏は共同便所 と共同7M査の

闘であ る。この黙に闘し経営者は

住宅管思上の便宜を強調するが貨

4 0  

( '  

ｾＨＧ［＠ 5 協l

であるが、なほ住宅

の大足不足を痛感し

つ〉あると云ょ、こと

である。 これは従来

のもの に比べると -r:

いぶ改良の跡が見ら

れる 口 |椋 4 戸建に

な れ 庭ら しき もの

も有 り、宅地害IJ も背

中合せでなくなり、

道滞も割にI 1 J i れ、住

宅密度はTごい ぷ組に

なってゐる。前例で

Ｇｲ Ｇ ＭＧ ・ Ｎ［ｾＮ ，町"

"  ［ｾＺＧｾ＠



匂3

，、

、J

!日

、 ，

“  

， 

、、ー 、

司
μ l 捺は建設先日限のf誌であら うと忠

ｾｾ＠
はれる。よき意1未での生活と生前

施設の共同化{ ま九せましきことであ

るカ Z、ここでは生筒抜式の進歩の

f . t でなく 、共のより原始 (I"J 形形態

がかう辻よ、 ｉｉＺｾ で現れてゐると見る

べきであらう。却するにこの大叫

悦な集国) : 宅地の計: 住は一見すは

らしい建設のやうに見えるがよく

見ると 、只ノj 、っぽけなイ!日んの住宅

ｾ大量 ￨ に集ｦＮｩ Ｇ￮ しにのみのゃうである。集国主宅地の計 ＺＱＱｊ はこれでよいもの＿ごらうか。

第 7 圏は一寸・何を物詩らうとしてゐるのか設明がないと f切りかねるやうな li"11 であるが 、

よは今未令干了の{: I:宅刻l に訪問して

)¥.至2: で5移動者住宅の大集固い建

設せられつ〉あるところの闘であ

る。何んとのんびりしてゐること

であらう。然し之が協りもな 〈我

キの廿:宅生産のテンポである。何

千戸の住宅の大量生産に世間しで

も相鑓らす・手工業 'I':J なえ' ドiffi りの

小手先の仕事が集前せられるのみ

である。

かう 云ょ、方法で rti; 商の切迫しに住宅難に肱じ得るであら うか。更 に又来るべき大建設の

偉業会 }J! ，へば甚心加 Z 限りである。

最新の技術を地動員して集園住宅の計霊的な大 ｾＺｖＺ 生産の組織化を用意することは今日の

建築界に課せら れに大切な訊植の一つではなから うか 。 ( 以上〉

4 t  



焼 夷 弾 濁 策 確 立 へ の 待 望

内 藤

7白 7

ノ'LJ

11(1利 141，ドの新イドに( 士 、 FI トー内務' f ' It こ於 て、 その :l il Jj L ｾ＠ Ｎｾ Ｚ＠ ｾＨつＢ if) o 防本建築規則ヵ: 投11i

せ九 ｾｬ ん正してゐる口，ｲ ｦｬ￮ して本 ［ 胤ｈｬ ｊ の賞現 Ｈ Ｑ 、わ が附の者 ｾｉ￯ ｬｪ ぇ ｴ 築物 ｴＺＭ . }c，初期を 1苛ι す も

の主汚へられ、之 lこ到す る我々の作笠lまi)として内少なものではない。

本棋ｊＡｬ ｊ 中に規 定せらるべき ｾｽ ｪ 川 Ｑ て ｉ ｆ 要なる諸事項の中に此き、焼夷ｾＧｉｩｬ ｾｈ 策としての建築

物 の延焼防止命IJI立の舵了日立 、防本即防火乃至は防火節 ・主義の 見地 より するも最 も東嬰な

るものであり 、 父新聞紙の裕子る j起によれば既設木ijL- 建物の防火改修も期作し得られるの

窓義深きこ の機に際し 、以F t こ .(' i寸二の!od慨を 述べさせて蚊〈こどと する 。

筆家 へ の 反省

昭和 4 年末 HH) えその附近の Il ill 然 に より 、都di 建 築物の延焼防止到来こ そ、 銃後の建築

次に; 果せられ? こる' . J ' UJ5 e. :hi i! ぶし に'-c':

x. は、( 悶々 兵}，j! l 既下の; 抜 Fllli であ る

姫路市、 li ) j 石市、 j 己ケ11府バi のf，'f l川上J

ｊ 也ｾｾＺｬ ｬ て 、火 災保 ￟ｦｴｪ ｬ ［ｉｗｴ なく、 ｦｩｬｾｊｪｪ

消防以外の消防機刷 、器 j しなく、 1: 

以外の耐火構造なき 11引にの行 政 庁、

建築家否 一般市 民の防火への出土 A・

る折 力 の 前に は合Ａｾｾ条 ＱＧＱ に 聞をｊＭＢげさ

せられ、イt-1!! ながら生省〈への川¥i'([ と

反行の要を認識させられにのである

Ｎ ｾ＠ 2  1問

1 4 2  

、

ｾち Ａ ｾＺ ｾ＠

然しながら勿論、生家への IIpgt(¥(i

術家への ＱＡ 財保 ｦｩＺ、無 批判の悦 ｦ Ｏｪｾ｜こ絡

つてはならない令交の新制l を現代の

往築 ｈｾｾ を ｊ ， ｾ礎として井 Ｑ Ｚ Ｎ 力、すこ ｨ μ

なけれ l;fな L，ない。

問主 六 ンク リ- 1 に依 る週諜は仰

ｪ 与も ｊ ［ ー々の ｊｾ ｊＡＮ赴 Ｂ であるが 、木 結社 ｅ 築

物も亦之にす? 干の 1: 、 ヒメン l 、倣

制 、 似Hi( 、ii1rJ' 火水{ 寸士事のイト理的使月j

ｪ う 烹は之を通 常に組問することにｦＱｾ



って 、 十 ｵＮｾ 程 ｬ 止の延焼ド Ｚｽ ｪ Ｎ ｬ ｬＺ の可能を 十Ｇｽ ，認識するの必勢力Ｚゐる ο

第 Ｑ 岡 及第 Ｒ 闘は、昭和 ＱＲ 年末、神戸市ｩｦ＼ｴｉＡ戸医楽町 Ｒ 丁目に必Ｚする、 ＱＱ 央 ｊｾￎｾ 7  {  :1 ム弘

置所 の 火 災の 際、約 8 米 離 れ 1: る向側の木造家尾の2 j : jキの桂、建兵力: 黒ーこ げとな りf芭〈 朝

f余念免れ? こるに 、神J姥サる雨側の塗2誌が安全な りし を示すものである 。

都市建築物の聾落

然るに (nf が その後のK i 川j Ｚ�Ｑ［築物特にげ Ｇ ｾ Ｚ 民建築物を ｾ ｈ 液せしめにか 、 その 引 Ｑ U. 火災保M

rtil J皮の確立でなければならなし 、。 明 治33年 法11'- 知的肢を以 っ て 保険業法が制定せられ、 "

の頃よりあ宝しに るわが岡の 火災保険{Ii 肢 は 、 そ の ー而の枇千? 的乃王lま粧1f i的頁献の他市i

には、火災による損符の総ては火災保険が解決する主の思想ぞ ￬ｩｬｬ 念化せしめ、ｾ Ｎ撚 的に詑

築物 に 主 ｉ する火災防止の ｪ ＯＺｊｾ念の大壬 ｼ 三を忘却せしむるの結果を粛 し＿こ のである。

ーのみiC 2  ｬｩ 、消 防機側 、 ［椛ｊｉＮＮの技法である。 ｉｉｽｪ 治 Ｒ Ｗ 年中 ｖｊ 令泊防組 ｾｊ ｉＮｬｬ ｉｪ の技令によ り的 νｊ

ｭ ｡ ｩｬ ｊ ｉ 主力Ｚ創設せられ、又川地入［瞥リねにより、 ｬ 明治 ＸＯＧｦ に は ｪＧｊｉｾ 凶 Ｑｽ ｾＱＧ 抑 ＮＱ Ｇ［ ン Ｗ Ｂ ， /， iJ 17/'1三には

児問製法試ポン プカ Ｚ初めて輸入せられて以外記、わが依ｼの ｩｬｾｾｊｪ 機 閥 、持 ｈ の口 Ｍｲ ｴ しき進歩ー殻

i主は又逆設的に l工、火 災は消防がwwとする主の依頼心を常識化せしめ、わが悶の消防が'W:

瓜に冠Tこる時‘ わが凶の者nli !i 控 築 物lま亦ilk もIj 似' H こるもの七な 1) ， r，1li fi 民の建築物にすI寸

る 火災延焼防 ｬｬ ＮＮ への ｉｾｍ 心 の 他句、ｾ法上 Ｏｊ せ しむるに五つにのである 。

第 3 に閑1 : pし1' j. さるものは、 ill 築 物の貸次、主主貸出IJlft の 琵ii である。兵川i燃住宅統計

土t築 行 政 第 2 ｩｪｇ 陥，Ｇｾ 1此 ー に依れ は 、昭和 ＱＲ 年 ｉＩｊ ｾＶ Ｑｬ神 戸 市 に於げる新築住ごとをその

建築の目的)J IJl 二分類し ｦ 白石 ｾＱＱ Ｑ 一 ;  一一 一一一一 一一一一一一一

ｾ ｾ Ｏ ｲｊ ｬ ＿ｩ ｬｴ＠ ¥'ぜ 1 1¥' ぷ 1 J.i; 

にるものは日 ｉｊ 表のｾｦＱ <  ー 一一三L 一一一一 _J_ ーー司 ーーI ー 一一l一一一一一一

制 i 建 築 物の り l討を 料{ 敬 I 618 

夜、建貨を 11的 主し f: 一 「 一 一 一

戸 敬 1 1600 

るものであ 1) 、居' 七位 _  1  一 一 -

築 ｈ 制 七の火 ｾｕＺｦ ｪ す るｼ制心Ｈ工 、貸家

社喋I時代tこはね、 lこ減j' 1' lJ せ (， i  l  、材

ノレ資本によ るYJ!; uill 築[ 主wi に之よ 1，

，IL: しきものがゐる。

以 Ｑ ＭＮ の如きイ依 Ｔ永 ｴ 仇作， 一 と ｦ符Ｚｾｾｾ河河叩 ｊ不ρ利， Ｇｊリ ｪ の ，ｊＱ 山』 ι ‘ｊ刈 ｉ

に( は主若千のk封往往t築法説の kμ如l日l きもプ充ι 分 Tな4  

る ν ｾｩ 拘の責務を］Ｊし得子、 ､､ Ｎ 可地の 膨

大字は延焼を考服せ今して可燃木部

を露出するの建築物に依って充満せ

らる= に至つ 7このである a

第 3 園 、 第 4 聞の如きは新しい ifi

656 168 1442 

1506  178 3284 

第 3 ｾ罰
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第 4 悩

防 空 時 代

何 J也のf るj必に 児Ii "されるものでめ

る。

f計二の機内に 、ヲ任者[ 士 、飢に明治

ＴＲ イ ｉ ｾ 大 ｪ［ 反 ｊＨｦ 建築 ｊｲ ［，Ｈ ［ｴ Ｇｬ� ｩ ｾ ｊ ｩｊ ｛ｉ ｊ ［ ｬ ｪｬ ｬ ￦ に際し

ｾＧｾ ， ｬＱ ｮￆ ぴ ｊ ＡＺｩ ｊ 表せる Ｇｩｩｦ 、 地 Ｑｾ 、 庇に到

しp) j 火構造を 要求せ られ し池川宜ー氏

ｬ￞ＮＮひＧ主ＱＧ［築泣 ｩ 千台議の席上長屋の ｩ ぇ Ｎｊ Ｔ ＭｎｉｾＱ

を ｗｬ 耐火 ｾＡ｜ｬ［ ' 1 ! とするの行令を 力説せ

られしと聞く津田敏雄氏に絶大な乙

微立を表させて政きに t 、司

支那事留は我 々建 築に闘興するもの に士、I して幾多のJ汰械と敬iVl I とi ' . t 務を興へつ〉ゐるカ i

都市の防 空殊にその焼夷1111
到来ーは、就 中最も緊要なるものト a

つである。

防空時代即非常時局であれかくの如き場合に費生する大火は 、

_' f - 常時に蛍生する大火

に比 して、 時局に重大なる影響3 dl14へるの特質を有することは言ふまでもない。

今i民に、防Q; 時に 、焼夷1111にイ': { O凶京大震火 災或は凪iif fの大:J武火災の如き大火の琵生し

fこる場合を議 想すれば、第 1 ｴ こは閥民の意気を 泣 史せ し ￹ ること大なるものあ り、第 ［ ｾ Ｒ lこ

は物資の 扶乏 、持ブJ の不足に拍車を加lへ、a-o には必然的に7，i U:及、|のf岳山1 こ大なる鑓fじをJ寄

付4するの民れあ れ しかも LG火災、風火災が概ね局底均なるに 1"1: して 、京 製に困 る火災は

全閣 に普通的な るに想到すれば、 その結果は蓋 し忠ひ牛に過ぐるものめりと 言ばねばなら

ない。

都市構築細胞の強化

以上 の 如き 重要 性を 有 す るｾｾ腿に図る火災 Ｑ ＧＱ 策としては 、 勿論 現行 ｾｪ ｪ 火 地 区 制 度の術充

強化、 或は プロッ ク 防火 の方法も考 ＱＮ Ｑｩｩ Ｚし 得られるが 、 本ろ都 市 村 ｉｾ Ｍ［ 築物の令 Ｏｵ胞 であ る 各佃の

建築物 自鐙 の防火的強化 こそ 、緊 要且合理的なりとのt1<: ]命は既に各方商に於ての一致せ る

輿論である。

即ち、 焼夷弾に因りを芝生する火災をo戸に於 て或は之を未然に又は既然に防 11: するは玉虫

惣ではゐるが 、 焼夷 却 の拘類 、 えさ又 Ｑ Ｑ 建築物に到する命 ｾｉｉ の Ａｕ｜ 況如何 に依 つては 必 す・し

ら之を期待 し得 なし、。 然 しなが ら、少〈 も l 伺の建築物に殻生し にる火災は結封的に或は

少 くも可及的に之を他の赴号裂物へ延焼せしめ 5 るの方針、之が前述の各棟方針でゐる。

組謀 雑諸第 643 披 に依れば、117i 和 13年 9 月 8 日建築康子? よ l】の内務大阪宛「防空関係建

築 規則 要 綱 案の ｩ ｾ ［ ｬ こっき 建 議」はこのれ隙方針 ー を原 則とし て探ｊｬ ｊ し、 又 同 誌 所 載 内国 ｉ 注文

氏による「焼夷叫に 1:，]- すろ者I1市防空針策のー研究」 に も各棟方針のブロッ ク方針 に優ると

4 4  



の結論がある。

只問題は如何なる程度に於て之を防火的に強化するかにあるが、 この鞘に就て l去、描鮫

うｾ東京帝国大摩建築謬仏内務省 、 或は大阪府等 に 依って行はれ ＿ こる種々の火口ほ験ＷＩ結

果の綜合にカ11ふる に、 家庭防火の可能範囲を考慮 しで決定ぜられるもの 主推祭せ らるる も

勿論之は或程度の可燃物量、風辿その他の僚件のもとに於て延焼防止が可能なる ものに し

て、設題の場合各椋に延焼し? こる時は或は之をプロック毎に、更に又防火地区に依 b防ーIl

するの計霊も亦決して等閑i二本j し難きものなるは言ふまでもな い。

既存建築物の改修

都市防主防火の完備を目的とすると号、新築ぜられる建築物の鼠化と共に 、既1字建築物

の防火改修が又刻下の念務である。

この駄に就ては、建築墜ヂ? に於ても先に既存木造家屋防火改修方法の懸賞募集あり、 ;;j ，く

でその成案を得ての昭和 13年 9 月21日内務大臣宛 「車京都i lj に於りる既存木造家屋の防火

補修強制に閲する建議」あり一一建築雑話第 643 枕一一一叉最近の新聞祇の報守るところに

依れば、大競省議に於て昭和 14年度既存木設建物の|坊火改修に要する図庫柿助金 100高 出1

ｾ内務省計笠局関係の強算に計上、之が議令の協請を終へ ｪ 1ぱ、持卑の防火改修もその絡

に付くことが期待せられるのである。

平鞍扇用の策

前述の如〈都i ! i 構築の和u胞Tこる個々 の建築物を 防火的に強化するは、只に都市防芸封策

として必要不可Wt1こるのみなら今、平常時に於ても亦必要なるもので ib l) ¥多〈の他め防

空 ｪｪ Ｈｦ｟ 設と異り防主時のｴ￞の物資の消費、労力の ｦｴＨｩ 倒は、平常時に ｴ きても ｾｩｾ ぞの効果が期待

しf尋られるものである。

即ち 、建築物b' 長t筋コンクリ { ト主主であっても‘ 又木造であってし平常時に不注意或

は不可抗力により幾多の火災の蛮生ぞ見ることは不可illiーであるが‘ 然しながら、一戸の建

築物の火災は之を決して他の建築物に延焼せしめない、即ち不注意或は不可抗力による火

災は決して之を他の建築物に侵略せしめなし¥又不注意或は不可抗力に依るにあらさ: T_( :r

火災延焼の脅威主 ＿受りな い、 諮は ｙ 火災の不脅 Ｑｾｾ 不侵略 ｪ ｪ［ ｬ ｝ｉ支の ｬ ｩＧ ｻｨ 立こそは我々の念願 であ

らねばならす¥之に依って年々 2 億前後に達する火災損害の実匂子を減少せしめ 、火災延焼

ｾｾ世界第一一 一 岩波防災利率第 Ｕ 火災一 ＭＱ こるわが闘の火災の特質ｾ改善せしめるに資し

得 れ ば、之は定に平 Ｚｩｪｩｾ 耐用の＿止と干 ￭ Ｇ ｊ しなりればならない。

劃 期的 Ｇｾｲ 度 走待望す

筆者は嘗て陸軍防室率校長菰回陵一階j下より、凶民防空にイ去るわが闘民の再訓練の理想

を拝識し大い に佐設される底があっ Tこのであるが、我んは都市防空の見: l " { I ! より都市建築物

の再強化の理想に逝. 在するの必要を痛感し fよりればならな L、。

取れば、塗家より現在迄1 ) 庶民建築は少〈も防火的見地よりすれば儒弱的一方の詮を歩

んで司" E -i : 。我々が考へでも及ばなかっ七、或は考へもしなかっ fこ都市建築物の延焼防止化

灯、今防杢上不可鮫として主主・げられてゐる今は 、定に都市建築にとっては罷史的な時期

である。延焼防止ーの考 ｦ むな く 可燃木部を露出するは ｾｆ 惑な ｢ 、 と主張する制期的なる 制度ー

を待望する所以である。以上
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昭 和 十 四 年 度 建 築 業 界 の 曙 光

1 . 序

首 弐

1. 序

2. 建 築 業 経 瞥 の 内 容

3， 鐙 俸 の 多 角 化

祭 尾

4. 材 料 の 霊 長 信

5. 下 言 曹 の 近 代 化

反 雄

聖戦の構大と共に、内地業界に3討する不安と終米及ひ' 大陸に封する希望との混沌? こる 1，1'1

に明げた昭和 13年もその後の着々? こる皇軍の武戚により、武漢三鎖陥落と共に、長期建設

の第一歩は確立され、昭和 14年の春を迎へるに蛍 L 我内地建築業界も確固7こる歩調をも

っで、一歩一歩と建設されつつある献勢の見受げられるのは拘に悦ばしい弐第である 。

一昨年事嬰勃殻以来の平和産業におする材料の ｩ 抗告 ｉ ｊｴ去、 ｾｪ 材 ＵＰ 噸以上使用制限令によっ

て表はれ、その後今本来の材料の全面的使用制限令の殻布せられるに及び、我建築業界に

てはや〉明朗ならさ' る主主分も見受りられ? こが、我閣の粧掛的基礎の確貰なる主業界のそ の

方針を訣まら F るとによ 1) 、困難は間総なるも之れを征服して希望に稜へられつ〉ゐるも

のと私は観察してゐる。

事告さ勃議前産業界の全両的蛾大の波に莱 1) ，M盆j併 に ゐ つ に 我 建 築 界 仏 今231裂により

一大反省の機舎を興へら 111 ，今や困難なる中にも前途に曙フt : a- 認めて 、今後の躍進の 7こめ

待機の形が取られんとしてゐる今年も業界に劃し、訟の感想を' 述べ多少とも終来へのヒ ン

トを7輿へるこ主力; 出来れは、私の本文の目的は建せられにものと思ふ 。

今年の建築界が、早速解決せねばならぬ問題は多々ある o わげて1!!li 筋コ ンク リートの問

題金属類代用品の褒明、木造建築の防空防火の針策勾ーは; 、そのf位もさしせまった問題でゐ

る。しかしながら私は建築業界純飛躍進の? こめには、その粧営方訟にも色々 三倍J 、ベき I::j 也・

のEをされてゐるのを思ひ。以下い ささか夜、の所感を主j j ; ベて見Tこし 、。

2. 建 築 業 経 醤 の 内 容

l明治以来、御施主に釘する御出入線梁の型から護速してi河川こ我園建築業料仏結築業来臣

室まりもつ固有の形の上にＮ我問調待の色彩ｾ加味して今日の惑築義 ＡｴＭ ｪｪＺ 建設されるに到ぺ

1- 。

先づ建築業務の内容を検討 して見るに、 その注文製産7こることは、 1也の近代工業/ J ; 殆八

ど見越製康fこるに比ぶれば、その立場 の著し〈受身なることが女J1 られる o 又匙喋の性質上

!  4 6  



現場製産 fこるこ 主は、製産の多量化及び作業設備の機械化に、重大なる制限がwへられて

ゐる。

更 に他の紡績、機属、電気工業等が、明治以来近代工業ーとし七議達し? こるに比して 、我

建築業 は、 徳 川1時代すでに一定の型が出来、 それが明治以来外閤文化 の影響を受り、後化

しつつ今 日に及んf ごにすぎなし、。従って建築業のもつ澗得の味が、今猫存せられてゐる j支

ｩ 雨には、すこぶる明快でなく 叉封建 ｉ ｙ［ｾの多分に存せられてゐるのを知る。

在、は ｊｫｬ の我閣建築業界 の複雑なる現 貰を眺 める時 、今後 のその躍進 ｴ こ到し 多大のｾ Ｎｉほ と

希望とを い?ごくものでめる。

勿論、他の工業に比して今後のil l¥:Jj 打立、持ひi単純 lこ行かす、従って前誌には困難が多 L、

わげであるが 、 ｾｊ 刻 ｴ が多げれば多い＿ごりその進歩に到する筒白 ｉ 床は喰すわりである ｯ ｲｾｩ し

て前述の如し今日の ｾｉｫ 態を我建 築設相之 、今後 の臨 ｩｦｴ に到 して待機の Ｚ ＱＱＳ でおかれである

ｴ 夜、は細察する。之に答［へんには、ヰヒＱＩ・ ￎ｟ＡｉＮＮ ひ ･ 建築 ｉｈｊ 係者ＮＨ［ｴ、 ｾ ｾＧｎＮ に今日の ｪｬｫ 態を切抜けるこ

とのみに波頭Ｎせ今、躍進に到しての整備の＿こめに大いに ￪ ＮｫＧ出ーすべき ｾｾｪｾ はせねばならぬと

111 ｾ＠
，じ・ A 、。

在、は以下設備すべ き、二、 三の問題をあげて読者の参 J 行に( J I，: し?こし、。

3. 経 営 の 多 角 化

前述の如〈建築業は、 その本 米の性質 Ｎ ｊ 二受身でゐり、大組納による経営の悶ｾｉｦ ｾ なる欣誌

におかれである。従って今日の我同 一流の請負業者も、之i " 近代工業の製産金枇に比較す

る時は、その組織の貰 lこ微々 1こるをまぬがれな い。而して今 日の産業界にて は、そのよ見校

の大なる者宅封霊替は安全でゐり矛IJII 可のj問探なるを' 思ふ時、建築業もその濁自の立場に於て

大仏紘への縛向が必要でゐると思」、D それには従来建築関係干? のめまりに建築にとらはれ

すぎ＿こあの考へ方を灼 てて、京ｾ附｜ 11与その前j主に{ 立大し、なる il 告7じの取らんとしつつゐる

ことが知られるでゐらう 。

＿ｊ ｊ 論、それ問身大組織＿こりかねろ袈業 ｾｴ 、 ＿、 、 しかもノＮｪ￧さ，が Ｑ ｊｴＺ ｉｃ cl 悟史との糾に紫がれて

ゐる我建築設の前訟は単純には' 1 J かない。それには大 L、なるユ: たと大乗的始身のうf 力とが

要求されるであらう。

1: 4は今、建築業が肥る? こ めに二つの方法令考へてゐる o つは建築業自身が大産業組組

の中に投づることでゐる。それには何底までも御出入大工の総持でも、亦建築業が他に身

Ｎｾりしにやうな小さ い 考へにとらはれでもならな ｌ 、此鹿に捨身の努力を要する所である

ん¥大拡散の中にて融和する時は組織自身を箇滑にしも建築業も肥るゆえんでゐる。

第二の方法 l主、建築業自身が中心になって、関係業務一切を' その努力戸j に入t 1 ，湾都と

ー・大組織 を匙ることでゐる 。

今 日 迄は 、 あまりに建築的系ｾＧＨ二以ひすぎにと Ｑ 止ｬｊ 、。スその ｪ 支 ｬ 百Ｈ建築諮問係手引，，［ 、 そ ω
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傍系産業 に封して知識の避がつ? ここ k も不思議である。

建築業は一種の綜合工業と考へることが出来るであらう。従って他の製産工業のその副

産物を、一物も絵すことな〈利用されてゐるが如し 建築業界がその傍系業主を今その傘

下に治め得? ことすれば、そ の業車の困j骨、製産原債の低減はa巴ひ知られるも のがあると思

ふ。

ねは重ねて叫ぴ? こい。今後我建築業界が我闇一世産業j 平の躍韮に正して行くためには、

以上の如き大覚悟の必要なるは今日よ b念誌なるはないと。

4 材 料 の 整 頓

私の云はんとする趣旨は、すでに前節にて述べっくし? こから以下やや蛇足のきらい がな

いでもな十 が、今 日の現質] ) 問題中必要なるも のに就て述べて見?こい。

今 日f主建築材料はあまりに種類が作られすぎ仁。而してその販質業者もゐまりに多すぎ

る。それには製造者自身にも責任があるであらうが、その飴地: : t ' 興へ? ニその使用者? ニる建

築業. 淵係者も 、その責任ぞおはねばならぬ。

勿論、今日; 迄の自 rll 競争による材料の種類の多いことは、 その設建に釘し多大の刺殺を

輿へて来? こであらうが、その反商材料界を明快ならさ' るものにし? こ事ーも大である。

而して今日は同じやうな材ず同; もっと寧純イとされ、多 ( a 業者が仰んの競争: : t ' 捨てて大

につくには最もよき筑運に向ひつつあるものと，141ふ口

又かかる材料の整頓は、結局日本¢建築がよ〈なる乙とでもゐり、又医係者自身が肥え

るゆえんでもあらう。

s. 下 請 の 近 代 化

私は下請と いよ、言葉に釘しでは、 標' * 纏主頭をはねることを i隣怨する。つまち今日でも

下請制度にはそれピけ封建的香りを残してゐるわげで ある 。

之れを下請制度はー離の部分請負11i I J 度であり、個々の職人の請取は、出荷信j制度によ る

賃金支挑方法 ｲｾ と近代資本主義 ｩｬ ｩｉｊ度の生んにＧ言葉 ｬ こで呼びすでにするに忍びな い 。

しかしながら、今日はいにづらに悲傷にふりつてゐる時ではなし、。建築業J t 躍進のにめ

には、自ら進んでそ の人柱となる究悟をもっ て もら いfこい。

勿論、私は -fili: の綜合工程なる建鉱業にては、結局それぞれの仕事は各部的に請負の形

で仕事をするより他に方法力ない事も知ってゐる。しかしながら 、今 日迄の下請はめま b

に自己の存在をはっきりしすぎて取に。体涜均な脊 bには 、始て難いものを? 多分に存して

ゐる。しか して その香りを洩して近代化するの一大畳i苦を関係者に要求し? こし、。此の/J、我

を捨て る所に関係者に輝く曙光が見以i されるであらう c
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建 築 物 の 毒 命

l 前

ー-
=  
r:::a 

に 就 い て

政 岡 基 ヲ大

建築物の苦手命年数とは、挫物が首初からの本米の目的に従って利的し得無くなる迄の f甘え

映で あって、別 に耐外j 命数、堪久年数等とも呼ばれる。前い意味での詩命は大別 して、;:j(

の 3 つに考へ る事が出来る。

(1 )  構造的議命

( 2)  粧が＿的ｾｾ［命

( 3)  * の他 の詩命

建物が年数の経過に従って、腐朽 ・損傷を象 b、 椛ii!i 的 ・物 J]¥的に使用に耐へなくなる

迄の誇命を構造的詩命と云ひ 、 脳知力 ｱ 品Ｇ｜［進的 ｬ こはＮＺ［ｪｾＮ，ご支障は無 い が 、 陳腐化 ・ 効ト ｉ ｪ の減退

等所主目経情的老朽に依って、利用慣値の減耗を招4えする迄の存命f : ' 経術的存命と云』、。

建築物の詩命は 、 主主して以 一 ｼ 二 Ｒ つの何れかに属するものであるが 、 ｱｾ には両者イＧＧＮｬれ ｬ こ

も属せ しめ得られな い ものがある。之を恨に iJ 与の他の待命」と して11)(. 扱ふ事とする。

建築撃の進歩張反は、 この制法的存命年教を或程度迄充分長くする事を可能ならしめる

が、逆に文明の進歩l立、建築物の隙腐化をより辿ならしめ、従って粧術的存命をも2剖! し、

雨者は互に反主J の方向を辿 bつ〉ある。

近時急対知見擬土迅iの如きと1:: 永久的と考へられる堅固な挫物が、経情的諮命の絶ヰミに l主!っ

て改築が行はれ始め、; 立件に J ｬＺ の詩命の知命である事に一般の注意ｾ惹 い てゐる。

建築物の誇命年数の推定は、建築} 支術者-がよ[ こ料j 泊する 1必要のある事は勿論、一般住物

の週間に掛る 7i- には-ho: >! めてE重大な閥{系を持つものである。ことに建物の減偵償却や許慌に

は 必 要 ｷ とく 可らさＧるものでめり 、 又一方 利 潤追求ｾ 1=1(1句とする殆ど大多数の建物にあって

は、 持の計 剖に 首って基礎な設計.ft H を興へるものである。

建 築物 の存命年数を論十る には、人H日の生命と同級に、統計ーによるか、悲( ( ま11M々 の材

料の賞験から 、之を統一的組織臨とし ての推論に伐つかの外は 、避に漠然としてA の拠織

に乏 しい ものである。然るに共統計値は 、我闘では 、水池建I j ' l /)について は、比較的容易に

求め得ら れ るが、煉1工法 ・餓筋混凝ごと浩の如き堅田な建物 に附 して は、それ等の子法 が移

入されてから時日が ｦｩ 可 洗 い＿こ め に、之を求 め る 事は ｾｉ ｊ ｩｉｉで あ る ｯ 乙とに柿 ［ ｩｩＡｬ的 存 命 を全う

するものは、 記 念的・ l怒史的・ 宗教的・純目的的新 くは組め て組，?f1tな建物等であって 、経

ｩ ｬ［ 千 的 諸 問題と直 接閥 係 のある大多数 の建物 は 、中 ＡＢｨ 卸 Ｂｊ ｾＺｾ 命 の 前に 粧￭Ｑ ｜ｆ
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? これ、又は大改造を受りる? こめに、構強的言等命年数の統計は、将来に於ても組〈執し 、純凶

の建物 l・こ就いてのみしか之を求める事は困難であらう。

又一方筒々の材料の耐久力から、之を統一的な組織睡として、建物の詩命を推論する事

は容易な業ではない。

以上の様な理由から、建築物の誇命に闘しては 、結局常識的な数字を掲げる程度より 以

J ::. には出でな いも のである事を強め断って置く o 以 下 3 つの詩命に就いて各共の定義を辿

べ、薄命に影響 ￬ｾ 奥へる主要なる要因に就いて若干の説明石＿試み 、 ｩ 最後にこれが具瞳的年

教を抄録して、存命に3討する概略の輪廓を示さうと思五、。

E 構 遁 的 審 命

梢 ｩ 主的存命年以とは、建築物が使用及ひＧ時の粧ｾにより必然的・自然的に腐朽・風化・

減耗・弛綾等を招来し、又一方には、後史し? こる災害・ l故障等の原因によって、おW，造的・

物質的に不完全となる迄の年限を云ふ口

即ち、構造睦としては、弛 緩・傾斜・範裂 ・ ｬ 商朽等によって緋士量的 に 昧陥ｾ生す るる迄 の

年限であり、他方造作・仕上・附待工事としては、風化・ 鹿 誠 ・i成耗等ーによって、効用 の

減退を来し、大修絡を三要するに至る迄の期1mである 0

1
) この様に、定義を下す事は比較的

容易であるが、質際問題としては、災害による場合等の外は、自然的老何による誇命格末

設( り中村主主太郎博士! 立、保tF期限の標準として、細$IJ して次の刻l き主主を提示してゐる。( 雄物保存・

期限の推定に就て: 建築雑誌 vol. 31. No.  369.  P. 689)  

1 5 0  

l 木 浩

｡Ｎ 傾斜の徴候を呈し、 Ｑ ・首位の補助ｾ要 する ｬ 二至れる ｬ 時

b. 修繕程度が新築の% 以上を要する時

2. 煉主主治

a. 墜健の犬部分が沈下の徽f袋五? 呈しれる時

b. 墜綬に傾斜若〈 は大縛肢を生じれる時

C. 床及小屋組の主要材料に腐朽若〈は接合の弛緩等を :! t じにる時

d. 階段其イ也事陸作に抗 しき異状を是しれる時

) .  I ! } ，抜建物、但し柱及' ト際組は餓

｡Ｎ 屋根を茸換ふる司 王 Ｕ 皮にｾ ベる時

｢Ｎ 餓柱等に腐蝕ｾ生じれる時

4. 吹抜偉物、但し，性及小屋組木製

ι 屋根ｾｪＺ換ふる事再度に及べるもの

｢Ｎ 柱に根総ｾ要するに至れる時

杉本正幸博士は又次の知〈説いてゐる。〈市街地償格論、 P. 413)

木造建物に在ては土釜・往の根等が隠［ｦＺ Ｇｪ し雄物に 詮を来し 、 ｾ具・ｬｬｩＺ作に大な ε 狂ひを生じ 、土 ｾ
入れ換へ柱の根総ぎ等の大修絡を? 要するに至る時期まで c

餓筋俄骨混凝土主主主主物に:夜りでは、 共構造骨皇は殆ど永久に腐蝕破損なきものと若f放されてゐるから

壁 ・天井等の仕上げ ・;a、 ・入口・建具英他の遺作の受色・腐朽 ・摩滅等に悶り大修繕ぞ要するに至

る誼の時期ｾ云ム。



の判定は、至極困難な場合が多 い。

ｭ て 、 柿遇的誇命ｾ推定するには 、 我々ば次の事柄ｾＵｽＵｴＱをＺして主主めなりればならな ｾＧ ｯ

くイ〉 お悩材料

( ロ〉 斡遮乎法

( ハ〉 建物の貯法及び営繕方法による影響

( ニ) 敷地の地盤及び梨象・災筈

イの構造材料主は 、建物の時過植が、例へば木であるとか、告刷協凝ことであるとか云ふ

柿造材料の種類と 、 共の材・料の質の如何である ｯ 之が建物の詩命年数に直後大き い 影響ｾ

持つ事は 、今夏改めて説明を姿しな い事である。

ロの構造手法 U i ，設計の方法及び施工の方法であって 、構造的及び材料的建築技術の

問題である。即も設計の方法としては、材料 の選樺 ・仕犠・榔造的設計方針等である。施

工の方法としては、 よ ｩ 二 法の良否 ・ 工 ｉｪ ｊ 山 等である。之君事も Ｑ ［ Ｑｾ Ｚ Ｚ￦ ｴ 材料に劣らぬ重大な影響ｾ判 。

へるものである。

，、 は建物の用法及び営繕方法であって 、前 者は 附 ｪ 全及び ｻ史 ｦｬｾｊｕ ，態ｾ令め にも ので 、 何れ

も自然的尉朽 ・i成耗 ・弛援等に大きい影響を興へる o 後者の営緒方法の良否は 、後 天 的 tこ

或程度迄材料の耐久性を左右するものである。

2 は建物敷地の地盤の良否及び共の土地国有のぷ象し橡兄: し得る災害である。抵考欽足と

は?温且度 ・i漁然度 . 風 力 . ｾ耐ｼ同 ｪ 量 Ｎ 零主等

.  ＱＮ風氏化 をを＿初め自然的老朽に大き い 路 Ｔ響翠 Ｕを＿輿へる。況 ｦ待占は 一一 Ｎ ｾ般 ｩ段立には 、 品容 ・ 商省 ・出 ＲＱ 主 ・ Ｚ主

宰 ・Jim. 害 ・水害 ・火 災 ・誕 害 ・燥 稜 ・地とり ・冨 災 ・戦ij¥ff問: であるが、こ の中不肢の災住:

に就ては後に述べる事として 、此慮では之を除外し? こも の〉み について渇へる。

災害は気象と共に 、 その土地の地理的保{LI"に深い! 払] 係を有するものである D

以上建物の構造的詩命に影響ーを及ぼす 4 つ の要因の中 、最初の 2 つは直媛建築 家にとっ

て最も深 い 閥係を有するものである ｯ 之等の要因は 、 ＮｬＡｩｬＮｾ ぬに 詩 命に作用するものと、 ｊ ｩＮに

平行接な閥聯をもっ て影響 するも の とがある 事は論を侠? こない o この中、材料と 災害に就て

は、夫々多 くの材料撃者・の質験的研究ゃ、2) 気象撃者の報告書や、保険堅手干の統計等があ

υｾｴ＠ ( 2 ) 十代岡三郎桂様の腐朽に附する研究〈鑑築多合昭和 10年度大作 rii命女 集〕

森{ 散 ｾ筈に主きする木材保存法の研究 ｃｾ 築聖位合昭利 ＱＳＡＮＱ ｾ 皮大曾論文集 〕

十代岡三百[1 蕗i種別に依る木材 j腐朽の笈験的研究( 同上〉

J  :ニi♂r土;3?;z:e匂1~y:二br♂ j占::土立;::::;izぷ;fe::;?九i ;ご:7!:Jc;;r?:立;:江:立:L記CJごぷ:?s7;ご:士:九九江::℃;:: t;:L:Lg p  :出:2::コ江:=:.;;はl;:℃t  r;午に山ば; : ニ2l:lt:!

D.  E. Par悶s叩。加n】Js:6: Compari son 。df  natural We回at山h町e町ring wi th laboratory test  of clay brick. ( 同上〉

北島君三 : 建築用針葉樹材の耐朽性に関する研究( 林業試験所報告第33盟主〉

吉岡享二: 月善幸毛、衝主主破損の建築物に及lます影響( 建築雑誌 Vol ・47. No・568)

A. A.  Pal merand :  Durabi l i t y  and strength of  bond between  n J ort ar  肌 d bri ck.  CJournal  of research 

of the  national burfau of standard. March， 1931)  

川村清一 : 菌類と 建築用材腐朽の関係に就て( 建築雑誌 Vol・31. No.  361. 362， 363， 365， 367 )  

川村 清一Ｚ我邦に於げる木巡洋風家屋と其ｾ ｦＧ ｪ

然井幹夫 : 木港建築の腐朽に就て( 事長務研究資料、Vol. 19， No・29)
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るが、 他の 項 目 に つ い て は 共 の 資 料 に 乏 し いc

J泣て、以上の要因によって影響される 41お主的存 命 年 数 t は 、共 韓 的 に ほ v 如 何 な る も の

であるかを 、先輩の推定年数によって続ふ事としゃう。

エヴア ースは建物の構造 ・等 級 ・用途に( 1 ' { って薄命年般の;1む聞を推定し 、木造住宅の1 t ，t

低 年 限30年から、 高 級 堅 固 建 物 の 最 高 150 年 以 上 と 殻 表 し て ゐ ゐ る 。 そ の 詳 細 は 第 l 去 の

様 で あ る 。 こ の 表 の 数 字 は 一 見 受 賞 で あ っ て 、民 〈 各 種 の 書 物 に 引 Hj されてゐるわ。

第 1表 構 造 的 議 命 年 数 ( by C.  C. Evers )  

下級木造猫立住宅……- …・・・・・・…ぃ 30- 40判 |

上級木造濁立住宅 ・・・・… .... .. . . …一. . 40- 60 I  I  

普遜煉主記述住宅……. . . . . . . . …… 50- 75 I  I  

上級核ヨ足並に石造住宅・ ・・…・… ・… ・100- 150 I  i  

木 池 貸 間 住 宅 2 5 - 35 11 

煉宝石造共同住宅・・・ . . …・・・・・・・・・ 40- 50 

上級アパートメント目 ・…・…. . . . . ・ H ・ぃ50- 75 

高級耐火アパ ートメント・・ ... ......... 75ー 100

'1' 級煉文法庖縞及び住宅 ・・…. . . . . . 40- 50 

普主主煉武誼j占鋪及び住宅・・・・・ 白・・・・ 50ー 75

上級煉弐並に石造底鋪・事務所・ ・・・ 75- 100

高級煉ｾ・石 ・ 陶｝［｜・及び餓
) / . . . は銅銭事務所 ・広剣i …  一..・・・・・・ 150ー

( The Commerci al  proble m in bui l di ng.  

続語は杉本正幸: 市街地償絡論による〉

5gZ表 お腿t的詩命年数( 中村主主太郎民 〕

煉末建物

床及び小侵害事凡て木製な らざ るもの 200 

第 l 階床のみ木製ならさ' るもの 150 

床及び小屋木製なるもの 100 

工 場 20- 50 

木造盆物

外古li0不法澄物にて核夜しれ L の 30- 40 

. ド凡ー佼張 20- 30 

f樹立小屋 10- 15 

織 骨 格i立及び餓筋 コンクリート 溢 200 

( ' l ' 村主主太郎 : 雄物保存期l裂の推定に就て

週E築 雑 誌 Vo]. 31. No.  369， P.  689)  

岩闘に於ける此の麓のものとしては、中付迷太郎博士の築をみＨｾ 2 友に描りr ゃう 4) 。 この

表は建物の存命年教を、単に構造材料及ひ' 手法からのみ規定してゐて、刷; 主に| 制しては工

場 の み を 掲 げ て ゐ る の は 遺 憾 で あ る 。 叉 木 浩 建 物 の 最 高 年 数40年は過少に犬する憾がある

概略的に、木造建物に於て ｪｾ の設低年教は、掘立式の Ｑ Ｕ 年 ｌｆ Ｎ 度から 、 拡声 ｪ 年主主は優秀な

日本建築に於て大韓 300 年前後である事が定泣の様である 5) 。 煉 正 也 ・石迭は木造に比し

;，主 ( 3) Blake Snyder :  R eal eslal e  handbook， P. 47. 

J.  A. Zangerl e ｐｲｩｮ ｾ ｩｰｬ ･ｳ＠ of real estatc appral si ng.  P. 306  

杉本主宰: 市街地f賃補di士、P. 414 

ｾ［＠ 1: ｃ り博士は産物の保存期限と起しでこの年駄を 設茨せら れ、総 治 的議命か経 ｩ 質的 言語 命かをゆ ｾｊ 然 ｅ 知 ｬ

る!Jf.が :U来ない節 L あるが、 尖の｟ｬ，Ｎ Ｑ ｾ Ａｩｊｴ及び「保存矧 ｦ ￭ｆ｣に影響を及 ＱＱＧ すもの」として列摩して府られ

るものからして、荷車治的:LE命f t ' 指すものと考へられ る。

ト士 ( 5) 我国 k '貨建遺物の過去のk 修理"1三l交を 見るに 、大骨豊前l J 古¥¥迄の解程修理は 300年内外をt 5J期とし

てゐ る司王、 又最近初聞の k 修刈 j切に詮してゐるものに 、 文様か らj G; f 官邸の注迭にか h るものが多い

事、例へば桃山時代の滅仰天守仰が大粒現( . f 大修現期に達してゐる本等に徴しても明である。叉我

閣々質量ｬＮ｜Ｚ ｭ 物維持修理規 Ｇ ｦＺＡｾ で ｬ 士 、 維持修理の樋別［･ Ｓ 援に分ち 、 その ｬ は「桜本的修道を要するもの

にして、主 ｾＳ ＰＰ Ｑ， ドの安会保存Ｚｾｪｴｊ ｪ する伎皮のものを苦闘ふ ｊ としてゐる。ブむも 、 如上の Ｓ ＰＰ 年内外伝周

期として来る大修理の問には、 民総 ・小屋 ・床等キ日常大き" 、 11} 絡が何阿 むなされる事 I: J : 勿論である
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て 長 部で あ る が、震 害 の 多 い吾 問 で は 諸 外 闘 に 於 け る が 如 く には 期 待 出 来 な い口 織 と 混 凝

土 の 工法によ る 雄 助 に あ っ て は 、構 造 の 主 韓 は5十三永久的であって 、汚 命 は5事ろ 主 帯 以 外 の

附 静的 な も の によ っ て定まると汚へられる。

借 地 法 に於 て は 、建物保護の目的から借地憾の存椋! 悶聞を定めてゐる口即ち同法的 2 僚

はの第 ｬ 項に於 て 借地構存続期 ｉｭｾ 石造 ・ 怖瓦 ｉｬｩ 又は之に類寸る竪問な建物所有の目的 の

ものでは60年 、共 の 他 の 建 物 所 有 に 就 て は 30年 と し 、第 2 項 に 於 て は 特 約 に 依 っ てTi t J 右ーは

Ｓ Ｐ 年以 上、 後者は Ｒ Ｐ 年以上とするｾが出来るとしてゐる。借地械は建物カヰラＡ庭しない限り

即ち締法的に誇命の存する限り 、 如上の年ｾｽｾｾ経過して借地↑艇が消滅しでも 、 借地悌若干は

契 約 の 更 新 を 請 求 す る 事 が 出 来 る 7 ) 0 ｬＡ ｪｊ も、前Ｑｲ頁の年数｛工 、 建物 ｊ の ｗｩ 造的存命の某相 Ｇｉｾｊ

ｦ ｾｾｆ ｖ Ｑ 年数を ［Ｂￂ 引きＺして定められにものであ Ｑ Ｉ 、 日Ｒｲ貨の数千は建物の Ｊ Ｇ ｦ ｬ ￭Ｉｾｩｬｩ ・ ｮｊ ｪ 主によ ＱＩ 、 駅

前 ｲｩ され得る標準の ｾｬ 低Ｚｲ参 ｎＨｪ して定められ Ｗ こ ものと併する事が ｈｊｲ ＧｾＨ る。

而 経 済 的 蕎 命

控訴 ｦ 牧Ａの ｦｲＮ ｾ￭ｎ 的 ｾｾ 命年 ｉｕｾ とは、年数のおＺ過Ｏえぴ ， ｭｎ｛ の 外部的 ＺｲＮ ｎｩ 地 化に Ｑ Ｑ ， Ｑ って、主 ｴ 物 ヵＺ

陳腐 ・ 効 ｬｦ ｊ の減退 ・ 手 ｉ ｊ ￬ｬＮ｜ｕ 能力の低下等所 ｾｮｾｊｾＺ 出 ｜ｒ Ｇ 、 ｪ 老朽をボし、建設 Ｇ 品初 からの本 来の円 ｾｉ Ｂ ｊ

に3討 す る 利 用 憤値 が 蒋 し く 減 少 す る 迄 の 年 数 を 玉三ふのである 口州 法 的 存 命 炉、王手ら千J 形 的

・ 質際的なものとして現れるに反し、続的的 ［ＺＺｦｩｾｪ 打は ｊ ｉ｜ ｾｬｲ ｾｉｾ Ｑ り守 ｊ ｊ い ま Ａ｀［ Ｇ ｉａ 的色彩を多介に Ｑ Ｂ［ Ｇ っ

てゐる? こめに、その f半数を完める司f( 主柿治的存命に比し ーJ雷|羽現f I の如〈 jdkぜ ら れ る が、 一一
.  

l凶両{“ lにこ方於さて品粧主h術色呼f内的句 Ｎ ＱＱ 宋 ｲＲｾ 芋子よ μ同 ｆ向 ｬ内 ｌ句 ｾｴ 検念 ｦ討可力が［之を兄定Ｚめ るJ-Jにこ H付1"川'，:抗川"

る も の 、 外 はJ構弘浩的誇 命のi絡i色冬矧オ末くよりL 、か へ つ て そ の 1午れ判、1サlリjμ〉広ι 力が;i零卒易な事力が: ある 。

純情的詩命年数の推定には、次に述べる諸イ氏｝頁ｾＺＺｽうほして〉とめなければならないわ。

注 ＨＶＩ 借地法第 Ｒ Ｑ ｾ 借地f 1a在郷期間 lま石造、煉] ; ¥i 主又 (1之に煩する設問の建物の?Ji 有合同的とする

ものに付ては ＶＰ Ｑｦ 、 具ーの他の建物の所有合同的とするものにＨＮｪては ＳＰＡＮＱｾ C す但し五割勢力: 北の期間 i前

了詰iI朽践しれるときは借地織 (1之に内りて消滅す

契約: c 以て笠岡の建物に H30年以上、 兵の他の建物に( . j - 20{ ド以上の f干潟正月間企之めれるどち( : J : 借地

燃は商 ｲ ｾ 頁の規定に掬らす Ｇｋ のお ｩ 間の泌〕に肉 ｨ て消滅す

f.t  ( 7 ) 借地法貫主4係借地械消滅の55合に於て建物め るとき は借地械:奮は契約の変新を' 請求する事を件

土地所有者が契約の更新を欲せき' るときはH寺僚5ァ以て佐物 ]1; のイ也借地権者が情限に悶 1) て土地に附

属せしめ＿こる物ｾ買取るべきことを詩求することをｾ 1
J

t-

借地法第5il 菜営時者の契約: c 更新する j#! . f 合に於ては借地 tMのT品質! 割問は更新の将より起算し堅固の

建物 に 付ては Ｓ Ｐ 年兵のイ也のｾ物に付ては ＲＰ 年とす此の ｊｾ 合 に於 て ｬ 主主主 Ｒ Ｑｾ 第 ｬ ｾ 頁 ｦ ｬｻ替の ， ｬ え定Ｚ｣準用す

営事者が 部 ｲｾ 頁 に 規定 す る期間より長 ｾｪ Ａｊｉ聞を定めれるときは其の定に従 ふ

註 Ｈ Ｘ Ｉ 臨時産業合理局が合言十整備の＿ こ め公表してゐる倒産 ｩｬｬｆＨ 貨準 ｾｉｊ に依れば 、 ＪｾＲ 平減 ｻ 従｛賞去ｉＡの虚 ＿

次の知〈述べてゐる c

間定資産の耐用命歎は左の事項を考慮して之を定むべきものとん

( イ〉使用若〈は時の経過に図る物質的滅総叉! ま効用の減退

〈ロ〕技術の主主歩安主主に因る陳腐化

。、〉経轡方法叉は経i質事情のま量化に悶る利用f附在の; 威耗

これは悶定資産一般的について述べ仁もので、 イ1! . I ' ! f J 久木として構油ー的待命に関するもの であ lハ

ロ・ ノ、は庚義の経溶的寄命に附するものである e
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〈イ〉 建物に釘する要求の品度

( ロ〉 材 料 ・技術の進歩による陳! 寓化

( ハ〉 ー→立枇合 ・経i内事情の礎化による利用問ihl の減耗

( ニ〉 敷地の経 済的保{牛の控化による影響

イの建物に謝する要求の品度とは、要求の複雑さ 、安定さ、銑さ等と云つ 川 の す1院に

ユJ 11子んにもので 、ー般にこの品度の高い附途に供せられる建物程掠! 腐化力号車で 、従って

ふん ｉ ｦｾ に短命 で ある ｄ 例へば 、賃貸用建物は自用 のもの より品 度高 し 物 ・ 械の用Ａこ
供せられるものは所謂賞用的、円的的のもの より品度が高 いo この品度は建物 の用途と小

可分的な開係を有する。

ロの材料7 x ぴ技術のi 1UJ 止とは 、材料の改良 ・ill: :J}j .  ;設H月ゃ、技術'f -法の進f沙レ . 殻民で 、

之悠制削は似ω叫立以ω妥扮刻|リlμ々 に新鮒椛似王式t 、新刷感世 1及えぴ諸制官租[ の建築耕撃の新しい似を担制凶E引生t_仇 :

Jλ州ふ倒J附4呼1

州 白!住fi であつ? 仁こ、刈め 、氷料料州州 Ｑ角作僻 ｾ＿ｉ仔＿千快 ｦ

之に ｊ必Ｆ＼新 ａ控主柴力が［汁 ｾｈ ド Ｑ Ｑ 現すると ト、 イ..(，;オ米4のものはj共与の不完丑全: さをを?旬明j瞭に u時l爆皐言採客してを 〈町願{ら tれれ1，1J_

占

〈なる事事: がある。{ 例P列1へば昔! 智嬰. Ａ照Ａ匹以ｾＮ町明 ｪ 勾等［の製問の箸しい殻逮にｼ代閃夫苅 ｬ つて、之等の取扱を 三 ｴＺ Ｑ こる

機能とする建物 は最近 l つの革命期を経過し ?こ 。

建築設計の幼稚・不備も之 t 会〈同様 Iよ結果を粛すものである事を注窓しなりれはなら

7、し、 円

》¥，ふ→→4引立防立i附I

の1消向長、取締! 捌系法悦の改正号; 一般環境事情 の鎚化で ある o * 組内的事情 の徒化とは、 経 il 守f

J 'tLの姉・不況、建築生産費の高低等である o i1f j 者I![I ち祉合事情の鑓化は直接建物の経術的老

朽の要悶となり、後者到l ち粧術的事・lif1鑓 化は Imt妾的要因となって諮命 lこ彩響を興へる 。

エの敷J也の椛iff 的{ 削L[コの鐙化によ る影響には 、二i二j 也の後肢に1' 1' ＮＮ｜ 、地 代 ・ 地慌の きｾ 動があ

Z 口建物の利 11j は土地 と建物自躍の 2 つの手IJ ｉｾｊ から成立ってゐる。従って こ の綜合的な建
物 ん 肌 土 地 の 絞 術 的 鎚 動 川 町控 化し得な い場合には 、建物白樟の利用償{ 値船直忠lじこ

きい j影; 拶診伊参轡盟をを? 及ぼす事となる D 例へば借I地也 F上k にdあDる賃貸F用|目3遁建: 物に於て 、 その土地の地代がj 二

騰し? こ齢、建物の賃料がそれ lこ 伴 っ て 糊 肉 料 い 時 に は 、建 物 の 賃 料 は 地 代 の 同 に

佼 蝕 され、従って利潤能力は低下して 、結局改築tこ依ってよりよさ利潤の追求を試みる事

となる o この視の現象は都市 lこ於て、ことに瑳展のより速な地域に於て成々毘受けられる

慮であ る。

概て、純情的存命に影響を ;以( ます契肉についての説明は大関以ー卜.で打二切るとして 、号t( に

f半数のJ 1 < 臨的数字に就いて説明石? 進める事としゃう o {R，し以下tこ述べる賞用に供せられる

粧倒的蒋命年数の表は 、何れも共の構造 ・用途によって 、構造的詩命を包合して定められ
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てゐるも ので あ る事を断っ て置 t 。

先づ営利法人カヘ共の所得額及び営業牧主主額を算1:1 " . するに首って、大戴省主税局が是認

してゐる建物償却の存命年数に就いて述べゃう。之は共の性質上、経術的誘命年数の長い

方の傾向を持つものと解して差支へ無い。その年教は第 3 表に示す如〈である。 之は昭和1

第 3 表 回定資産の堆久年数J少 〈大破省主税局〉

種 類 ! 織 法 | 餓 考 i 携示ikl

事 務 所 l煉叉造、石造 I  I  70 ( 100)  I  

| 餓骨煉瓦叉は石造、餓筋混凝土造、既青畿 1 ・ 一一一一一寸一一 一一_ .j

住 宅 用 l筋混凝土芝、プロックコンクリー l 蜘 餓 I I  80 ( 10川
| 筋混凝土

建 物 |

工務倉庫

' 土法 l  jV つ1571

主骨煉れは右迷、木骨銭網縦士法、木 i

嫌気波、石造、銭骨E目白書器;板張

i  30( 十池351 1

V¥てAイ也50) i  

l一 一 一 一一一 一 一 一_ _ L_lJ_O 一 雨 了

|援1 ] 費等を' 使用する工場にし 「二n ー→ ー一一

周 建 物 Iｾｾ Ｎ ｭＮＢＮ ｩｴ［ＺＺｲ，［ＭＺｮ＠ 1.).  Ｍｲ ｾｊｾ＠ Mf l . A. ....:- .J a  '_L.... I  "11.  ........ ｾ＠ . . ' " I て腐蝕し肘建物 | :l U  ( 70)  

餓骨煉来日石造、餓筋混凝土521-、般 職 「 一 一 二 二 三 一 一

筋混凝土治、プロックコンクリート鍛骨銭 I.! f . 嘱尋を使用干f 工房1: じ一一一一一一一;

筋浪凝士道 l て腐蝕し 易き建物 [ 35 ( 70) i  

/  / 土法 i  I  35 ( 35)- /  

I  ｉ 木町は硝吋混同木 ｾ ＭＭｾ ｉ Ｒ 慨Ｉ Ａ
I  i:孟 !  A¥i J 車高等を使用する工場にし i 1 nf 木造Zγ !

I  
i て腐蝕し易き注物 1  

J  
U¥

共 他3う) 1

附属建物 | 木造

/  I  
15 ω ) /  

( 指狐内の歎字 lま昭和 121
f
・，4 月改正前のもの〉

12年 4
月、臨時初挽士宮{技法の施行と同時 lこ改11 : されにも ので 、同年 4 月 l 日以後に格了す

る法人の事業年度から賃施されてゐるものである
D 括弧内の数字は本改正以前のものであ

って、この改正は相常思ひ切つに断行ではあるが、質問には
J託行進に速いものがある。最

近再びこの年敢に改正が行はれに。即ち、
F府11時局開係産業に閥する建物に就いては、昭

和 ＱＳ 年 Ｗ 月 ｬ 日以後に新築され＿こものに釘し、第 Ｓ 去の年教を共の弘にｾＷＮ縮し、父 Ｗ 月 ｬ 円
以前から存在するものに就いては、 2

割以内の償却金の増加が認め られてゐる
9

弘 之 は 時

局関係産業への qy] :
の優待的意味もカ

11味されてゐるであらうカヘ前述緋込的存命の実閃ハ

で述べ? こ建物の使用度をも考慮してなされ? こ初めて泊切なものと考へられる。 即ち此の毛¥(

の建物は時局の影響により共の使用は端的に鏑大され、深夜業・業夜 2部交代作業主ナ需寸

等特に使用激甚であって、普通ー弥立のものと同等に取扱ふ事 が出来ない
fこめである口

詮 ( 9)
吹正の要領[ ぶ先づ時局関係産業を業

B'l に 29種指定し、 その業に附する同定資産の種目を ;E

めて、之に改正の犠久年散を示しれものでるる。そして、この改定年数( 主、昭和 13{
手7 月 l 日以降

に新に出来れものに遜用し、建物については、現行の%を以て耐久年敬としてゐる。

昭和 13年 7 月 l 日前I
の新設のものについては、税務官磁の認定により、現行年散によって算

Ml t  
，-': 

償却額に劃して、 Ｒ 割以内の増加償却を認めると云 ふのである。向詳 細に附 しでは 、卒岡敬 Ｍｉｩｦｾ Ｎ ＱＺ｜［

箸時局関係産業等に劃する滅債償却年限の短縮〈財政、
VoI. 3， No， 23， p， 104) 参照。
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第 3 表の年教は償却の過大を防止する?こめのものとは云へ、簿業用事務所 ・住宅則建物

に闘して戸律に 、棟瓦浩 ・石造では 70年、銭筋混擬土遺等では80年としに事l立、;j zLの分類

の土紛〉ら しでも貰際 に即せ今、甚f . :長き に失するも のである。

日本経向聯盟合は、前に税務官臓の堪久年教を不可として、之が改正案を殻表し? こ。そ

の年教は第 4 表に示す如〈 である。之は税務官醸の立場とは全く反樹に 、償却年教を短縮

第 4 表 日本kr J : 桝騨照合の改正耐用年限案

法

治

一

士

木

一

慌

一

個

比

!

i

 

逃

ー

一

泊

一

筋

万

一

骨

一

様

、

一

米

一

、

浩

一

、

一

芯

叉

一

誼

一

骨

煉

一

ヰ

一

鍛

用

物

一

核

問

宅

一

席

仲

町

訟

一

工

倉

|  備 考 |伊耐酬t用年

1  ｾＱｻ ｽｉｈＺＡＴｭ ，＠ a 1lt i，!h ｊｬＡ ｕｾｾ ｖＩ＠ 1， (/) Ｚ ｾＮｏ＠賃貸用建物 、 育 Ｓ貨主 ｩ広占、』創 ｴ似 ｕ ｾ窃毎等の ｌ の I  3苅0  

L一一一一一一一一一一一一一一ーム 30
| 向 上 I  20 I  

1一一一一一一ー し_1_5 i  
! 同 よ 1  10 

一一一寸二二二了一一一一一一二口仁 !

i- 幽 盟 こ 邸 主ム号 斗 乙- J 29 i  

管業 」一一一一一一一一一一一一 ｌ｟ ｾ ＺＹ＠ I  
| 倉庫 |過激作業に使用せらる〉も よ 一 了 一 角 1

一一一一一寸二- - - 一一一一二二三- - - ココo- I  

| 過激作業に使用せらる、もの I  15 i  

同 」二 I I0 1  

1 一 以 %- 1
同 上 I  5  1  

格

; : s:  

Z且

事務所 l 餓 骨 造、銭 筋i昆凝士治

ffi: 物| 煉主主準、石造

銭骨トタン張

土造、木骨述、* 遺

寸る事によって 、lu却余を増加して来日併の J; l ; 礎を獄附ならしめへとするもので 、柊介i過l曲白凶.'

に見硫つてゐると; 云えよふ、熊はt佐己れなし、、o 然しミ主七枕局のものはk到処Jlq牧物1台初lj の2ト1刊下! を、主として納品1(1' ，)

誇命に附係ある 方聞からのHH主、即ち事務所級、工場級、 1; 付属建物J の 3 称に大別し 、昭 和

12年 4 月の改正じよって漸〈細分され備考欄に於ても 、専ら柿治的存命に影響を興へる事

項につ いてのみWn . 分してゐる のに針し 、こ のお汗t聯県令のものは備巧に於て前述イに掲げ

に建物のtiil 度をも加へ、 fyl) へば賃貸間建物等を I足分し 1: 事は、 その分傾トーから見て安世な

ものと云ひ得る。

以上 Ｒ つは五に相反する立場からの年数であるから、このＱ｛Ｑ｛Ｏ｜Ｉに辿 ｩＧ ，ｾＺ，ＭｲｪＺ年数があるであ

らう事は何人も 想像し得る事である。杉本博士| ーはか〉る見解ーからして 、 日本経筒、聯叩千? の

改正案を最低とし 、 之に Ｓ 告 ＱＩ 哨限度ーを故高とし、各 ￭Ｚｴ ［ｪ の位物の ｦｗ 込ｾＮ tこ依って竿教を定める

を可とし 、各種i昆凝土造建物は40- 70年が安訟であるとしてゐる 13) 0

次に外闘に於げる存命年数の例ｾ抄鍬するに、前述エヴアースはお ￭ｾ 5  ' ) 三の如き字数を? 推

定してゐる。之 tこよると竪聞な牛永久的構造の建物でも 50年を以てそのilk高存命としてゐ

るのは注目に値する。ー赦に営業 ).11建物は、 その構造的存命を如何に一長〈しでも 、柏村' ，)

蒋命はその 用途に依って一定の限度がある。この意味から或る和の) JJ 注の建物 に於ては共

の榔 ｩｬｩ の如向を問はす ｜ 単に用途のみから誇命年数ｾＵｩＺＺめる事が巧へられる ｯ w. アー斗)-

詮 ( 10) 杉 本正 幸 : 市街地償格論、p， 421  
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第 5 表 経i1略的誇命年数 ( by C.  C 目 E vers目s 第 6 去 経 情 的 存 命 年 数 ( by W.  A rthur )  

ｉＯｾ Ｎ，Ｎ，Ｎ ｉ Ｇ犠嫉者宮往主 Ｎ 同氏 の ｴ伶肯 ｩ澄圭的
E詮E 物 の 陥 級 ｬ陣年限 ｲＺｾＺＺ ｉＡｾ ＺＱｾｊｾｾＺＭ ｜ ｾｪｾｾＱ＠

|  |薄命年f >J l ; に劉ヲる |  

込- 4初 形 態

下級木造濁立住宅 !  25 I  0 ω- 0 . 6 3  

上級木造濁立住宅 !  3510. 88- 0.58  ' 7 ツク z ・ペ イ ヤ ー

普蓮線宝石造住宅 1  4.0 I  0. 80ー0. 53
τ士ミ フー Jl.. 

上級煉叉並に石造住宅 ＱｾＮ Ｕ ー ｉ 0. 45 -0. 30以上

木造貸間住宅 /27. 5/  J. 10- 0.  79  

ア ペ ー トメント ・ハウ λ

煉宝石造共同住宅 135  I  O. 8d- 0. 70  底f I I i 注 物

上 級 ア パ ート メント i  ｾＭＵ＠ I  O. 9J - 0.  60 

共 同 家 屋

高級耐火アパ ート メント ＱｾＮＵ ー ｉ 0. 60- 0.  <- 5以上|

下級煉主主遺志繍及び住宅 i 40 1  1. 00 - 0.  80 1  

オ フ ィ ス ・ピ ル ヂ イ ン グ

普遁煉叉誼庖鋪及び It 宅 I 45 I  O.  90- 0.  60 i  ロフト 挽 に 工 得

上級涼気煎に万治忠利i ・ : 45 1 0 6 0 - 0 4 5 11 f寸

事 務 所 I  - . J  I  v .  v '" ｖＮ ｾ ，＠ i  i  宅

l 高 級 煉 天・万 ・帆 及 び 議 50 I  O. 33 以 1ii

又は銅線主主事務所 ・宿命nI  ｾｖ＠ I  

銀 行 ・合 需i

& f - 限

12 - 15 

IS一一一18

18一一-21

21一一一25

25-一一27

27一一一33

33一一37

.17一一一44

44一一う0

( Cec il C. Evers The Commerci al  Probl e m in  ( W.  Art hur r¥ppraisers' and adj usters' handhook.  

hl l i l ding・Z軍需は杉本主宰: 市街地債格論による〕 認諾[ ま杉本i F . 幸: 市街地{ 責特論による〕

ーは建物の形態から斜 6 表の如き年教を推定してゐる 。 この去に於ても最高年教は 50年 と

lよってゐる。

lV 其 の 他 の 露 命

建物の存命は、大多数以上述べ保つ ｔ こ柿池的己Ｚ命 ￎ ｻＨ， ぴ ｫＺｬｬｾｩｦｩ 的諮命の Ｒ つのＱＯ Ｚ Ｑ 、イ ｬ￯ｬｈ 力、に

ｬ 渇するものであるが 、 ｈｾｻｦ￭μ｝ れにも包含せしめ得ないものを一括して「共の他の Ｒ Ｕ 命」と

して設明を試みる事とする。之は主として直接には建物に閥係の1μ 、事rJl による蒋命の格

ちにである。

即もこの粍の存命を招来する主? こる要閃は、

( イ〉 建物に直接的l係なき諸腕の事情袋、イじによる建物の肢段

( ロ) 不般の災符による叫壌

である。

イ は敷地保干 Ｑ Ｚ の強 化と、内部 事 Ｇ ｉ Ｉｾ の挫見による旋段との Ｒ つに大 別する 事が ｉ Ｚ ｾ 外 Ｔ る ｯ ｾ｛ｊ＠

t古前者は 、例へは建禦均敷地が泊ー路揃張等により建物を JI 元除〈場合、或は第三者がその敷

地を利用するにめに建物の貿牧が行はれて膝蝕される場合等ーがある。後15・の内部事情の鑓

化としては、例へば事業の繍張 ・移特 ・閉鎖等にW;、建物の肢殴とか、工場であればその

外に椴同設備等の鑓挺にW; 、股践とか、共の他諸種の事情謎化によるもので、之等は何れ

も直接にせ物とは僻l係のない事柄ではあるが、何れも詩命の絶3択を招来するものである。

ロの災害は 、前に緋逃的諮命の虎で列壊 しTこもの〉中の珠見し得な い ものであって 、力、

〉る災害? による 詩命の絶末は 、構造的詩命と区別し て考へ? こ:かが便利である む
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V  1:麦
モード

邑

建物の誇命は、以上 3 つの中向れか に臆する ものである。 而して その 中の l つのにめに

詩命を絡へるもの、 或は之等の合成 によ って その格末を告げるものがあ る。

誇命の推定 iこ首つ ては、三者の 中最短の ものに就いて定めなげればな らない。但し 災害

にづいては諸種の保険があって、 経倒的には之が損失のfAE誰が静ぜら れて ゐる。火災保険

は共の 中最 も普通刀もので、我閣にも早くから在達してゐる。諸外岡 に於 ては、例へば瑞

西tこ於りる雲崩 ・地と り・ 氾濫に到する災害保険や、亙l米利加に於ける暴風雨保険、調 過

に於ける風水害保険等がある。又往年調逸では家厚生命保険なるものが創設され、之力が;f保米

険事干科件iドコとしては極めてJ吋昔

ｻ保米険の官制 ｼリ ｬ 設舟苧坊 ｦ へら ｴれ Ｑ 、 最近その惨 ｦｪ￬ 向 ＮｎｾＺＱＵ 合し＿こ水害に封する保険の如きものも考へら ｨ

てゐる 12)。

既遠の様に 、 柿造的 ＺＵ Ｑ ､ｰ と粧術的ｾＺｾＨ［｛￬Ｈ［ｴ ￆｉ こ懸隔があり、 ［ 文 ｬ リ ｪ のＮｩ￟歩ーは雨符の年 ｉｾｾ を夫

々反封の方 向 ｬ こ 向はしめ 、 一 層その差を甚し 〈 する ｦｴｦ ｩ がある。こと に 大部分の高級 Ｑｾ［ ＺｾｖｩｉＱ i. 

建物程その度が甚し い 。即ちエヴア ー ス氏の年限 に 従へば 、 ｾＩ 5去の筆者‘ の註に於て見る

如 〈、 構 造的存命年教に釣する絞術的詩命年数の害IJ合は 、木造貸nn住宅と 下級 煉J:[:品: 建物

に於ては l に近い が、官 級 竪1j : : な事務所 ・応舗では% 以下となってゐる C 之は経附的見地

から見守甚?ご不都合な事であって、理想と しては雨者五に一致する事が望ま し，ぃ。然しか

〉る事の貰現が不可能であるとすれば、せめて何れかの持命が東きに場合取除きが容易な

棋に、且つ材料の再生若〈は再利用が可能な様な工夫が些ましい。この様な意味からは、

在来の木造 ・煉瓦迭は良い構造法であって、織と 1昆凝土による工法は最も改善す可き問題

を癒し? こ手法であると云へる。即ち伐と i昆凝土の構造は 、共のJ[x . 段に多大の費用と危険を

負婚しなげればならな い。近時斑に日呂場; される工場生産による規格品ぞ 、単純な構造韓1 ! fJ

ち、ノj 、梁 ・床版若〈は普通の控臆等に使用する事は 、この構造法をか〉る見地からも - tJ;-

進め る事 とな るであら う。

註 ( 1り 1920年伯林に於て家屋生命保険株式合祉が設立され、 1932&1三には或事情で角刊をしてゐる。保

験とし て 取扱つれ事件は 、 時の経過による物質的減給による ｦ 民 主 Ａｊｾ始め 、 保安 ・ 衛生上から使用に

耐えな〈なる答合及び使用可能性の減少 ・喪失による物的損害等である o 叉待約によっては、普通

以上の強力原因による損害( 不可抗力的事例つ 、戦争及び之に関聯する庖訟による損害含も取扱っ

てゐる。詳細は下記による。

小島昌太郎 : 綜合保験事

向 上 : 財産生命保険〈経済論議、Vol. 26， No.  5， P. 727; Vol. 28.  No.  2， P. 225; 

Vol .  28， No. 3， P.  389)  

設 ( 12) 淑谷善一; 水害保険の責1I 設( 紳戸商工合議所報、昭和 13年月減〉

1 5 8  



最後に 、最近寄命を終へ?こ著名な る建物の質例を第 7表に掲げやう。これ等は何れも現

に薄命を終へ? こ もの〉みであるから 、直に採って誇命年数の標準 とする事は 出来ない が、

第 7 表 最近接皇室さ れ?こ る著名建物の l 仔tl

建 築 物 名 | 縦 種別l ・ | 用途| 竣工年度| 森命| 服地|
階数 ・坪盟主 NI 没年度均三世主

摘 要

大 阪
|石 ・燥 地 1JJi: r9fJi)f1明3t 7 21l |大侮阪市 ｉｾ レンチ Ｎ l t-;f-' :; サ Y 枝 、制事緩 ・l

際 卒 来 往 402即事務所 HE 10. b. 134・ 田老朽何? こめ百見守主ち目下改築工 中 l  

造 有宇 寮| 阪池 |事務所| 明3 11 1661大 阪 市 ! 明 治 主 竺 築 、 創 的 め 蛾 |
卒 家 政 173 耳 昭 11 新川 ｉｾ Ｎ許ち吹

| 石造問 |工 |明 4向 車専主住所 卒 来m 8J6平 復 昭 2 156/ 向上 |切 の 川 改 築

府 立 協 館 | 燥 地 2階建
| 事務所| 高! ? i  21  1'1 ¥: 殿町| 閤胤材料逮設の? 一二め峨

府立
4 年総承

i工 業 奨 附 | 同一 一土_._I __:_立正- k 「雫瓦陣笠盈品ET-- 一一 !

l貯 金 利 同 lニ | 多 i高 !? 116 /大 知 僑|改 築 の 川 服 i  

大 阪 間 判 煉 地 3鵬 l o市守 Ｏ ＲＴ Ｏ 市 ＲＵＱ 料啓司会移車ｾｬｬｊ［千二一 ｦｩ
|  一 一 一 一 つ 一 つ 阻1ベ -1 ＭｦＮ Ｍ［ＭＺ 一一市百五 ｔ 蕗有て扇 Ｗｾ 耐と共 ｬ こ取 ｩ

l日本 生命判 官l 悶 仁 川 語lO〉 市 制 存 門 雲 仙 普 識 l  

F τ 取 : 平協調寸ぉ ; 下「13i FF交叫ん: 55- - l

工 察 ザ 益 豆 町 恒| 喧LJ f E堕防1官新築の Iこ め 附 一一ーー!

日連E筋混凝土主主 7 階I I  .  '- 'A ， ｾ ｉ＠ I".h c:  Ｎ ､ｾ＠ I東1Mへ増築の? 二め大攻量産、外袋 ・階!

大 材 中 戸 底 陸 地1、 l 階 |育貨副主1112 ぃ01榊Z主酢1段 ・昇降機位置縫変、柱梁補強、 i  

|  延 ＲＶＸＲ 坪 一ー に三二二 ｉ｟ ｌＺＺこ 川地 主よ堕ｾ Ｍ 一一一一一l

十 合 育 制 限 筋 主 主 主 ち 盤 。 |お ;:lLL日 程 盛 三 一 一 一 一 一 一- j

礎 天 地 ｼ警 ト餓筋附土ｼ歎祭場 ｼ 高ｾ 1 16i匂h lE霊長E2
取段ち、 εの跡へ歌舞伎

l

共の一端を説ふものとして役立つであらう 。放近市俄古市に於て 、一流商業地に於けるピ

ルデングの再築の統計 Ｇ ＨＱ 自立 、 平均年数 ＳＴ 年 Ｕ 月なる数字ｾ怨げてゐる ｂＩｏ

j問筆す るに首り 、浦和の資料の来集に詰って並々ならぬ御11)] 力を賜つ? こ長友吉田信武氏

石井利雄氏、 路島英太郎氏並び に多数の先輩・撃£にま J し此慮に深甚の謝意を表する次第

である
D

又第 7
表作成に詰; り 、御提供賜つ fこ多〈の資料の中、凡そ%を? 割愛し 、之等は叉

他 日の機併の利 用に残し fこ: 事ぞ深〈御詑びする次第である。

註 ( 13) 精悶健三 : ピ ル ダ イ ングの経世? と管理 P. 41 
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大 日 本 の 建 築

市 浦 健

1. 序

最近建築 ｊ 引 こ は多〈の問題が次ぎ次ぎに瑳生しそれせＧれ程々百偏義の的となって ｾｱ こ事

はH下年の今頃 J ) 意気消沈のR i ¥態とひき較べて、一年間に日本が経験し? こJlk勢の持換が建築

界にもにらしに影響の力強きに感じさせられる。かく問題が多くなっ? こ事はa'p年に較べて

日本の建築外が杭t内的に爪釈を主し初めにわけからではないに Y 建築本来の所1: 併が] 、同

家的 ＷＵ 誌から前然ｪ［Ｇ ｩ Ｉｩ 珂の ｊ ｉ ｊ ，勢の ｍｦ じが建築に ｄｩｬｊ 、べかりしれ質の問題なのである口 ｫｾｴｲ の

問題の ｲｬｬ でも設も大きく ｬｪ ｩＨ扱はれて庇るのは者 ｉ｜￯ｩｩ 防＿ｾｾＦｩＧ ｪｾ 火、住宅問題、都市 ｾ Ｍ ｉ 謀 、 Ｍｴｴ�ｉｊＺ｜

節約による材料、わら迭の改革等の他に新らしさ日本人の l'iW裂の野宗・となっ Tこ新天地に於け

る建築初動の諸分野のI i ¥j 題がある。又之と附係深い| 問題に日" j > . : q与に新しい新天地に設以せ

んとする大日本の建築様式の| 問題がある。此'起に武重なる紙 i白iを借りて少しばかり此等の

問題について述べて見? こい。

2.  大建 に於ける日本建築について

私は先づ潟支を泊じて過去の大陸建築が建築家に興へつ〉ゐる感化の見逃すべからさ'

るブ ｊ についてー巧へて見＿こい。元外 ＨｾＱ ｟Ｑ ［ 々は多〈建築史の ｟ｉ Ｍ｟では大陸建築の俊ｾさについては

徐り多〈教へられなかっ? こ。夫は克も建築史的遺構に乏しかつにのにもよるカ; ｾ ｉ Ｎ ｬ に遣が ｩ の

大部分を占める近代文那の文化は概して非常に低劣であり、醜悪でゐるかの如〈教へられ

て居? こ。中古の文化については飴り網れる事なくか々が憶慢の的として考へて居Tこのは日

本建築史に於ける古典時代とも去ふべき飛鳥文化の i以来としての古代化の二、三の遺跡で

ある。此等lま多く石粛の如きものでゐり直接建築に! 姻係はないが椋式的には日本の建築文

化の上には事貰偉大な影響を千f し? こものに遣し、なからうし又夫自身H( 々の前米に於て附 L

?こ倒fr立を有するばかりでな< ［［ ｊｩＲＧ ， ［ ［ ｾに優秀なる繋術的倒 ｦ 胞をも有する手前は ｪ 役目の秘むろか ｩ で

あらう。然し ＧＱ ｊ ， はむしろ階忍であるとさへ教へられに近代建築の遣時の ｲ ｬ ｾ にも又折々に ｷ

へる力に於ては決して古代の夫に劣らぬものがある政に感じられる。火等の大部分は比較

的近ilt のものではあり、その文化の段階に就いて考へて見ても多〈欄熟期に於げるものが

多いのであるから可成り腐敗しかけ? こ桟な111，1怖をも持つのもあるが何色云つでも ー汗々の日

本建築 iこは決して見られなかった何物か Y ゐってモの正! ブJ は+f l常現代の日本の建築家而か

も割合に新らしい赴喋精神の所有者を動かすもの〉如〈である。 即 ち夫は簡明に云へばス

ケ ー J レの問題 に諜きると云へるかも生11れな い。此の性質は大|法文化の凡ゆる時代を通じて

見られる鈷である事は勿論であるが特にその遺織の盟' 自・な近十[1牟のそれによって一帯保< I":fl 
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象づりられるのでゐる。

此 等 の 文化 の l ドに於て新Tこに主主I.i ，定せられんとする 日本主主築は如何にゐるべきかの川出

は翠 ＳＲ 新しき札喋のＺｦ ｬ ｬｩＧｬｩｬｬ Ｇ が ｉｬ 本人としての必識と ｾｘ 益の Ｑ ＭＭ に於て』泌識される Ａ ｊ ｾ によって自

ら併存の興へられる川題ではなからうかと私は考へる。新らしさえｪ｟Ａ［ ｾｳ のｦＭ ｎｉ ｦ， ｉｉＧ としてのｾｬＧ ｊＧ ｩＡ

主義の員立が ｊ ｉ｝Ａ ｟ 併されて川れは 、 ゾ大〈陸の ｊぷ ｦドば ｍＡ 供民とにより』災 ｩｩ に ｩ匙 ｩ型住Ａ主［んで ｊ共七 υｪ 虎長に管まるべき ｾ ｉ生 ｉ ｾ三 ｾｩ

式 、 ー ブＧｊｬＡＱ築ｻイ ー 料、労働、工業 、 純情の各分野に於ける Ｚｶ ，Ｇｾ 手 ｉｉｾ 得る事力［必要であるのみ

ならす" ＱＯ ， ￬ その現Ｉ｛止を改革して綿米に進めんとする閃了Ｍｾ離して居なければならぬｚｪｾも臼

ら背げるでゐらう ｯ 以 ー Ｑ Ｚ の事柄は文字の｟ｉＭＭでは簡 Ｍ ｾｩ ｪ｟ Ｑ こぷひ ｊａ せるがこの賓際に首つては非

常に ｍ 、 ｉｍｴ な而かも大移 ｴｴｸ な仕事でめるから、日本人らしき ＧＱＴＱＺ｟ｾ［ はＡｊＺＭＧｦ ｬ こ ｪｩｪＱ しまねばならぬ事

であらう。大陸に於ける ｩ ｬ］Ｎｩ ， ｦｪ と杭前Ｏ う 主 ｪｬｦｴ 令 Ｉｕ｜ 勢の推診の研究や見透しについては Ｍ ＭＡｾ，ｲ ｪ ｟ Ｎ

タの仕事ではないが又必築の宜践に首ってその成浪を: ，nつ事も許されないが可能な範凶に

於 て慎重でめり大局的 な比識の下に於て行はれねばならぬ。又欧米諸国の植民地 にbさげる

文化政 策 営 企iuj( I'- ]に悦倣する事も i民まねばならぬ口夫を? 参ー巧とすべき黙は少くなからうが

日支の| 刻係は政来的にも文化的にも大いに具る 1肋 Zある事に注意しなりればならぬ。此の

大陸の建築に輩、l比しに場合の日本込喋の拡式の問題が此底に再び登場し Tこ。夫は別 に述べ

る事 にし ＿こし 、 が ＴＵ に日本主主築のスケ ー ｊ レに ｉｾｍ して私は一部に行はれて居る日本建築制につ

いて注立し Tこい。; ) 之はともすると日本建築の特徴として繊細lにbt 練され? こものと考へられ

て居る事でめる。このqf 質は昨かに 日本建築の特質としてあげる事は11¥来るが総ての時代

を通じて叉純、ての起Ｚ築を通じて川るものではなく 、 日本建築 乃 至文化にはゴｊＺ ＧｩＺｾ Ｎ にスケ ｻ ル

の ノにき い ものがある・事をよ.!. luさなければならぬと 忠 ふ。比較的近世の日本文化の特徴であ

っ ?こ所H11四県ノド趣味を以ってその分野と考へる事は民に 日本を知るものではなく大陸に於

て舵俗の的となる楚を践すものである。

叉建築家の大陸進川のJ I _ ，髄的方策についても J ( 々の誌なすべき事はえ陸に阪f t 1こる日

本赴喋を作 る? こめには建築家の会腫的協力カ: 必要てt あるとムj 、総である。内地にbさげる不

況 の 打開 の Tこめ lこ抜駈け的指動をなす事はq. J. 1こNI まねばならぬ。此の聖黙J占l は内I地也に於げる i吊
円

F引hについても主討柱i主3と: 立己む: すベき 3功iで既既措にノ今ト日 の述築のイ本4質 乃五 l枇fi引此iリ正|上:千令?付刊(1μ的1'.内L句J. 白

の ｊみｽは Ｑ併 ｶ切 Ｇｦｬ 決 ｪ火た」と［さ れないと ､以 ｌ式［よふ 、 貯劉 ｩＱｾご げ 此 項に於て迷べて後に詳 し〈 市論［荷 ｨト，今少る事にし ｔ こユ ｌい、 ｯ カか‘〉る

協力はj収;れt に昼撃喜術的に於てのみならす宇. j賓聖上地血の設計、施工の凡ゆる方面に於て統; [ iIJ ある協力の

必要を絹感する。又他 の工製乃至工業及品J f 産業との闘係に於てもこの協1，，] 的前助がその加|

i摘なる遂行の Tこめに必要でゐると伝令る。無主主にしてf1JMl なる競争は凶内に於げる; 場介主

異 b その耳むを 世界にさら し図策の遂行を妨げる不J山、をさへ!rf ( へて犯すであら う。此の芯:1]未

に針 支 技術脈 問勾: の荊到に期待す る ところ大である。

3_  大日本の建築様 式について

新建築運動の 日本 に於 げ る 幌史は既に 20年 に 近いのにも- V nJ らすーその使命は米1:.'*きらな
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いポは古々の常に反ヂTしなげればならぬ: J i でゐる。 Jlt 近所n11 日本趣味の問姐が投生し Ll ) '

ら懸武設計に或は博rE令辿築に又その他の公共主t築に州叫んきな波紋を行lil: 千?の 1-.( こ投りJ て

は陪るが未fごそれも解決 3 れ? ことはぷへないo X i は近川々 の)，:J:n_ j えで一般日本文化のl ' i - r余J. J

力; 行はれて出るが夫等の多 〈は:i1! 11三文化で ないのでI 1U題は計IJ ｾ干に純伴に ｸ へられる。然し

辿築を 中心とす るi;! ょ形文化の11¥j l l ! 1は先づ11五よ りJ進歩る印 象が過去の経験に: l iIJ*よJ されて不純

になり) j gi t であるので 11I1MのW( 決は )I:' ，:;¥'に j:f! かしし、o ＨＢｊｾ＠ ｴ にしても過去を ＷｾＫ Ｏｬ するＧｊｦはイ Ｔ

可能でもありえ設りでもあるがその池斗・含Mの点抑から仰 J/( して純化する事ヵ: 必a _ [ でも &J

｢ 又ｼキ ｬ 刻 Ｑ でもある 。一時この 川 ｬ 題はｾ築家でも直廷に僻決されにものときへ式五、人があっ ｔ こ

がお貨はを〈反 fi で、 むしろ ａ必姑 ｴ 築』枠 Ｑ の Ｍ一 Ｇｪ｜Ｑ 附 Ｑ灯巾ｦＨ Ｑ而 ｨ師 ＱＱＱＩ カか》もイ布 ｪυｪ 刈 ｊ な Ｍ一一Ｍ 一ｾ 1¥郎1甘lの人カが:内卯咋'. 作俗千なる 1ぷ決tれL る1:1二:1本l雌凶

H味朱3を釘?づj耐枇i此上M千令?引』仁こ 奨めて)主胎i詰止るのではゐる まし、ψカが:斗'? ?ゑ勿払1)仏)，品品論旨A必必l主! %柴j従4はl枇li“此iリ止1:千併?とイ仇1

つて1枇i此上千併?の一i般民の認識のよ{ : l Eがえt築の1(，]. Ｑ ーに必要でゐるｾ ｊｩ は勿 ｬｦｩｫ である口然し ＧＱＱＱＺ 千＿は導か

るべきもので、:ill築wはえの指導15' ーなのである o J l l : のj . ' ( 1壬を，忘れて」ビしさ，泌識なさ ー・j¥j¥の

建築家が一部の川: 令 lこ州び、χ n らj j J ; んで知能を恭持するカ; j (JI ｾ＠ %'i 介が少〈なかっ Tこ。え

は多く大家でゐり此令にも: i l l 築 J '(. にも卦)J eちる人々でゐるので - 'pJ 立の中堅以 Fの必築外の

認識が如何に正しくても賀践される必［築の企部にＩ去を反映しないとＮￄ ｊ 、結 よｾになる。コとか

〉る現象は懸 ｉｉ 設計等の場合に ｴｬＮａ が胤程され 、 えその Ｇ ｾＺ［ｾ系として選ばれるものが得作

[1の建築制の表現であると之江、貼 lこ於てその質例が少〈なし、。

か〉る j伏勢主今日の市もさの凶係についても J十ん: i l l 築家は石J) 点' ，'. <態j主主' : 11} j かにして そ

のIIlt 令への指導的地位をうたはない棋に し?こいと込，' ， J，、口一般文化乃五 日常の行動に多〈の反

動的 ｦｴｦｩ 向が行過て肘る ｚ ｊｾ はむしろｉｬ￭ ｲ ｾ 交すべき現象でめるが 、 ｫ起述 ｩ主［ 築には Ｔ未と ｦピご その ｉｉ Ｈぼましいも

のカが; ｊＮｾ認包められな い のは主幸ドひで ｴゐちる。 よ ｬはま Ｍ一 存同刑 Ｇￎ 凶到Ｚ探築 ｊ界 Ｑ帖ｗ カが ｺ弓鴻刑 Ｑ車彩斜ｾＨ丹 ， Ｈｩｾ ｬＱＺ

カが; 文化の-上上での述築の{ 位立世から 'i叩吋"(1沿?I; 然な1事Lでもゐる。即ち政i治内とれi梢f件内も呼t巾ををナ反 l映快する堅則以日山iにb於さて土必l主:  

築は比較的j遅庄い事になるものでゐるカ; ヘ、 .方その効! 民の則に於てー・般文化の'1' でも 1!i: んな

もの、一つである事を忘れてはならＡｉＺｬ ｯ 日 ｰ ち、この ｾ ｦｈ は近いま ＨＩ ｉ Ｇ ) . ( 利、ナチスの 19' ，li 袋、 11

シヤの質例によって Iリjかでゐる o ｘ 文那に於てきへ ｈｾ カ〉ではゐるが � ｉｩ ｉｊＨ ｾ 女 ｉＨＮｦ の主制を比る

ががＯＱ Ｇ， 米る。此の場合に於て必Ｚ築家の態 ｬ 主はあくまで指当ｾＨｉＧ， Ｉ でなりればならＡｉＮｬＮ ｯ 1) として被

雌辿的であってはならぬ。一般バ ｬ ￬ｉ・令 ｨ ｾ ｔｾ その指単 ｸＮ は組出 Ｇｾｾ￧ ではないのであるから ｩｩｾ 然と

してその地位を自党して文化 ＨｉＢｊ 似 ＱＱｉｌ の鮎で 一 世界にｩｋｲるべき コ え その ＱｴｾＱＱ ｬ￭Ｎにより凶策の，ｩＧ ｈｊｾ が

高められるべき建築が建築家内らの乎により珪17/1' ，されなりればならぬ。特にこの駄を狐

訓し＿こ い のは 、 他の 一 部の文化に見られる松な閤次 の 統 ｲｬｩｬｪ が挫 築 にも汲ばん Ｚ Ｑｾ を比透して

その動向の決定を徐んに作＿こんとする日平 ＱＱ 見 ＨｴＧ ， Ｉ＾ｕ ｯＯｩ伸一ち ｾｉ の副操ＧぷのｲＺＱから聞い＿こからで

ある。世人はドイツの建築家の如〈行動せんよりはイタリーの封探次の如〈行動せん不全

協力して賀現し? こいと忠ふ、 ?こちJ そのむは非常に困難でめる。敵は内にも外にもあるが行

々 のｾ悟の 如何によっては成功は不可能ではない。
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以ト ーの貼につ い て枇近建築家の特に注 ＱＱ しなりればならな い 問題が起るべく後包 ｬ ｾ れ

る。 ｊ夫友は Ｒ泌 ＶＰ ∞ ｏ 年記念耳事 ｌ 北の 一 つとして責現すられんと司寸 ‘ る ｢似凶並州ｼ史官桁 Ｉ古 ｉ の ｫ刻述ＱＧ［築 ｩ設 ＺＳ改 ［立 ｴむ ｪ訂計 ｬ Ｇ懸ＱＧ ｜Ｚ ］Ｑ非ｾｾｴ 集長で花め 〉

る。 高岡博の 一部の令場及4iE附記念in' fのM: &¥( ま己?i か イ、十3かzr;. 挺の? こめにその宜現が延期さ

れ?こが、ぅk らんとする問史館は事低 下の今 日その; ;係等の - s:.ulil: 併にDiυ 、る A 人- さについて

特に建 築家のｾｩＺｻ｟ ｪ ｬ 況 を｝創作する事 切 である。米らんとする ｪ三 日 本の辿築はこのＡ立の ｾ ｪｩ Ｚ 挫のぷ

械 を＿絞て 向上 するか ｩ 品化するか ー に この岡史官 ￎｩ のｾｄｴ ｬｾ ＭｴＭ の結果にか〉ってん ｦ るとさへぷへる

であら う 。 ｾ ｊ 市福 山 々日本人と し ての建築がこの Ｓ ｩ ‘もさに於て ー ｪ 前 ｉ ｾ 躍しなりればならぬＺｮ Ｎ ｩ Ｚ は

常然であ れ ん日本の建築技式の琵m'(: ;I); 現代に於て) ，主礎づりられねばならぬのであるとぷ

ふ庄識の下に此の凶 史 館の ｮ ｵ 題が建築家の協 ｬ￯ ， ｪ 的市助によって僻 ｪ たされなげればならぬ ｾ Ｑ ｩ ー

を此 の際特に強制 し?こい。

4. 建築家の協同的活動について

建築家の協同的治勤特に夫が封枇合的である場合に多 〈の困難が過去の質例に於て経

験され ｔ こ 過去の運動は多〈感蒙 ｉＧｉｾｊ であっ＿こものが多いがこの ｾＰ Ｚｮ［Ｎｪ￧は常に失はれないと ｉ Ｂｪ 時

に元々はfH内的にも建築外の内部を砕蒙しなければならぬ多〈の問題を持って居る。メとば

かりではなく特に今n:! 1の事もさによる統HiIJ、 IIi IJ限君事の経験によって9:11 られる通り現代の建築

界の諸問題は常に控築外全髄の協力により開設しなげればならぬばかりではない札喋に

附係する政治、粧桝の諸方 ＱＨｬｪ に於て札喋家の主動 Ｈ ｉ Ｇｾｭ 助を要する部門が少くなし、司 ｩ Ｚｾ 白 ＵＲ

しなければならぬ。建築' ぷは11: 保書術誕のー怖と考へられて居Tこわ或は却I l il 的地位に 11-ん

じなげればならなかっ? こ甘え勢をー挫して強回な協同的態度を? とる事が必要でゐる。新建築

運動の初期には英雄的名!i幸を獲得し? こ人もあっ Tこが今日そんな事を夢みて居る時代ではな

い。此等の正しき 71長勢の雌成には建築の iJ l . t 千? との倒聯. 又その内森本質に就いて充分認識

を持つ事が先行しなげればならぬ。 一つの込喋を作るにも他の多〈の技術と他の多くの純

験が芯識的にも無意識的にも基礎となって1 & る事制:11 らねばならぬ。過去の古典にもゴシ

ックにも叉日本の11i 建築にも設計; ( ' i - の名はff i ど無いの.，:: . その III上令が生んに、スその時代の

文化のーっとしての建築である ｦ ごりである。 ， ［幻十 ＺｸＮとして英雄 ｉ Ｇ ｉ Ｇｾ な名作を望んに ｢ 悲術ぷ

的 なｾｩｬＧ ｊ 我な態 Ａ 主は描榔しなげればならぬ。各自 、 ｾ築胤には自我を泣 ｩ 、 ｦｊ しなければ ｦ 伴氏 ＱＱＱＮ

4七な い問題ばかりが搾111 ある。 4才各品守干白の精証辿逃l主; と↑ 協必力がなげれば f杢査睦力がz逃 l山Jハl しないので他のうタ夫lたえ

j欣枚や泣落3をTゲ. 昨み t する椛な挫栄築. 五次〈は建築

［訓 ｩａｲ消 ｩ「円 ＧＱｩ 彊匙］喋事務所制皮のｾｾ守 合栄慌に多メ大 ｃ の疑問をを＿持持 Ｑ つものでゐり ｨ 、 又 、 多〈の固誼 の ＱＱＱ ， Ｑ 別 Ｈ Ｑ Ｂｊｭ 勤の

重複についても考へ也すべきおlj が少〈ないと思ょ、。

花米の建築家の数誌の弊に よ り建築家の協同的m勤はとかく成功し難い場合が多かつ

に。 日 本の新 しい ｾｉｫ 勢の下に於て営々建築家が圏給 し て大なる先悟の下に ｪｩｴ むなら漸次イ ＱＺ

米の地 位を向上せ しめ 日本の将来の文化 の上に 優秀なる成県 そも に らす事が Hl ? k るでゐら

うとイ3す' る 。
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媛 櫨 乞 煙 突

矢出 銭 :鋭

人類は火を外j ふるl f t IJ!仰 と一ぷょ、諺がありますが、米! 日! の人1i ¥J ヵ: 熔石を什 JfTせ成は納の本J ;

ｻ･摩擦して火を作ることを ＹＺＱＱ て民 に之を利 ｽＱｊ して 肢を陀 ｢ 、 食物ｾ ［Ｑｊ ， ＧｊｊＧ Ｑ｜し或は陶器を作っ

て日 mに供しにことは、椛に人類進化上に於ける故んの牧段であっ ? ここと はムゴ、までもな

いことで ありますD 火と文化とのl剣係は史上に はても仰に桁援なものがゐります o ill ，淀に

破壊に興亡の跡を見ると火は貨に重要な役を演じてゐます。殊に火災としての安をJEふと

き宜に年々烏有に師する資材が見えな制に述しております口昭和 12年 中の大l;j_(//正 下に於げ

る火災の原因を見ましでも総計 14131'同 I に於て油類 151件、祖先{ 146、煙 突 141 ，也市' ! 火北

106件の順位になってゐます。煙突についても羽¥' ，: 日の| 釧心を以て注ぷすることが必裂であ

りますo

2  

日市長々の家庭に於て火と誌へは股火、炊事及防 悲 Ｉｉｊ とでゐりますがよｻＺ冬、Ｚの全 ｩｾｬ｜ は ｽｹｬ に

1[. 斯及徒話試の普及によって 1II Ii'，ll i: j;J 也に ;於ても始んど その不{更を感じないまでになって} ，' げ

ますが 、地方によっては習' t 1 t J -.水r:l こ:薪炭を燃料としてJ . r 1 " ります。又侠川 jlt からはましで

も我闘が一番多設に薪決を伎川してゐます。又趣味の lてからも防悲川焚火を見ることがで

きます。山間地方の家屋では戸外の立さ に閉ぢこめ られ雌溢に家政-- +j 凶徒してんきな丸

太共催の薪材を投入して顔を赤〈して; 援を? とるの快味は終日 IJ のものであります。或は又炭

を寸法とその委によってl l I iiJ決、イトヂ、事IJ 炭、史1，災、輸 炭、枚災当ーに分けてよ{ f )1岡山よく 1J lh

に:; ifEべ、その火勢を l床ひ径を 11りき Ir j . に設のにぎるのを作つ)ID，¥:I 'g{.i 日本別仰のものでありま

す。恰も )，;次洲 の人々 が夕食の後亦く燃え上る: 段腕の火の lii j に家l削 1¥集って 、 その けの/1'， 米

おを; 語り合ょ、のと相似? こ貼li がある杭に忠ひます。

ま? こ昔最明寺時頼行脚11'f に占誌をやっ して廻閣の注次J -Jl i'  ｲｾｫ ｉＱ ｊ，Ｚ野 のわ＿こりにて ｈｾ ＷｊＧの主に

ill ひ、と ある家に入 り強ひてー耐を求むれば主のj と財架阪を炊ぎて印l を包たがしめ5 ( . s 必磁の

鉢木梅棲松{ e 火に焚きて援を? とらしむと 云五、謡 Ilt lの筋も大抵奥ゆかし くJぷぜられます。

3  

i正〈も人Ji i 第十六{"1t 1二f忠'市の出日ど::11- ｾこ都せ ら れ て後 ｛ Ｑ 女 ＱＺ の 炊臨 慌に起れるを 御 見 に なり

1 6 4  
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自 宅 待 の め る 門

皇室飢IJ よ り 見 る

ベ

ｾ＠

“ 林 邸 " 設計・本問責t川澄築専務所・施工・寺井i羊家具郎 7 1  



簡単 Ｑｾ r. 盤 接 室

壁 泉 あ る ポ ー チ

1 8  “ 林 邸 " 設計・本間策川達築lI H9f J ! 斤・施工・寺井i羊家具部



主 婦 室

食堂のゐる居間

令 息 室

“ 株 邸 " 段計・本間笈川建築事務所・施工・寺井洋家具郎 9 ， 



食 堂

翠 所 の l

I  1 0  “ 林 邸 " 設計・本間策川建築事務所・施工・寺井i竿家具郁



朝 餐 室 〈 蜜月r の 2)

! 馴

l 階 卒 面 園

1 ← 

“ 林 邸 " 設計・本間荒川建築事務所・施工・寺井洋家具昔日 1  1  I  



容 3答

1常では大きな食堂のある宮間 2併でほパルコンのある令息案その周りに必要な部屋を7 j I Jぺたと云った形で至極

家族2宇佐に計遺したものである。

多少工夫されたものに小供遊戯主主と して牢屋外的な部屋を設けて見た 小鳥も居れ1: 1 : 勉も居る国こ若書きの場所もあ

り はだしのま L 出入の出来ると云った庭の延長の擦な坊ちゃんの暴威に備へられた部屋である。

倉吉Zの2階は防毒家潟長室と L て利用される擦になって居る。

Z 階1卒 面 闘

I  1 2  “ 林 邸 " 位計・本割荒川建箆. 傍所・施工・寺井i羊家具聖E



新 しいユダヤ の閤ペ レスチナ{ ま、 ユ

ダヤ 人の偉大な資本力によ って、{草

盟々主 {I之の 聞に貨に凡さ' まし いをま艮f ! >

塗げ、新都 T el-Avi v の建設 を初 め

として、各樋 の他殺、個人建 築等が

海 山Wl?於1: 0 ｾｾ 等 の 建築 は 、 ｉ ｬ ｴ 界各

闘に住んで jきれ建築家主主の手に jおり

非常に 高似 な土地の t に非常 に高償

な勢{動力によ って建築さ れる のでみ

る。何と なれば、比良に移住 し1: ユ

ダヤ 人浅(1持猷米並の芥Jjli' f!>笹み、

叉S惨なま うとする から。その 上夏は

非常に 燃 〈、材料は殆ど外か ら仰が

ねばな らぬか ら、設計には之等 の{傑

fヰに、針して苦心が抑はれてゐ る。

(Architectural  Review， Oct. ， 1933より )

病 院 CT cI -Aviv)

lii 築 家 A. Sharon 

女子 Ｉｾ 拶校

CTel- Avi v市 〉

1t: s: 築 家

Ja: ob Pi nkerl eld 

小 ｾ 校 ｃ ｔ ･ ｬＭ ａｶ ｩｶ 市 〉

Y. Schi ffman 

( イギリス委任統治地) パレスチナの新建築

女子容宿主義校 CT el-Avivihつ

建 築 家 E. Gi doni  

1 3  I  



住 宅 CTiberias)

建 築 家 L. Loeb  

共同住宅 CTel -Avi v市〉

逮 築 家 z. Recht er  

1 4  ( イギリス委任統治地) パレスチナの新建築

ホ テ ル CHai fa市〉

建築泳・ L. Krakauer 

苦手 '劫者共同住宅 CT el-Aui v市 〉

建 築 家 A. Sharon 



断 面 図

外車問 (ヱ" jl四1] (1 1減給でめ る〉

玄 闘 i夜 景

2. ｾＧＮ＠ 6 階 卒 宙 開

3. 5 階. z r - 富岡

l 階 卒 商 悶

第 l 銃殺の経験によって、卒菌、ー総濯、防

音等 に吹 ｝｛ｾ Ｇ ｊｊｉｉ へ 、 ｅ つ経線 Ｎ Ｑ この附 ｦ 系 ＱＮｊｩｭ

l盆しに結果之が外税に L影響 してゐ るが、

然 L 努めて古L、l 鋭 1官に臨和する やう に考

慮されてゐ る。

本館 iこは大惚 2種の匁l の t1at があり 、 i は

大家族の1: めに大きな 鍛室を多〈殺げれも

の、他 (1=主要な府間の形 とその悠の附係で

終室カ ; 1 部分機牲となっ1: やうな丞Qのもの

でみ る。! ! J l ち後背に属する ものは 2 階 綴 さ

で l 住居合なし、 居間の一部は 2 階IO，按と

なってゐ る。

( 八rchit ecturgl Rcvi ew.  Oct ・. 1938 より〉

( イギリス ) Hi ghpoi nt の 2 競館 アパート 建築家 Tec t on 1  5  I  



I  1  6  ( イタリヤ) 新建設都市“ Gui doni a" の諸建築

都市府寝及公共建築機型

1新都市 G UI DONI A は、航空研究所及航空

港に聞係する官民の新しい生活のにめに建

築家 Alberto Cal za Bi ni の手によって計設

され1: 。最近この都市の中心部をな す股協

とその週間の公共建築〈市役所、 ファッシ

ヨの家、郵便局、銀行、 ホテル、 シネ マ儲

アパート 、 j占命Ii 等〉がすば らし し、形態を以

て出現し れcCArchi t ecttura，Apr.， 1938より〉

市 役 所、 ア パ ー ト 底 館i

建築家 Al ber t o Cal z a 8i ni  



， 

弘今:.. ｲＢｾｈ ミ ｬｓｃｏ 1. W9f  ｾ‘ＮＮ，＠

曙同

“- 、. : ，( 1.;:0 l.除、.7oROI

ぜ' A' " 1 ) 0  .. '  

-

O

O

G

r

 乙

G

C

C

u， 

，炉、

にJ

' L .申ーゐ晶圃占

AL /I{ 問 。 . ， 町 & 、 肝f P OS T，. l {  

っ.、
.  

， 

.  ， 

.，・"，

f u' ，白笥

， vi ・1

都市政ｾ及公 共 建築配置闘

- 1コ・0

立 面 闘

I  ｾ皆 目 ＢＱＢ il'耳 闘

J  

ｾ＠
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I  1  8  ( イタリヤ ) 新建設都市 “ Gui doni a" の諸建築

J  ....... 育、
、、
、

7 ア ツ シ ヨ の 家 及 塔

l 階 卒 商 圏

2 階 卒 商 圏

建築家 Al ber t o CaJ za Bi ni  



シ ネ マ 館、 ホ テ ' 1 - 及 郵 便 局

白

シ ホ マ 官 官 の 玄 側 l 階 卒 商 問

2 階 不 商 闘

( イタリヤ〉 新建設都市“ Gui doni a" の諸建築
建築家 Al ber t o Cal za Bi ni  1  9  ， 



今日のナチ; ; < . ｾＮイツに於て は 昔日の闘 際建築の姿は殆んど

抹殺され、代って古い郷土建築の姿が再び英指導的地位に

昇りつ、めるのを見受げられ る。比所にめげ f こものはノ、 y

プルグの建築家主主の手になる農園経宅若者のー構への建築群

のrjJ から坊主の{主宅のみに就いて拾つにものでめ る。

( Baume目ter，Nov. ， 1938より〉

七万 安 感

万号

• I  •• .. 

ー ＭＭ 圃 ｾ ・ Ｒ ・・哩 ｾ

間

1 2 0  ( ドイツ〉 農場経智者の家 建築家 正BenseJ ，K a mp 及 Ams i nc k

テ ラ λ へ の 人 口

l 階 'rご 阿 悶

2 階 卒 商 圏



ドポ ラ ヴ オ ロ の 第 l 回閥民展覧府l士ロ ー マ

l 打J ・t ラ テ イ レ 庄 の ふ し と マ キ シ マ ス 、 サ ー

カスの諮りに。赦 ｽ ｾと勢働。 ＱＱＱ Ｚ 宇佐令織の ｴｬｊ

唱 に 依って、 比夏 聞かれ 1: ものでめ る

(  Baumeister.  Nov.. 1938より 〉

海外 ｪ 官 附 近の 象 悦 的 理ｾＨ魚

ｾ ｂ 置 悶

海 外 官官

ＷＡｾ 泳 場を経 τ 記念 Ｓ ＱＧ Ｑ を＿望む

l 入日 2.新 聞 批 の パ ピリオン 3 中庭の め る海外j官

4- 7. 9ー 110 15.16. 22 展唆曾場 B. i [ 季路閥、 力7 手

ー 12. 宿舎 13 記 念3官 14.映E制官 17.  ^ ケ ー ト リ ン

ク 18. 浴 場 19. :20.21. 水泳場 23.2500の座席全為ーす る

野天劇場

( イタリヤ) 第 1 回 国 民 展 覧 禽 2 1  I  



( Architectural  Review. Oct.. 1938より 〉

商 飢H 外 観

東 側 外 観
3 階 卒 面 図

@  

10 c" 0  10  2 0・ 3 0 4 0  5 0  

l 階 卒 面 悶
2 階 卒 富 国

I  2 2  ( イギリス) Frognal の住宅 〈ハムプステツド〉
建鎮ｾ Conz eJl， Wa r d 及 Lucaa



CArchi tclural  Revi ew， 

Ocl. ， 1938より J

庭 園 仮IJ 外 政

2 階. 2 j S 面園

ら |

表 玄 関

l 階 平 面 箇

( イキ' リス) Hi l tOD の住宅 ( ハンテインドンシヤイヤ )
鐙築家 D yson 及 Hel 出 合 2 3  I  



，.  

2 4  〈アメリカ )

品

‘ F  

， " 占

2 階 卒 面 倒

l 階 卒 面 悶

1938年 10 ｽｬ Ｒ Ｖ 日 夜行の 「 ラ イフ」 紙は 、 代 表 的 ｾ アメ

リカの 4 つの家庭を仮定し、 その各家 庭に謝して夫 々新

答爾様の住宅各 l 戸、合 計 8 戸の住宅 の 設計 を 掲 げ、

18. 000. 000 e移せられ るその識者から 、 それに おする 投

票を募集し? こ。結果は投票数の約40Y. が新し い住宅への

投票であっ 7二。阪 に 100徐戸の賀縮注女 があ り、27戸 lま

工事中であ るとい ふ。

こ、に掲げにものは、 この住宅の設計に就 いて同紙と

共力しに Archit ectural F  orum に載せられれ潟 浜中より

抜悲し? こもので、8 つの設計圏中の l つであ る。

10オ の少女と 、13オと i7オの少年 とその雨殺と が、夫 々

濁立して部屋を持 つ様 に言十重せ られ に L ので、材 料は 凄

築 の主主てられ るべ き地j j に産出する石材と木材と を主と

する 。

敷 地の周 閣に は高い 塀を廻 らし 、庭からはテヲ 7- {e経

て居間、食堂、厨房、階段室等 にへれ る様 になってゐ る

施主の注女では地階 に競戯室主? 殺げ るべき所を、 l 階

に休憩室 {e}i 苦情1と切 り首位して殺り 、庖l 15号と直接聯絡出来

る嫌にして競戯室の代用 としt: 。

各室共充分の 日l慣がめ るから 、施 主の注文のサンポー

チの必要はな い 各方 向 に充分硝子窓を使用してゐるか

ら待に出窓の必要もな し、。階段の位置が遁営であ るから

施主の要求の哀階段がなくても 充 分でめ る。

履室は全て] I IJ面 にポーチとテラスとを宥し、客室は2

階 の 居I首! として利用出探 る様に考へられてゐ る。

傾斜屋根の高いカ {e南及東面として日 光 の射 入を よ く

す る様 に工夫せられてゐ る。

(  Architectural F  orum.  Nov，.  1938ょ9 )  

主主4

NO肉τ H- E A S γ E l EVATI ON

時ミ ;It  立 面 間

東 南 側 立 面 園

年収10. ( 削弗乃至12. ( 鵬弗の家庭向の住宅設計案 建築家 Harri son 及 Foui l f oux



居 間

休 憩 室

配 置2 箇

( アメリカ〉 年 牧IO. OsD弗乃至12. 01 ) 1 ) 弗の家庭向の注宅設計案
建築家 Har r i sOD 及 Foui l f oux 2 5  



外 車ｾ

テ ラ λ よ り舟 ｦｬ ｬ｜をｾ む

卒 面 倒

1 2 6  ( アメリカ 〉 サンタ・毛エカ ( カリフオ) 1，. .:.ヤ〉の住宅

峡 谷 の 崖 の 上 に 建 て ら れ れ 濁 身 者向 の 小

使 宅。' t' t i等な! 貸さと怒な眺望 He侮 め て簡

単ー な手法の中に獲 ｱｾ ｊＺ しれ よい住宅 でめ る 。

申請E谷 fftl lの居間及純苦言( j : 床からヲミチドi 、で線、

11背子入で、居 I品! の部分は精子戸{ e ; r . . ライ ド、

すると丁皮日本 の抜側 の 様 に室 内と テラ 3え

とがー鐙となる様に ｭｾ ミてゐ る 。

入口の車寄せを? 自動車庫策用 にし f: 鈷は

忠ひ附きでゐる。

居間の照明として、援 組 の 上 部 に 間 接 照

明を用ひ1: の L注 意に値 す る。

木造ラ見 張 り色 A {J ツコ仕ヒげ。

(  Archit ect ural  F  orurn， Nov. ， 1938よ り〕

出 入 口

設計者 H.  Hami l t on Har r is 



3 階 卒 面 図

2 階 平 商 i高

階2 f ! - 酉 悶

病 問 内 i'fR

(]) 

外 税

( アメリカ ) ロスアンゼルスの住宅

念傾斜地の地形を巧に利用して訟

でられれ住宅 。

3 階 建の最上部に居間と車庫と耳要

所と及び充分切りl / j ll して召使の部 屋

を、 その |ずの階 に 2 つの縫蜜と艇レ

遊戯室とを、 そして最 F階には 大 き

なテラエを取ってゐる。

書官の様な四角い外観力、 ら救ふ;均と

経演とのJ事に傾斜屋械を用ひてゐる

木 造ラス F地ス担ツコ刷毛引き仕

上げ。( Archit ectural  F  or um， Nov.， 

1938より 〉

建築 家 R .  M .  Schi ndl er  2 7  I  



外 観

非常に温かい感じのす る、 全 然停統的 なヂ イ

テイルを棄てに新式の木造住宅。

康問の大慾の扱 ひ方と玄閥入口の筒Jl ! . な取扱

ひとに注意を要する 。

工授 4. 900弗、健積 23. 322立方町、 1:立方

払「につき 22セ ン ト。

( Archit ectural  F  orum.  Nov..  1938より 〉

DECI'. 

q・M 剖7 ' 6"' -晶 M

卒 商 圏

府 間 の 慾

A  間

1 2 8  ( アメリカ ) バークレー ( カリフオルエヤ〉の住宅 建築家 Geor ge Pat t en S i monds  



「朕既に 高め り」 と宣: はせられにこ k はゐまり にも有名な Jjof であります。首時宝内には不

燃物に て 匡剖ｾ作り趨ｾ作り木材ｾ燃料として煮し夜間は照明の用に供してゐ Ｑ Ｚ Ｐ つまり

僚火と乎*li が用ひられに時代でゐ b ます。推古朝になって油火力 Z照明として用ひられる様

になっ て も、木 材はやは り重要な燃 料でありましに。火鯨は古代既に桐火布i t して伎はれ

その後火撞が俸はり ダくし、で種々の形のものが案出さ れにのであ 1) ます口現に奈良正倉院修l'

物中にも金銅火: 境、石製火; 臨が識されてゐます。

木決が始めて一般化しにのは天Ｑｅ Ｒ 年掠 ｩｩ 半能勢官ｾの中川住 ｊｊ 兵術が 池田さ誌を資出し＿このが

始め であります O

石炭は ＲＰＰ 年前肥ボ ｩ 千戸の位 人 五千木が ｊｊｾ 前高品で ｙ ，ｦＭＺｬｴＺ￯｜ しにのが始めで石炭の若手を Ｍ ＭＪ Ｎ

ｨＺ平太 と稀した 。叉同時に筑盟炭田も Ｚ 設見され ， Ｑ こ乎 ｎ ， ｬｾ 舵て 大Ｚｊ［ｽ ｾ棋に ｊ 私見 しＱＺ の は ￬ｩ 申 ＱＩＧ く ＱＱＩ｝

ｪ 台 ｈ 手 高島決坑に民坑ｾ降 し＿ このが最初であ り ます。

4  

奮約 ホセア 筈 に 『 ・大風に吹き散さるる穀設の如〈窓より出ゆく煙のごとくならん』

とあり£ すが 、これが煙 突 ( chi mney) の語が用ひられ 1: 最も古い例でありませう。 然し嘗

時の語義 としては皐に 壁面の開 口I ! 1 l ち窓主して の意であ ります。かのベスヴ イアスの噴火

によって埋泣きれに古代ローマの也ー跡の内にも石茨は蛍見されますが、之を焚L 、? こストー

ヴの断片 すら見/ : L' . されない所を 見ますと、無論煙突な左はオとになかっ? こと云へますo 有名

なネロ帝の時代 ( A，D ，54- 68) に床下で石農を丹jひ?こ! 万j'itl' ]i胤突式の一種の熱気;医E号の方

法が行はれにことが惑ってゐます。それと共に一種の火体様の容器に石茨 や ＺＺＭ ｬ ， ｊｊＧｾ いれ て

室主? 媛め ることが行はれ? ここと が記 されてゐます。こ H から判断 しまし てこの時代には股

突の型式が既にあっ? こ様に思はれます。それが? っと降って ( A，D. 1347) ベニスの地誌

の際に数本の煙1ゆ; 倒壊し? ここ主力Z記録されてゐますかじ、 (11
-).，く利ではこ の時代には家の

設 備 として一般化して居? こもの と忠はれます。煙突が始めて英悶に入つ にのは リヘ・ーヂ二

祉の時代でありま しfこが、一般 に流行しましにのはiilVi < チム ー ド・L 付lの時代にな って力' ら

の ことでありま す。Ｇ品 川寺 腕 にくべ ｔ こ丸太僚 の新木が煉っ て 臨ヵ Ｉｩｾ［Ｈ " ，として屋根 の国抜ヵ，ら

出て居つにのでかな り室内は天升 のすすりにい ぶせき )1た態であっ 1:. でせ う。そして詰i時 ヤ

方一定の時聞がくると消火のベルがnおって滋や; 嵯の火i ' 一向に il 与すと 同時にLf . 棋の煙抜υ

孔にも木製の韮ケす るこ t を法令を以て取締ってそりまし? こが、之はその後煙突の"滋ー及と

共に底止されまし 7こ。それが 14世紀になってロンドンでは沌Ji く煤煙が問題にな ってきて 之

に闘する僚例を出して ゐ ます ( 1306) 1662年に は陸突一本に付年 2 志の税を得る 械にな ¥1

ま し ＿こが 、 か の 有名なロンド ンの 大火 Ｈ Ｑ ＶＶＶＩ になって更に 熔腕 、 煙突等に闘する取締 ｾ ｉ

が椛霊にな っ 1: のであ ります。

6 5  



5  

古来我閣の住宅は防暑を主として工夫せられたので採; 援の方法も従来は園嫡複、火鉢等7

の簡単な方法が行はれて居りました、洋風の建築の新興 と共に各種の援房方法が採用され

る様になりま し?こ。即ち壁付; 援峰、置ストーヴ、 ベ_ . チカ及瓦斯、電気、石油を熱i原とす

る援後、或は又熱気、温水、 蒸気による媛房装置等の多種多様の型式のものが行はれて屈

ます。この中で壁付; 医焼は様々住宅に用ひられるものでめります。或は単なる壁商の袋町li

として設りられ主J _ : 庭に瓦斯; 援燐叉以電気媛織が泣かれます。こ の方法は最近の一般的傾向

であります。貰際に薪木ｾ燃す壁イ ｾ ｬ［援憶は往々にして煤煙ｾ室内に噴出して使用に堪えな

い事がゐりますので、椛 ｾｴ 上注意すべき諸弘 ｉｪｾ 参考にさ告げますと

J  6 6  

1. 煙突は成可〈己主f i < して且つ屈曲を少くすること白

2  スロートの上部は 60度以上の角度に漏三HI たとして煙道に談秘せし u るニと。

3. スロ ートは柑より約 ＲＵ 組上方に 設りｾ ， ｾ開口は耐 ＱＰｪ 脳炎とし共長さは焚 Ｎ Ｑ の 悩ｩＧ 11と

7こしなること。

4  焚口のプランを附切型となす昔話合には: ) { : の角度は蹴の前回に到し 600 - 4 5りとなす

こ k 。

5.  煙道の有効臨I i 'n白・積は次式による 。

a  = げ W/ V H

a  .- - : = 煙道の断面積( 平方吋)

¥V = 媛 艦 関 口の巾 ( 1吋)

ト1 = 煙突の高さ〈択〉

( 例〉煙突の高さ 25択関口 39吋の塁走付媛燃の煙 道の内債を求tr れば上式よ り

ー 17 x 39 _  663 

a 一一一一一一一一ー=132，6平方II ;J

下/25 5  

1! fl ち内問 1311;J の凶形又は ( 15" X  9
'
/) の角型の断[ 印ーを過賞とす。

6. 風防j の71れま第6凶の虫11 < 閏凹)1手より有効であります。

7， 風棚の抑止ｾｾ口を背商に設くること。

8. 媛櫨閉口附近 に 空気取入口 ｦｦ 設〈るこｾ 0  

9. 火勢調印のためダムパーを設くるこ色。

10.  援協及』煙突の要部が大髄完成の上内は必すが燃焼資 験を行ひＡｴｋＨＩ￨Ｎｾ検脊してからＨ土

上にJ fJ ( かか ることが必要です。
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銭 鋼 節 約 建 物 の

( 大 阪 交 通 株 式 合f位 十 三 車 庫の 設 計 )

浅 野

長 尾

緒 - 雪" "  

世界は今や一六時換期に際合し てゐる。

一 伊j

新

l青

行き詰つに例入主義当恒者思想と中iltーの運命的強盤的金器主義とをー止揚して{ 日! 人の自費に

北づく自主的協同粧台的杢謹主義に基つ' いて新なる秩序ぞ樹立し、観念的唯物的文化を揚

棄して真に物心雨商を綜合せる兵器約金謹的なる事賓の洞察に恭づ〈文化の勃興¥t ' 来さん

としてゐるのである。我開はその特殊の閥謹に淵源する民族精神が此の新思想そのものと

合致するが放に来るべき新文化の中値? こるべき歴史的使命を縫ってゐることを満洲事盤以

来のマザマザ としに瞳験を通じて自信¥t ' 以て悟つにのでゐる。換言ーすれば否々は吾々の生

存樺と岡家の隼厳とを頑守し延いて以て東亜永遠の安定を来さんとして器国一致奮闘をな

す中に自働的に此の世界一大特換機構 J ) 重要懐剥! ? こる地位についにことを紛れもない事賓

として認識し? このである。一度此の築審ある使命を自覚し fこ吾々はその生き甲斐ゐる時代

に生れ合はせ? こことを限りな〈感謝すると共に他方此の使命の如何ばかり重しその事業

の如何ばかり大なるかに想を致さねばならなし、口貰に今日の非常時局は図力と闘力、精神

力と精神力とがガツチリと四つに組んで油汗が淋i南として諺み出7ごす如き張合ひの外部 lこ

現れにものであって新しいものへの移行の歴史的必然的過程であれ決して偶然の事端に

よって一時的に登生し消滅する現象ではないことを売らねばならなし 、。

全腫は佃の綜合である。金器の向上護展は佃の向上瑳展なくしてはあり得なし、。而して

全瞳は比較的少数の個の異常Fよる護展によっても或る程度向上するがそれは安定ある登展

ではなし叉その護展の前途には多〈を期待することは出来なし、。全瞳の真に永続する力

強き瑳展は個の線、てが高きも卑しきも老も若きも男も女も全韓に於ける自己の役割ｾ認識

して共同の目的に向って夫々の捻首分野に於て全的な力を護衛するに至って始めて達せら

れるのである。それ故に吾々は徒ちに他力本願、なり行き任せに日 b まることなく一刻も

早 〈緊得一番勝起し 、過去のも のを再怯討し革新を要するものはド シ 1. ' シ革新し光輝ゐる

新アジア文化を築〈の意講を以て夫々の分野tこ於て時局を克服し、時局在? 逆に利用して之

を堂々と乗り切れ 弐の時代の覇者にらんことを期さねばならない。 ぞれ故に苦々 建築昇、

の者もその重要資材?こる 鎖鋼を極度に制限せられ 1こりと雌も柳も狼狽することな t 時代に

順臨し仁構造方法を考案して安んじて所要の建設を遂行し園防カの増大に貢献すると共仁
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大陸日本建設のｾｦ｜ｾ自主の物資 ｩ 百需要ｾヲビ＿こし凶Ｇ品を ｾｉ［ 波銭より安全に防設し 、 史 に文化の向上 ｬ こ

一日の停滞在＿も輿へるニとなし新アジア文化の淵 叢 ｦ こ るの管ｾ備 へ ｦ こ大日本の出現を 促

進し以て上岡家に御奉公す る>: 共に下己の運命を開拓し てゆ力、ねばな らな い 川f附言する も

のである。

者々は能率楽才のものではあるが臓を建築瞥祭に事やる聞係 l二日々 ""¥' dy の苦情と涙ぐま

し い議開とを ド Ａの め＿こりじするが ｬ 投 に日ィ支 ｬｬ ｬＺＮ ぜの方々が陪 ｉｗ に ｮｲｾ ｩｬＮ ｉｑ［ しつ' > i丹時を間L 、て ゆ

か れることを祈念すると共に岡家的要求と ｊｾ 衆の 稲 川とを代 表して 不安の無し、 建築 物を ｩＺｬｦ

っ て頂き度い ｭ に皇室 穂褒胞を超越して懸命に構迅Ｍの冶神灯油，ｩＧｩｾ行ひオえってゐる。本女は ｊｌｬ

の仕事の第一清 Ｍ手主して行 つに指導の一例であって 、 ｾｬＺの方向Ｎに心主ｾ . 持されてゐるブj 今に

Ｚｦｾし多少共御参考にならんかと考へ蕪雑をも刷 み十 ｪｪｺ て殺 去 し＿二次第で ゐる。 ｴＮＡＧＡＺ 縫い主大

方各位の卓抜なる御考案の続々として賓一縄張表せられ斯界を読するあらんことを? 祈って龍

まないものである。

(  1  ) 本建築の構遁設計を指導した理由

閥防問的達成」活設を必須とするものは自 rlll こ材料も使へ且亦建設はそ の設計多少材料

を多〈用ひ、 ￮ｾ｜ なるも速なるを要する閥係土 俵 り苦々の指 導 する除 ｪ 也はない。一般的に積

桜的に構造設計宏指導 しその賞現を援助するものは大関次の如き和類の何れかに該賞する

仰きものの範囲に限らるべきではないかと吾々は例人として考へてゐる c

( 1 )  長期岡家経' i f 守をも考へ今日建築することが凡ゆる角度から似て必要且安訟でゐつ

て非常時に於げる全般的関策に合致する所以のもの であ ると考へ られ るもの

( 2)  防空上及一般都市防護並に都市環境の改善上必要なるもの

( 3 )  閤民の鰻位向上及健全なる園民精神の作興に効よ ｦｾ め る拍類の も の

( 4)  必要なる人的資源の漏養上必要なるもの

( 5 )  閑民生活の安定上必要なるもの

( 6 )  闘民の健全なる文化的向上に効果ゐるもの

(  7)  閑民の海外褒民邦品の輪出の靖匙等に 貢献するも の

( 8)  交通運輸の改鋳上必要なるもの

( 9 )  間際友誼の精進に必要なるもの

而して本車庫tこ閲しては次の如き理山によりそ の設計ーを指導し 1こ。

( 1 )  市内に散在する不完 全 なる構造の群小平川 ｬｾ Ｍ Ｎｾ ｩＧ［ ｩ 所に整理統合し完全な る 耐火耐

ｭｾ 柿誌のものとなし都 ｲｬｩ の環境を保安的に改善するものなること

( 2)  車及従業員の統制が強化されガソリンの節約共他取締官局の芯: 志即t ，岡家窓芯へ

の速艇力増大すること

(  3  )  人件費共他諸般の経営費の節約を来し特殊の闘策的成立目的を有オる会J祉の健全

なる蛮達者? 助成するものなること

7 1  J  
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第 18 国

( n) 建物概要 ( 第 l a 園参照 )

位 置大阪市東淀川区十三間ノI nj 王了間 ・番地

建 築 主 大 阪 交 通 株 式 令 部 :

構造種別鍛筋コンクリート造陸屋根平家一部木造二階付

m m nl 

軒 高 8. 60 高 9. 60 梁下内法高 2. 70 

ロ1・ rn
w

m.  

建築商積 1599. 38 延商積 1901. 34 内 301ι 96 は木造二階部分

牧 容 車 数 普 通 乗 用車 100豪

( ] [ ) 設計方針

設計に首つては弐の様な方針に磁つに。

(  1)  Scheibe ( 卒構商〉を活用すると云ふ方針に よる 。 従っ て 壁髄及剛 '，i.f求ぞ利用 す

ｾ＠

r，.) 0  

(  2  )  壁睡は水平力主? 全部受げ持 1こせ石三とと するbi; に翼合の桁行方向の ものは l享30cIll

の叉梁間方向のものは厚45cmの無開 口の無筋コ ンク リ{ ト迭 t し、住も極力コ ンク リ

ート断商を大にし鋭筋の使用を節約する つ

( 3 )  階高を許し得る限り低くする 。

(  4  )  床を躯 〈市も水平力を全部壁韓に1il. tへ得る様;司Ig_mにする需床版は屋根部分は 8 山

じ 木造事務所を戟せる部分は 12cme し‘ 一方庶梁は第lb園に示す京日〈ト ラスに 組み

j  7 2  



7k '1三ゾJ に針してトラス左して十底抗する E 共に iifl '，;i¥' の k.. むをの役 IH.> もI" J11与に果す松 l こす

るっ そして此の トラス件fi 例イの断而ctll ¥来る fごけ脳会決( 、 'どを，:':i <  ｉ ＮＮｉ ｾＧＺ Ｊ 尚の ￮ ￼Ｇ ｗＧ ｊ ｾ Ｎ＠

:;+つ fこo ，末版をｾＩ苛Ｎ < 寸る時11 多少! 末版月j の践 紡1f t合す ν11 t， のu : 物に於 ( ! 1 ［，ｾｾ 、 方 の 「 ド

!1押尾- ' - . 1':;1J
:;;; r.. Ｗｈ 依 Ｕ れない ｍ なる陸 屋 根であるから ｢ Ｇｦ ｫｾ (，:N( I  t  IOOk耳/m:! i;' il'{ 叱し r:

，¥'1. 自民のu'FF.t{':I Ｎｬｬｩに判する比は， ｬｾ ｴ ご 大きいので之を ＿Ｇ ｨＺｩ Ａ ， ｾす る ι 主はモ ー メンＡの減 ノ レ

に1，1日子;役J /: ｴ，、従ってイ ｪ 効支 の ｾＯ ｲ ｬ ヤＱ， ＧＱ こよる ｾＺＺ， ｝Ｈ ｩｬ ￭ｪ の刑刈ｉＡよｽ干し 力 、 ら す且 Ｑ ＱＱＱ げモ ーメン ｬ

(  ｾ＠ "i i. f立浪長官; ; 1) .え1.1 ri l. f立l(ri tJ ' i ，: ; : ;りの山:tf( ( 向市 J七) の ・長とてベン の て-J j U: に上比と伊例j卜れ-寸j

るカか、 ｣ら Ｇ ， ｽパ咋 ｴ示刊ミつＡ肌 ｬ況 ｱ肝 ｦ川 ｼ日｝ の ＿釧 』決 ｴ引 白尚む仇｛は 土 スパン，イ小 ｬト、なる Ｑ行 ｾＱ た ｬじ Ｚ科 Ｎ 所子要疋旭 Ａ倣肢 の 」榊怜 ｨ川加 ＱＱ 内主ぞ，ヰ米七さ ｴや、 ｊ上刈却、 Ｑ羽 ｰ つてスパンの ｪ太 、

Ｗな 」る、栗梁に於て銑 ｩ肪Ｉ均万 の 色 Ａｪｪ ぽ ｦ絞終約 ｦ手ＱＭ ｊ刊 ｪ カ Ｚプ宏ピ分Ａ山｛Ａ，升来 Ｔ る ｬ政 Ｑ吹 ｈ 佼 Ｔ史ｾｆＡ則 ｪ 餓賞制 Ｔ 即日ーを ｩｬ ， ｾＮｴ Ｎ る幼出がある 。 斜の栄 は

スベンぞ っ たな ら しめる不刊がある 力 Ｚ端的の回ｪￍｾ 7jjC態がJL灯となる ので '1' 引のモ ー メン

トの押 ｪ 成が Ｑ ＱＧ， 司 ｾｘ 泊市 の た混じ相＿片する摂 の ｦｾ ＱｦＮ Ｑ を減じ日Ｎ￯ｽ ｣ 1'- 7J を.kf! !l lに安全に伴へ

|人])I，' !I 匁構の7k. ＧｦＮ［ｬ ｊ による ＨＧｬｐＺｾ を減少する此 ｊ il論のl既叫と-1' 1:を' レくして ruj も似鋼 1克m-:i:: を

減少することカ ql'，米る o (  通常の小梁を ｉｉｊ ひる時はゾジ ＱＴ の ＱＱＱＱ 』日・ｾＱｴ ｲ 寸と ＩＱ ，に場介によ

っては大犯に ｦ 毘ｾ .t:- ーメン l を9i
} へる 。〉

(  5  )  づンクリー! の水七メ ン トl Ht' ノj 、とし I'iJ 叫に訓f? を越川にし以 1 、必礎、柱&1 1 ，1

憶にてはス ラ ン プ げ ｾＱＹ｣ｭ ，決 ｌ え ｱ ミ 版に ｢ きではスラン プ ＲＰ ＭＲ Ｒ｣ｭ なる施工状ｦｩｦＺを有し

許容強度 ＶＰｫｧ ￭ ｣ｭ コを千 ｩ する如きコンクリ ー トｾ使川し断Ａ白 ｩ の刑ノミ含今くすると共に絞

情的に市も無筋コンクリート ｾ ｊ Ｇ， Ｑｾ 分及餓紡比 の ノ ｪ 、なる叩分のコンクリ ート の牧縮 ｬ￭ｕ ］Ｍ 小

ならしめる様配12する。( 勿論賛施に官; つては{ サ'(11IJ の11[( 什の存世期H日を10 日IHl 以上と

し急: 激なる乾燥を肋ーぐ〉机し質施に| 探しては施工者が充分コンクリ ート 工事に馴れて

腐らない疑ひがめつにので限定の安全を期し CVD 使別コンクリ ー トの節に掲げ仁通

1) にスランプ げ- 19cmのコンクリ ー トはJ，主礎( 紫梁を令む) のみに用ひ7こ。

( 6 )  桂梁共に大なるハンヂを設け材端の餓鋼使用量を減す' る様にする つ

( 7 ) 極力銀筋の椴乎を減じる。

(  8  )  極力臆 力に ｊ ｅ 、官に配筋し 、 ｴＭｾ筋の冗用を避ける つ

( l Y ) 計算方針

S 圏
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問題の全建物の K cy-

plal1は 第l a圃の通りで

ある。 B 棟の中央三パ

ネルには上に木造平家

建の事務所を放せてm

h 他は縛 て平家であ

る。

全謹ｾ 先づ第 Ｒ 園 に

示す如〈 第lb圏に於て

J : 下の翼をなす A 棟と

之を出 ｲｾ す本屋 ｂ 棟と

中庭に干1: る C 棟との三 第 5 圏

ｾ ｉｬ 位に分 け 、 夫々の共通部分では南方の 影響を加 算し ＭｲＺ 。 第 Ｒ 園 に於て外壁 中細線 の部分

は全部開放なる故諸所第3- 4買の如〈屋J -_ にトッ プラ イトを設りればJ宗光{ ま完全であるか

ら壁は線、て 太線にて表しに様 に完全に無関口とし a壁は厚30cmとb壁は! 手45cmとし? ここと

は前述し Tこ通りである。

鉛直荷重に劃する計算

各梁の荷重負拾筒訪を 第 6 園の A ，B， B' ， C， Dの虫Il < 恨Jとし、 斜の梁は末端を完全問定と

して各郁モーメントを算/ - 1 ' ，し? 二、 JTr< すれば端部は安全であること M論にして njt 問題は 11'

: たであるが之は梁の剛比0. 24に釘し粧の問IJ 比1. 00にし て且紅には大なるハンチあ り又一方

の位には J' ?30cm乃王 45cmの壁間指する 上に床をトラスと して計算するに|捺しJ l jf: 雨端の51;

髄のみによりて支 へ中 ＱＱ 日 は自 Ｑ｛ Ｑ と仮定して居るが宜・際は ｱｾｬｬｦｬ の杭もヰ ｮ 常抵抗すべきにより

斜梁の トラス部材 として の! 底力は和々大き目 に観てゐるから之に必要な筋断聞の幾分は出!

げモ ーメ ント iこ特別U¥米るのみなら十此の影甥を暫らく時〈もトラス部材ーとしての肱力を

負推すべ き銭筋は自主漆的地誕の際のみその全断面を必要と し. 一方此の際費際のfi 'f;Jix荷量

( ま照棋に於ては殆ど零木造事務所の在る部分の床に於ても後定世の J/2程度ーであ るから . 鉛

直荷重に肉る 曲げ モーメ ントに相官; の徐裕を見込みある理なるにつき宅・も不安は無いと考

へる。

三大に此の斜梁の末端のモ ーメ ン トlま之を 第 5固に 於ける A ラーメン 及 B ラーメンに作用

として負推せし めに。叉 AB の l羽ラーメン は何れも壁無 しと抑て之に直接か 、る床荷重に

よる モ ーメント はあるが[ 必のラ ーメンとして算出しTこ。

水平荷重に封ずる計算:

A様:

第 2 圏に於て上下方向の地震力( 風匪 より大〉 の場合は雨要の壁盟に全地震力を分配し

1 7 4  



此の地盤カに凶るま の蛍 小 ｪ ラーメン ｔ こる ｂ ラ ーメ Ｏの 怯耐 の ＺＱ｝｜Ｎ ＭＧ ＱＭＧＧＧ楼位 ｾ算出 し 此 の 水 平 提

位に更に雨妻壁にて支へられ途中無支へなる梁として地区ブJ に釘して見出しに取水平ト ニ

ての最大接みを }J[I へただけ小水平蟹位を中間 ヲーメ: . i ごろ A 号ー メンの村: 聞 に興へで 解寺

之を7地震の1事合の A ラーメ ンd のモ - ，ｲＮ ン ト ｾ vrこ。

安監は筋; 主付と して{動〈 場合充分短杭と考へられる程度に l平〈し 円; l 1}断 凶lのウ エツブに

ｈ ＮｉＧｾ［［する妻壁の純 世関部分 に のみ ｲｬ ミトラスの反ブ ｝に ｾｬ ｬ 訪する労断Ａ主力度Ｈ斜張 ［Ｏ ｊ にもＢＱＫ ｪＧ ｩＧＯ［

する。以下之に準守る 司) C し1こ。勿論此の部分には更に B ｲＮｾ Ｈ の桁行 方向 の ｊ 位 ￍｪ ｦｩＭｽ ｊ にｼ司る ｬ む

j J 度 ち生守るから之をも考慮する。

B ラーメンの桂踊の水平- 謎 位は第13閣に 示す角[ 1 ¥1 笠腫部分に奈l付金 {限定 しJI :Lの置換ト ラ

スのJ 二部節制のi J'( 平 鑓{立を Williot の蟹位閣により求めに。詳細は後禍の強度計算書 5，C

水平 柑 霊に射する計算中に記載しである。叉床水 J平 トラスの最大挑みも Williot- l¥1ohr の盟、

依岡により之をオをめに口

次 に桁行方向 の地底力即ち第 la 固に 於て 左右方向の j 也民 力の場合は コ ;11事の断商のウニに

ツ フ に相 Ｚ ｴｩ Ｍ する桁行方向の壁誼に全部の地 Ｇｦ ｬｊＩ ｊ をかけが ｽ全地 Ｑｅ Ｑｊ と之 の 作用 お ｩｪ ｾ とコ 形断 ｉ 古 ｩ

の悶心と の問の距問It との相乗積に等しい探りモーメ ン トに1討する コff"*筋商のウヱツプの中

央 に於げる最大振り掠断lf f 力度をづえめ之を7義 tこ求め fこ蕗I 新肱力度に力11へ7こものを此の場合

の最大勢断l底力度 とし?こ。向此の部分の結局の最大到断服力度は上記の値に更に第 2 闘 に

於ける B煉に 附 属の出i必jj! ?祁分の壁器及之の延長j 二の 太線でー表した壁謹に同! 菌11二ハ ッチせる

部分の荷重に因 る地震力を分推 させ1: 場合の努断肱力度を:')JII へ7こものとしに。

B棟:

第 l a固 に 於て左右方向の地震力の場合は全地震力営 上述の如 t 下の壁誼( 結線部分を

も考ふＩ に 負指させ 、且中間架 ｦ［ｬｾｊＩ 桂頭の 水平 饗位は安全の矯 ａ 棟の 中間ラー メシに於て

1限定し 7こ値ぞ用ひ 7こ。

叉上下方向の地震 カの場合は有効壁( 本断面は闘 に於て太棋にし表した部分 k し A棟の

計算と同様にして最大勢断[ @¥力度を算出 01こ0)

C棟:

第 la園に於てーl二F方向の地震 力の場合は A棟と同様に計算し 、左右方向の地震カの場合

l i 上下のラ ーメ ンじよって抵抗せしめ 仁。

向詳細は; ; } ( の強度計算書抜2 $1こよって知って頂き度し、む

( V ) 鏡銅{ 費用量

餓鋼線、使用'量 37，5l 

延坪首鎖鋼使用量 0， 0234t 1m: l 即 0，07731/坪

7 5  



(  ¥1) 使用コンウリート

ＱＱ 月 迄にコンク リー トを宇 ｔ Ｂｇ 了 つ ｦ こ の で完 ＱＱ ，｝台は大 ｷｾＯｴｪ 下 に於て川安 ｾｬｬｬｾ 度 ＱＸＰｫ ｧ Ａ ｣ｭＺＡ 0) コ

ンク リ戸トに 封 して標準と してゐる下の調合の 中 4 月 - 1 1 月の期間に施行する場合のもの

を用ひ? こ。

所要出|…附 Iu" ' "， I鵬容積叫ホセ yv|
骨材の品寸大

砂
| 砂 利

基 礎 1 1:  2. 5 :  2. 9 1  
60 |ゆ下 1

I 町

4 刃- 11 月

イ也 1  1 :  2. 4  :  2. 5  1  
3毛 60 4与 4会

180  

主主 礎 1 1 :  2. 2 :  2. 6 1  
55  多 ｾ＠

12月- 3 月

英
他 1 I :  2.1 :  2. 1  1  

5う 4島 ?  

ａ￮ も 施 工 者 ｫ 監督と に 共の 人 を得れば上記の調合中基礎用のものを以て全部ｾ施工・ ｬＫ し

めても本建物の如 t 餓 筋比のIJ、なる ものでは充分好成績ーを恭げ得る ことと思ょ、。

大交十三自動寧々庫襟造強度計算書抜翠

1. 計算方針 A  柱 及 梁 ノ符昔話及剛上じ

2 許容強度 B  (?告i在荷重= 封スル計算

ＳＮ ｾ 事卒 面 悶
C  7lc2f-荷重量 = 封スル計算

4. 侭百Z荷 電 D  柱及終ノ謄カ茨

5. A椛架構計算

E  各昔1¥鴎I菌ノ算定

A  桜及善良符獄及剛比 7.  C 棟 架 構 計 算

B  鉛直荷量= 善寺スル計 算 A  柱 及梁 ノ符波及剛比

c  * 卒荷重= 封ス ル言十w. B  鉛 直 荷 重 = 謝 λ ル言u草

D  柱及梁 / 際 力 炎 c  * 卒 荷 重 = 謝スル計算

E  各 部断面 ノ算 定 D  ね; 及梁ノ l替、力主役

6， B 棟架 構 計算 区 各部断面ノ算定 以 上

1 7 6  



[ リ 計 算 方 針

【2 ] 許 容 強 度

:  際 カ 皮 即11
車協 筋 | コ ン ク リ ート

i堅 縮 際 力 皮

i 引 張 際 カ 皮

14.00 kg/cm
z  

1400 ｫｧＯ｣ｭｾ＠

60 kg/cm
z  

6  kg/cm:  

ｬ 野鴎 ｉ 隙カ皮 Ｑ ＷＰＰｫｧＯ 川 上 二笠竺 ｾ｟ｪ

附着際、カ皮 7. 0 ｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ＠

地 震 今 度 0.1  

杭 耐 71 5.0 t/ one pil e  

[  3  J 略 平 面 掴

r  

第 l b 圏

r  4  ] 限 定 荷 量

i  !  髭 桜 | 事 務 2室藍 .

i「術一重寸てt引弘引山よユ引仰たユ咋2イ件hl件凹U凹凹生り肘山山版削山山|同同梁糊叫及脱州柱叫1 :t1T.ｾ旦旦ｼ石石 ｒ雨両玉忌珂雇訂 Ｗ 忌刊
!  

積 載 荷 霊 I 10∞o  i  8ω0 l 5叩o I  30∞0 ! ω I  15列0 !

ｆｆ 互 Ｗ 司竺 Ａｊ ヱ Ｒ竺 Ｑ 一 ｬじ ｌ ｾｾ 一＿竺＿
| 釘 | ω !  409 !  3i 9 I ω I  580 I 例 !

1il . シ b 夜中二ノ、梁及柱/ 向耳i 7  ｾＭｲ ［ Ｎ マス Ｎ I当主主iハ下決= 依 'L モ ノ ト ス
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，7 8  

各積 悩: i E1苛室 内器製衣ノ知 シ

箆 筏 版 ! 専 務 室 床 版 l

.  !  
-， - 11翠位

; コン ク リート 厚 8. 0c. m I  184 1 :> ンクリ『 ト厚 12.0c.m /  276 /
kg

/
m
， 

! シンダ ーコ シタリ【 卜厚7. 0c. m I  1叫 仕 上モルタル厚 2. 0c.m 1  40 

; 防 水 モ ル F ル |  叫 夫 弁 漆 喰 厚 15c m ! 24 1  

計 l m| 計 I 340 I  

!  I  淳 30c・m ノ モ ノ I  厚 45c.m ノ モ ノ |  

! ? ト ン ク リ ー 1. ( 山 m) 1690 ト ン ク リ ー l 怖 心 |1側 | 単位

けい剛士t モルタル厚 l 吋 30 / 外 部 仕 上 モ リ 噌 l 川 30 I  kg/m?  

1全戸iEJ3函 1. 5cm I  24./ 内 部 仕 竺ii 空_• ｾＺ ｟ Ｕｾ Ｚ Ｇ Ｎ Ｇｾ ｟ Ｑ ｾ＠
i時 | 引 い44 I  ｾＺｦ＠ i  I  088 !  

6ミ，

/  

b  

4巴

b  

b  

ト

一

/

二

• 
-

司

m
'

 

b  

- - 二 二 二 二 三 - - ニ ご 二 二 アJ ーァ一二三- _ - てコ

第 2 圏



| 米

屋 根 |
星連溜〈外壁. 間仕切壁共〉

遺

屋根 ｚ レート 〈経木共ｾ

廃 絶 1
25

1  
45kg/ m 

ｫ ＡＱ Ｏｭｾ＠

部

分

天 弁 テ ツ ク λ 張 リ 1 201  

1  

75

1  

関i 間
コンクリート 言十

柱 一 一

柱

C.l l  C月、

1340 1912 

及
100x 80 

梁 112x 30 809 861) 
kg/ m 

自

梁 11 2 x  ｾＮｏ＠
重

1073 1126  

11 2 x  ｾＮｳ＠ 198う 2065 

[ 5 ]  @ 篠 架 線 計 算

( A ) ;佳及決ノ符波及剛比

千

C， C， C， C， C， 

ｾＴｾ 二

第 5 蘭

関 日 比 及

符 鋭 | 断 面 1 1  1 _1  Ｑ ｟ 三 Ｑｾｉ｟ｫ ｟ ｸ
。G3 1 3 5 2 l Z ! の200001 1025い2101 O.  Ｒｾ ＧＱＯ＠

|  必似ω×心200∞01い同3却0∞0∞0附01  1ω0吋2万小51い29児2刈5列村叶001い1.
67

1レ/

C仏.;. G6• G臼9 Iい同3却似川0似州山X刈 lロω2却0 iい4仰 仰3刀2初0叫 卯刈4ヤい4幻7九刈6

|  4ωOx刈12却01い57万5∞附州0∞付04i l  刈 4  刈/ ぺ/ ¥/ぺ|  

己x l OO Ｑ ｟ Ｖ 竺竺 ＰＰ引吐 ＰＱ仁し一 ｾ ｉρ ｬげ Ｗ 刈 ＱＮ Ｐ∞ιｾｉ し」 ζ こ
| lω附0∞似0似x 3ωo 1川t.! .26側 01 3刊11200し/ 1 1. 00 

CB) 鎖直荷量= 聖堂; < . ル計算

a)  各梁ノ C. 1¥10.  Q  / j計算
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| 決算 | C ; 了一一一「

1  Mo  床 俗 A ヨ " 1 円 引 ヨ " .，，'1.  
符放 I 'Qv 11' .  -lI 'J ＧＺＡＺ ｉｾ ＢＺＢ＠ I  1-1 ' P.  . ; J .  .， 

l ワ- 1 8五i l J - 75U; - lむ石工n - l

2  I  Mo  i  14. 000 t.m :  11. 260 t. m 

3 1- -'， 

1  Q  1  4. 090 I  4. 410 

内" l ";1 

と門c ‘ 円 山 令 2 門t 色 C拘 酔

t 帆

• ＱＶＮｬ ｢ｴＲｸ ＳｊＮ Ｘｸｄ Ｎ ＷＴ ｦＱ守ｾ 66.fl6 

G  1 ー -

4  I  Mo  :  

l l Q  ， 

1Cぅ，c  !  

1 6日τ「

I  9 1Q!  

G  1一一一」

7  1  M川

Q  ， 

b) 架 構 計 算

企 と と

金 と と

6  

圏

25. 26U t.m 

4 3 7 5 t m l  

7. 000 t. m '  

18. 100 t.m I  

27. 200 t. m I  

8. 500 

m

-

m

 

-

一

-

t

-

t

 

q

J

一
n

U

マ
'

-

A

H

v

d

守

一

今

4

-

F

.
，

 

今

f

M

-

d

句

作

J

h
E

一

今
、

J

3. 600 

5. 750 

|【

川

一川

一

|

川

一

|

l

l

2. 045 t  10. 600 I  12. 645 t  

5. 920 

8. 880 

9. 520 t.m 

1. 895 t  3. 900 t  

16.200 17. 61) 0  

26. 400 

33. 800 t. m 

ｾＮＸＮＱＶＰ＠ t. m 21. 760 t. m 

5. 575 t  7.720 t  13 .295 t  

， Ｈｾ巴 Ｈｊ Ｎ H 3  

A. . .  ，t.Jマ 0

t ..... 

第

t  ' " 

o  ，. Ｒｾ＠ 8 5  

方 舟 ァ

7  

国

，tI ゐ O.fi ゆc <"1  ..ft ι ・O. H 5

.， Ｒｾ Ｎ ｏＧｲ＠ I  c. ー2 I. M 5

t ."" I  . マ2 1. '135  

O.  Ｗｾｏ ｟＠
ι . t>l 

C

 

H

 

τ ，、凡

。+ 13. 0 2. 乏 ｾＱ ， a  f'イC ，十門C ぇ 刷 (J- ｾ＠
、，叫

ｾ＠ Ｚｕ Ｎ ＴｈＧ ＱＢ ｾＳ Ｎ ＸｸｯＮ マ斗 ＸＹ ｾ年 ワワワ ｆ
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e 句 O. o  1マ

a 寸 O. 14' 0  

- O. 5' 5 0  

c=t 'J. S .1 0  

J 正=d. 2. 6  I  

Al . = 0 叫救コ249工古手攻r xzzb

ＢＭｾＧ＿ｅｬｾ＠ I  c=- ｾＮロ ｯ “ ＰＮＳ キ ｉ CC- 9. ロo :  

J ゴ」土Q_ _ I ..十!・ I 0 0 τ τ τ E了1 ｾｴ＠ 0.0 '7o  I  

4 - 0. " 斗o I  "  +  0. 0 '1 0  一一一一一千ーI .  A  . . φ l  

ト 0. 00 i 1 4 二DJ i  ｾ＠ +  0.35 I  ｾＭＫ＠ 0. 003 

で τ百了- ，・- 0.020 t.m. 1  - 9.4げ

t."1. I ・+ 0.00 2. I  ¥:.m. 

A  - 0. 00 &  5' 

.A.t-= O. ケ吋. - < < . ・ o. 3  

c  - - 9. 5Z0 

• t  0. 400 I  . 6 十 9. ｾＢｯ＠
一一一一一一1 0 - 0. 560

三工主竺工 I ｾ→ ι ＱＶＰ＠
+  2.2.. ' Wl  I  0  - O. 01τ  

t. m. 1  A +  0. 003 

- 0. 35' 7  t .帆

t 柄、

。+I ( ヲワ 85'

(  C )  7k2f-荷重二劃 λ ) l.- d十主主

a)  ④ ラ ー メ ン

Pl IPz 

第 8 圃

P
1  

第 9 園

ｐｾ ］ ＱＰＳ ＮＴ Ｙ ｸ ｏ Ｎ ｬ ］ ＱＰ Ｎ ＳＴＹｴ＠

P
1
=  76. 05xO. l =  7. 605t 

- 10.5' 835' 

t 帆

0 - (.'3'3 0 5  t . _  
工 物1

0 令。‘ 1' 15"

P  
L  

P2 ノ;算定期重量; 絢

床版 0. 379x  10. 25x 9.  09=35. 300 

￬ｾ＠ O.  86x  10. 25 =  8. 820 

l. 126 x  13.  7  x  2  =  30. 800 

0. 86 x  9.  09 x  2  =  1  5. 600 

(  3. 8  ^ '  ¥ 
柱 l. 912xヤァー0. 6) x 2 =4.970

( 3. 8 ro ，¥ 

時 0. 744x 8. 29x( ゴ一一0. 6) = 8. 000

;ii' 103. 490t 

P
1

/ 算定用窓量調

9. 09 

床 版 0.379xI 0. 25x ーァ=17.  650 

綾 I. I 26x 13.7  =  15. 400 

0. 86x9. 09 =  7. 800 

2. 065x 10， 25 = 21.200 

(  3. 8  ，̂ ¥ 
位 1. 1912X(  ｾｩ 一一 Ｐ Ｎ Ｖ Ｉ ｸ 2= 4. 970 

8. 29.  .  (  3.  8  ro ， ¥ 

里:if 0目 744x一一一x (一一一一0. 61= 4. 000
， . .  2  ..， 2  - .-;  

( 3.8 ，，¥ 

1. 088 x  9. 25 x  ¥ J  i  一一]. 4)= 5. 030 

百十 76. 050t 
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10. 349x4+7. 605x2 
Cb) ③ ラ ー メ ン 水平力 P ｉｖＮｊ Ｂｔ Ｂ～ＢＢ ｾ ｉＮ＠ V V J A L.  ::w=: 28. 303t 

第 13 圃

Pc=Pco田 Eθ = 30. 10t

Pt = Pcot9= 9. 45t 

30100 

x  1080 

PCニ ヨ ル ol Ol i D -訂百支可E

ー = 0. 0164亡. m

210000 

9450 

一一一一.... x340

PC=' ヨ ル ol ( 仲) 100x 80 
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CC ) ( Q) ラ ー メ ン

/ 3. 8 " L¥. . " .w.， Ｎ ＢｾａａＮＮｯｾＢ Ｎ Ｎｦ Ｓ ＮＸ＠ " ，¥ 

P
l  
= 0. 86x 45.  45C恥 + 1. 912x( 一一一0. 6) x6 C釦 + 0. 744x8. 29x ト 一一 0. 6) x5 C船¥ 2  - .  _  F  .  _  ， ｾ Ｏ＠ .  _ .  .  .  . .  .  _ .  _ .  . .  ¥ 2  -. -J  

= 94. 0t xO. I = 9.4t 

ｐｾ ］ ＰＮＳＷＹｸＴＵＮＴＵｸｉＰ ＮＲ Ｕ＠ ( 床版) + 0. 86xI 0.25x4 ( 汲) +2.  065x 10. 25x2 C梁) +1. 126 
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/ 3.8 ，，¥ 

x I 3. 7x10 ( 梁 ) +  1. 01:l 8 x  9. 25x ト一一1 . 4) x2 ( 墜) = 418.  16xO. 1= 41. 816t 

¥ 2  " )  

/ 3. & ^，¥ 
P3 = 1. 912x( ゴプー0. 6) X 6( 柱) +0. 86x 45. 45( 梁 ) =53. 9x O.  1  = う39t

玄 P = 9.4+41. 816+5. 39= 56. 606t 

¥y - P  I  P 2 + α 9 . 4 x 1 0. 6十41. 816x5田 125

一一一 一_ =一一一一一一一 一一一一- = う. 53m

ｾｐ＠ 56. 6Q6 

ｹ ］ ｾ Ｎ＠ 53+ 0. 5= 6. 03m 

t= 3Oc. m 

｢ ｾＱＰ Ｎ＠ 25+0.  5  

x 2= 11. 2うm

d= 45， 45+ 0， 8  

= 46，25m 

h= 45， 45- 0. 1 

= 45.  35m. 

， t  _ _ ，  

，_ J;-/ - - o- ，  

.， I  I  I  

4 ・， r、 .ーーー『ーーーーー『ーーー・ ・・ ・ ・・ーＫーーー φ ーｾー・

- r  r- I  I ゐ

ｾ＠ ， ， 4.t 

J E 」 町

四 …

「

H

U
第 17 悶

上 {b2d- h( b- tり} _  ｾ＠ {1 1. 25
2
x46.  25- 45. 35x ( 11. 25- 0. n> 

y=  2  ， ｾ Ｍ Ｎ Ｎ ，ｾ＠ .  /  J  =  2  

6d- h( b- t)  11. 2うx 46. 25- 45. 35(  11. 25- 0. 3) =7. 8m 

e =7.  8- 6. 03=  1. 77m 

Md= 56. 606x J. 77=  103.  Ot. m 

o[ = 30c. m 

o2= 45c. m 

]1 
ド
叶

h[ = 45. 3うm

ら

ho= 11. 2うm

-m 18 闘

1.1 _  ｾ Ｇ ｕｬ ，，｟＠ 1. 1  

j d= -7- z Lh0・= - 7 - 〈4535× 30芯+2  x  1125 x  45' }  =  120.  ｏ ｾ ｏｏｏｏ｣ Ｎ ｭ＠ I  

10300000 

x = ー一一一一;;' x 45= 3.  86kg/c m?  

120000000 

8 5  I  
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l: P  56606 

ｔ ｾ 一一一］ 一一一一一一一 ］ ＰＮＴＱＶｫ ｧ Ｏ ｣ｭ ＿
h1o[ 45. 35x30 

Tmaxγ 2.  57+ 0. ＴＱＶ ＧＮｾ ＲＮ＠ 986kg / cm? く 6kg/cm?safe



( D) 柱及梁 ノ際t ; 炎

符

( a ) 梁 ノ 燦 力 夫

五「耳元 ｉＷｩｖ Ｍ ｊＭ つ ｾ Ｍｾ ｾￏ Ｍ ID: ff; -' -1' 一五一日 長-71--1

4ロ山崎山日刊I J f i : l n t ) i

C1 1  9. 110125 刈8 刈 2 叫 o 1  ＰＮ ＵＰＷ ＱＭ Ｑ ｾＱ ＱＮ ＷＱ Ｑ ＱＶＮＱＵ Ｑ ＹＮＰＱ ト ＱＰ ＮＳＵ Ｑ

叶
9. 1101  25. 2601石可市しょ|0 如ト10.351 I1 引1 16.15:  9 山 35

E 戸市戸260
1
8

刈
2
州 0 1

0 抑
1 01  11. 

71
1  16. 15!  9 刊

。

G 1  0 刈34. 200112 叫 5 附 1 0  11.1仲 7 刊 6. 601 3 3 ψ 外 7.61

C "  1 10

刈14 叫5 刈 01  0  1  01土27 ∞1 10.
58

1  4.
05

15止三.00

cfo 1  J3刈 14 叫 5. 7951  01  0  1  O!土 18 ∞1 13. 251  1.38  5 昨 18. 00

G7 133
叫

48.1仲 2951 01  0  1  01+ 27.501  33 州 14. 36113.301+27. 50

Gnl 13 刈14 叫 5 刈 01 01  01土 18 州 13.
25

1 1.381  5 仲 18. ∞|

( b) 柱 / 際 カ ゑ

鎖 直 荷 重 時 | 水 卒 荷 量 時 | 設 計 用 謄 力

曲ゲモ ーメ ン ト| お | 輸 | 曲ゲモ ー メ ン ト 川JJ 1  dUIJ 1 曲ゲモ ー メン卜 却 | 如IJ

( t.m)  I 断 1; 1 I  ( t.m)  I  PJi I )j  I  ( t.m) 箇i I 力

ま成

向! 日 |柱 脚I ｾ＠ I息t) I柱頭 l Mは同t) 同 | 函 l引 払)

剥 y 159 刈29 蜘 123 叫 7. 4501  2 叫14. 30014 州o. 1871  62. 30i  44 中 95157. 64

ヨ:-12 悩 11 1  刈0. 893157刈4の削州5卯判01 01一寸寸r-一- Ｐ Ｑ ιイ下戸 Ｐ ＱＭρ 「円 一コ］河珂 一寸 ｩ 耳不 ＰＮＸ ｾ小わ可恥恥 Ｕ幻 ＷＮＴ 的 う

計剖I_: ｬＺ Ｖ ｾ竺ρ ＦωωＰ 例叫 Ｔ
3  

之羽;丸1 x  1い22 吋 l日l 刈 9  ∞州叫01申|ド42 列知吋51 01  01  0:中;卜11 刃刻刈11 22刈7苅司61 11. 3中81け9 州53.8む

( E ) 各部飽f前 / ;算定

a) 梁

端 百E M= IO.OOt. m 

P  = - 10. 35t 

10. 00x 6  ， 10. 35 

C= ' i o' 支i 9百; ＫＴ 百 支 ｔ ヲ ｏ ｾ ， ＴＮ 16+  1.  36= 5. ｪＲｫ ＡＱ Ｏ｣ ｭ ｾ＠

依ツ テ鈎ii 菌剤筋ノ、一l、断 ノ如 シ

1 8 6  

9.01 

τ ー一一一一一= 1 うIkg/
40X  149 符

十ι+

r. -: l  2- 16'1' 

2- 16Y' 



金L

↓ι  

ｾ＠ 床荷1 : ｾｩＱ Ｇｬ 壬ー μ 十時

mmm回

ftJ .l 'j，デ l

/ 之

自主 ｡ ョ ι 毛寸シ ｴｾ 耳

4トd民主ーれト
t'4

第 1 9 圃

お

くb ) 怯

Cl  

中央部

M ョり

P ヨリ

M= 16. 15t. m 

p = ー 10. 35t

16. 15 

c = 一一一一一'no = 4. 45 

3 0 x  ｉ ｉ ｏ ｾ＠

Pt = 0. 35.%' 

ａｬ ｾ＠ 11. ＵＵ｣ ｬｬＱ ｾ＠

10. 35 

ｴ ｾτ 一寸 ＷｉＭｊ ＮＴｃｈｉ ｔ

18 .  ＹＵ ｣ｭ ｾ＠

村斗f

2- 165" ( 4. 02cnn  

-・ l o2- 22O ( 7. 6cmり

・・-・川. 4- j 6O ( 8. ＰＴ｣ｭ ｾ Ｉ＠

以 F各深ノ、Gl ノ 算定 二<1立ジ計算 七 ルモ時ス

路i商ノ、}J IJ 闘 ノ遜リ 。

｟ ｴ Ｇ ｾＱＱ＠

ド昔E

Y  ) J 向

第 2 0 li1l 

46. 00000・

τｔτ 百 ｾ］ｉＮ 44)  

OU X Z U U'  I  

ず.. ‘  

f  

ｾｐｴ ］ ｏ＠
57. 640 ｾ，Ｈ＠

ＮＺＧ ＺＮｾＺｶ～＠ 3. 6 I  
Ox  2nO  - .  - )  

44. 70000 ‘  

寸ｾ 宮 古 ］ ＡＮ 901  

80x  1702  •. .  I  

)Pt ="' O  

う7. 640 A  <  I  
ｾ盲Ｇ，ＮＭ ］Ｔφ Ｕ J  

IX  1/ ¥1 

8 7  



1 8 8  

27. 970  

" = 可 古で 古 す ア= 4. 0kg/c mの

Ox 87. 5 .. . .." 

x つf : ; 肉= 付テモ問機 = シテ Pt= O. ナリ

侠 ツ テ各部 =- 16p- 4本 ヲ 悶ノ虫rI ク配筋 セノレ モ ノ = テ充 分安 全 ナリ

[ :|←/ゲ

ｃｾ＠ B棟 / 影 響 大 ナ ルモ ノア ノレユ供リ B棟 / 断面 算 定 ノ

項差是照 ノコト

( 心 事長 lUli 

町 内 柱 ノ 内

l'  i Oι 一一~←

A  

Mx= I .33t.m Myノ、繋梁 =主主熔 セ シム

柱 ヨリノ P = 57. 64t

白書主 14.  15l 

土 12.50t

l: P= 84. 29l  

p=  _84. 290 +  6x  1.33 

］ー一一 一 一ー 士 一一一一 ｾ］ ＹＮＳＶ 士 ＰＮＲＹ Ｈ，
n  .-'- 33 

= 9. 656  or 9. ＰＶＴｴ Ｏ ｭ ｾ＠

抗而Jカ P ロ 9. ＶｓＶ ｸ ｏ Ｎ Ｖ ｾ ］ Ｓ ＮＴＸｴ キ ＳＮＵｴ

A- A =於 テ

M= ( 3.  5  xO.  2 + 3.  5x  0. 8)  x う= 17.5t. m

Q=  3.  5x  10= 35. Ot 

fc =  17:  .5
0000 

x  6  
c= 一 守百 市六百: : - v  =  1.  ＳＷｫ ｧ Ｏ ｣ｭ ｾ く ＶＮＰ｢ ､ ｣ ｬｬ｜ ｾ

300 x  Ｑ ＶＰ ｾ＠

35. 000 

s= 一一一ーす = 0. 73同/CI11: く 6.0kg/cm
2

300x 160 区

i布ノ照1B:i 1ノPanchi n宮 shear

3.5  

f50= 友I否天安「 = l .2 4 h/c mf く 6. ｏｫｾ Ｏ｣ ｬｬ｜ ｾ＠

Ft 外 ，伎 ノ 分

|同商ノ、内 柱 ノ分 ト同 一 十リ

Mx=  11.  38t .m ル ｉｹ ハ聖 書 ￬ｘ ｾ］ 主 主 ｊ 含 七 シム

上苦Eヨリ P  = 54. 1St 

自重 14.  1St 

土 12.50t

玄P 芳江E百「

f=  Ｘ Ｐ Ｎ｟ ｾＰＰ＠ Ｋ Ｑ ＱＮ ｾＸｸ＠ 6  

= ーす吉一 土- 1 r - z8.98土2. 53= 11田 51 or Ｖ Ｎ ＴＵｴ Ｏ ｬｬ｜ ｾ＠

杭耐力 P =  11. 51 x  O.  Ｖ ｾ ］ Ｔ Ｎ＠ 14t 

A- A=- 於 テ

M= C4. 14 x O. 2+4. 14x O.8) x 5= 20.7t m 

Q= 4. 14x 10= 4]. 4t 



20. 7x6 

= τ 市 T 守 市 = 1. ＶＳｫｧＯ｣ｭｾ くＶＮ Okg/ cm!  ＳＰＰｸＱＶ￹ｾ＠ . .- - ..b' -... ，， _. - ..b  

41. 400 

s =一一一一一=0. ＸＶＵｫｧＯ｣ｭｾ く ＶＮＰｫｧＯ｣ｭ ｺ
300xl 6J  _. ---. .b 。

抗ノ周囲ノ Panchi ng shear 

4. 14 

fso= Z I E支3"0=1. ＴＶｫｧＯ｣ｭｾ く ＶＮ ｏｫ ｧＯ ｣ｭ ｾ＠

ｆｾ 基礎］就テモ ｆｉｾ 準ジ無筋 コ シク リート］ テ充分安全ナ ｐ

ｆ ｾ 基礎ノ、 ｂ 棟ノ ［摂］テ算定 セリ

1¥守盛下二 j 、岡商 ノ:illi Y杭打ヲナ シ安全ヲ期 ・ヒリ

【6 ) ⑧ 棟 梁 構 計 算

( A ) 柱及梁ノ :符扱及制比

x  

γ  

第 2 1 園

t  A' =j - J ン

削

比

決

| 符 : 銃 j 断 面 I 1  I  1  I  K  ， ky ， kx 

| 川 20 ， 4320000 '  1025 '  4210 '  - ， 0. 376 

1 30 x  120 ， 4320000 ' 卿 I 4760 '  0. 270 ' 一

環 I G 1 0  ， 30x  120 ，ω 0 0 0 '  1000 '  4320 '  - ， 0. 385 

|  4紛似川0似Oxl刈12却o ，いけう幻問問57500乃750卯則0∞00∞0 ' 13州5卯0川， 42州6ω0川l 一 l  一

|  4似5以5x 2心2別0∞o ，い同3苅訓0∞0∞0∞0附0∞州0∞0川I 10叫2お5パ|加 0  !  一 |い2 ω  

|  叶川 y |いlω0…ｼい川勾 ω仰 Ｒお ＶωＰＰ 出ｾ斗 斗 Ｍｊ 三ｾ Ｍ 口市 Ｗ五五 Ｕ石 ｆ可 ｲ ￻ 州

l  一

柱〕|

2  

!卜い

x

汁I

8加倣0似×刈10∞o
i  

66

“

ω6ω側0

ｉ Ｍ ｾ＠ IyI 80x 100 

I  
6660000 

I  
380 

I  
17500 

I  
1. 000 

I  
-

-ι コ二じ竺竺
l ω0 0

I  
38

止
l

竺 ↓二二い竺

Ｈ ｂ Ｉ 鉛直荷ｪｻｉＺ］Ｍ針兄ル計 Ｎ ｾＺ

a) 各草花 / C . M。、 Qノ計 算

各 部 商 岩i

i@I 9.7ω !  

i
⑧

I  
9.1ω |  

I  
@  

I  
6. 55m

2  

I  

ｉ ｾ ｟ ｉ＠ (竺
ι l

官官 2  2  園

8 9  I  



言十

5. 460t. m 

:4. 210t . m 

8.  870t 

5. 950t . m 

4. 530t. m 

8. 855t 

3. 380t . m 

3. 400t .m 

4. 780t 

7. 860t. m 

2. 280t . m 

4. 510t 

ｾ陣

. ' W¥ 

t. 札

計

kg/m 

795 

1046 

面|コンクト 1. 1仕 上|

1  7U叶 Wml

| 明 1 51 1  

共他ノ 梁及柱 ノ自 重ノ、 A 糠 = 準 ズ

防i

108x40 

108x30 

梁

/

白

章

一
表

| 一 |

| 一 |

| - 1  

| 3. 460t . m I  

1 5. 190t . m 1  

| 2. 075t. 1  

| - 1  3  

1 - 1  

1 - 1  

1 2. 8ωt . m 1  

1 4. 280t . m 1  

1  ] . 8仙 |

2  

5  

2  

5. 470t . m 

6. 630t. m 

8.210t. m 

9. 940t . m 

1:>. 860t . m 

23. 800t . m 

自 室 ヨ リ

3. 970t.  

7. 060t 

3. 610t  

除分機A

 

引
州
引

一叶一

川

一
叫
一
叶
一

川

一
叫
一
叶

一川

一

叫

一

叶

一

川

一叫

一
日

制

利

一

』

d

d

梁

一

G

G

G

C
5. 860t . m 

29. 600t. m 

16. 000t . m 

17. 520t . m 

9. 990t . m 

5. 000t . m 

床荷重ヨリ

2. 810t .  

7. 720t 

5. 260t 

2. 630t 

算
み

l

u

『

n

事禽

@ヲーメン

Cb) 架

ｾ＠
A =  

c h 

Aι ・0. 88

・+雪3. S'

t .W¥ 

"f 

"1. 

x  

£門e ，= - 門合8 +  Ｒ 門 ｾ，，ｾ￐Ｚ

. 2 3 圃

ｉｾＮ 斗 ＶＫｚｘ 33.18x. O. C. 7BB 

GC， ＧｔＧｾ＠ t ・R

'  

1 9 0  



Ｎ Ｙｾ＠
4 ' 0.603什. M. ・ 0. 197

. . +ヲI. BOO 1  ｃ ｾ Ｍｉ［ＭＺ＠ 95"0  

仇= ト{ 向。十門c 11 .Mtt. i9- _  ＮＮｾ＠ -0:381. I 企 什・800

ー1
0

-0. ' +76

. . 1" 0.005' I ・ "': 0.0件

=  15.95' + 33.38 X  O. r396 ー可日前γτ て τ日E

t."， I ・... 0. 001 

' "  1 - ーー一一ーーーーーーー

- 8.:nマ

OI ) ' ラーメン

て正

v  

t. Mc=- 門G- q + 門 CトI f 例酔

=- 7.8 6 + 3 3. 3 8 X O. 6'7 8 8  

.: 30. 斗6 t. 悦

C  
3  

= 3 9 . 6 0
t

.帆

第 24 圏

( c ) 水卒荷主註=準君 Z ル計算

a)  @ ラ ー メ y y 方 向

第 25 圏

P， = 105.  21 xO.  1  = 10. 521t 

ｰｾ ］ ＴＸ ，＠ 45x O.  1=- 4. 8451 

() .ママ.

J ( . { = 0.81. 6  

・+ 2' ) . 16 

t .帆

年

6

0

7

b

ワ

8

3

一

宮

町

ワ

F

一

寸

A

b

a

一

。+ 12. 5' 8  t ・帆

。F へl 都響，、 11/，1、叫亨以テ皐ス

• - O. 02't 

・2.与9キ

t.柄L

ゐ - 0. 007 

- r  6.斗30

t.m 

T 帆

t . 1TL  

0. .  15' . 5.，. 3') 
!  - 1.24- 7τ..... 

pl  / 算 定

帥 ｏ 似 与 ｾｸＹＮＰＹ = 42. 300 

Ｑｘｾ＠ 0. 795x9. 5x 2  = 15. 100 

1. 046x13. 5x 2  = 28. 300 

0. 795x 9. 04 Ｍｾ＠ 7. 220 

3. 8  

卜912x ーァ - 0. 6x 2= 4. 400 

木造 O目 415x 9. 5x 2 =  7. 890 

粧

言l' 105. 21t 

ｐｾ ノ算 〉包

床rox: 0. 49x5. 0x9.09 ｾ ， ＲＲＮＲＵＰ＠

木造 0. 415xl 0 ， ｾ ＴＮＱＵＰ＠

潔 1. 046xI 3. 5 Ｎｾ・ ＱＴＮＱＰＰ

O，795x 5x 2 口 7. 950

言十 48，4うt

9 1  I  



差 Ｔ 艮片自ｾｗＭトラス Ｑ 調久 ｗｾＮ

骨 F  

A  

品F

車他 z  t ¥ 1 ・h 、

J 毛

r 悦

c  

<(_ I  

.... 

い制' 叫恥ぶ6 凡 . ｩｉ ル牡瓜探，門ｾ・ヲドカＮ ，β λ 的 状 《 棟 併

メミ 4本 会 一 刷 レ 寺 川 't : t ，結 集 4重ヲ 4玄 同 ス

第 26 園

( B ) ⑧ ラ ー メ ン x方向

円一一-b pz = 3. 505t 

P2= 23. 732l  

ι 一一歩ーマー+ 卸

九一→ ↓ tv 園川，1 " .... 戸
、
J

A

W

J

 

n

x

u

 

l

h

4

 

q
ノ

ヲ

3

-

n

u
司

J

7

ζ

J

内

U

J

-

0

7

一2
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d

t

J
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・

一

一
-
一

-
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944 

y= 1125x45( 989- 22. う) +944x 30x ーす一

ゐ = 7. 90m

1125x 45+944x 30 

ε =7. 90ー ( 4. 895+0. 15) = 2. 855m 

Md= 30. 732 x  2. 855= 87. 6t.m 

2  

jp= ÷ ヱh0
3

= 十ω 川 的 = τ (1 125x  453+ 944x 3作 85，300，000

87. 60000 

τＱｭ 阻 ］τπ 京市ｾ x  45= 4. ＶＲｫｧＯ｣ｭ ｾ＠
8530⑪000 " ' J  •• - - " 0  

87. 60000 

］τ 同市市ｾ x  30= 3. 08kg/  

85300000 

戸 ｟｟｟ｅ｟］｟Ｑ主主ｾ｟ = 0. 606krd 。

， hl Ol  1125x45 - ' - - - " 0  

τmax=O.  606+ 4. 62= 5. ＲＲＶｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ＠

28. 303 

A 校 ヨ リ τ= 寸 官7? ? TT=0. 56kE/cm。

1125 x  45 

l: τmax=O.  56+ 5. 226= 5・786kg/cm
2

く 6. 0kg/cm
2

( D ) ;佳及梁ノ際カ表

Ｈ ｡ Ｉ 事ｾ Ｏ限カ 表

' 符 | 鉛 直 荷 重 時 1 7k 卒 荷 重 時 | 設 計 用 際 カ

幽 ゲ モ ー メ ン ト | 掠 | 曲 ゲ モ ー メ ン ト | 箆 | 紬 |曲 ゲ モ ー メ ン ト I ｾ＠ I 制

(I. m)  I 軒 I ( I . m)  I 配 | 方 ( I . m) I 勝 | カ

鋭|端部|中央Mol ; ( 1) / 端部|中央|カ; (1) 1 男(1) 1端部| 中央 1 ; ( 1)/ 乱1)

Gsl 8 刈24 刈8 叫 2 州 o 1  0 叫 o 1  10 州 16 川9. 441 0  

Gl ol 18 叫24 刈8 判 。1 0  1  0  1土 28.01  18. 931 8. 101  8 咋 28. 0

Gl l  1  33. 3州53.400114 刈 o 1  0  1  0  1+
15

.
5
1  33.

38
1  20. 02114.781+ 15.5 

G91 13 刈26. 910110. 3051 0  I  0  1  0  1- 18.
0
1  U3. 251  13. 66110.311- 18. 0 

G2 1  9. 110125 刈8 刈 2 叫 o 1  0 吋- 16.71 II 川16. 151 9.01/- 16.7 

竺L土lt瓜ト11(t)li(t)ltttllililtJtl 111ω
CI I  y147. 917123. 959119 州76. 7401 2 州 14 刈 4. 451 01  50 叶38 刈23 対76. 74

C2 1-:- 1  ＵＹ 刈 ＲＹ お Ｐ Ｑ ＲＳ 刈 Ｖ 刈 Ｒ 州 ＱＴ 刈 ｾｾｾ｟ｉ S7[ 62.30 1  44. 15 1  27. 951  76. 93 

cJ 2: 1  53 刈26. 750121 刈2 刈 2 叫 14 刈 4 仰叫 56. 10 1  41. 05 1  25.  651 62. 47 

x 1  2 叫 l 判。附162. 2601  01  01  01  01  2.  49 1  1.  25 1  0  

( E ) 各部断面ノ算定

( a) 潔

9 3  J  
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cr8 

-- . . . . OIIIIIIbI. . 友荷"t : 宮崎ー川氏

田直盟国包t . ｾＳ 礼子メ ｌ 卜 ｬ 場

出三LIl
。ト成毛ーメ シト r1l-

t  .... 

2.4'2.
1  

十 『リト一一寸

Cb) 柱

Ct  ｃｾ＠ A 棟 Cf 柱ノ断面算定園面参Hlt

X 方向

上官官 46. 00000 、
1 百で胃市: ; - = 1. 44)  
80x2002  .. ， i  

?  Pt = O  

76. 930 A  0  ¥ 

一 市 一士 宮ー = 4. 8 J  

80x200  "  - ， 

端 部

ザ 斗

色で/ 6 1

: t- 1'" 

M = 10. 80t .m 

P = O  

10. 8x6 

｣ ］ ヲ百支育百 ｾ ］ ＵＮ 97kg/cm
2  

<  6.  Okg/cm
2  

上岡ノ ;如ク= テ安全ナリ

9. 44 

τ］τｾ ヲｮＭ ］ ＲＮＱＲｫ ｧ Ｏ｣ｭ Ｒ
30x 149 _. Ｎ ｟ＮＮ ｾ＠

中央部

2. - /1.1  

6- Iゲ

M=  16.  01 t. 1n 

c 立主旦0=ー玄"，_. v'. '::'::_ = 4. 4  

30x  110
2  

Pt =0. 35，%' 

at = 11. 55cm
2  

臼 J

(  I' _，" ｾ＠ )  

以下各梁ノ、 Gs=- 準ジ計算七ノレモ省略 λ

駒ii Hi ノサ IJ 紙図面ノ遁リナリ

y方向

上部 40. 00000 、

τ-- 一 文 言 才 一 = 3. 1 1  
200x802  ｾ Ｎ Ｎ ，＠

>  PI = O. 1  '7: 

76. 740 • 0  ，-- -"， 

ｾ一文 ｾ ］ ＴＮＸ J  
200x 80 .. - ， 

at = 16. 0cm
2  

2- 25)6 

3 - 16ゆ



下 部 44. 15 、
ーτ Tー? 口ァ= 1. 9 1

U X  l I U"  I  

}  Pt = O 

76. 930 < . "  

一一一一一一一= 5. 7 J  
80xl 70 __ .， 

依ツ テ上. 中、 下部ヲ} j IJ 闘ノ如ク菌E筋 セ リ

下部 38. 259 、

一一一一一，ｾＮ = 3. 50)  ＱＷＰｸＸＰｾ＠ _... ， 
Ｍ ｾ＠ Pt = O. ' y. 

76. 74000 < "  ｾ＠ _v:..:' " Tv，..u_v 5. 6 J  

170x  80 .. - ， 

αt =  13. Ｖ｣ｭ ｾ＠

2- 25ゆ

3- 16ゆ

C
3  A 棟 C J 柱ト Moment ヲ比較スルユ小ナノレア以テ同一断町二テ充分安全ナリ

C c ) 繋 梁

A 棟ト際カ同一ナノレヲ以 テ同一断面トス

C d ) 基
E整

@  

Mx= I. 25t. m 

Myノ、繋梁: : f l : 捻セシム

柱ヨリノ P = 62. 47t. 

自室 19. 45t 

土 21. OOt 

ヱP= 102. 92t

f  ＱｾＲＮＮ＿Ｒ＠ +  1. _25.::< 6  ｯｲｾＧ＠ ｾｾｾ＠ t/ 

Ｍ ｾ一土ーす了 ｾ］ｯｲ 7. 759 [ / ，n-

杭耐カーム P = 9. 081 x O.  6
2
= 2.  9t 

A - A : 於テ

M，= 2.  9 x  6x  O. 5+2.  9x  6 x  1. 1= 27.  84t. m 

Q'=2. 9 x  12= 34. 8t 

27. 84000 
Zτ '::. ｵＢＮｶＺｾＮ＠ - 3. ＰＳｫｧＯ ｣ ｭｾ＠ <  6. 0kg/ 

360 x  1622 .. - . - -0.  - - n  

= J ρ 旦，= 0. ＶＰＵｫｧＯ｣ｭｾ く ＶＮＰ 似 ｫｧＯ｣ｭ
360x l 60 - - - - - 0  

2.S' 

杭 ノ周囲ノ Panci ng shear 

=」3 L =1 . 1 4 Mmt く 6.0kg/ c m
2

π
18x45 ... - - - 0  

【7J C織架縫計算

計算ノ、前 l¥8A 、B 雨被= 準ジテ行へルモノナリ

各昔E断 面 ノミ別紙図面= 示見。

以上

肉 質 施 構 造 岡 商 を 掲 げ れ ば 第30--31圃の通りである

盟藍

本aI ! : 物の設計に蛍つては課僚菊池庄太郎氏に闘商の勝潟及餓銅使用量の調査を捻1f ;

して項L、? 二。記して以て感謝の意念表する。
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俄 設 土慢 工 事 穣 法

災 害 強 度 委 員 曾

本稿は営委員脅に於て昭和 12年 3 月より各種土留工法に就き資料・{ e 採集研究せしもので主

として寅際家の霊長考に資する すこめに記述しにものでめる。

目 次

第 l 掌 土 陸

第 2 掌 矢 板

第 3 :>詳 支{ 呆構

第 4 主主 5邑度計算

第 5 : i ' 詳 質 例

Ｇ ｾＮｦＮ Ｕ＠ 6  ｾｲｳＺ＠ ｴｬｾｾ 立見ｦ＼ ｩ

第 l 章
士座

土の抗匪力は大なれども抗張力は殆どなく土塊の崩壊は土の抗助力に基悶すo !fr! f断強度

=t ，摩擦角= 久粘着力度=-c とすれば t=rtantJ + C の関係が成立す口

一般に C は土の微細度に比例し O に逆比例し、合71¥:1立に逝比例す。この合水量に基 < J.忠.

因は毛細管監力の結果eで Terzaghi の見掛けの凝集力( = 毛細管監 力× 摩擦係数〉 と名付

〈るものである。この他合水量に関係なく土質内の組織の擾渇LはC を25% - 50%涯減せし

める。

Oには持動摩擦摺動摩擦の二種類があって、内部摩擦は後古ーに騰し普通は土の息、角 ψ を

用ひてゐる。

Coul omb の土盤論に援集力を考へて地表面水平壁垂直の場合最大壁土! 監は

E =手加。( +一一手) - 2c htan( +一ーヂト … C  1  )  

r=土の重量、 h =擁壁の高さ 、伊=息、角 、 ｃ］ｦｴ 百ｾｩＧゴ ｊ 壁閣の 任 意の ｉｴｬｩ 角、地表面任意 の

場合も闘式解法に依て簡単に算出さる。( 省略J

土壇中に含む7K墜による睦力関係

E=Ee+Ew: Ew=yhw CI - oCa)  

E e =土のみの盤、 EW=7Kのみの座、 r =翠位脊積の水の重量、 hw=壁底よりの水位、 Ca

］能土係数、 ｅ ニ土の皐位 ｾ Ｎ積内に於りる土分力 の盟積 ｲ ( 第 l 閥、第 2 闘参照〉

粘土の粘着力 ( C=t / m) ペル氏の宜験随に 10倍の安全率ぞ考へ? こもの( 第 1表〕及び令

極土質の息角と重量を附記す〈第 2表〉

1 9 8  



第二表

第 一 表 粘 土 粕 着 力 強 皮

甚軟清理F粘土 0.2 

車身清浮粘土 0.3 

0.5 

I  I  
砂、

竪 粘 土 0. 8 

甚 竪 粘 土 | 1. 7  

ｾＧｦ 主

ん

m

w

仰

仰

山

m

w

土

t

b
内

初

・

向

第

管

帰

十

一

野

崎

川

主

従

帆

，

品

別

ー
例
制
巾

1

叫

J

F

第 2 章 矢t L i

土留工事に使用せらるる矢板には弐の三種のものがある凸

(  1  )  木矢板
f イI

( 1ヨ?

ち 雰 賢# E均 貯E: ; : s ' 恥ヰ詞
遊喝思炉も迫田琵

( 2 )  鋼矢板

(1' . ， 

(  3  )  鍛筋 コンクリート矢板
官事芯r 冶i l P乏

轡ギム唱え

1. 木 矢 根

矢板として最も古〈松板の雨合端ｾ諮
(，t，J  

医号、肺帯主みや対外国宝どさ止も}

首に削ったものぞ用ひ形態は共闘の通り

t チ}

とす。
ーミ港湾宮猛= 2 E会話宅対a

用材は粘性ゐる煩靭な材料が良くて裂

t リI

げ易〈して脆弱なる材料は不適首である

国箆図

第 3 )覇

米松( エローパイシ、オレゴンパイン主主:

9 9  



の種類に属するものＩ内地松等ｾ遡品とする。矢板の寸法は地 質の硬軟によ りて一様でな

いが一般に厚さは長さの 始。最小厚味は 3 極 とし根隔は厚味の 2 倍乃至 4 倍と し最大幅30

組以下を姐嘗とする白

闘中 〈イ〉反〈ロ〉 は板長 Ｒ 米以下の域合に使用するを ｾｩｭ 憶とすの

〈ノ、〉は矢板の側の離れれる饗合に補足として使用することが多いω

〈ζ 〉は打込の際に注意 ff 要するから待殊の筋合の外はめまり用ひな L、

( ホ〉及〈へ〉は板長 4 米以上級厚 う糎以上の場合は使用する 。

〈ト〉及( チ〉 板厚 7糎以上の場合に使用する。

( リ〉 は柵抗とも云ひ地質問〈矢板 t して打入 i t 革監さ 場合に使用し 太鼓洛しの丸犬伝用ふる

ことがある。

永久工事に使用する木製矢板で常水面以下に打込む ものは生必材を使月j し、常水面上に

出るものば栗材を誼首 とする。且つ地質が硬く矢放を般換す る成れある場合には矢，仮の踊

部に胴輸を尖端には沓鍛を使用する o

2. 鋼 矢 板

鋼矢板は木矢板から鐙遜し? こものであるからその本格的用途は土留又は水留を主眼とす

る締切工事にある事勿論であるが、材質、寸法、強度その他の諸鮪に於て非常に経情的で

あって糟手の破損や矢板そのものの盤形がな い限 L 数回反袈使用の利益があり根伐土留

用として近来一強に使用される 様になっ? こ。

今 日までに製作せられ又は提案せられに鋼矢板の柾頓は断筒形燃に従って次の四抗類に

分類してゐる口

(  1  ) 腹鋲が直線状をなすもの ( 3 ) 闘形に泌鎖するもの

( 2 ) 腹鋲が曲線状自? なすもの ( 4 ) 波形に迷淑するもの

材質は宇硬鋼及合銅鋼を普通と し、我聞にて今日迄使用せられ? こ鋼た板の砿類は多敢な

るもその中最近主 として使用されるものは

- 1 ，ヲルぜシ型
ノ、 . テノレルージユ裂

ロ. 製織所製鋼矢板型
品 、 ラ ツ j ; ' 7 ン ナ 裂

鋼矢板の性能の良否は次の僚項に付いて研究の上決定する。

(  1  ) 剛性の大小

( 2) 水禽の程度

( 3 ) 接合の真否

( 4 ) 厚さと耐久性

( 5 ) 打込及引裁の総易

( 6 ) 銅賞の瓦否

1  t叩 I 製鋼の級制

L r寸ー 仰向l

I  1 0 0  



ト 一 回 一 回 船I，:. i

l" ..r 1: 二 主ら IH'I ".)、

E← 場 内

ア リー シ ユ テ ツ ト式

J  I  
ニエ= グア ーサ ル ・ ヂ ヨ イ λ 卜式

ｾ叶ト
-..... : : : . ヴアーヤノレ ・コ Y ノ、ワンド: i : "

: >- ー- {) - 一一〈 第10陶

イ { レ ン ドヱt

: >- - - D- ｾ ＱＱ ｦｴＮｭ＠ Ｎｾナイテ

a噂 四E 9・ 第 12悶 ゲ レ グソ y 式 ( 1899年 J

ｾ十一ん Ｑ Ｓ 鼠 クヰー

〉 歩一ｾ 第 Ｑ Ｔ 悶…Ｉ

」健 百司岡田邑

第 15随i '7 ヰり ア ム 旦 式

Ｏ少ｾ少｜ 第 Ｑ Ｖ 闘ノＺＢＢ ｾＧ＠

ｾ十 ＱＷ 闘 f  九 九 式

第 18劉 ク ル ッ 7"また ( 1903)  

令

J治 19諸i ケ JJ. ル - : : ' ユ〉も (1911 :  

1 0 1  i  



.:(.i 20:>1.:¥ クルツプ呈X : ( 1914 可

めくxx ぷ21隠 クル ッ 7 ・式W裂く 19
1
1ノ

23 ・@  • 第22関 ' : 'i  .r， 式

第23H罰 ロ，1 ｾ ンガア 式 Ｈ Ｑ ＸＹＷ )  

十 一 り ノ、式 ( 1911 )  

ムムユゲア ー ド ル 式 ( 1909)

鋲 綾 ラ )L- 't : )L- 式 ( 1897)  

〉。喝
治 27附 .-1: ・ハf 、.  j '  式 (  19(19)  

主主28活i ゴー l ' " ト;<.1ミ( 1920)  

へ よ相フユ y ・式 ( 1913)  

介ｾ

、一一/一、

第30;笥 ラ ノサ山式闘形矢者，

"¥___f¥_ 

ν / ¥/、第 311昆 ラ ルセ ン 式 λ ζ オ Yg白形矢 や

可ｾ
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第 32脳 品 = オ y 闘形矢板とラルぜ Y 式 矢 板 との? 昆用

i  

に用ふる語録i賞金物

ー主席33調 ラルセシ 式

二五、; ヂヨ出F b Fミ::r- 第34調 テ ノ レ ル ー ν ツ ユ 式

第35蹴 ク ル ッ 7 ・式J ざτ仁4fぎ五

百 h 山主半ら二
第 361噴 ラ ル ぜ : / Ｐ ‘ ｏ｡ ｾ 以

五平計五:
第 37園 伺 1  b - V提

X 円 ヰ ふruJ T1ちょJ六お38濁 同

ｾｾｾふ占唱 ζ［ 第 ＳＹ 溜 Ｚ 司
- l rー ム- }j ー 「守- o- +一一色一一

X 韮2

X tI;. !  

望書40適 ;，.  '{_ Iレナ ジ ユ 式

当主41幽 'J  ;/ サ ム 式

第42週 間

第 43溜 ラ カ ワ ナ 式

第44溜 罰
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君事45齢 同

第 461J J1河

クルヅプまえ

へ ツ V .:.1.式

ヒムｾムム ーr  r・F 幽

- - - →一一二I - - 一寸・ 苦悩O濁 ク ロ ッ ク ナ ア 式

;..J___1 I  

ｾ＠ _..-よ b. 一一ーム. ー .. .. b- - . . . - ・ 4

製 紙 所 式

第う2鼠 閃

次に最も多〈使用されてゐ忍「ラルゼン」型は、製織月( j 製鋼た板につきその性能を述ぶ

れば

〈イ〉ラルゼン型

此の矢板は壁軸の前後に反向して打込まれる矢板の元租であって、弐の ＱＶ 種の型番 ｈ￺ｾ に

分れ各用途に臆じて遁首なるものを撰定げしめる。 O，Oa 型は根伐仮土留用などに使用す

る目的を以て檎乎の徐裕を特に多〈しにもの間中第36聞はO. Oa 型断面、第37聞は I b"，円

型断面、第38聞はX 型断商、第39聞はxl 型断商である。

1 0 4  



〈ロJ 製鍵昨鍋夫板

この断面一形欣はラルゼン式

矢板に類似 してゐるが、唯此

の矢板の特色 t する所はその

確乎構造にあり、雨謹援の継

手が爪型をなすものを A 型、

同じく柄型をなすものを B型

と稽する o 之を矢板壁として

使用する場合には第51 闘の如

< A型Tごげを互に反向して打

込む場合と第52園の如 < A、

B 南型を交互に組合せて打込

む場合とのこ種の工法がある

が現在専ら前者の工法が行は

れてゐる。
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3. 織 筋 コ ン ク 11 ｾ卜 矢板

鍛 筋 立 ン ク 1) ート 矢板は仮

設工事と して は殆ど使用せ ら

るること なく永久工事にのみ

使用せらるる もの である。 鋼

矢板に比じ耐久的なりと 信 ぜ

らるるも重量に比して、共の

剛率のノj 、Tよる 黙簡珍に到 して

砕け易き勲等により 最近は特

上表中 B型に就てはWl . S はB型矢板に関する値である がW2. S I・ 殊の場所以外使用せらるるこ

ＵＡＮ は何れも ａＮｂ 爾製を交互に組合せ使用しれ場合のｾ均値 を とが少し、。

第 8表 製俄所式矢板性飽き史

- ' 1" " - ーー一 叩回

型番鋭 市 1 d  tl t2 S  5 1  
S 。

一 一

A  T  36. 5  91. 2  400 75 8. 0  6. 0 66.4  166 509 

AI  48.  (¥ 120. 0 400 10D 10.5 9. 5 120. 6 301 869  

AI  60. (  150.0  400 125 13. 0 7. 5 196. 2 491 1. 30ヲ

AIB 76. '  191. 1  400 155 15.5 8. 5 31 1. 2  778 2. 056 

AV 105. 0 250. 1  420 175 22. 0  10. 0 432. 5  

B  1  33.  .:$ 87. 4 400 75 8. 0 6. 0  58. 3 1561  50 :.  

BI  44. 2 115. 2 4()J 100 10.5 6. 5 105.1 2831  865  

BI  55. 144. 0 400 125 13.0 7. 5  171. 1  

BID 70. 6 183. 9 400 155 15.5 8. 5 256. 8  71仰 o

示す。

.1 0 5  ;  



第 5 輩 支 保 構

限設土留工事の支保構は、土留工事の規模、ぞの地域の航J兄、土質、堀豊富の深さ 、堀撃

の方法、支f呆椿に使用せちるべき材料 の干強賀、土砂搬出の方法、明撃後に 施工せらる工事

の種類等で異るものである。こ こに述ぷる支保構は鍛工事の性質を帯ょ、ろものであるが、

その工事の安全を期すべきは勿論であり、更らにその施工が森易であ 1) 、取除き取付等も

1平易で なければならぬロ その上、使用材料は其地方で蒐集し得られるもので 、然も強度は

宏分であれその慣絡も 廉 Ｑ 質でなければならぬ口故に支保構の計 費 にＧｗｾ 9ては以上に述べ

＿こ 要駄を念頭に 置 いて、 最も［歯切にして有効なる方法 と 形態ｾ探ばねばな ら ぬ。依って同

ーの堀撃であっても

前述の因子力Z具れば

同一方法と同一形態

を撰ぶとは限らぬの

が嘗然でゐる。例へ

ば深さ三十尺の掘撃

に射して土宮工事ｾ

Ａｊ｟ し、 之 に 支保 Ｚ 構ｾ

首史 〈るこ k ありとす

れば、その中により

では水平切梁の支保

Ｔ 荷をｾ［菌 Ｑ 主主すること

もあり、叉斜切梁の

支保構 とするを遁首

とすることもある。

共伺れを撰定するか

は婚首主任技術者の

民挙な研究と貰際的

経 験によって牧得し

Tこ明確な直視により

て決定さるべきもの

である。

支保工の形態は一

定 したものではない

が‘ 苦闘にで之まで

採用せられに形式を

¥0 6  
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ヨたに圃示し、併せて

その架構組立上の注

意を附記しよう。

第53闘A は比較拘

土質竪硬な地盤ｾ堀

盤する場合に保用す

る方法で、法勾配の

みを附して堀撃し、

何等土留工事をなさ

ぬものであるロそ の

法勾配はその地質ぞ

構成してをる土砂の

滑動面以下の勾配と

せねばなら向、{ l ! し

掘撃期の長短、降雨

期の有無等によりて

異にすべきものであ

るo 満洲地方に見る

が如き第三紀堆積土

にありて、雨期に遇

ふ患なき場合は、 Fff

ん万垂直に約十尺内

外を堀撃し得るので

あるo 7.水k 分合有量と

品55邸. 本支A瓦勾成 j有久ル fc.../，

一立)

H. 

その5紫誇 b程度に色よるカが= 砂賀の場所所. ならば五分介、法とするの

場合に探用すべき形態である o

ｹ ｾｾ ￆｋｴ＠ Ｚ一端矢 ｪ ｬＮｾ j / f d♂ムー-

Jt ぷと且ムι5型企"""j 宝虫色一

益法弘にう問、協同和也ム

五五包ムよさ五J . =: _一一一ω ー ー ー

乱立五 ｊ ユ ｾｴｾ｢

･ 主ｾｾｴＮｘよ，ニ払Ｆぷ立三 ｊ

純正 五 と」金 Ｚ Ａ ｦ［ｴｊＺ斗ｉＺＮＩ［ＺＮＮｴＮＮＭｾ広 三 日乙ﾭ
J:5iL!. l2L，ι 3ば牛ムムi ι; 三し e

i 1ALム14突い二一一

ー.. ＮＺ＿Ｚり記こえ Ｑ 三 ＢｾｾｴＱ 二・ Ｔι ヒ ｌ

- ム乙ニ宣之L 三.:..l - ｾｴ＠ ｾ＠

B は田畑等にして表土が耕せる軟土なる場合に、 その崩ti H."防ぐにめに死刑する方式で

ゐる。 C 固は堅い.土質なるも多少湧7 J ¥. の恐ある場合、C 闘はあまり堅からすe して湧水の 1:

めに崩壊する恐ある場合に採用するものでゐる。第54岡 E は法商に湧水の部分あるか、又

は湯水の? こめに溜7kする恐あるときに採用する形態であ る。

F は前記: J ) 如〈上部を法勾配付りとして掘り取れ下記は後記 η 如〈土留矢板及支保工

を設げんとする場合を示さんとし? こものである 。第55岡C は尉j 九易し、 土質又 iよi兎7)( 甚 し

き場合の土留矢板と支保構とを採用しにものを示し、日は更ら に親坑帯端太を使用し ?こ b

ので更らに軟地質場合に採用する方法である 。 I は土留工事を施工すべ き場所狭し烈も

1 0 7  
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親杭を必要とする場合に親杭は軌僚又は I 型鋼を打込み、これに幕板として厚根を横に取

付〈る場合の方法である。切梁は水平の方式を示 してゐるが、堀撃巾の大小によって、他

の 方式ｾ 採用 しで もよいのである。第 ＵＶ 闘 ｪ は 木製矢板二段打、親杭は ｉ 型 鋼を採用 し ｔ こ

場合 で、堀 盤 巾 が肢い＿こめに水平切梁の垂下ｾ防ぐ＿こめに支粧を設げ ｦ こ のである 。 ｪ は 前

記の' 場合に支柱設〈ることを許きれない場合を示し fこものでゐる o K は三段切梁の支保; 憾

で矢板は銅製を使用してゐる o K' は最上部の一段を奈期梁'としにものでゐる。第57[ ，副 L は

銭矢叙と奈捌梁とを掠用しにもので、斜切梁は中央部の基礎工事の完成を待って施行せね

ばならぬ、従って圃示の如〈斜綿部分の堀方は5字削梁施工後まで待?こねばならぬから、エ

期の長くなることは ll :.

むを得ない。 M は銅矢

依を伎月1し、三段の剃

切梁主しに場合で、共

堀撃と支保構の lfi1.付は

交互に上方より順次に

施工せねばならぬ。第

58闘 N は錯錠ブロック

と錨史梓を使用し? こ場

合で、土質は相首; 竪硬

であり三分法程度の堀

撃が可能な場合に採用

すべき方法である。梁

は五米突以上の場合に

はその錨錠に特別の注

意を捌iはねばならぬD

錨錠の位置はそのごと質

の滑勤商以下に沈碇す;

べきは勿論で、錨錠枠

又はロ戸プは弛みな き

ゃう緊張せしめ、弛み

を護見しTこる場合には

更らに緊張せしむる方

法ｾ講じてをかねばな

らぬ。

第 59 闘 o fj 水平安架

車ι 品

第61蹴 深 礎 工 法 の 例

1  ， ， 1  



と斜切梁とを併用しにも ので 、その掘撃の巾l!it <、水平切梁の繊手多く 、之にのみ観る乙

とが民芸たない場合に採用する方法である。

第60:mp は据撃の巾康〈 して、切梁支保構ぞ詑〈るには才誼嘗である場合に 、中央部の

基礎及銭宵架摘・等完成し、之に切梁を上方より取付げ 、順次掘撃を完成せんと1 するもので

同時はその順字工程を闘示し? こものである。

第日岡 Q は深礎工業合枇にて特許を得fこる方法で建築物の柱下は開孔又は共他の方法で

基礎工事を完了し、之に餓官・工事を施工 し、地上は摂組 とも 完成 し、そ の固定を待っ て掘

盤1; ' 始め 、上方より順次梁組をなし、同時に土留支保楠そも取付りつ 、下方に及び、地下

工事と支保構とを同時に完成せんとするものである o その構法の詳細は同合枇の説明書に

1  1  2  
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よりて研究されんことを望むものである。

第62岡 R は、無睦? 持曲叉は共他の方法で、土切控付基礎を沈下せしめ 、完了を待って上

方より堀錫を始め 、支保布ljーを構築しつ〉工事を進行せしめん主するもので、土留矢板の1-t

Mこ、壁付潜函基礎構法を採用し? こに過ぎないのである。

以上は支保 Ｑ［ ｬｉ ｴｾ 説明する序に、土留工事の構法 Ｓを＿も ｰ問ｻ

し質施せん t する場合の注窓すべきt佐主項ヨ次たに記述しやう o

1. 支保構の構法は簡単にして、強度に支障なし且椛築し易きものを撰ぶべきもの主す

2. 支保構に使用する杭材は、なる可〈長尺物を採用し、総手は設げないやうに計設すべ

し、止むを得守して櫨手を設〈る場合は強度に阻害せき' る方法とし、架構の「通り」は ー・

直線 k なるやうに取付け ff1l . . J ' l : つべきものとす。

3. 年| 塁手並に各材料の接合瓢は、緊密に接合し得る方法を撰ぴ、ジャッキ、艶子、棋等に

より充分に締付〈可きものとす。

4. 各支保構材料の交叉賠には、方杖、競j述、; 腿梁等を使用して、剛強なる接合となすべ

きものとす。

Ｕ 木材ーを使用して文保構を梢成せんとする場合にして、版起と直角に切梁 ｾｊｲ ｸＮ付〈る時

ｪ 庇起の側面を切梁の木口にて破壊する恐ゐるものなれば、計算の上に餓板叉は竪木ｾＮ・にで

首木ｾ作り保護すべきものとす 、 餓官 ・ 梨織の場合は袴 ｊ 反勾Ｚによりて未然に損傷を＿ｾ方止すべ

きものとす。

ＶＮＷｋ 平タ ｪ 梁の支保ｾｩｻ， ｜ｕＮＮＮＮ を一時的に材料置場となす場合には Ｗ 象め梁と して の強度を求め之

に耐へ得るもの主なすべし。か〉る計重なくして支保構上に加重することなきゃう lこ注意

すべきものとすo

ＷＮ 支保構の支黙は移動 、 沈下等の恐れなさ充分自 Ｕ ブ ｊ に耐・へ得る強 ｉｾｬ 安全なるものでなげ

ればならぬ。例へは軟き地探に打Ｍ込める杭頭ｾｘＺ馴とするが如きは危険であり 、相 常安全

なりと考へられにコ ンク リート 来礎にあ bても、 その目付J の? こめに移動せる例もあれば、

十分に研究の上に文貼を定めねばならぬ。

ＸＮ 支保品目 ［の 将 ｬ ｪ Ｍ 材としてイ史用する材料は ｩＨＧｾ 材、木村を主主しコンクリート材をも使川する

ことあるべし、何れを使用するも強度を減少するが如き損傷、 3民産等あるべから令。

9. 支保構の構築 lこ首りでは、経消上の見地よ b切り刻みを rかくして、その再使用を可能

ならしむるやう工作すべきものとす。

以上に述べ? こやうに細心なる 注意 と周到なる朋窓とを以て工事に嘗らねばならぬロ堀轄

の進u ' に従って、往々 7象期せき' る湧水、軟弱地居に遭遇するこ とも あるものなれば、即時

にこれが針策を講じ得らる〉準備を してをくことも肝要である D 尚文保椛の大なるものの

楠築には相官設備を要するもので、二叉やガイテリツク等の準備をなすことが得策なる場

合も あるから、雨前に充分なる NI討をなすこ t が肝要である。

1  1 3  1  
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第 4 章 強 度 計 算

先づ第 1章 第 3 章の諸項に依り力度分布石7決定す。

地中の支貼位置は最下端腹起の位置、同所・に働〈反力、 土の摩擦角 、粘若力、重量の曲

敢に依り定まる 、然るに支射が定まらなりれば反ブ] 共他の値が定まって米ない。 その? こめ

腹起しのない場合でも 複 雑にして正確度を期特出来なし、。これに到して積々の仮}とがある

即ち根入深さの両教主して中質地盤で は根入長] ) 弘、軟弱地帯主では% として居る。叉土胃

壁の高さの ( 0. 15- 0. 25) 倍とし地質極めて竪硬なる場合には上記]) 他を O として Q る。

又ローマイヤ ーは土の息角20
0

の時0. 25'f' =30
0

の時 O. 08、ψニ 35
0

の11寺O. 035 として居る。

併乍ら 著者は最下端腹起 と掘方下場までの距離の ( 0. 15- 0. 25) 倍に堀方下場より支黙を

取ることとす口こ〉に最下端腹起が低い程、反力がノj 、なる程、根入内の息角が ;J 、なる程支

慰が上昇してゆく口腹起ない場合は土留壁の高さの (0. 10- 0. 30) を堀方下場 よ句取る こ

ととす。

計算順序を示せば弐の如し( 第63附参m{.) 先づ@雪地剤、lこ依り求め⑮の如〈腹起上に荷

重を移 し、 R 、B 及矢板モ ーメ ントを計算に {fO 求む。 モ { メント算出は定貼法緊間的率

法問定モーメント法i 体連モーメント法に依ればj誌も簡単である o :: ;たに R 、 B のカ率| 芯l③

を描き⑧の如〈反ブ ｊ 紘ｾ描いて上記 Ｚｭｈ のモｻメントｾ押入して的能 率 ｉ ｾｾ ｉ が捕かれる。な

lま切梁はつ'し及び取付 の場介のチヱツクとして 、 その f'/: U' J が定ま ってI守ればゆ同のb' ，c' 純

が定ま 1) その時のR' ，R' ， が定ま りそれに依る矢板最大モ{ メ ン トの鎚化も⑥聞に依り決

定される口これは何段切梁架構に於いても同様である 。

仮設用材強度として銭付 tft = t f c= ＱＷＵＰｫｧ Ｏ ｣ｭ ｾ 米絵 ｦ｣ ］ 160kg/cm:! 、ft = fb= 180kg/ cm:! 、

fs ニ 18kg/cm:! 共他の材を使用する 場合 これに q主子。午永久的に使用する場合は一般許容強

度以内に於て計算 しなければならぬD

蕊に注意しなければ

ならぬ事は③を定める

場合沸水、地盤の振動

性、息角、粘着力、戦

荷荷重、地肌等可及的

に正確に判断し、腹起

及矢板の経情的にして

工事進行上支障のない

位置を想定する事であ

る。なほ支保工が木村ー

である場合、木材聞の

緩みをも考へて置かな

ｾ＠ 63  I到
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げればならぬ。

a) 腹起の支持位置及断商

腹起支持早川こは一般に嘗て材置くから j岡 山 = 警 に 依 て ι メン1 - 1 こ劃する安去

を定め、次に支持位世の腔: 努力 lこ3守するチヱツクを行へばよし、。切梁方杖のある部分には

支持黙にとり ｬ トめあるも前記 官 て木より［ｊ、断商 であ るが腹 也断 ｬ 商は ｍ］Ｎｾ 旦三にて算出し
10 +  16  

RI コ

支持黙の臨蕗カチヱツクをすればよ L、。錨完矢板の場合ーイi11に常て木がなし、から M= 一一一

10 

にて計算を行ひ、世; て木がある場合lユは上記と同様に算出すればよい口抑64[ 制は反 7J に依

るIl l i : 起支位置及断面を仮設付として便宜上あらはしにも のである。

b) 切梁の位置及断商

切梁の位置は枝、工事機同据付位置、後橋 .I J :Q)@支持位置、共他工事諸閥係事項に依- て丘

困 ｦ［Ｎｉ［ＡＮ｀ｾ 王す

@ 叫舎4・4 やt吻

h  L-d3ポ終判 官ミて有 ｮｾ 呈されてゐる

ｉｾ＠ ｾｈ ｬＩｧＣＢ 端 ＱＺＮ 棒術場令 から) 只) 度起に援す

仲! • f/ -.R1Izr  る部分に於ては f =

P .  wl
2  

--;;- k+一ーに依て直

L  A "  I  85 

一一→R 綴之助( ; &. ，. )宇舟 12 ｉｾ＠ 18 20 2 S  30 J S  腔カとモ ーメントと

を考1l!: しなげればならぬ。一般に切梁のN: 置は上記のf削判こより定ま 11 、それに封する積

載荷重が如何程まで可能か不足の著書合にはそれの有I i 拐、問題の取扱如何となって来る場合が

ι。L

r  
， 
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右されるが一般に米

松 12" 角にて 20尺を

超過する場合は通常

な有1l 強を行って捷度

。
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多い。

斜切梁の場合 ｬ こは、ぞれの移動口工法を行ひ ｾｻｬ tこf= 子 こ 依 て 算 削 れ ば よ い o

c ) 支 柱

一-fiJ 立に切梁架構の剛度が大であるのと柔架構構法物であるに通常杭にモ ーメ ン 1. ; を1sへ

い。何れにして長柱式により断悦定め ｨｺ 規定例屯悶を超過してはならｾＺｬ ｯ ｾｾ育支

柱は軟弱地盤に於て特に沈下の恐れがあるから根摘の必要があるけれども、切梁が良直に

通り、打込み簡単、防水工事に便利な等の利駄がある o 文枝根入長はE更地帯まで打込めば

よいが一般に不可能故、時 lこFEじ、適首な方法に依 b戟術耐・債を院 くする必要があ る。
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場訟咽 ｾｬ 更生担本 ｴ 移入史舟方

t': “ 一言云云τl ι エL :'-t ｂＧ 員長哨 ＱｴＮｩ ｾ Ｗ ｨ，
y  r山 F 司・ 1 ι  Y胆土勾ませつ却 1均 九

'f- R-事 -''''''可砂

'" I! - o  ( 守 的 防 領 事 切 州

Ｍｴｴｾ 官芳 、 、 ιｊ Ｑ￭Ｇ｣ ｦ
Ｍ啓司 Ｇｦ ・ Ｔ 品 ，ＺＱ 晶 、正予知三時金山崎 ＮＧ ｾＮ，ｦ Ｎ .， 

:z: 哨?t お;ふか句作駒内、H 川 崎 根 崎"-'1

Ｚ比ＭｵＭｬ￬Ｍ叫占ｾｾ，ｬＭｗ円 ｬ Ｚｬ ｔｔ 同コ

; 川 附 け 1 1¥ 1  ¥1  h  1¥ぱi 門 1 1 ハゴ才1

; 出 山 品ぺ長十引斗十1

;;iii 以止M Ct B5t t t Lt W 
|  ルd干r 止 J奇祈k肝T 、"  凶 i  

叫門柑立キ戸卦什ヤ凶Yす対? 十H ラ 坪 →

T  ＱＫ斗与弁 Ｔ 一九ｾづＮＮＮＮＭＧＨニＫＭＧｬ ー￷、ＭＱＭＭＧ ←→ ー 十ｾヰ ー

糾は凶弐叫込以ι 」込三辻平は. J - Wι

和ト斗ＭＫ守ｾＮ計三ｾ - : - 廿寸- ' 1: - -H 七主持" " f < : 汁→ーヤ

“ド柑守欣世土持門可、ｾぞ十
し 凶ι i ¥K t¥] ， 1  ' { 斗も寸寸ペ{ 干，1 N 'f'-..-

jJ 鼻 持 耕 三 闘 世
相 旬 以 内品 ｉＮￎ ｩ ｾ･ 臼 ［， ｦｊＧ 11 却 ; u ｾｦ ｊｬ，却制似合宇 ｾｪＴＱ
f 外L 唱 :

メ4 t.! T  19 "'0 22 

ＨＱＧＱ尽ＱＧ ＼ ［ＮＺＭ角 ｾ ｉ Ｎ '{'.>": p. . j J 弘例. ，' 実。示付申ム 'J I: ."' .n.....c佐久

d) 親杭矢板根入長

二との振動を考へて 2 害l ] 杭打等 に依て土の

擾乱がある場合には 4 害lJ:Dft全長を見込み、

なほ打込み等に依る減 ｊ 員長ｾ見込んで居な

ければならない。第65;翻は安全の? こめ粘着・

力c = o としての表にして親杭の場合その

I f 日浦の 1/ 21俗 :J) 根入長としなげればならぬ

事に注定: を要す D

e) 共他

初出太は! V I = 千尺依 1) 、 この時の縦矢

板はＡｖｉ］ｾ三に依り 、 落端太のない横矢板
10  

は !VI = ヂーに依て定なる事。な山1 ，¥こ努

力を考へる事。切梁i ' [j 互の振れ止め及び各

部材締 ￭ｾ ボ ー ルトの項あるも ｐｉ 昔す。

f ) 例題

地勢、壁の不規則はこれを回式的に第63岡③の如き 713に還元出来るから こ〉に取扱ふも

のは地勢水平、壁霊直のものとして Jl i . 扱ふ。

例題 l 積故何重 1. 5t/ m:J.4m まで土重量 1. 6t / mg，.@角co=35
0

粘着 }J c ニー 0; 下部r = 1. 8  

t / m:2， ψ= 3 0
0

， C  = 0; 水位 - 3 m; 版起位置 - 2. 201; Wl 1方下場- 5m; 腹起取付取はづし - 2 . 5 m

の場合? ( 第67阿参照〉

( 腹起) R = 7. 75t . 第64園より米総 12勺こ角合使用せ I f 支持位置401間隔となる。

( 貌杭) 5  =325/ 1. 75=185cm3• r - 150xI 25x8. 5fe使用せ f f237. 2/ 185= 1. 27m間隔に打込めばよい

1=  l. 2 mとす。

m 町、

( 根入長) B  = 4. 64t .) ' = l. 8t/m2.  co=30
o  

( 第65悶より) h= 卜32 RP 叫所要根入長= 卜32 x ，1てZ x

町1 m 

1. 2= 1. 74m となる。 : .1. 74+0. 42 = 2. 16  t な 九 所 要 親 杭 長 さ 多bb 園

町1 円】

は2. 16+ 5= 7 ・16 1二る事営要す。

3. 7x ＱＮ Ｒ ｾ＠
( 務主席幻下昔日に於て M = 一一8 一 一 = 0. 665 10m角 o使用せ

66うOOx6 ' nA 180 n

m 

ば f =一一一一一 = 400 一 一0. 45筒l特色な h 、完翻の如〈間使すれ
10・s - .v ..... ｾＮｯ Ｍ ｯｶ Ｎ＠ .".I='I J Il  ..... 

ばよ い ( 第67閣⑮より算出せし土懸念 50cm毎に 1，: ' : 切りてその部

分 に於げる落端大間隔を茨はしにものが第66闘である〉

( 木矢板〉上" 日 間隔内に耐へ得る縦矢板 o使用 す れ ば よ い 。 若

し、こ の携若年端太の代りに積矢板のみにで土留をするな C，11、

66500x6 

f= マτ つヌ: ; = 160. kg/ cm
2  

( 但し 5cm厚のものを使用するとす〕

52 X  100 ・s
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艮iJ 2"  J享米松にて ド部にて充分にして下総より トSm_t郊の部分1: 劃して、 ｦ ］ 笠也 ｅ 三 ｾ ］ Ｑ ＶＰｫｧＯ｣ｭｾ
ー ＭｾｾＧ Ｎ Ｔ ｾｸｩｏ ｏ＠ ' - - " 5  

( 但しうj ( : 松厚1. 2寸〕にで充分也同様にして2. 6m上部に聖書しては 1. 0 寸にで充分なることが分る。

例 題 2 錨定矢板に於ても例 1 に倣ひて R 、 B 及矢板モ ーメン トを算出し同様に算出す

ればよし、。( 省略)

例 題 3 積載荷重1 . 5  t/m
2

、4 mまて三l二の重量7・ : 1. 7 t/ m
3

、息、角
ψ= 30

0

、粘着力 c = o 、

下 部 Tニ 1. 8t /m
3

、
ψ

= 30

0

、 c  =0.  3t /m
2

、水位 - 5 m，第一腹起一 2. 5 m、第二腹起 - 6m、

堀方下場- 6m，第二段切梁取付取はづし - 6. 6m、第一段切梁取付、 取はづし - 3. 1mの

場 合 ? ( 第68由|参照〉

例 題 4 積載荷重 1.6 t/m2. 3mまでr = 1. 6t /m
o

. co=30
0

、c = o下部r =I . 8t /m
3

、ψ= 20

0

、

C = .0. 27k位 - 4 m、第一段腹起一 2，5 m、第 二 段 腹 起 - 5，5m、第三段腹起一 8，Om、明方下

.... '  

場一 ＱＰ ， Ｕｭ 、 第三段切梁取 ￤ｊｉ ＧｸＮはっきし Ｍ Ｘ ， Ｖｭ 、第 二段切梁取 付 ＧＩｉ ｾ はづし ＭＶＮ Ｑｭ 、 第一段切

梁取付取はづし - 3，l mの場合 ? ( 第69闘参照〉

( 腹起〉第64闘より腹起断面及支持間隔

第 ! 段目米松12" :角‘ 1= 2. 6m第 2 段目 14" 角 1= 3. 0m

第 3 段目 ]611角 1=2. 3m H] J ち何れも 1= 2. 3mとす

( 矢板) ｓ ］ ＹＷＲＯＱＷｓ ］ ＵＵＵ｣ｭ ｾ 旦 ｩｊ ち日銭 ａ ｎ 獄 ｢ 必要とす。

( 矢板根入深さ) y =  1. 8  t/ m I  co=20
0  

B = 18. 74t 第65闘より hτ 3. 2m: ，所要根入深さ H = 3. 2 x  1. 2= 3. 84mHiJち 3. 84111+0. 625m=4.  465m 

にして矢板長さは4・465m+ 10. 5m=  14.  965mもの

第 6 章 積算見積

地勢のj伏態、工事の所在地、工期、時{貿及中古品利用の有無等に依て常に鎚化石? 伴 i 、此

種の見積は一概に之を論十る事国型lt の篤め、本章に於ては第70岡、第711函| に示す詳細1 &工

程に基き同時に比較的良質地盤ｾ大阪市の中心部に想定して計算しに第四掌例題 Ｓ に践で

積算見積例を作製す。見積例の計算は概して新品を使用せる場合であって共の債格は概念

的市場償格に撮る事とし、時僚の鑓動、統制の有無等に劃しては考I意外とし? こ? こめ、本倒

［ 絡が勿論決定的正鵠を得てゐるとは言へないが、極力順ｾ債格に準嫁することに努めに。

術家中記載の符践に就ては下記の通りである。

@ー工事機械線料で工期の長短;制也に依て鑓化する。 ( t員料lま! : ? うj ( : 利加主主築業協舎の例による〉

③ー雑工具損料で使用率とは共工事授として主主婚せしむ可きｾでめるＨ昭和 ＱＳ ， 11. 始〉

。ー消粍品質を示す。@一機械工具の修理食を示す。

③一手間貨を示す。

@一工事機械及雑工具に望きする漣織食で工事現場迄の往復運賃を示す

③の内荷捌用ガイデリツク並lこ共の附属機誠に就ては土留工事以外の一般荷捌にも利用す

る事が多いも の として本例には夫等の損料を牛減されるものとして採算す。以上仮設工事

費以外に向諸経費等間接費が必要 主せら る可きである D

1 2 7  I  
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思償叉ノ、

使用率

lf L  ｾ＠ 理室 盤 形 状 歎 盈

t i ¥ 料

叉ノ、使 金 額 備 考

用 月 数

土留損料( 現有耳 波償検〉

機 矢 板 f員 料 日 銭 E 銭 12. 000m 64 I. 17噸 240. 00 40:1.' 61.551. 32 892枚 x. 7188=641 . 1696噸

同 上 主E 殺 111.

6同41 ・上17噸 X 3(F42×  

154.  542>  215枚 x. 7188=154.  542頑

鍛 矢 板 減 須 賀

40x  60;の
l 式 2. 769. 98 

隅 矢 板 損 料 製 作1!( 及 材 料 損 料 6枚 35. 00 215. 00 

餓矢板穴明ｾ l式 450. 00 

駿 起 米 松 12ク角 460米 7. 50 4070 1. 380. 00 

同 上 米 松 14少角 460米 10. 18 4070 

切 ち是 米 松 12. 角 3100米 7. 50 
I1 4070 9.  300. 00 

同 上 米 松 14. 角 3100米 10. 18 4070 

切 i梁 繊 手 材 米 松 12. x  6' - 1. 800m 474本 う.75 80; も 2. 180. 40 

同 上 米 必 12>角 一 1. 800m 237本 10 .80  8070 2. 047. 68 

同 上 米 松 14. x 7"- 1. 800m 948本 7. 80 8070 5. 915. 52 

政 起 1苦 テ 木 米 松 12ク角一 1.500m 70本 9. 00 ＸＰ ｾ ， Ｚ＠ 504. 00 

同 上 米 松 14"角 ート500m 70本 6，50 8070 364，0-'  

切 梁 』平 木 ぅjC松 12ク角一 1.800m 140本 5. 75 8070 644. 00 

第 2 段;勾1梁 支 へ 木 米 松 14" x 7' - 800  238ヶ 4. 30 1. 023. 40 

込-‘ -ーー
一止

メ 米 松 12. x 6. - 600- 800 310米 3 ，20 992. 00 

同 上 米 松 14" x ア- 600- 800 310米 4，30 1.333. 00 

七万 JX!; )j  杖 米 松 12>x  6'  560米 3，90 ももう4 1.310. 00 

同 ー ト米松 ＱＴ 句 Ｗ ｾ 1350米 5， 30 も070 2 ，193. 00 

支 性溶禁下2米口 210- 8. 000m 238本 33 ，00 7070 5. 397. 80 

支 柱 ')j 枚 松 末 口 150- 2，700m 951本 2，00 9070 1.7 1  I. 80 

拠
280ヶ 1，75  3570 171. 50 

量員 止
メ 6 シx 3少 1908米 2. 65 5070 2. 5:6. 10 

七B 梁 盛 替 損 料 l式 250，00 

永・ ー 11- ト 類 6. 350貫 2，00 う0% 6，350. 00 

ti  l式 120. 00 

大 工 手 間 l式 2. 500. 00 

手 体 手 l笥 ( 取 ハグシ. 小漣搬共〉
I，，¥; 4， 500.  00 

小百十一
132， 197， 82 

ｉ ｾｪ＠ 拐1 量生 官品

ガ イ ヂ リ ツ ク 容 量 l輔 120x 1∞+ 1姐 W 連 i M Ml  l M川 ω  

ウヰ Y 出 - 9 ー 仙 川十 日 こ す こ 2組 110 ∞1 5月 1. 100，0011 9，76糊 ⑤ 

組立用ォマ ー ル ト l式 65. 00:1  @:、

グ イ ラ イ ン ue 13，4曲λ 87 糊 l 悶 11 @  

ト ン ノ け い l 同 12ケ 吋 507011 288.  00 ⑮ 

スヰン ガーライン 1i. 1  500尺 23211 857011 98. 60 ③ 

ワイヤ ー クリツ フ 13( 4 1  96ケ l 刊907o!! 90. 72 ⑧ 

l mヶ 必 1 9 ∞|
同 上 H. I  ｗ ヶ ＳＹ ｾＱ '1 7. 80 ⑧ 

… 判 l皿イ
向 上 用 銭 プ ロック 8. - 3車 |  2ケ 34 ，0  仰 2380|  ⑧ 

I  1 3 0  



領車償又料ノ、
品 名 bな司ヤ・

丞 形 状 叉ノ、{ 吏 金 額 備 宅手

用月盟主

同 ス ナ ツ チ プ ロ ック Ｗｾ＠ 3ヶ 17. 70 80Y. 42. 56 ⑧ 

問 ワ イ ヤ ー ロ ー 7 . %9 5丸 98. 30 70Y. 344. 05 ⑮ 

同 ワ イ ヤ ー ク リ ツ 7' %。 65ヶ 22 
14.  ⑧ 

プ ー ム ワ イ ヤ ロ ー 7' ユイク ( 2x3車〉
12 蹴

.277 522.  ⑧ 

1. 676尺 . 232 80，; 
31 1. ⑧ 

ヂ ツ ド マ ン 換 2組 40. 00 80. ⑧ 

送 付 用 ロ イ ヤ ロ ー 見' 300尺 15 8うY. 38.  ⑧ 

ク ノレ }'S'l 5ヶ| 35 @， 
シ ヤ ' / 

同 上 2. ⑧ 

担 車 登 材 料 領 料 580. ③ 

I白 粍 1主 Ｎ ｾ＠

i世E 理 1是 100. 00 ⑬ 

大 工 手 問 120. 00 ⑥ 

乎 (事 手 間 580. 00 @  

-11 

90. 0011
3
.

114瀬

6. 0011 1. 26}，崎

土 留 支 柱 打 投l品 。

OS +  15HP 

150貧

1  末日 55- 38. 00- 2;1ドi
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品 容 量 形 状名

同 上 | ガ イ 用 } 8 "
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向 上ｼ移動用ｾＮ，
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同 上I 18ク

同 鼻上I yz ク

織 プ ロ ッ ク | ガ イ 用 8'" 1  事

向 上ｼ釣込用 Ｘ ｾ 1  車 f  

悶 上| 横引プロック l 車 !  
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!感 謝 と 希 望

谷 民 賊

御勤めに依るも私は、明治の晩年から大

正の御代我建築界t二席末そ汚しに一員なり

今は建築技術や、共経済問には蓋し門外漢

である。従って斯道を語るの野暮: s : 避げ、

凡そ一般に共通する私が標語とせる心身 ー‘

如の働きの一端でも、皆様へ紹介せんとす

先つ' 以て有難いのは、昭和己卯年千代の春-

神間日本にき史明来る。皇紀は今や 3 千年、

高世一系の重天子を奉戴する乙そ我等が光

開。此年此春此日こそ高間無比の問題精霊長

天の時こそ今ぞ来fこ口此閤此土地此家に生

れて今日ある伴は、紳に俳に雨 fこ親に感謝

主感激に言葉無し。思へば一昨 12年盛夏の

頃lまひ、北支に放っTこー設の銃撃、之れぞ

J.fCIT立の大聖職、臭軍将士の決意には、物心

一如愛聞の様化は、僅か一年有宇に北京、

南京、上海、蹟束、漢口と、共の動脈や脊

髄も我手中に陥れ、今や東亜の建設し長

期の交戦持久力、閥民総担線、和紙戚力、我

れ人共に貫主? 穆げ、八紘一字の大理想、に j苗

逃するこそ初春の策構!Il

う七づ第一に忠ひ起すのは、我に天惑の伍

程主魂である。 1建艇の身韓に健全なる精制l

I  1 3 4  

宿る。 ｪ ＨＨｊＡ全なる精神 ｬ 之、健康な ｾｬ ｾ主誼 ｴ 二倍

3 と云 j 、、斯る見地より戦時態勢に順憲す

る国民精神・総動員に首鼠めて 、寄人の心身

をｊｦｾ扱ひに批判を試みんとする。

犬神の諮り給へる力あれば

かにさ業とて成らぬものかわ

第二にお借りして謹謁し度いのは、大楠公

の壁書でゐる。

楠公壁書

君の: &t めに身を拾っるを忠、と云ふ。

視の心に背かつ'し て良〈事ふるを孝と云五、

老ひ?こ.:5 :s: 19t ひ士卒を撫育し国民主? 憐むを7

仁と云ふ。

一度托して鐙せす粍始金きを義と云ふ議退

献譲ぞ曜と云五、。

謀を? 惟幕の中に廻らし勝つ事ぞ千里の外に

施すを智と云ふ白

il Qにも [i W. 言を構え十信を失λ、可らす、c.

1主[(!}: 無き時は近きに憂あるべし。

高事に愁へ-t，屈せや過を改むるに↑ 皐る己主

勿れ。

別lf同極薄の人と交るべからゆ。

大酒は失多し。

色情は. ¥f 1' を?失」、。

心僻む は嫉妬偏執の深きなり口

[ 会約を専とし舗を恨み人の非主? 見て我身の

行ｾ正すぺし。

ｾｊｴ怒なるが自主に壁書して慣とするのみ。

以上何主云五、依大な敬訪11でせう 。

二大 iこ思 ょ、のは大西郷の信念であるつ



我需1 j J ト階ニアリ、 1州我ヲ離 レズの信仰ブj で

ある。

次に私の合枇にはM< あれかしと祈ってゐ

る。合祉は須〈家庭の如くあり? こい口家庭

には何等の按も制裁も無し 、。然りと関lーも誠

に整然fこるものがある。自ら秩序的に統制

されてゐる事である。抑も家庭には人間生

活の安息J iJTでゐり、天真素朴の自然人に蹄

り、人を造り枇合を生み岡家を堅tr 、即も

家庭は心身を ｾｈｾｩ する賞践の道場で修養の

淵師、なりと思ってゐる。市して家庭には、

閥組大神を杷し、 i祖先累代の御震を安置し

心身を潔め、邪念を排し、榊は正義を基と

して克己を助〈るものを似' 1 < 、の古諺に則

lハ一族は必ら十健康でさ何百の道に生れる

と云」、信念の下l二、強 p 切るく行き) 主いの

'C  ifコる。

H，は宗教的信念にWJ り、軍隊的統制下に

浮華放縦に流れすも、担 ｈｾ 諸激を ［ 矯めて、質

賞剛設と覇策に 富む常陸を持つ事である ο

今回の日文事鑓に出征し? こ将兵力 Z、話!j lの

} J I l 護者? 心底力、ら希ひ、然も市$ は御ー韓に止

まらす、八百前のhIl jl 々の守護4しを 11) し身に つ

け、守木主主と狽〈信頼し、武人の本懐を，ｾ 零

げんとする心底こそ思」、ぺし。見よ、鞍陣

で死に臨めば、天皇陛下寓歳、南無阿繭陀

怖、南無妙法蓮華経、ぁn尽きま、と H予ぶ な

ど何れも期せす，して祈念してゐると聞く凸

即ち人間の窮糠は皆悲に蹄決するのである

千人針も千人力も、た馬に守護1・しを符する

も亦然り、建 ｾｪｦｴ IIJ 興の昔、嘗って大楠公が

足利得氏との戦ひに、南無弓矢八幡大菩雌

と必勝の御』買を、又力11藤i I 守正公l主、朝鮮紅

伐に南無妙法蓮華経の旅抑しj_I: て〉詳j 山の

戦陣に陥み、必勝を期するの信仰力は、貰

に鬼制1をも泣かしめ Tこと云」、事は依りに も

有名 で ある。 ｾＺｉｉ ｾ ｩ［に於で あ る時滝野長動 侯

が御抑宅の者に日〈

兵馬縦横幾戦功一身FLJ 告体盟公j必如猛虎心

如何1; 妙法旗献絶栴風

詠} J I 1秘情.i E かI1 山 勲闘

以上の如き信念を以てせば、長期建設や向

かあ ら な 。 新春努顕一筆 ｾ献す 。
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のlit l念;J ¥外闘力 、': J W. ひとつに↑ 去三千{ こ汗すること 4

Ｔ 日るもの にとって 、 まだまだこのつ ｢ｩｩｬｬ に関して Ｎｾ

日本の併先陣営買ひかぶる ことは出来ない。ヒ吋

トヲーは「文化公剣道出被るのはアリ? ン民扶'1.'

げである J と去 っ t : e 去ム 。勺まり我々アリア y

民族でないものは文明含まね し維持して行〈ブ，; t:

げしかないと云ふわげである c そ うであるかない

かそれは これから 我 キ がやって凡なげればことで

ある。それには我有が「懇術.1を7根本からま幸ふ二

食 とでめる o t: < まし い 幹がなげれば頁い賀は質ら

新しい年を迎へてまづ本年の皐界に 度成の窓色、 ないの で める。我 々は今まで斡が充分に生長し τ

炎さ うom口攻略戦がまだ我々には見君主しのはつ 居なかっ?こから「賀」はよそかも買っ? このである

きりしなかっ f こ時には訟など本蛍を去へ l: f 英閣と が、 もうそろそろ 「焚 l がなってよい筈でみる し

の安協が ＱｬＧ，�ｾて近〈戦火終まる のかと思って居 ｴＺ 叉幹金大 き〈することも考 ヘなげればならな し、。

字屋外交がその線に沿って働いて居れのは今では 泉街とか文化の設展 に関して近親眼的でめっては

諮 L が知って居る。念博して字垣の退陣、府東淡 ならなし、。例へば役に立 t: ないと云って果樹か ι

口の郷しい軍事的成功を見t:1専は英鼠 lま180
0

樽 向

紫を皆む し りとってしまって 「貿 J がなるでめら

して務介E は下野する事すら考へられ t: 。彪がを うか。

の後1見事は我々の知る主主 hでめる。法幣が永f二'に ｾ＠

溺れな いことを以て しでも「敵」を構成して居る 新しい来誌の天地 の建設のにめに 、 どれp どの

ものがどんな大きい勢力であるかが列る c 日本は 技 術者が必要でゐるか。想像 L つかないが少〈左

手っと経溌約に破滅すると云ム事を「敵J 1主改想 も現在の 3i音の人間営以で して L 足れ b としない

して居ると云ム。つまりこ の敵は、世 界の経痴を? と忠ふ。技術者の教育機関川氏充されんとは して

|ー金 J に よって動かすユダヤ財閥である o しかし 居る力、 これ L めまり に言| 誌が小さす吉る様でめ

叉英米の資本から日本が閉め出されるのかと思う る。しh、し大療に於ては新7こに名古屋帝大が開設

て居 る間に漏業が 7 オート。と結んTごと云ふ い うf.: される 025氷の幣科大事 自?段 製 部 として理、工 の

閣ではフォ ード その他ファ シス ト系財閥の聯合カ: 隼音li がこれに 1mへられ、綜合大皐として放算う00

結合されにと云ふo 我% が経i費約に敗北するより 000岡 i"{!'r て明春氾生し、 初代総長[ 立本多光太郎

前に徽のブj が自分のヨ可解する 事{ e 考へ るべきだら

博士と去 J 、1・馬評までめる 。農 皐tmの設立運動し

う。日本はも早持7こない図で はな し、。 日潟支全般

J る し、叉愛知燃は最も近代的 な段記長が組織均に

の持つものは米図にい ソ聯にも劣らな いでめら

1[( まれ で舟る ところであ って早晩燥感誌も開設さ

ぅ。本舘に必要なものは「金」でな くして物資と れるでめらう o 工事認はY白金、化鎖、機械と去 J

人間であるから。

憾な時局向き の各科のみか ら成る 絞でゐる。又九

日3濁文化協定が締結され、近く日伊協定も締結 列Ａ大祭 に は新に切 ｬ 祭古 ｧｴｽｾ 49J . 000闘の決算: 会得て

されると云. . . . 1"'¥1) 文化協定の{ 際交 を見 i: ¥.'げ ではそ 設Eまされる 。叉 新f こに北大には燃料率科が阪大 t

の内容ははっきり 列 らないが、 y 聯の様に文化( ，句 Ｚま続 税機械工祭料が東京工 ｩ 合 ｪζ 容には化祭工 ｾｈ

に弧立せす・に我々があると云 ム事{ ま結j誌なこと で が京 大では繊維工事燃科工般 の Ｒｾ 科が場設 され

ある。その ソ聯すら うヶ年計・査には技ー術方面に於 る。従って叉修生の定員4， Ｖ 常大ｻ･ ｾ盈 じて機械 ＵＷ

で渇逸及u: 米 閣 の協t; :p得? こで はな L、h、。 船舶 9、航空26、総兵 10、亀井正43、応用化祭40、

p: 火薬 Ｕ 、 Ｄￅｾｩ 山 ＱＸ 、 治 全 Ｑ Ｓ を ｴ 脅し 、 工大に於では機

「研究資金合法ぎ込む位ならば外図のパテ シト 械 :0、 定来イ七 16、電気化事科 1801脅し t: ，

{ e貿ムカが安上り だJ と云ふ苓f { e 放言する資本家 .:;ぎ来の増員 にお隠するにめに 、高等主義校玉虫平! - r n

すらあると云」、。 事資資動機の製作、飛行機の製 駄の定員が全図 伝説じて 600- 1000名を7増される

作、自動車の製作 ぞのf也化祭工事長等、をの定 I H上事 と云ふ。 ところが最近の新聞紙の報やるとこ ろに

1  1 ，3 6  



よi 1  ｾｩ￭ｭ 々 Ｒ ＰＰ 名との ｴ ｊｪＺで め る‘ 見山 ｾｪｦ ， ;こe パ、一: 心い 九 L ノノ;ν 、 のツーC)討る r つ i

大撃の拳生の定員 lまやしても一人前になって tH り 、 天災地震 のｾ Ｈｪ ｾ＠ ｌＧ つにおする準備が狙 ｮＵｾ 元怒

るのは 3年向ムでめるが 3年向ムになって建築土 れ! ます告さ忘る H で、忘れらl ' L つ、めるんでなな L'

木 l :i， 今のま、でよい のであもうかc 1a ' 祭土木は l かと 云 ム事でゐる c T: ] : ¥民衆の問に地震によ乙

人も定員含増しでは居ないのでめる心まして 6ケ 脅威の ｉｾ ヵ［滑らいだど しでも 、 ｾの ｲｭｬ 也Ｎの研究の

年先手 一人前となる高等製校の c'l 1也ft' 200名位増 熱意 が、科 拳 者から 部ら L、7ごとは云へな L 、 河 野

し てる機では ｆｒｅｅＭ のｾ設 ｌ 案外ちっぽ Ｇ げなもので 姉夫氏がＷｩｬｬＺ ｾ誕 祭手干の論文集に設 茨さ， Ａ Ｑ t: 質 際報 告

は ないかc の如き 、武重なるものでめって、こ れらの結果 に

こ、らも近踊見自民的でめると評するよ り他 なし、 。 ょっ ｴ 耐震上の問題に関する新しい Ｇｦ，｜ｾｾｾ［Ｇｊｻ 次第に

只京大建築豊島科に新に 防空?i l t 築講座が喰殺される 完成せられる ことは、度 却 すべきこと である c

のは客ばしいことで あ る。 経常換算 17う88閥、数 ; 憂慮すべきことは、 むしろ研究者の熱意 合 冷 却

授 l 入、助 教 授 l 人、助 手 2 人増員され る。多士 させる様な、 上の) j の動きでめる 。つよ れ 緊 急

傍々なる京大の建築築科例へ if 演回| 零士の如き鱗 の研究問題にと らはれ過ぎる闘本を培注すべき根

座携' l i の適任 者 全有する こ とは之叉喜ぶべ きこと 本の問題が、 なlまさ' りにせられ んとして居 る事で

でめ る。 める。

t公= 池E震芝のJみ介でな〈 、明例j へ lば工空E襲聖と か 、大火出フ水k と

占来艇f年竿皮の内務省認敢t算に {は之縛

空施E段史整5揃詰そのイ他也防空に閤する仕事の? 仁こめのお金 f白J〆4ヘ、 どんな災頑を念ｾ l.. 1仁: (ら，すカか，吋lはまム、例倒lへば震災賞時

が盛られて居る e その司慕玉業の l 背部E防 空E研?汗f究所の新 ‘乃η 車鮮i草平人E綴査き京，の虫如n ｾき ｆ で品蔚 ｦｩ ，箸でゐる ｇ 災菩に 靭し て 、

設が改定されて居ること f立、先月の この 闘で報 じ こ うしに心理傘灼 tj. 研究も 必要であらう ご 我 々が

れ 日本塁手術仮興舎の防空に闘する小委員舎と相土 防空波習で秩序立つれ行動をし? こから主 云つで、

って防空に関する基本的 74研究が進め られる 組 織 安心す る こと は倫早でめる c

がｾ隠 すること を＿意司 王 し 、 存 ｉｦ し い司王 でめるミ 台

機構カ: 主主備するにつれて人間の不足が嘆かれる ボ 京 ｾｴｬｯ 、に火 ｼ 授の 地盤 Ｇ￬ｘ Ｇ ｬ ［ の問題が 、 次第 に明

味に研究所の知事ところでは入手た' けでは本管的 ; こせられ' コ、、h 品。 ilil 者 l立北海博士のメL ノ内地 主主

には仕事{ま議ま ないのである。深山の人がか、 J t  沈下のffut がめり 、後者ーについては長i圧の基礎研

; f 船 11進1¥で行 ( c  し力、し船に何し つんで居な; う， adE合1: ' 大 阪市港将郎長松問 1窪行 I主から内枠制な報

つにら これは滑稽以外の何物でしな L、。必至ぎ なの ［令カ Ｚ 仔 ｬ ま ｾＱＱ :c ヰ{ ｽ ［ｴｾ 工 ＮＩ， ｴｩ 史 投 ［Ｇｕ に附して Ｚよ 、 ｊ 也

:主催il t:人でめる c 呪"( :F. の皐! 界に健 i L: :人 7H 斉な 察研究所 ［ 誌報 Ｂ ｩ ｬｾ ｩｉ I-:=-{ ドー卜て月続に宮古r;1克己防士

いと玉音ふのではないが、 こうしてb広大されて行 く つ研究がのせら れ I ｾ＠ ｾＭ ;;元近 に於りる最も iA，討す べ

研究分野に劃して金 〈手 不 j忌の殺がめる こと は否 き研究でゐる。 地 恕 は i
C

の問題に附! べ 1
・
e.日記l、1

むことが IB淡 なL、のでゐる。従って どう しでも新 Ｚ ノコ地下水放 ｮｬ ［ の現論｛立殆ど ｉｉ ｬｧＭ 的 合〉且的な週 ｴｾ 命 Ｇｦ

しい 仕事の主動的 な分子守若い人逮に1 ¥I H者す るイU! ， ＱＩうて ｔ･ｲｺ｡ｾ ｨｩ ， F  rohli ch 芸t 務 “ ｓ｡ｴｺｵｬｬｾ＠ ､ ｾ ｲ＠

;ま な" ，、 r  onsr hi chtell" ｩ 工 、 二月問題に興 Ｑ ｾ Ｈ 合 イ ｬ するも のに

百世らく若い ｦ ￯Ｚｾれに人が擬せば ｊｌ つ ｨ 、るでゐらう どって 必 訟の》でめ るが その最も筒淑で狗 ｬ 央な ｾＺｕ

研究の仕事 ｬ 土わ ・ 役 所 内被 ￭ ￬Ｎ人 間 の動力 白 し方針 ‘ ｾＩｩ 介l 土FJ 波 文j京阪 111 仁J f ! 博ー1・/) r土 内力県j にめ る

で: 上一一つ J りL 、つ d でにつでも歩の後力、 c， 飛 車 こ の Ｇ ｾ ｬｽ Ａよ ＡＧＡｦｍ ｾ でぬ る の ｦ 、でなＺ - . :Jf. t の士. 力感の飛

がづいて行事 、 li iJ にZ詰j がゐ J 1.1i 怯馬も飛べない税 近辺151可土 台む叉 訟 でめ るじ

な将棋では一 一成功しなし、 L の で め ん Ｚ 又ニ ヒ工祭 の ｬｩｦｦ 先 に つ ｌ 、 て我 闘 で・エ ｩ ‘ Ｇノ ｾ "  J  1; 

つ まり 、 人は探せば'め る。そ の 人 {c iE し〈剤い よつに研究! 立餓這; 省大[ 臣官房研 究所でなさ れ て居

る こ主 である c 機械の終備は何ど沢つでもうれ し る か ｃ ， 、 ここ の 報告脊｛土 ｾＨ、 識の ａａ ｦｩｩｦ ふる も内でＦ Ｇ ，

る匂

可瓦 司ミ ，

ＧＱＧ 央公 論の ｼ 二 て 月 盟主でめつれか 百 ｪ 良純民が 、 ｾＱ ｩ
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f漠定のも k に - / ' . . ，1{' :/ ー謄の ヲ甲メシより 、三ス

パン 3 暦のラーメンi l ; 、ヲjて卒荷重、垂直荷重力;j ( O

{ 可なる 宣有罪占 . 見パンに作用するも 、他の部材のそ

ーメ y トが如何になるかを? 闘表 より直ちに諌み得

るやうにしにもので、 ラーメシ皐の軍E用化とし て

新天地含 開拓されれ L ので、 この闘表化 には著者

ヵ;多大の努力 o御扮ひになっ t: 事 とj享〈感謝の意

をのべるものである υ

L

Z

口
基ロ揺

この岡表の使用 によ って、従 来のヲ ーメ シj締法
奨純一( D 最も費用的なラーメンの解法

乃不荷主質: でみつに仮定断荷 主採用断面との聞きを
附痢73頁、民事!f . 昭和 13年 11 H版 、菊 列 163頁、

無くする事: が出来て設計計算の明朗千七を7果 し得る

ラー メy 計 算 lまま止が建築界にパワ ー社、2. 8国.

ので ｾＩＮＳ ¥. "  
於て最も長足め進歩を? とげにも のでめる。; i t ，の巾

この間表 lまスバシ任意、階高任意、且荷量の古ii
でもーラーメ y の解法におし鎗角総支法の歎椛的

分的減少も 任意にな し得 る絡めて使芳1) なものでム

解法に望きする賞用解程進歩しれものはなし、。本君!

る。

は この解法中最 も現解 しや すい方法につい て謹ベ

叉第 l '市中の芸誌の同定端 Hl J げモ F メン トC 、主総

られれもので. かつて建築雑誌及び建築 |佐 界に於

J フ中央f I l lげモ ー メシ トM、 の算出に劃 す る計算i罰
いて池昔日民の後表されにものと 同 じ系筑の解法で

ｆ ｬ，ｾ， 令解説守中のノモグラ ム のもの よりす Ｇ つど

利用に 1疫が! なもので tちる。

言1Ｚ，ｴＺに ｪｾｾｴ まるもの 、 年 ｱ 司［士＿才干する ｌ のは是非本 Ｎ

める。昭和 12年 l 月の七メント 合笈報 に堤氏が愛

炎さ れにものは非常に便利なも ので、私[ 主俊夫 ?

時直ちに数材として前記i也部氏のものと共に生徒

手? 一本i ' 備へる必要がめる。

に構造演習として課しれが最も効果念上げ t :
r
.

日本 ボル トラ: / 1.' ( 2) コンクリ四ト;査本本番の第 l ヰは挽角橋支? 去の基本公式の誘導、

ヒメ ｹ ト向調ｾｾす編 、 昭和 Ｑ Ｓ Ｇ ［ ＱＢ ＱＱ 刃 ｽ板 、 日本懐準統

本音; は昭和 13持 Bj ヂ11、 122頁、 l 閥、同令夜行c

_:，"' 10月 5 il よ 1) !I 月30u迄日本ポ，，_ トラ: / ".セメ

;再2 章架語障角等法に必要なる平衡保内式の 2 竿 は 鎗

角鎗変法の進論の説明で次の第 3 :1詳のT象備{ f なす

L のでめる。第 3 主主は一般思形ラーメ y の解法で

ｹ ト同音 Ｇｴ ｾ 合主能 、 ［本協令後援 のもとに都島工業 身長これが新解法である。第 3 :竿は数個の例題を耳障げ

校 に 於t 閑飽きれに、 コ : /tl 9 - ト専修講座の 7 ・

リ ｹ トｾ増補訂正されにものであ る。内容は

水平荷重を受〈る時. 垂直荷重含受〈る特につき

筏脚同定. I' 骨節爾場合につき 詳設されれも ので、

本容を讃 了し 、こ の方法にしれがってラーメ: / 1 f 料材

エ

E主築総EE

の 3 館 に分れてゐる。材料ーは永野山照緩氏、部屋

員E解〈なれば、日常出合ムラーメ y なれば知何寝不

規則なの L 容易に計算尺と算主主な使用し、思に算

術的知識のみにて解き得るものでめる 。

エは主主尾辰雄氏互主祭，熔迭は篠原太郎氏の執筆でめ第 4j 客は一般信形ラーメン のfft lげモ ーメント! 箇

る。炎と思し、同 一階の桂の剤皮は皆等しい 又同 一

材料は<. 3頁を占め、 その記述は、普遜J 1i I . 行のf:r%踏の梁の制度 も皆等 し い 柱の岡，] 1 交は下より順衣

筋 コy ク リート 構造の谷中最 も詳 しい穏の記述11:

明瞭なる図解と共1こ主Eペられでゐ る。

第 l 階 l 、第 2階 l 、第 3 階 0. 9、梁の同日皮は、

第 l 階梁 i 、第 2階梁 0.95、第 3 階の刷皮 0. 9 の

1- 3 8  



Ｑ泡迩 工 筋｛は主 Ｒ泌 Ｖ 頁でＦ改 ｒ 紡エ ｾ ｊ必 ｊｲ Ｎ 、 丞型1ド怜炉工4事E、 コy ク 1リJ なり :しし，ノ，;3斜1鴇占で 、泊

Ｍト 工 事に分 ｬげ Ｗ て充分 ｦなよる記主述 ｾｩ ゐちり ｨ 、 こJれL も翠T行T と申さなげれ: ぽま tな; 主ぬ 。今一入はや ;ばまり生物塁祭匹i姉窃

品縞需筋 コン夕リ- ト』構穆造の何れの電替Fより< !ばまu ‘、C 勺 jト、泉丹民で、 ｅ民ｉＺ［ Ａにこも車中聖別ｾｾ察毛の統言計十的 ｅ栴汗究の商

主主築構造織は 43頁 で、篠原氏の餓筋コンクリー 白いものがめる。限 ｭ 戒 Ｑ ＺｬＺ ｾｉ 識は宗教 、 官祭 ＲＱｴ

ト構透のエツセ Y スを記述され 、 l刑鍬に主主築法規 { 谷人濯で、 Ｑ ｴＱｊＮのＧ￟Ｍｾの人 ｩ 、消によムとこ の ｲｪｬ に 人

5 頁 {dt1' せられ 1: ものである ο るc 車中で本などみや lこ、考 へ T 3、とめる方がよ

会篇i 11i 50告する l二、俄筋コンクリ ー ト全般に底 1) いい、ふ人が めるp 安倍能成. l ' i ; の「羽毛主沙. 1 IニL

平易なる説明舎され、本容の設了によって i直ちに 民の随筆の多〈は、 この車中の限国を' まとめにも

コY ク リー卜、 俄筋コンクリ ー ト、統治の要領を のでめる占の記泌がゐつ 1:" ｾ＠ 3 の閲識の部類は

得られるやうになってゐる。 合社員裂 でめる。所官官設官ーのいと土なきものが時

? こだ慾伝言ーへ !t 記述分量全材料 3、施 工 2、情 勢の動きを知り 、締りの車中赤新聞で、世 間 合 知

託1[ 5位の割合にして、総迭の方{ { ' 今少しく詳しく し 人 生 の 楽 しさを? 知りする1 i でめる c この] J i ' *'

されれならば、教科替としての周治も大きいこと 開設の都中 、 ｎｲｾ ｲＧｬ文庫 ｪ 恨の普及はすばらしいもの

と信す' る。 で、 可成 11 の老人が岩波文京の疎課物を諌んでゐ

か、るJ r 著作を驚くべき燦債で、供給され し、 るc 今度岩波から出 1: 岩波新容は、 この車中の讃

日本ポノレトラ y V' 也メ y ト同業舎に敬意公表す可欠 詐に最もよい資料 t: '最近議ん t: ' ものに、

第である。 I吐界諸民族終決戦4電話 白柳秀 J初民事ま

C3J 寧中の; 責書遁f ! j} :iIf.中 の無 柳 の時 間 全 消 支那忍想主日 ;本

す に は 、 寧 中 人 物 観 察、 限想、或l主空E鐙休2妻、 新 家 計の倣 [.}!

津田左右吉氏者

小倉金之助 氏 箸

聞雑誌沼覧の三 者 が去 なるし のめ もう c ｾ転中人物 、ゥ Ｓ 仰 で める が 、 皆面白 〈 、 日諌了Ｚｾ J って識 見

刻家、はだれでもここ ろみ る L のでのる b :、これに な ｴｖＮ ｾ 資料に もは る‘ Ｇ

謝 し て 最 も 興味 をもっ L のは主物皐裂とい ふ 入力白 白柳氏，の i、ゾ) ::!: r税分子 j :f.l :1主代 ;} . ら愛 殺 し L

多い。 故三宅住r-)j ( やす子 (/) 夫) 氏に商 白い随筆 コるが、布、 の1藍史槻は意外に民に多 ; -5: s. ってゐ

があっ fこ。民 の悩主p・11科 診 者 の随筆と して は随 分 るp 体問民 il r女 製 に 茨はa1. ; : る我が! 靖氏思想ぴ〉

苗f白し、むので、守問主主彦J毛のものよし或( 主面白 研究」以取 の論者で め るc 文に千J ;si!J J主総の州政灼

l '  ! : 尽はれるものもめるに か 、{よらす、 よき弟子 を飲 ( 1) :、 一見 識め るυ 文那を' 知るには最七の裕

士むにき' りし黙 と 出 版F重が奇"11H(; と岩波とい J 、や 'ト右、民の L のは統計象的常識を7のべ7: もので 、三

うなのがなかりしこと 、 やす子夫人がめまり有名 il;': 共、一容の lir に於て 一味キ目泌す' る歴史観がめる 。
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- 時 報・

最 大 な 近 隣 住 宅 地 計 董 の 工 事 着 手 さ る 挙

持¥Vork Starts on L argest Nei ghboshood Housi ng Proj ect.  Ameri can  Ci t y.  Au! ( .， 1938， P.  67.  

比慮に主義鍛しにプランは = ユ ーヨー クの都市計支委員合並に改算令議 CT he Board of E st i mate) によ

って先月 CJ ul y，1938) 認可され1: もので、 その工事は= ユ ーヨー クプ ロンク λ 院内の 129 英町 アパ ー

トメン 卜地区 ( 129-acre apart ment coイmuni t y) のメ トロ ポリタン保持在合前土によって保奮されれもので

ある。

言十症の織要を? 記せば. 交主E機刷用の2つのアヴエエウ l士此の地区を大約 4 つの部分に分' 説lしてゐる。

アパ ー トメント建築のな さるべき地区の発環lま充分なる探光が確保し得る様な計算は勿論であ るが.

同時に快適なる地形に際じ 1: 地平均が出来で居る。建物ぽ敷地商伎の 26Y. に洲? こない程度しか占め て

居らないばかりでなく ill4勿間の距維が如何なる貼からも 60: y " ( の間隔を保ってゐる。各 k J ( 回近くに於

げる数英町の敷地は公園並に慰禦休主主施設に充72・されるでめらう。第 5 の公園~大なる桁阿形の - 1よ

此の言| 説。地の中心に於て 2 つの主要ト" ライウ' ウェイの接綴黙となってゐる。

商業地慌の言十査は . 商 i与と3 創立3を? 持つ 10のプ ロッ クが用意されである。之 にjJ 日ふ るに北部及東部

のh 聞の切れ目の好都合のところには、所 iWl l/兵姑笠 fI ( C o mmissaries) T・3えは近隣ショ ッピングセン タ

ーカ! 建設される改定になってゐる。 その結果 lま借家人の ー鋭的買物に附しでは道路合横断し f こり又1;'

敏 100灰以上の歩行を必要としないのでめる。建築される建物ぽ軍事上の要求から旦カイラ インに務

化を奥へるべく 、 取り設げられれ若干おい育11分! t ' 持つ. 2f-均 7 乃至 B階位の階盟主の L のであるが. 最

大なものは 500以 上ものアバ l トメンツ佐治ーするものも あるのに最小のになると約 65位しかな L 、の L

I  1 4 0  



ゐる o

E主 比の青f 査は George Gove の直接l ' i i t . 指揮によ つにもの でめる。彼は メト ロポリタン命社住宅 計

f軍部の支前人としでユユ - ! ! ー ク州住宅局 Cthe New York Stat e  Board of ｈｯｵ ｳ ｩｮｧ Ｉ の 帯記官舎 ｉｏ ｾ

以上l . . !1J めで居つ r: ものである。言i.苛 ( A Board  of Design)  1ま R. ト[ . ShreveJ t 0 合一長としれ And陀 W

J. Eken， Henr y  C.  meyer;  Ir. ， Gilmore; D.  Cl arke 及 luvin Cl avan. の言者民を含む保険台首土に & って剣

段されれのでゐ る。

工事は Starrett 兄弟の Eken Inc に5官民は しめにが、 制本自'. J な貸付形式は未決定の 土、であつに。

〈 勉 弁 さ1':)

小 住 宅 設 計 国 案・懸 賞 募 集

今回住宅改夏合に於いて は、 下記規程に依 h小住宅設計図書ミを募集する ことになっt: 。

鷲っ て合員害者氏の惚募を希望す。

l 設 計 の 要 旨 なるも の と認 じる L のには待賞ど附するこ

本合l立、 小住宅建築の収支に資せ んが t : め、 ド とめるべし

ｾｃ の如く 汎〈一 般 に 募集 す 、 その設計 に 就いて 5  締 切 期 日 昭 和 13年 2 月15 日正午

{士、質素竪貸 { ! >旨とし 、安全 . i夫述、衛 生、使 6.  嘗選者鐙表 審査の結巣 li r住宅 J ｾ Ｎ月昔話に

利、耐久の劫に於て、現花の生活様式全基調i : : ｾ￀ す

し、将来の日本小 (j' 宅の腕趨の針路を示 すも の

1: ること

2  庖募設計要件

( イ〉敷地 その位置、大 き し )j 位 、道t音、

i涛J色と の関係など任意に怨定すべし( その状

泌については 、設計説明の. r j ' tに明日目する合要

す 〉何 ｾｌ の地に於いて ｌ 市街地雄築物案の; 盗

則合受くるも のとす

( ロ〉 建 築坪歎 延 35よ平以内

〈ノ、〉所要室 任 意 と す る い 家族人数は概ね

下記によるものとす

夫絡、子供2 - 3人、老 人 l 人、女中 l 人

( = - ) 様式、材料、構 造 任 意 と す る い 創 意

工 夫ゐ る をｾむ 、 これに つきでは設計説明の

項にをいて適宜説明すべし

3. 所要園面及び設計設明

〈イ) .zp. 函凶 各戸首縮尺 100分 の 1( 北念上ブJ に

なし 、 2 階 が めればその位置を第 l 階千百以

に朱結線を以って示すベし J

( ロ〉 立百箇 Ｒ 函 以上 ｃｾ 滅闘 に 訣れき る ｪ ｗ ｊ

o含むものと す〉

( ノ、〕遜級週外昔日

〈二〉 設計説明はその蹴要合間 切に鼠i菌の訟 白

に記入すべし

4  入選考の人鍛並に賞奥

入 選 3名 賞 金 100悶宛

佳 作 10名 n: 金 10図沌

但 し入選作のうち寄査合に於L、て緋に優秀

7. 審 査 員 C A  B  C ll ft) 

口;本大控訴師 工 努 士

東京帝園大感欽授 工皐同士

Ｊ京工 ｾＩ｜ＮＮＡｦ［秋授 工率博士

取京女子 ｉ ｾ ｾｪ 等自Ａ日 純 皐 校数授

早稲田大倍数授 工型間ート

日本女子大与さ欲授

2えび

住宅改E王位

住宅Il l c夏 合監事

8. 鳳 募 心 得

市 浦 健 司

岸関 口II j 刀 .Ff;

小 林 政一氏

西野みよし民

佐 政 武 夫 氏

柴 谷 邦子氏

:t!i 村長次郎氏

石 川 一 男 氏

〈イ〕 図面は大 きさ天地50樹、左イミ70. j Nの白色

踏用紙 に 盤￭Ａ， ｴ し 、 ｬ 注ｾ原は 色 彩ｻＡＧ施 す べから

子、活覗; ; ; nは比[ 浪にゐら子

慢し、 前; i t : 国面は必す" 1放 のJ : f J 紙に納め 、 111

紙は必す・上沼寸法に匂l ってを'く こと

( ロ〉 路面には Iほ盟主( 文字 に!仮 り、布ド陥に 〕

を附し 、ＮｬＡ Ｇ ｊ に ｬ 倍 ｾ￯ 並 にＨｪＺ川氏名 、 職業Ｈ勤務

先共〉を ［ｩ 日せる紙片念特対し 、 安打 ｬｾ のぷ ｉ 可に

は ｔｬ￭ｲ お ｬ 倍 ｬｊ，ｾ {f記入すべ し

か う 審 査 の結果にお して説明 を求め、叉: ょ 'j(

泌を 申し立つ ること を得す'

Ｈ ］ＭＩ際 基悶 Ｇ 菜 に 附 する一 切｝の情不 ｬ ＩＱ ￭ 本命に Ｙ ，，ｾ

鈍 する L のとす

( ホ〉 賂』E悶築? ま 一句j 三こを還元せす

( へ〉 服薬園築後主主先

大阪市西直土佐堀船町 8 番地

住 宅 改 良 命 宛
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H;!f. 

内?

ｾ Ｎ ｾＮＺｾＺＮｴ Ｎ［ιｾＺＮｾｾＮＺ 干 ＺＩｽｪ Ｂｾ Ｚ 弓ＧＺ Ｚ ＺＮｾ Ｎ ＢＨＺＺ .. ・ Ｎ ～ＭＧｾぎＡＮ ｾＮＮＺＮ ペミ ＺＺＮＺＮｾｾＺ，ＺｾＧＺ Ｎ ｜［ＡＩＮＺＡ Ｇ

11j必: 脅必松長報; 以ま
3  ・ ＧＺ［ＮＺＮＮＺＧＮＺ｟ＢＺｔ｟ ＺＺ ｾ｜Ｚ［ ー・ Ｒ［ｆ Ｍ･ｬ･ 、Ｎ丸、 Ｇ ぷ

都市防空防火O l 演命
:  1  都市防空上防 日 本 学 協 令 中 糊 - J1l 11氏

}J1  者1¥

火 の 重 要 性 副 長

11 月29 日午後 6 時一 10時

l  木改修造方都市防火 東 京 帝 園 大 墜 灘間 徐氏

法 助教授工事; 専士

京都靭日台鉛
閉 合 の 説 建 築 書 事皇 舎 曾 長 佐野利恭尺

工 博 士

感t義 者 約800名
1 . 映 告華

l  蛍日天然i夫日肯定刻j 土でに岐に 600 名の入場者 1 午 後 10時盛倉健に散含す

ゐb

l  定実1) を過ぐる ニと20分科l iIl fll 一氏盲Hぎの下 l二 部市防空防火綾j寅曾

開合、次で F 記J@i序により各講師然続を娠は

.  
。

l  後w ｾ［割［ ｽｦＮｦ答終 郎長 111 内総謀上正

向

井 ｾｉ

紳 戸 市

12  fl 2 日午後6時一9時20分

紳戸海員合総

l  軍防空に就て 中古 ￭ｾ 防衛司令部Ｊｉｄｴｾ知生 Ｚ ｦ￭ Ｚ :  11惑 講 者 無 感 6つ0名

参 謀 歩 兵 大 l主 I ー

:  1， 営日天気盈天冬泉強し ｾ￈ｾｅ 名ｾｾに入揺害者う ＰＰ
京 都 w闘大占拠

1 . 来者s-， 行 と 防 空 教 授 工 祭 博 士 坂 紛 雄 氏 名を超ゆ

都市 1坊さ註上防 主主築拳舎則合長 l  定刻置抱牛:'l(; 古j 命山| ーに関合{ r - 告げーl司に起

.j'( の重要性 工 ' 皐 博 士 伊 泌 氏 吉 民 。 同

水浴都市 I;;j 火 商工省臨時物資

攻 jl i: 7ii'安 調 査 局 技 師 伊E最強勺:!;;:f;i 11氏 :

京 都 市 園 大 町

1， III 令 の ぷ 政 授 工 製 ! 肘 " 11HEI 袋 一時

立を Ｗ 求め宮城温存次で諮閥の茶窓のｾ械を ｗｩ

b併せて皇軍;1古兵の武運長久の見め l 分聞の

歎絡を捧ぐ、夫れより下記の逼i ｾ講演に 珍 ｢

各議j 市熱存需を振は る

1， U"と 満
:  1 . 検 妙 兵 庫l限答察官民長級綴1筒三 民

l  午淀川 ｉｾｈｬｴ 手宇和 ｉＡ に阪曾す

都市防空防火器華j寅舎

J..: 阪 市

時 12月 l 日午後6時一 101侍

州 大阪尊:人合針

聴 講 者 約 800名

1， 省日天気ＨｬＮｾ天風獄し 午後 Ｖ 時迄 に入傷者 ＴＰＰ 名

開合時には慨に 700名を算 す

|  定安IJ を過ぐ ること 30分中西主記常務司曾の T

軍防空 1: 就て 中昔日防衛司令部 良 野一雄氏

、 差是認 lipl 兵少佐

1  1l 申戸市の防空 紳 戸 高 等 工 業 態 古 学 問 貧民

と建築 校 校 長

l  都 市 防 空 上 防 東 京 帝 国 大 準 内 田 鮮 = 氏

火の重要性 教 授 工豊島博士 一

l  木改修造方都市防火 東 京 工 業 大 皐 岡漣- ' p: 撃. f I<

法 教 授 工 皐博士

|羽 合 の 続 兵 庫 阪 建 築 課 長 山崎尖二代

1. 午 後 9 1侍20分E転 倒けこ散含す

常 務 舎 (有害23回 J

に関合、 先づ 一向に起立を求め東に肉ひ宮成 時 ＱＲ 月 Ｕ 日午後 Ｕｾ 幸 一 Ｕ 時 ＵＰ 分

君主淳夫れよ h皇 軍 英態並出征勇士 の; 時 め 1:分 :1¥斤 建築材料陳列場，81] 室

間の獣i i $ を捧ぐ、次 で 大 阪 府 警 察 部 長 荒 木 義 . 出 席 考 理 事 竹 腰 高IJ 省長

夫民府舎関舎の矯め 11' ，席中に で御挨拶出来さ0 ・ 監 事 清 水 監 事 ・

る旨Ｍ￦主 ｅ べ下 ｾＸ 順序 により各 議知書名鮮を娠は ｪ 常 務 井上主記 伊議主記

る

中西主 il8 樋 口 主 ｾ Ｘ

中部防術司令剖

1  寧 防 空に就て 参 謀 歩 兵 大 佐 米 燦 知 文 氏

1， ｗ Ｏｪｾ＠ 1 : 雌持管Z22 片岡 安氏 : 議 事

松井主.言十 三浦主言十

沼口 編 総 吉岡編 輯
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1. 12月例l舎 に関 す る 件 協 す

2.  昭和 Ｑ Ｔ 年度常務省に引総 主 主Ｚ Ｎ ｾ頁のイヰ 止b関 評 議 員 舎 は 休 餓 す る旨議 長 よ り 宜 す

3. 役 員 引総 合 及慰 多 合 開 催 の 件 !  1. 午 後 6 時 5 分 評 議 員 合 再 合

4. 東 医 長 よりポ ー リング図表 借 入 方 申 越 の件 i 議 長 よ り 只 今詮 衡 委員 より左の泡i 1 i 録する ι

5.  奉 天銭、道線、局 より刊行物 容 熔 方依 賓の宇1・

6  書記辞職顎出のイヰ

7.  (i_i員下 半期 賞 典 混 昇 給に関 す る 件

8.  舎 員 詮 衡

Z平 E委 員 舎

1. 昭 和 13年 12月5日大阪市北区中 之 J忌3丁 目3 寄

地靭日 ピル ヂ y グに於て評議員舎を? 関合す

1. 出席者左の主主評議員 3)名

i'r i援 健 治 伊政 和 夫 飯 間 貸 手 こ

岩 尾 保街 小 笹 徳Jit 大 円 頂三部

同 本 松 太 郎 加 納 民 一 亀井若手衣室1I

綱 本 格 務 久 保 田 種 吉 奥田 lJf. 

小 林 j脅 小 宮 賢一 芝 田 知 茎

新 名 種 夫 鈴 木 金 太 郎 実 純 一

内 政 英 一 中 島 喜 卒 中西プ、] i fl

イ宇野 良 三 脳 知 秀 夫 姻 口 長 吉

1送先清之助 三 浦 1支 ; 註問泰i台Fui

とを報 告ゐ りとて之 公民月談す

王 里 事 合 長 片 岡 安 氏

同 包1] 合 長 竹i W ! i l l 池氏

同 副 舎長 中 海 誠一 郎氏

常 務 石川 克 三 氏

同 亀井Ｚｾ次郎氏

同 桐 本 楠 雄 氏

同 久 保 田 種 吉 氏

同 黒回 茂 氏

伺 新 名 種 夫 氏

同 Ms橋 2京氏

同 イ宇野 良 三 氏

同 堀 口 基 吉 氏

同 松 井 清之 助 氏

同 三 浦 茂 氏

間 桜中 一 文民

( 五十音順〉

1. 弐 で 議 長 よ り右本 日 選滋 するも 現 率 は 筆 記 の

矢回 ｩｩｾ 議 波中 一文 会長身 成 犬 :  制 係 上 本 年 12月19 日を 以 て就 任 す るこ 1:'5:>貯l

l  午後 Ｕ 時 ＵＰ 分開曾ｩ， Ｂ ｉｊ 官長理事・ ｩｪｾ 霊能道氏謀長Ｚ 言し旦右選重量 に付共 賛否 会問ひ1: る L 異 議者

となり 只 今 出 席 者?i 名 に し て 定 款 第2t/u訴に 依 ; な 〈 賛 成可決しにり

り評議員全員の二 分の一 以 上 の 出 席に付 本 合 ! 1.  夫 れ より 議 長 は 本 舎 の 議選手銀代表署 名 者 に 付

成立の 首 を告げ政て主主知しにる虫f I ¥友の選挙 絞 り議 長一 任 に て 左 の 2 民主r指 名 し承訪を 1与

執 行すること を宜す 1: !J 

1. 定 款 第 17僚 に依る lJj!l: jJ: Ｓ 名選ｾｾ

2  定 款 第2011床に 依 る 令 長 1，名品1] 合 長 2 名3J I

滋

3.  定 款 第 17ft条に依る常務 12名 五 選

l  吹 で議 長 より 右選挙方法に{ 、T衆 議にtM': 9評 議

員久保田積吉氏 よ り前倒により投渠選着陸 に代

岡本松太郎! i ; 這悶若手治郎氏

評

6

の

後

日

午

本

に

ナ

時

に

す

了

曾

終

散

血

中

し

滋

宣

て

を

以

回

回

全

る

之

す

り

合

よ

閉

長

は

議

合

分

で

員

同

υ

次

議

時

日銭 廃畑エ犠並廃冨重IJ i 1 理見当思曾

ふるに詮衡委員削七月ゆる乙との提言義ゐり依 il'.)' 12月 18日( 日曜日 〉

っ て 議 長 より之 を 衆 議に絞り ( 賛成 # 々 の留 所 成区劃笠ｾＧｬＡＮ並 日本製 縦揺迂加 工 法

あ り〉 異 議 者 な く 詮 衡 委 員 削 に 依 る こ とに決。 出 席 者 86名( 末記の主主り 〉

践 し 衣で議 長 より 該 詮 衡 委 員 の 逃 走 及 人 員 に 1. 師 走 の 風 寒 引 8日の日 曜 日 を 期 し て 基 礎 研 究

付其方法等i ' 絞り 議 長一径と なる 依 っ て 議 長 . 合近畿 支部と共同主催のードに姫路市外積村ｲＮＮｾ Ｎ

より左の 5氏自? 指名し承諾的早1: 1)  剖主主現並建設 中 の 日 本 製銭 株 式 合 祉E長畑工 場

伊M i 和夫干す古口 約 民一君 大 下 順 三 郎 君 白 セ見塁塁す

飯 田 賢 女 君 小;1* 清 君 ι  l .  Ｒ 皆目天井正 ｮ￬ｾ ｊｩｊｪ珍 らしき小春日平 ＱＱ に して狗 に咋

1. 是 に 於 で議 長より 只今 指 名 せ る 妥 員 の )j は別・ 分なきJ -L，l'f，日 利 で み つ れ

三宮に ｩ 合で詮衡 され ＱＺ 主旨をｾべ詮 ｬｾｊ 安員は退Ｚ I  集合泌! ' I r 姫路騨前市 Ｊｾ原自 動車 株式曾批前に

1 4 3  I  



省 す る 者86名 ( 出席主主知1者 148 名〉定刻午前 回 議 右 門 中川 苦手太郎 中海誠一郎

10時30分 4 重きの貸切パ z にで出資E島区i 1! 主主主旦 根岸 証言 野 湾 幸三郎 伴 野 良 三

エ替所に肉ふ 原因 千歳 長 谷 挺 ニ

II 時一 問者同月庁階上令議室にて中滞協舎昂1] 令 。 卒 松 太 郎 ヒーロー 化 率工縫 所

長 、 基 礎 支部 長 よりー擦の挨拶ゐ b次 で 引 野 E葉原1宥之亮 稲 井 軍首

工儀所長{ f 紹介さる 沼 口 益 吉 必同総? 工 政 井 敏 治

引野 所 長 は 約40分間に貝 b製鍛所雄投の由来 ぼ 同 点 総 松 井 正 男 宮 飼 克 二

ｅ 医 ｾ ｕ Ｇｊｩ￭ｴ理 に つき怒 切 なる而 ｌ 有余なる説明 ァ1，野長三f ，i [i 守 回 米 一 漁 村 正 義

ゐ り質疑膝舎の後中海函1]令長より ｾ ｾｦ 齢を主主ベ 柳 川 忠 夫 山 本 久 吉 111本 み:換:

一同拍手之に和し II 時50分間所守録し再び 自 吉岡嗣I D ¥ 若松初三百[i 務1田良; 台高li

動 車 に で 製積所に向ひ同月f食 堂に於てー問委

基礎研究合出席者

会休 憩

猪 減 幸 太 郎 岸 好ま佐 菊池 ，う

ト 午 後 等 特3D;，) ' 中; 事品1] 省長より 8 ｩ 設 国中投・師ｾ
黒岡 1  佐 伯 幸 雄 重 ＪＱｾ ￭ ｾ 松

紹 介 同 技 師 よ り 約30分間日銭の沿革と本工務

新 司延 多 ｾ ｩ￯ ｬ｜ 西村 ｾ些 J じ十す 誠一

街地; ご決定し にる王里由放に建設の槻要介聴取

総 岡 地f乍 前 fll 英ーー :) 寺村銀霊1 i I ¥

しにる上陸、に 一同ι 呪 療に案内 さる

佐 野 一義 l掴野内様之助 荻好竹四郎

約 l 時間半に豆り康裳30前坪の大槻と雄設途

太平11 替 ｾ ･ Ｇ ト被草［Ｎｾ 日 戸 川 護HC

1:. にある l 千噺俗鍛燐共他 の基礎並建設物及 。

山 内 Jfii

J:If! .立i巷湾設備の一端 o見書詳す

午後 3 時一問問所を辞し再び自動車にで一路

姫 路 に 向 ひ 午 後 4 時短絡者解散、 一 牟は直ち

曾 員 動
オ円明3、r  

に 副 賞 白鷺 城 見 挙 に 向J 、l.， ib ｾ＠ 11T. 1ま直ちに汽
口、一 司也、.... ...............__、.. .、_. 一

wにで鯨E奇につき 暮色越こ然亦日潟に映す，る中

を大l仮品事者時に午後 6 時

入 曾 者

近 来 稀 に見る 有 意義見天候に本まれれる好凡

舎 員

墜を盛舎慨に終了す Ｈ 省日製銭 ｾ［ｗ 工事中のￏￎＧＱＺ￯
I'i';チト 3tJ 君 堺 市 中 之V1丁点2了 i ｃ 府立今宮稿 ｾｔ

ｾ 基礎工事務所並日本コンクリ ート ポ ー ル株
製 校〉

式 ｦ 首位よ ＱＩ ・ ｾ /' 7 レツ ト配布英他 の 接待 ETBを

鈴 木 啓允君 旭 区 上 辻 町298C株式合福土木同級〉

げれ ること を・附; 氾しで謝意佐美 す〕
難波注久遜省 )I - f 下三島郡ゆく岡町柴田J 1. Ｒｾ Ｎ Ｙ＠ C大

出席者氏名
阪市役所監査部工事:検査課〉

Ｑ［ 可ｾＧｦ ｧ 日出夫 mう白 新 一 見{ 知一 問中 文雄君 布脇市事長河内 553 ( 閃熊汽縦 製進

:1包村元之助 i也回総-11[1 市場 常主主

株 式 合枇修 繕f系〉

当元 熊 官 能 井上瓶詰長 市 場 一 市

中川茂一郎J .1 ｾＮｦｦ Ｎ認 書記助員 より賊将
伊 滋 養土佐 伊 政 府l夫 阿古11 師長

普 通 賛 助 長

トriIT吉 之 助 折 居i筒務介 岡 村 忠 一

側山 英 三君 止b花区上脳島北1丁目 121

大 海 - Ii [i 大阪陶業舎耐: 河 村 1詰

石含千＿繭君東淀川区三薗田 ｲＷｾＮｏ
勝 清 一 加 問 安 彦' 川 勝i原兵衛

辻本 孝 Ｍｾ 守天王寺区南日東町 ＱＳＸ
木 村 辰 雄 北 村 三 省 黒 i恵 三 二

県)11 健 二 久 野 銀 次iili 久保問種吉

議 禽 者

小早川美武 後 藤 和 太 郎 左 谷 腸 充

f主. am ｾ夫 酒 井 勇 三 郎 境 正 ー 舎 長

自i晴 雄 土 島問幾太郎 鈴 木 啓 允 策関忠、夫君

曾 機関 彩 竹 中 最 ー 側 関 昌 治 地 方 愈 員

問中 文雄 竹 中 藤 右 衛 門 高 橋 清 一 森野・ 和 夫 君

1  1 4 4  



普 通 賛 助 員 : 野山吉f 勃! 三君 東京市杉並区馬橋2γ 目244

阪弁準大郎君 高 岡 正 男 君 中 谷 恒 男 君 ! 万川 準君 当主天市信浪岡J 2卜清水組主幹夫出張所

北京市漁 ｪｾＡ 泉北支事務局工務部建築

主果
韓 居 韓 勤

倉 員

保木本信二君 i前洲闘牡丹江省東京成 鋭? 自湖水

カ電気建設慮

仲 忠、1事君 rH下三島郡吹田町東l町庄ヶTi ifl .592

住聖子一義君 住吉匝阪南町東3丁目 24

永 木 甚 造 君 住 吉 恒 松 崎 町2ノl

手 代 木 善 根 君 呉 市 下 山 手 町96 ノ1(2)

山本 勝 君 兵 庫 版 武 庫 郡 本 山 村 北 畠326 ノ9

村野' 威夫君 京都市東山広山科御陵鴨戸町56/

IU悶 稔 君

中UI 充 君

宮崎 綴 君

芝田 知霊君・

村田 小一主主

日 野 勝 好 君

山間 誠 君

松 浦 基 二 君

地 方 舎 員

吉原郁三郎君

森 定 幹 夫 君

横滋市中区西戸部町2 ノ142古海一

彦方

奉 天 市 商 埠 地 十 皇 砺 汀 タ イ 山 寮

335盟主室

京都市左京区吉岡二本松6 谷茂. 方

語'1' 戸市灘区篠原中町5ノ667

住吉lEE阿部野筋2ノ2

名古屋市東区大幸町i中叉三菱焚動

機工場竹中工務庖建築場

佐世保市白南風町81

堺市中永山薗314

久留米市野中町763

5芝生官将中島郡組長と江町新IlI f 富劉

人絹ノ ｾｬ レ Ｗ ・株式合社工事場大林組

出張所

仰 木 勝 七 君 上海草E子路3う6君主清水組出張所

池 田 訓 孝 君 東 京 市 麻 布 阻 市 兵 衛 問J I ノ8

靖 国 入iHI 君 東 京 市 杉 並 区 阿 佐 ヶ 谷3 ノ477

海 妻 節夫君 愛知際中島都品目尖江町新町

2右手木秀夫君 東京市本郷隠駒込動坂町232

特 別 賛 助 員

牧 野 挺 三 君 住 吉 区 西 長 居 町385

普 通 賛 助 員

大 崎 正 雄 君 京 都 市 左 京 隠 高 野 率 原 町 31 大 l時

敏之助方

期川 竹雄君・兵庫! ¥採明石郡垂水町舞子 卜343

小泉 雄君 市'1' 戸市町中戸区中山手遁2了目 89

篠田 忠 夫 君 菅 島 市 外 四 方 円 本 紡 績 南 宿 舎30

松 閃 公 卒 君

東方 i紙遁君 刺! 戸市湊区紳同町411

繁附 鎖君幸 山 口市道場門前三井方 ( 山口県系警

察官日保安課鍛工場課投手〉

改 姓 名

普 通 賛 助 員

岡 本 金 男 ( 嘗姓石間 〕

曾 員 名 簿( 昭和 14年度〉正 誤

昭和 14年度倉員名簿中下記の通り訂正い '1: します

13頁

大倉三郎民行中株式合祉il 品同組大阪支庖トア

ルヲ 京都帝園大串醤繕課長 〔電上 980) =) 付

ド三島郡吹同町高畑 142 トアノレヲ 京都市左京

区下鴨北園町33 ( 電上 1788) = 訂正

、大倉直三氏行中京都帝国大準もき繕課長トアノレ

ヲ株式会社池田組犬阪支底 = 京都市左京 16 ド

'I! .かIlJ霞i町33 トアルヲ 府下三島郡吹田町高畑 14

2= 訂正

14頁

阿部穎則氏行ヰ1阿古il J ' ! リトアノレヲ 岡部額則 ニ1;'市

部建築事務所生トアル 7 日本建材協会 ( 電:IIJ

演2057) = 訂正

23頁

朝永図次郎氏行中精永図次郎 トアルヲ朝永留

次 郎 =朝永詮築事務所トアルヲ 翻赤建築事務

所 = 訂正

33頁

和問良治郎氏行中自主筆トアノレヲ 和田建築事務

所 = 訂正
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脳同除草5接部建築課 ・技師

大阪府警察官¥¥建築謀 ・技師

U 大 ・東京女高師講師

京都帝国大準轡繕課長

京阪篭葬式俄道株式合社主主役説l

工準博士

工準博士・ 本協含 長々

大阪市経理古E替絵謀設言十係長 ・本協合常務

IH立今宮J!痕工率校教議

都市計蓑愛知地方委員合技師

工準同士 ・東工大教授 ・建築材料研究所員

東邦輸迭機株式合対: 社長

大阪府建築課

地方技師 ・兵庫県系建築課

姫路市技師

大阪市立都島工業翠:枚数自主

内外*1司工義株式合組: 常務取締役 ・ヱド協舎監事

株式合社松村組

大阪市立工委事校教総

株式合祉大林級住宅昔日

都市計室東京地方委員曾

株式合拡大林組現業部長
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if 遁 I 1 頁 I 1 回 I 15，00 

普 通 I Yz頁 I 1 回 8，00

警 備 醐1買判 i 頁 I 1 回口 竺と

普 遜 I 1 頁 I 1 図 I 40，00 

L 111. 最謝 l 頁 I 1 回口 竺と

摘 〕川 M頁 い 回 I 20. 00 

表 紙 引 l 頁 I 1 回 I 60.00 

表 紙 引 l 頁 I 1 回 45，00

表 紙 4 I 1 頁 I 1 回 I 80. 00 

建築事務所録 I 1 欄 I  1 回 I  1，50 

( 遺築E脚 紫 者 案 内1) I  1 欄 !  回 I  5，00 

康告掲載御 申込は本曾へ直接願ひ ます。

定警察普賢子議長現主主諸島ま2
頗ひ ます。劉l繁代用 は一割増、代金引換は

お断 b致します@

毎 月1回! 日 霊堂行

昭和 13年 12月25 日印刷

苦行ju編賀 川、 板 常 男

大阪市北原朝 日ピ ル日本建築協曾内

刷 所 プ ラ ト ン 印 刷 枇

大阪市西原江戸期南通2了 目 13番 地

行 所 監費 日 本 建 築 協 合

大 阪市 ｾｉｊ 区中 之 島 Ｓ ノ Ｓ 朝 日ピル

定詰長北演( 23) 4501番 ( 9)

振替ロ慶大阪 ＳＹＹＷＵｾ 診

特約販資底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 西 広 京 町 期 務 子 板 橋 西

官話土佐堀 2 4 4 0番

援替口座大阪2084番

禁 轄 載

本務に掲載せるも のは、 一切こ れを? 無断にて

特殺し又は単行本に上梓 そ の他 の複製行潟を?

なすこと を禁す・@

Ｇｶｶ 、ｾハザ ｶ 、ＢＢ、

金料載掲
.tt:. 

c  鹿

築 と 世

第22輯 第 1g涜

l却J' 50銭 ( 郵税3銭〉

12加 6 闘 C，. 36銭〉

昭和 14'.:F 1 月l 日夜行

曾

定官立

建

印

音量
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